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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　巻ノ一　野田・福島の合戦のこと








「ああーっあああーっ　母上さまーっ」

　そのつぶらな瞳ひとみを持つ小こ柄がらな娘むすめの名は、布ほ袋てい丸まると言った。

　京、大おお谷たにの小さな荒あれ寺に生まれた庶しよ子しである。

　布袋丸がけんめいに追いかけている相手は、若い女だった。

　並の人間の女ではなかった。頭に、短い毛で覆おおわれた、獣けものの耳を生やしていた。

　女は、古来、陰おん陽みよう道どうが栄えし平安王朝の時代に、先祖が呪じゆ術じゆつ師しから〝猫ねこ憑つき〟という呪じゆ詛そを受けた山の民たみの一族だった。

〝猫憑き〟の家系の者は人でありながら、猫の耳と猫の尻尾しつぽを持って生まれてくるのだ。

〝猫憑き〟の母から生まれた布袋丸にもいずれ、それは生えてくるはずだった。

「布袋丸や。泣いてはいけませんよ」

「置いていかないでにゃ！　布袋丸は、母上とともに信しの太だの森へ行くにゃ！」

「お前は、貴い本ほん猫びよう寺じの七世当主、ぞんにょさまの実子です。これから先、世は乱れます。人々を癒いやし、彼らの運命を善よき方向へ導く。それがお前の生しよう涯がいの仕事ですよ。お前の身体からだに流れる〝猫憑き〟の血は、そのためにあるのです」

「父上は、幕府の名門士族から新しい奥さんを迎むかえたんだにゃ！　都の仏教界で出世するために！　暮らしを楽にしたいがために！　母上を捨てたんだにゃ！」

「……私はもともと、〝猫憑き〟と蔑さげすまれる卑いやしい山の民。貴いお坊ぼう様さまの妻になれる身分ではないのですよ。ほんのひととき、父上はお戯たわむれになっただけ……お前は本猫寺当主の実子なのです。高貴な生まれなのですよ。母のことはもう、お忘れなさい」

「母上！　その卑しい〝猫憑き〟の血が、布袋丸の身体にも流れておりますにゃ！　布袋丸は、高貴な生まれなどいらない！　ただ、母上さえ……」

「泣いてはなりません。布袋丸。これは、母の一族に伝わるおまじないの言葉です。辛つらい時こそ、笑いなさい。笑うことで、人は、癒やされるのです」

「待って……母上さまーっ！」

　布袋丸が、母と再会することは、生涯なかった。

　後に布袋丸が成人し、手を尽つくして母を捜さがした際にも、彼女の行方ゆくえは決して知れることがなかったのだ。

　ただ、この別れの折に母から教えられたおまじないの言葉を、布袋丸は死ぬ瞬しゆん間かんまで、決して忘れなかった。

　事実、布袋丸は、母のおまじないの言葉を一いち途ずに信じることで、救われたのだから。






　　　　※




　年が明けて春となった戦国時代の日ノ本。

　たった一年足らずで、戦国地図は大きく書き替かえられていた。

　尾お張わりの小大名・織お田だ信のぶ奈なが、上じよう洛らく軍を興おこした駿する河がの大大名・今いま川がわ義よし元もとを「桶おけ狭はざ間まの合戦」で降こう伏ふくさせ、さらに美み濃のを併へい合ごうし近江おうみの浅あざ井い長なが政まさと婚こん姻いん同盟して一いつ気き呵か成せいに上洛に成功。あっという間に京を押さえ今川義元を傀かい儡らい将軍として、やまと御ご所しよの姫ひ巫み女こさまにも覚えめでたき織田信奈は一いち躍やく「天下人」に上り詰つめた。

　越えち前ぜん朝あさ倉くら攻ぜめの折に浅井家が突とつ如じよ寝ね返がえって織田軍の退路を断つという絶体絶命の危機もあったが、「金かねヶが崎さきの退のき口」と呼ばれる伝説のしんがりを買って出た謎なぞの素す浪ろう人にんあがりの少年武将・相良さがら良よし晴はるの働きなどがあって信奈は奇き跡せき的に九死に一生を得、中世権けん威いの象しよう徴ちようである叡えい山ざんの僧そう兵へいたちをも屈くつ服ぷくさせ、甲か斐いの猛もう将しよう・武たけ田だ信しん玄げんと浅井朝倉連合軍をいちどに引き受けるという苛か烈れつな防衛戦をも勝ち抜ぬいた。

　しかし武田信玄は、信奈に敗れたわけではなかった。

　軍師・山やま本もと勘かん助すけが戦場で病を発して急死。勘助のために瀬せ田たに旗をたてんと誓ちかった信玄だったが、奥州からいきなりわいて出てきた「奥州の邪じや気き眼がん竜りゆう」伊だ達て政まさ宗むねが関東に攻めこんできたとの急報を受けて信奈と一時停戦しただけにすぎない。

　信奈に敗れた浅井朝倉もまだ滅ほろびてはおらず、再起の時をうかがっている。

　以上のイベントが一年足らずのうちに怒ど濤とうのように進行したのである。

　まさしく激動の一年だった。




　今、相良良晴軍団は、北近江の虎とら御ご前ぜ山やまに砦とりでを築いて守りを固めていた。

　虎御前山は標高２２４メートルの小さな山で、目の前には浅井長政がこもる小お谷だに城じようがある。小谷城は虎御前山よりもはるかに巨きよ大だいな小谷山をまるごと要よう塞さい化した堅けん固ごな山城で、「姉あね川がわの合戦」で敗れた浅井久ひさ政まさ・長政親子が籠ろう城じようしている浅井方の本ほん拠きよ地ちだ。

　小谷城そのものがそう簡単には落とせない要害であると同時に、その背後にはいまだ越前の朝倉義よし景かげ軍が健在なため、「姉川の合戦」に勝ったとはいえ信奈もそう容易には小谷城を攻め落とせない。

　そこで信奈は当初、小谷城からほど近い横山城に相良良晴とその軍団を配置したが、さらに小谷城の正面に位置する虎御前山へと良晴軍団を前進させ、浅井方の動きを封ふうじることにしたのだ。

　別に、最前線の虎御前山に良晴をうっちゃって見殺しにしようというわけではない。

　虎御前山の南の佐さ和わ山やま城じように丹に羽わ長なが秀ひで、さらにその南の安あ土づち近辺に信奈本軍、長ちよう光こう寺じ城じように柴しば田た勝かつ家いえの軍を配置し、もしも浅井軍が虎御前山に本気で攻めこんできたら一気に兵力を総動員して再決戦を挑いどみ撃げき破はする、というのが信奈の採とった作戦だった。

　浅井軍も、姉川で大敗を喫きつした上に、頼たのみの武田信玄が関東に釘くぎ付づけになっているため、うかつに再決戦を挑むことはできない。そもそも、浅井長政に燃える戦意がない。かつての妻・津つ田だ信のぶ澄すみ（男の娘こだけど）とは戦いたくないのだろう。

　とはいえ浅井家は朝倉家と同盟している。朝倉義景と信奈が和解することは今までのいきさつを考えればもはやありえないので、浅井家は朝倉・織田両家の間で板いた挟ばさみとなり、進しん退たい窮きわまっている。

　一方の信奈も、浅井長政を攻め滅ぼすことをためらっている。長政に嫁とつがせていた弟の津田信澄を思うと、滅ぼすにはしのびない。むろん小谷城の守りは堅固だから、城しろ攻ぜめを強行すれば織田・浅井両軍ともに多大な犠ぎ牲せいが出るだろうし、絶対に勝てるとは限らない。

　つまり、互たがいに決め手を欠いた近江戦線は今、完全な膠こう着ちやく状態だった。

　斎さい藤とう道どう三さんの四十九日の法要が終わった後も、本格的な戦いくさは起きていない。

　戦国時代にタイムスリップしてからほとんど休む暇ひまもなく働いてきた良晴にとって、このような経験ははじめてだった。

「身体がなまっちまう。今日は天気もいいし、ふもとの村でかわいい女の子を探すか」

　物見櫓やぐらの上でねそべりながら、そんなダメな台詞せりふを口にする始末。

「兄さま！　いけませぬぞ！　一国一城の主あるじとなるまで女遊びは厳禁ですぞ。どうしてもというのなら、この妹のねねとお遊びなさりませ！」

　浅井との合戦が膠着状態だということで、砦に幼い妹のねねまで押しかけてきていた。

　信奈から「サルがわたしの目を盗ぬすんで浮うわ気きしそう……じゃなくって、あいつが女の子を追いかけて仕事をサボらないように見張っていてちょうだい」とこっそり言い含ふくめられているらしい。

　ちび信奈と化しているねねは良晴のおなかの上に乗ってきて「ぎゅう」と頰ほおをつねりながら、あーだこーだと説教をはじめた。

「兄さまは大名の器があるお人ですが、ただ女好きという欠点があるのですぞ。それさえ我が慢まんすればいずれは一国一城の主に取り立てると姫さまは仰おおせですぞ！　もしも女遊びをしたら即そつ刻こく打ち首だそうですぞ！　死にたくなければ働きなされ！」

「はいはい。わかってますって。信奈の奴やつ、クリスマス以来いよいよ俺への態度が露ろ骨こつになってきたな……ああ、どうして俺は信奈にあんなことをしてしまったんだろう。いくら戦場で気が高ぶっていたとはいえ、もう取り返しがつかねえじゃねーか！　はずかしい、もう信奈と顔を合わせられねえ！」

　良晴は、クリスマスの夜のことを思いだすだけで逃にげだしたくなる。

　信奈に、バレちまった。俺が、あいつにどうしようもなくほれていることが。そして、意外や意外、信奈ももしかしたら俺のことを……そうでなきゃ、いくら恩賞とはいえ、あんなふうに……む、む、夢中になって、き、き、キスを……あいつの身体、すっげえ柔やわらかくて熱かったな……くそっ年にいちど、サンタクロースに変身できるクリスマスの夜しかあいつにキスできないなんて嫌いやだ嫌すぎる待ちきれねえ！　うわあー！

「はて。クリスマスに姫さまと何をしたのですか、兄さま」

「いや、子供のねねは知らなくてもいいことだよ。もうちょっと大人になったら教えてあげてもいいかな」

「むー。ねねはもう大人ですぞ！　言わないと、くすぐりますぞ。明あけ智ちさまから教わった股こ間かん蹴げりを繰くりだしますぞ」

「それは勘かん弁べんしてくれ」

「ところで兄さま。股間が少しかたくなっていますがこれはいったい何事なのでしょうか？」

「触さわるな触るな！　ねねとは関係ないからっ！　ついクリスマスのことを思いだして身体が思わずほてっちまっただけなんだよ！」

「もしかして戦で傷を負われて腫はれ上がっているのではありますまいな。ねねが手当てしてさしあげますぞ。冷やせばよろしいか、それとももみほぐすのがよろしいか」

「どっちもアウト────！　こら、ねね。触るな。触るなっ！」

「亜あ羽う都ととは何ですか兄さま。サル語は難しいですな」

　良晴がねねの相手をしている横では、信奈の実弟・津田信澄が「いつまでもこんなに平和だったらいいのにねえ」とつぶやきながら一筆したためている。信澄は柴田勝家の与よ力りきのはずだが、最近ずっと虎御前山の良晴軍に居着いている。

　そしてその手紙を、忍しのび装しよう束ぞく姿で床ゆか下したに潜ひそんでいる蜂はち須す賀か五ご右衛え門もんに手て渡わたす。

「かたじけない乱らつ波ぱくん。たびたびすまないがこれを小谷城の浅井長政のもとへ届けておくれ」

「お市いちどのへの恋こい文ぶみでござるな。にんにんでござる」

　音もなく五右衛門の気配が消えた。

　まもなく小谷城から少数の部隊が虎御前山へと押し出してくる姿が砦から一望できたが、天才軍師・竹たけ中なか半はん兵べ衛えが虎御前山のふもとに構築している「石せき兵へい八はち陣じん」の迷路に入り込んで右往左往、しばらくするとあきらめて石兵八陣の出入り口から飛び出し、小谷城へと逃げ帰っていく。

　これは小谷城にこもる浅井軍が一日にいちど、定めごとのように行う偵てい察さつイベントだ。

「さすがは軍師どのですな、兄さま！　今日も一兵も動かさずに砦を守りぬきましたぞ」

「あの迷路を攻こう略りやくしたいのなら石を全部倒たおせばいいのに、誰だれも気づかねーんだよな」

「くすん、くすん。今回はそう簡単に倒せないように石の根元をしっかり地中に埋うめてありますから、よほどの剛ごう力りきの武者が暴れるか、あるいは施し設せつを破は壊かいするための特とく殊しゆな兵器を用いて攻めてこられない限りは大だい丈じよう夫ぶです。良晴さんに陣を破られた時は驚おどろきました」

　小柄な軍師・竹中半兵衛が羽う毛もう扇せんでそよそよと扇あおぎながら「美濃の戦の折、迷路そのものを壊こわす策を思いついた良晴さんは天下の奇き才さいです」とうなずいている。

　半兵衛は身体からだが弱いので、戦場でも甲かつ冑ちゆうをつけない。浅あさ黄ぎ色の木綿もめん胴どう服ふくを羽織って、しどけなげに砦のふもとに広がる八陣を眺ながめている。

「半兵衛ちゃん、あれはまぐれだよ。将しよう棋ぎに負けそうになったから盤ばんをひっくりかえしたのと同じでさ」

　ねねを抱だき枕まくらがわりにしながら、良晴が照れ臭くさそうにそう言った。

　信奈とクリスマスにキスして以来、ご陽気な良晴がこんなふうにはずかしがる場面が増えている。

　利発な半兵衛はクリスマスに何があったかをそれとなく察しているが、良晴が照れるので敢あえて黙だまっているらしい。

「ともあれ、将棋にたとえれば今は織田方も浅井さんも千日手です。各地の反織田勢力が勢いを取り戻もどす前にこの膠着を打開する策を考えなければいけません。くすん」

「そうだな。浅井長政はともかく、朝倉義景が越前に控ひかえているのが問題だ。あいつは死んでも信奈に降参しねーぞ。信奈もあいつだけは許さないだろうしな。っていうか、この俺もだ！」

　きい思いだすだけではらわたが煮にえくりかえる！　あいつが戦場で我われを忘れて信奈に襲おそいかかったりしなければ、俺はあんなはずかしい思いをしなくても……良晴はねねをだっこしたままごろごろ～と床ゆかの上を転がり回った。

「朝倉さんは現世の利を求めておられる方ではないので、人の理り屈くつが通じません。難しい相手ですね」

「姉川であいつを討うち漏もらしたのが響ひびいてるな。アホの信奈が陣じん内ないで俺さまの魅み力りよくに屈くつして照れまくって騒さわいでる隙すきにうまく逃げられた。こうなったのも、放火癖ぐせのせいで日ひ頃ごろ男にぜんぜんモテなくて恋れん愛あいに不慣れだったツンデレ信奈のせいだ。モテない女って悲しいよな～」

「誰のせいですって？」

　ぽかっ。

　背後から後頭部をいきなりグーパンチで殴なぐられた良晴が振ふり返ると、そこには町まち娘むすめに扮ふんした信奈その人が仁王立ちしていた。

「はわわ。信奈さま。いつの間にいらしたのですか？」

「姫さま、ここは危険ですぞ」

「やあ姉上。道三どのの四十九日の法要以来ですね。その後、ご機き嫌げんはいかがですか」

「ご機嫌はすこぶる悪いわよ。このサルの減らず口のおかげでね！」

「ぎゃあっ」

　すかさず良晴の両目へとチョキの形に伸のばした指を突つき入れてくる信奈。道三が病死したあとしばらく別人のようにうちひしがれていたが、四十九日の法要でふっきれたのか、今ではすっかり元気を取り戻していた。

　でも、はじめて会った頃ころと比べるとどこか横顔が大人びて見えるようになったな……と良晴は気づいた。

　義父の道三を失うという悲しみを乗り越こえた信奈は、いよいよこの世の人とは思えないほどに美しくなった。

（俺、こいつにキスしたのか。信じられない。クリスマスはまるで夢のような夜だったな）

　不意打ちのようにあらわれた信奈の神々しいまでの美しさに、良晴はすっかり心を奪うばわれてしまった。

　年にいちど、クリスマスの夜にしかキスできないなんて我慢できない。

　目が合った。

　凜りんとした声で、命令された。

「サル。ちょっと顔貸しなさい」

「お、おう」




　いったい何事だろう、もしかして小谷城を落とす秘策でもひらめいたのだろうか？

　良晴はそう思って信奈と二人きり、茶室に入った。

　虎御前山は城とは言えない簡素な砦とりでだが、信奈の命令で小さな茶室をもうけてある。

　良晴は「茶の湯」というものがいまいちわかっていないが、茶室があれば軍事機密の相談をする時などに便利なのだ。

　でも、信奈の用事は良晴が想像していたものとはちょっと違ちがっていた。

「今日は、あんたに茶人を紹しよう介かいしたいの」

「茶人？」

　すっ、とふすまが開いて、真っ黒い服に身を包み、頭をすっぽりと黒いフードで隠かくした少女が茶室へと入ってきた。

　なんとなく、背中に黒々としたオーラを背負っているように良晴には見えた。

「堺さかいの商人で茶人の千せん宗そう易えきよ。最近では、千せんの利り休きゆうと名乗っているわ」

「……」

　顔を隠したまま、利休は正座したきり一言も発しない。

　へえーこの子があの『織田信のぶ長なが公の野望』に天下一の茶人として登場する千利休か。ちょっと変わってるというか、明らかにゴスロリ系だなぁ……と良晴は思った。そういえば利休は黒を好んでいたらしいけど、ゲームに登場する利休とはちょっとイメージが違うというか。

「無口な子だけど、茶の湯の腕うで前まえは天才肌はだなの。利休、サルに茶を点たててくれるかしら？」

「……（こくり）」

　真っ黒くてしかもひび割れた茶ちや碗わんに、利休は──ガラス瓶びんに入った南なん蛮ばんの赤あか葡ぶ萄どう酒しゆを注ぎこんだ。

「ちょ。それ、抹まつ茶ちやじゃねーぞ？」

「これが利休流の茶の湯よ。まあ、黙って見てなさいって」

「……」

　利休が、葡萄酒の入った茶器を良晴に手渡した。

　これをみんなで回し飲みにしろと言っているらしい。

　みんなと言っても三人きりだが……さらに利休は、南蛮饅まん頭じゆう──パンをちぎって、良晴に手渡してきた。

「……」

　食べろ、と言っているらしい。

　ほとんど言葉を発しないが、なんとなく利休が言いたいことが伝わってくるのはなぜ。

「これって、フロイスちゃんが教会で行っているミサに似てないか？　葡萄酒は主の聖なる血、パンは主の聖なる肉体を象しよう徴ちようしているんだってさ。それをみんなでわけあうのがミサらしいが」

「……（こくり）」

「さすが未来ザルね、当たりよ。独自の茶の湯を探求してきた利休は、茶の湯にキリシタンの儀ぎ式しきを取り入れたの。これぞ和わ洋よう折せつ衷ちゆう、まったく新しい今風の茶の湯よ！」

「おいおい。俺が知ってる利休とまるで違うぞ？　利休の茶の精神って、もっと日本的な『わびさび』じゃなかったのか。これじゃ『わびさび』じゃなくて『ごすろり』だよ」

「『ごすろり』？　言葉の意味はわからないけれど、いい響きね。それじゃ、利休の茶の湯を『ごすろりの茶』と名付けましょう！」

「いやいや！　俺は日ノ本の文化史を改かい竄ざんしたくないので、それは勘弁してくれ信奈」

「……（ふるふる）」

　戻ってきた茶碗を撫なでながら、利休が首を横に振った。

「……」

「え？　これで終わりじゃない、ここからが茶の湯の本番だって？」

「……（こくり）」

　茶碗の中に利休は、ぽたり、ぽたりと謎なぞめいた液体を数種類投入し、それを「かしゃかしゃ」と茶ちや筅せんでかき混ぜた。竹製ではなく、金属製の茶筅だ。

　ぼむっ！　と茶碗の中で小さな煙けむりがあがり、そして茶碗の中にあらわれたものは──。

「小こ粒つぶ金きん!?　これ……ほんものの黄おう金ごんじゃねーか!?」

「……（こくり）」

「手品なのか？」

「……（ふる、ふる）」

　信奈が「どう？　すごいでしょう！」とフンフン小鼻をうごめかした。

「なんでお前がいばるんだよ？」

「利休は堺で南なん蛮ばん人じんに師事して、『錬れん金きん術じゆつ』と呼ばれている南蛮渡と来らいの古い異い端たんの技術を学んだのよ」

「れ、錬金術ッ!?　戦国日ノ本にはキリスト教や種たね子が島しまだけでなく、実はそんなオカルト文化まで伝来していたのか!?」

「唐から国くににも、不老不死を目指して秘薬を調合したり、体内の『気』を練って不死の仙せん人にんを目指す煉れん丹たん術があるけれど、どちらも元は同じ古代の技術らしいのよ。ただ、南蛮では不老不死を目指す秘薬の開発だけでなく、黄金を生成することを目的とした錬金術として発展してきたそうよ。もしかして南蛮では、金があまり採れないのかもね」

「あー。東洋の煉丹術って、水銀を飲ませるんだろ。死んじまうぜ。唐国の歴代皇こう帝ていがけっこう早死にしているのも、水銀中毒が主な原因だっていうし」

「不老不死にはわたしは興味がないわ。人間は、命に終わりがあるからこそ精せい一いつ杯ぱい生きられるんだもの。でもね、錬金術は大いに役立つじゃない？　なにしろ卑ひ金きん属ぞくから調合して純じゆん粋すいな黄金を作り出せるのよ！　素敵よね！」

「……守しゆ銭せん奴どの目つきになっているぜ、信奈？」

「でもね、ほんとうに黄金を作ることができる錬金術師は南蛮にももういないんだって！　ところが天才の利休は気づいたのよ。南蛮の錬金術師が成功しないのは、実験に用いる『器』の品質が悪いからだと。そして唐から渡わたりの大名物茶器は、錬金術の『器』にふさわしい霊れい力りよくを持っていると！　南蛮で錬金術が成功しないのは、大名物茶器を焼けるような良質な石が南蛮では産出できないから、そして茶器を焼く技術が失われたからだ、とね。南蛮と東洋、お互たがいの世界における伝統秘ひ儀ぎが融ゆう合ごうされたことで、錬金術はこの日ノ本で蘇よみがえったの」

「……（こくり）」

「すごいでしょう？　今はまだ小さな小粒金しか作れないけれど、いずれ茶の湯の道を究めれば膨ぼう大だいな量の金きん塊かいを量産できるようになるわ！　天てん下か布ふ武ぶのための軍資金として使えるじゃない？　だからわたしは、利休の茶器工こう房ぼうに膨大な投資を行うことにしたの！」

「……（ふるふる）」

　まだ成功する確率が低い、今日はたまたま成功した、と利休は言いたいらしい。

　いやこれ茶の湯じゃなくてもはや黒くろ魔ま術じゆつの領域だろ！　と良晴が突っ込こんだ。

「信奈。お前、神仏とか怪かい異いを信じないんじゃなかったっけ？」

「もちろんよ。わたしはあくまでも、銭ぜにの力を信じているわ！　天下布武のためには、銭はいくらあっても足りないんだもの！　黄金を量産できるんだったら、南蛮の悪あく魔まにでも喜んであんたの魂たましいを売り渡すわよ！」

「守銭奴め！　勝手に俺の魂を売り渡すんじゃねえ！」

「……わがなは、千利休」

　はじめて、利休が声を出した。

　見た目は黒ずくめで完全にゴスゴスロリロリだが、意外と愛らしくてほわほわしたアニメ声だった。

　はっ、と良晴が声をあげた。

「千・利・休。そうか！　すべての漢字に、十じゆう字じ架かが隠されているじゃねーか！　つまり利休ちゃんはキリシタンってことか！」

「……（こくり）」

　錬金術を学ぶために敢あえてキリシタンになった、と利休は言いたいようだ。

　うわあ知らなかった！　隠された歴史の真実！　くそっ現代のみんなに教えてやりてえ！　でも伝える方法がねえきいい悔くやしい、と良晴は畳たたみをひっかく。だから、最近行動がどんどんサルっぽくなってきているのはどうしてなんだ。

「俺が知っている歴史で一いつ介かいの茶人にすぎない千利休が黄金バブルの豊とよ臣とみ秀ひで吉よし政権における陰かげの実力者となった理由は、錬金術の力によるものだったというのか？　そういえば利休は黒を好むと言いながら秀吉のおっさんのために黄金の茶室を造ったりしていたし、秀吉のおっさんはとてつもない量の金塊をかき集めていた。おっさんは黄金の力で天下を盗とったようなもんだ。その金塊はいったいどこから──まさか──」

「……りっきゅ？」

　秀吉って誰だれ？　と利休が不思議そうに良晴の顔を覗のぞきこむ。

　もう年の頃は十五歳くらいだろうが、フードに隠れている顔かたちは意外に幼い。

「でも利休ちゃんって五右衛門にも勝まさるともおとらねーアニメ声だな。かわいいかも。利休ちゃん、もういちど声を出してくれねーか？」

「兄目越えとはなんなのよ、サル？」

「……（むー）」

　良晴のリクエストは、頰ほおを膨ふくらませた利休に「イヤだ」と拒きよ否ひされてしまった。

　魔ま術じゆつ師しっぽい黒キャラを演じることを心がけている利休は、自分のアニメ声を気にしているらしい。

　もっとドスの利いた重々しい声を出したいけど出せないので、なるべくしゃべらないことにしているのだろうか。

「利休は自分のかわいい声が恥はずかしいらしくて、絶対に人前で笑わないことにしているのよ。茶道と錬金術の使い手たるもの、厳おごそかで不気味な印象を人に与あたえないといけない、笑ったら茶の湯の力を失ってしまう、と信じているの」

「……（こくこく）」

　こんなにかわいいのに、笑わないなんてもったいないなあ。豪ごう盛せいのおっさんが、女によ人にんに触ふれたら法力を失うと信じていたのと同じかもな。求道者って禁きん欲よくに走るよな、と良晴は思った。

「ふふ。ありがとう利休。サルと二人きりになるいい口実になったわ。茶室ってこういう用よう途とに便利よね。ねねが入ってこないように、別室で相手してあげてね」

「……（ぺこり）」

　利休がしずしずと茶室から退室し、良晴と信奈が二人きりになった瞬しゆん間かんだった。

「やっと二人きりになれたわね、良晴！」

　信奈に飛びつかれて、ごろごろと子こ猫ねこのようになつかれてしまった。

　良晴は慌あわてた。

「待て、信奈。お前、変なものでも食べたのか？　今日はクリスマスじゃないぜ、こんなところを家臣団の誰かに見られたら……」

「だから利休を見張り役として連れてきたんでしょ？　蝮まむしの四十九日が終わるまで自重していたんだけど、もういいでしょ。ねえ良晴、頭を撫でてちょうだい」

「あ、頭を？　そうか。お前、落馬でもして頭を打ってこんな変キャラになっちまったのか？　不ふ憫びんな……」

「違ちがうわよ。何を言っているのよ、あんたってほんもののバカなんじゃないの。さっさと撫でなさいよ」

「撫でればいいのか？　魔ま法ほうのランプみたいに、何か出てきたりして……」

「ん～。そうそう。良晴に頭を撫でられると、わたし、とても落ち着くの。心がほわんって軽くなっちゃうみたい」

　そうか。道三の爺じいさんに死なれて寂さびしいんだな、と良晴は察した。

（どうせここは茶室だ、誰も見ちゃいねえ！）

　思いきり頭を撫でてあげた。

　間近で見つめる信奈は、顔が小さい。良晴の三分の二くらいしかない。下へ手たしたら半分くらいかもしれない。それなのに目だけはぱちっと大きい。そんな信奈に甘えられている良晴もまた、現代から戦国時代ヘタイムスリップしてしまって以来の苦労が全部消し飛んでいって心が温かくなっていく。

　その一方、（こいつが織田家の姫ひめでなければ、織田信長の役割を担になっている女の子でなければ今すぐさらっていってしまうのに、チキショー！）と、中ちゆう途と半はん端ぱに手の届くところに信奈が来てしまったがためにかえって悶もん々もんとなってしまう。
















　身分が違いすぎる。責任も大きすぎる。信奈は「天下布武」を果たし戦国乱世に平和をもたらすという自分の役割を放ほう棄きできない。現世では決して結ばれない運命。それを承知で、二人はキスをした。それだけに、良晴はじれったかった。信奈も同じ気持ちなのだろう。

　自然と、お互いに抱だきしめあう腕うでに力が入った。

　信奈は良晴の首筋に爪つめを立てている。

　キスしたい。でもここでキスしてしまったら、これからもずるずると行ってしまう……そうなればいずれ人々にもバレる。天下人の信奈がどこのサルの骨ともわからない身分いやしい男と恋こい仲なかにあるだなんて知れたら、信奈の天下盗りに重大な支障をきたす。動どう揺ようした家臣団がバラバラになるかもしれない。良晴は無防備にキスをねだるように目を閉じている信奈の小さな身体からだを抱きしめながら、ぐっとこらえた。辛つらい。お互いの気持ちがわかってしまっただけに、いよいよ辛い。

「な、なあ信奈。まさかこれだけのために安あ土づちから来たのか？」

「……そ、そんなはずないでしょ。これからの方針を打ち合わせるために来たのよ」

　信奈も、ぎりぎりのところで踏ふみとどまっているようだった。

　良晴に夢中になって天下盗りがおろそかになってしまっては、自分に夢を託たくしてくれた道三の死が無む駄だになってしまう。

　その一念が今の信奈をぎりぎりのところで支えているらしい。

「良晴。小谷城を落とし、近江おうみ一国を完全に平定すれば天下布武への道は開けるわ」

「でもそれができねーから、こうして千日手にはまってるんじゃないか？」

「そうね。浅井長政を攻せめ殺すことはできない。聞いたわよ。長政ってほんとうは女なんですって？」

「その話、どこから聞いたんだ？」

「……あんたが飼ってるかみかみの子供乱波から、こっそり知らされたの。つまり勘かん十じゆう郎ろうと浅井長政はほんとうに結けつ婚こんしていたってことなんだわ。その事実を知ってしまった以上、わたしは浅井長政を死なせずに小谷城を盗らなくてはならないの」

　ああもう五右衛門の奴やつ、余計なことを信奈に教えやがって、と良晴は舌打ちしたくなった。

「五右衛門は『落ちてくる実をすべて拾うことはできぬでござる。小谷城とあざいながまちゃ、いじゅれかをえらぶでごじゃる』とわたしに忠告してきたけど──どちらかを捨てることはわたしにはできない。勘十郎の想い人を殺すだなんて、そんなことは」

　五右衛門のいつもの台詞せりふだな。そろそろ信奈は選せん択たくするべき時期だ、ってことか。それにしても信奈はずいぶんと優しくなったな……恋こいをすれば女は変わるとは言うけれど。その相手が俺だなんて嬉うれしすぎて死にそうになるけど、でも信奈があまり甘くなりすぎると天下統一はどんどん遠のく。どうすればいいんだ俺は、と良晴はない知ち恵えを絞しぼって考えに考えた。信奈の頭を撫なでれば何かひらめくかもしれないと祈いのりながら。

「わたし、天下布武のためには犠ぎ牲せいをいとわない覚かく悟ごだったのに。あんたのせいよ。なるべく戦いくさをせずに人を死なせずに天下を平定しよう、だなんて思うようになっちゃって。未来から来たサルに心を乱されているんだわ」

　頰を赤くして微笑ほほえみながら、信奈が良晴の腕の中でそう言った。

（し、し、しおらしいじゃねーか信奈。かわいい……もっともっと抱きしめたい！）

　思わず信奈の小ぶりな唇くちびるにキスしてそのまま押し倒たおしそうになる衝しよう動どうを、良晴は抑おさえきれなくなりそうだった。

　信奈も、それを期待して虎御前山の茶室まで馬を飛ばしてきたに違いない──！

　そうだよ。誰も見ていないんだ。クリスマスの夜と同じだ。だったら！

「き、キスしていいか？　信奈」

「……う、ん」

　信奈が瞳ひとみを潤うるませながら、小さくうなずいた。

　二人が今まさに唇と唇を重ね合わせようとした時だった。




「明智十じゆう兵べ衛え光みつ秀ひで、参りましたです！」

　茶室のふすまがいきなり開いて、きんかんの髪かみ飾かざりとおでこが特とく徴ちよう的な明智光秀が入ってきて二人の逢おう瀬せの邪じや魔まをした。

　見られたらまずい！

　信奈と良晴は、慌てて茶室の対角線上へと座ったまま移動していた。

「じゅ、十兵衛？　あんた、坂本城にいるんじゃなかったっけ？　どうしてここに？」

「そ、そうだぜ。いきなりあらわれるなよ、びっくりしたじゃないか」

「坂本から今いま浜はまの港までは船を飛ばせばすぐです。今浜からこの虎御前山までは馬を使えばあっという間。琵び琶わ湖この水上交こう通つう網もうを駆く使しすれば、意外に近いのです」

　明智十兵衛光秀は、織田家きっての切れ者。

　土と岐き源げん氏じの血をひく高貴な生まれ、斎藤道三の小こ姓しようとして鍛きたえられた実力、美び貌ぼう、おでこが大きめなこと以外はすべてにおいて完かん璧ぺきな少女武将。京の公く家げや堺さかいの商人などとも交流が深く、信奈から南近江坂本の地を所領として与えられ、京の統治と防衛を任されている。

　ただ惜おしいことに、押し出しが強いかわりにいまいち場の空気が読めない子であった。

　この点、万事控ひかえめで目立つことを好まぬけれども人の心中を察する能力に長たけた竹中半兵衛とは正反対といえる。

　だがその空気が読めないはずの十兵衛光秀が、信奈と良晴が最近妙みようにぎくしゃくしていることに気づいていた。

　女の勘かん、というやつである。

　光秀は金ヶ崎の退き口で死にかけていた良晴を救った時に、良晴にほれてしまったらしい。恋れん愛あいというものを知らなかった光秀はいまだに自分の恋こい心ごころには気づいていないのだが、恋する乙女おとめ故ゆえに信奈と良晴の間に流れる空気には敏びん感かんになっているのだ。

　この時、茶室のふすまに浮うかび上がった二人の影かげを見た光秀は、

（相良先せん輩ぱいが信奈さまを襲おそっているです！　たいへんです！）

　と信奈の身を案じ、良晴の暴走を食い止めようと思ったらしい。

　光秀は虎御前山へ向かう途と中ちゆう、このようなことを考えてきた。

（兵たちの噂うわさでは、道三どのが亡くなられたクリスマスの夜に信奈さまがついに相良先輩へ恩賞の接せつ吻ぷんを与あたえたとか──まさかとは思いますが、もしそれがほんとうなら一大事です。先輩は未来から来たお人ですからご自分と信奈さまの身分の決定的な違いをご存じないのかもしれませんが、お二人がもしも恋仲などになれば織田家の秩ちつ序じよが崩ほう壊かいしてしまうです。天下布武の夢など無残に瓦が解かいしてしまいます）

　光秀自身は（まさかそんなことが）と信じてはいないが、そんな噂が兵の間でささやかれているだけでも憂ゆう慮りよすべき事態だった。

（これは、女好きの先輩がいつまでも嫁よめをとらないのが原因です）

　そこで、いちどはご破算になってしまったぜんぜん気乗りしない縁えん談だんだけれども織田家のためにやっぱり相良良晴を自分の婿むことして迎むかえ入れるしかない、と覚悟を決めたらしい。それに自分との縁談が流れたあと、なぜか良晴が嬉しそうだったのが妙に腹立たしくいらいらする。この十兵衛は相良先輩に甘い顔を見せすぎたのでなめられているです、これからは厳しく詰つめ寄って意地でも祝言をあげてやるです、と気合いじゅうぶん。

　もちろん、信奈も良晴も、光秀がそんなことを考えてやってきたとは知らない。

「いいいいったい何の用なのよ、十兵衛」

「そうだよ。俺たちは重要な軍議の途中なんだぜ」

「ぜひとも相良先輩にお見せしたいものがありまして。今すぐ船に乗りやがれ、です」

「船に？」

「何なのよ十兵衛。もしかして坂本城が完成したの？」

「そうなのです信奈さま。浪ろう人にんの身であったこの十兵衛を織田家初の城持ち大名にしていただいたご恩は生しよう涯がい忘れないです。そうです！　せっかくですから、信奈さまもぜひ。先輩とお二人でご覧になっては？」

「……ちっ……どうしてわたしがそんなウザいことしなきゃならないのよ。あーあー、せっかくいいところだったのにぃ……」

「えっ？　何がよきところだったのでしょうか、信奈さま？」

　光秀の眉まゆがぴきり、とはねあがった。

（この信奈さまの態度、あやしいです……まさか噂はほんとう……？）

　思いきり疑っている。信奈と良晴は咳せき払ばらいをした。

「なんでもないわよ。こほん。い、いいわよ。行きましょう、サル」

「お、おう」




　三人は快速で飛ばす船に乗って、琵琶湖の東岸から南岸へと一気に渡わたった。

　近江は広大な国だが、その近江の中央に鎮ちん座ざする巨きよ大だいな琵琶湖上には船の道がいくつもあって、琵琶湖周辺の城や砦とりでに陣じん取どっている織田家の武将たちは素早く互たがいに往来できる。

　北近江の要害・小谷城を落として近江を完全に平定すれば、琵琶湖の水路のすべてを信奈は手に入れることができる。

　そうなれば電でん撃げき的速度で奇き襲しゆうをかける戦法を得意とする信奈の戦は、ぐっとやりやすくなる。京へも岐ぎ阜ふへも自由自在に動けるのだ。

　さて叡山のふもと坂本は琵琶湖の南岸に位置し、西近江から京へいたる入り口にある戦略上の要よう衝しようだった。

　その地を信奈から与えられて一国一城の大名となった光秀は、自らの本城として昨年より「坂本城」を建築していたのであるが──。

「どうですか、信奈さま！　坂本城の本丸をご覧ください。今はやりの南なん蛮ばん風にしてみましたです！　本丸に高層の建物を造るのは松まつ永なが弾だん正じようのまねっこですが、この十兵衛は天才ですのでただまねるだけではありません。その呼び名を『天守』改め、『天主』と称しようすることにしましたです」

　光秀が自じ慢まんげに指し示す先。

　琵琶湖の岸に面した本丸に燦さん然ぜんと輝かがやくそのきらびやかな建物のデザインは、どこからどう見ても日本の城ではなく、「中世ヨーロッパのお城」そのものだった。

「南蛮の騎き士しジョバンナの意見を参考に、防衛に適した南蛮様式のお城を造ってみたです。キリシタンは『天主教』とも呼ばれておりますから、天守ではなく、天主。われながら素晴らしい名前を考えたものです。十兵衛は自分の才能がおそろしいです」

　しまったわ。わたしも安土に南蛮様式のお城を建てて「天守」を「天主」と改名するつもりだったのに先を越こされちゃった！　と信奈がちょっと悔くやしそうに唇をとがらせた。

　そもそも、光秀さえ茶室に割って入らなければ今いま頃ごろは……と思うと得意げにきんかんの髪飾りを揺ゆらしている光秀が憎にくらしくなってくる。

　坂本城の桟さん橋ばしに船を横付けにした光秀は、二人を天主内部へと案内した。

　坂本城を警護しているのは、叡山の僧そう兵へい・正しよう覚かく院いん豪盛。

「がはははは！　この城が完成すればフロイスさまのご布教も順調に進みますな！」

　この弁べん慶けいみたいな大男、仏僧なのに無限大の慈じ悲ひ心しんを絶やさないフロイスの母性に癒いやされてしまい、今ではフロイスを観かん音のん菩ぼ薩さつに見立ててこしらえた「マリア観音像」を熱心に造っては各地の寺に配置するという、極きよく端たんな神仏習合派（？）になっていた。

　光秀は「おつとめご苦労さまです」と豪盛をねぎらいつつ、むくれている信奈と「くそっ身体からだがほてる、生殺しだ」とうめいている良晴を天主へと連れて行った。

「これより天主の最上階にご案内いたします。本来はこの十兵衛と相良先輩しか入れないのですが、信奈さまはご主君ですから特別にお見せいたします」

　この時、信奈の身体の周辺からすさまじい嫉しつ妬とと憤ふん怒ぬの炎ほのおが立ちのぼった。

　良晴は信奈の怒いかりを察知し、階段をのぼりながら「どういうことなんだよ十兵衛ちゃん、俺たちの祝言話なんて最初からなかったんだよ」と光秀に抗こう議ぎしてみせた。抗議しないとこの場で信奈に抜ばつ刀とうされて首を落とされると思ったからだ。

　だが光秀は良晴の必死の言葉を「あーはいはい」とウザそうに聞き流すばかり。

　最上階についた。

「この最上階は、十兵衛と先輩の寝しん室しつ。すなわち、うら若き夫ふう婦ふがつがう愛の巣です。なので、坂本の民たみたちには坂本城を『愛の巣城』と呼ばせておりますです」

　白いレースのカーテンに包まれた、南蛮直輸入のダブルベッドが部屋の真ん中にどーんと鎮ちん座ざしていた。

「これが奮発して津つ田だ宗そう及ぎゆうどのから買い求めた最新の南蛮寝しん具ぐです。南蛮では、夫婦はこの〝だぶるべっど〟で毎晩仲良く抱だき合って眠ねむるのだそうですよ。もちろん、ここで子作りも……ああ残念です。相手がサル面づらの相良先輩でなかったら十兵衛はどれほど幸せだったでしょうか」

「ちょっとサル。あんたいったいどういうつもりなの。事と次第によってはこの場で手打ちにして生首を琵琶湖に放りこむわよ？」

　信奈の怒りは頂点に達していた。

「俺にもさっぱりわからないよ!?　いったいどこでどういう誤解が生じてこんなことになったんだろう!?」

「わからないわけがないでしょう。あんた、純真な十兵衛をだましたのね。わたしと二ふた股またかけてたのね。死罪だわ」

「二股とかそんな危険な言葉を口にするなよ。十兵衛ちゃんに聞こえちゃうだろ、しーっ！　しーっ！」

　部屋の岸側には雄ゆう大だいな琵琶湖を一望できる開放的な南蛮風のバルコニーが据すえ付けられていた。そのバルコニーにはいろいろな花や南蛮の観葉植物が飾かざられていて、まさに乙女ちっく。ベッドの脇わきのサイドテーブルには、赤あか葡ぶ萄どう酒しゆや金こん平ぺい糖とうといった南蛮ものの飲み物やお菓か子しがずらりとそろえられていた。

「南蛮のお姫ひめさまの部屋は、おおむねこのような感じなのだそうです。城内では南蛮寺の建築も進んでおりまして、そこで二人は南蛮風の祝言をあげるです」

　あーこんな身分いやしい冴さえない男が十兵衛の旦だん那なさまになるだなんて憂ゆう鬱うつですと口では言いながら、ひしっ、と良晴の腕うでにしがみついてくる光秀。

「どうでしょうか、この最さい新しん鋭えいの内装は。先輩が暮らしておられた未来の日ノ本のお部屋に少しでも近づけたでしょうか？　これからはこの南蛮式の寝室で毎晩この十兵衛が先輩を甘やかしてやるです。おやどうして青ざめているのですか先輩。ちょっとくらい喜びやがれです」

「待ってくれ！　俺たちの祝言話は最初からなかったんだってば！」

「そうよ十兵衛。わたしはそんな命令、あんたに出してないって言ったでしょ？」

「先輩は女好きですから見境なくサルのように女の子に襲いかかります。そのため、信奈さまと先輩がクリスマスの夜に接吻していた、と兵の間でよからぬ噂が立っているのです。放置しておけば織田家存亡に関わる重大な事態になりかねないです」

　信奈も良晴も凍こおり付いた。

　いったいどこから漏もれたのだろう？

「織田家のため、この国の民のため、十兵衛はかような噂を放置してはおけません。誰だれかが先輩と祝言をあげて夫婦になってあげてこそ先輩も心安らかになりサルのようなみだらなまねをしなくなって織田家も平和になるというもの。しかし、ねねどのは先輩の妹。竹中どのや滝たき川がわどのもまだ幼い。蜂須賀どのは乱波なれば織田家を代表する部将となった先輩とは身分が釣つり合わないです。柴田どのは常に先輩の命を狙ねらっておられますから論外。丹羽どのには『相良どのにはお好きな女によ人にんがおられますから』とやんわり断られましたです。となれば、先輩のお嫁さんになる適任者はこの十兵衛しかいないのです。十兵衛は別にぜんぜん先輩にほれているわけではありませんし、正直申しましてイヤでイヤでたまらないのですが、これも織田家のため。仕方がないのです。まあ、先輩がほれている女の子とは常識的に考えればこの美しくて高貴でかしこい十兵衛のことでしょうし」

　説得不能の持論をとうとうと述べる光秀。なんとなく理り屈くつは合っているような気がする。信奈は「良晴がほれてる女の子は、このわたし！　朝倉義景を殴なぐりながらわたしのことを『俺の女』って言ってくれたんだからっ！」とどなりたいけれど、どなることができない。

「あまりにも格が違ちがいすぎる『月とすっぽん』の夫婦ですが、織田家のおんために夫婦になってやるです、相良先輩。断ればさらに噂は大きくなりますですよ？」

「……ぐ……」

　追い詰められてテンパった信奈が良晴ではなく光秀の首をはねるつもりになって衝しよう動どう的に刀の柄つかに手をかけたのは、この時がはじめてだった。

　まずい、と察した良晴が、腕に絡からんでくる光秀を引きはがそうと暴れる。

「十兵衛ちゃん。誤解だ！　俺の想い人ってのは、十兵衛ちゃんじゃないんだ！」

「はあ？　この十兵衛がここまで譲じよう歩ほしてやっているというのに、今さら何を言っているのですか先せん輩ぱいは？　いつまでも照てれ隠かくししていないで、少しは泣いて感激しやがれです」

「ほんとだってば！」

「じゃあ誰なのですか。内ない緒しよにしてあげますから言いやがれです。まさか、信奈さまにほれているなどとたわけたことを言いだすのではないですよね？」

　ぐっ、と良晴は言葉に詰まった。

　そうだよ目の前にいる信奈だよ！　と叫さけびたいが、それを漏らしてはならない。相手は主君にして天下人、こちらは家臣。しかも、武士の生まれですらない。もともと戦国の世に身分すらなかった風ふう来らい坊ぼう。決して許されない恋こいなのだ。

「……い、言えねえ……」

　口ごもるしかなかった。

「では、やっぱりこの十兵衛なのですね。うわあ不気味ですぅ。全身にさぶいぼが立ってきましたが、そこまで懇こん願がんするのなら夫婦になってやってもいいですよ？」

「違ちがうんだー!!」

「『善も悪も急げ』と申します。それではこれより十兵衛の母上のもとへ祝言の報告へ行きましょう、先輩。母上は『こんなどこのサルともわからぬ男との祝言は認めぬ』とおっしゃるでしょうが、先輩が泣いて土下座すれば心を動かしてくださるでしょう」

「うわああああ!?　前ぜん鬼き助けてくれ、ほんとに俺は『女難の相』の持ち主だった！」

「待ちなさ──────い！」

　ついにブチ切れた信奈の怒ど声せいが、愛の巣城の天主に鳴り響ひびいた。

　琵琶湖の湖こ畔はんから白鳥たちがいっせいに逃にげ散った。

　怒ど髪はつ天てんを衝つくとは、この時の信奈のために生み出された言葉であったに違いない。

　だが、「わたしの男を盗とらないでちょうだい」とは口が裂さけても言えない立場の信奈だ。

　激げき怒どしながらも、どうにかこうにか理屈を考えた。

「こ、これしきの城を造ったくらいで婿むこを取ろうだなんて、十兵衛あんたは甘すぎるわ！　まだまだ祝言なんて早すぎるわよ！」

「ほう？　日ノ本ではじめて本格的な南蛮様式を取り入れた坂本城が、まだまだ甘いとおっしゃるのですか信奈さま？」

「と、当然でしょう！　織田家の重臣たるもの、最低でもわたしが普ふ請しんを計画している安あ土づち城じようくらいの壮そう大だいな城を建てなければ祝言なんて認めないんだから！」

「安土城、ですか。噂うわさはかねがね聞いているです」

「そうよ！　一人前に祝言をあげるというのなら、安土城に匹ひつ敵てきする壮大な城を建ててからにしなさいよ！」

　そうかこれは信奈の引き延ばし作戦だ、と良晴は気づいた。

（俺と十兵衛ちゃんの祝言を破談にする理由が見当たらないので、とりあえず解決を先延ばしにするつもりか。十兵衛ちゃんに嫉妬して第だい六ろく天てん魔ま王おうみたいな顔になって激怒するなんて、かわいい奴やつだぜ……でも、根本的な解決にはなっていないような？）

　そう。

　おりこうものの光秀の頭の中では、なにやら完かん璧ぺきな理屈ができあがっていて、良晴は逃げることができない。そもそも光秀は二人の関係を疑っている。そのために強引に祝言を急いでいるとしか思えない。これ以上頑がん強きように抵てい抗こうすれば、信奈と良晴の仲が光秀にバレてしまうかもしれない。

　この修しゆ羅ら場ばから逃げるためには、良晴は光秀以外の誰かと祝言をあげるしかないのだ。

　その「誰か」とは信奈でしかありえないのだが、それは現世では決してかなえることのできない夢だった。

　となれば、光秀に真実を打ち明けるしかない。

　しかし打ち明ければ、南なん蛮ばん様式やキリシタンの文化を取り入れることには熱心だけれども血筋や筋目といった日ノ本古来の伝統を重んじる光秀がどう反応するか。

　よくて、他家へ出しゆつ奔ぽん。

　信奈に勝まさるとも劣おとらぬ天下人の器量を持つ光秀を失えば、姉川の合戦で浅井朝倉にとどめを刺させなかった信奈の天下布武事業はいよいよ困難になる。いや、頓とん挫ざする。仮に坂本城ごと浅井側に寝ね返がえられたら、信奈は京の都と今川将軍をも失う。

　最悪の場合、謀む反ほん。

「本ほん能のう寺じの変」という言葉が良晴の脳裏をよぎる。よぎりまくる。

（このまま行くと、まさか俺が原因で十兵衛ちゃんは本能寺の変を起こすのか？　じょ、冗じよう談だんじゃねーぜ！）

　さりとて、織田家に流れる「悪い噂」を打ち消すために良晴との祝言にまっしぐら、猪ちよ突とつ猛もう進しんしている光秀を翻ほん意いさせる妙みよう案あんは浮うかばない。

　だから信奈は、引き延ばし戦術に出たのだった。

　今はどうにか二人の祝言を引き延ばして、いずれ根本的な解決策を考えつけばいい。

　そこで飛び出したのが、かねてより計画していた「安土城」の話だったのだ。

「いいこと十兵衛。サルはあんたとならぶ織田家の重臣よ。天下人たるわたしの片かた腕うで同士が祝言をあげるとなれば、この程度の城が結ゆい納のうの品だなんてしょぼすぎるわ。もっとすごい城を建てなくちゃあんたたちの祝言は認められないわ。そうよ、ただお城を南蛮風にすればいいってものじゃないのよ。安土城の壮大な計画案を教えてあげる！」

「ほほう。さすがは信奈さまです。お言葉いちいちまことに仰おおせのとおり。わかりました、先輩への結納の品とするお城は安土城を見習いたいと思いますです」

「そ、そうよ。それでいいのよ」

「さて、いったいどんな壮大なお城を建てられるのでしょうか信奈さまは」

「あーそれは、その……」

「信奈さま。その安土城の計画ははたしてすでにできあがっているのでしょうか？」

　疑われている。ごまかそうとしている、と。いつもは空気を読まない光秀が、この二人の関係についてだけは妙みように鋭するどい。

「ええと……ま、待ちなさい。今は手ぶらだから。明日、安土に来なさい」

　まだ計画はできあがっていないらしい。

　こりゃ一いち夜や漬づけで突とつ貫かん作業だな、と良晴はため息をついた。

（参ったな。十兵衛ちゃんを翻意させる方法はないのか？　変に忠義に厚いしそもそもこっちに非があるしで、説得できねえ。こうなりゃ偽ぎ装そう結けつ婚こん相手でも探すか？）

（坂本の領主ごときが絶対に建てられないような、壮そう絶ぜつに金をかけた世界一の巨城を建てるんだから！　そうよ今こそ蓄ちく財ざいしてきた銭ぜにを使う時だわ！）

（イヤでたまりませんが一刻も早く相良先輩と祝言をあげて、信奈さまを悪い噂からお守りするのも家臣としてのつとめです。そうです、十兵衛一人がエロザルの犠ぎ牲せいになればいいのです。安土城が簡単にまねっこできるようなお城ならいいのですが）

（絶対に十兵衛にはまねできない城にしてやるんだから！）

（モテる男って、辛つらいもんだったんだな……胃のあたりがきりきりと痛む！　みんなからサル、サルとバカにされていた頃ころのほうが気楽でよかったぜ）

　三者三様の思おも惑わくが交こう錯さくする中、安土城普請の計画発表は早くも翌日に迫せまっていた。

　前線で膠こう着ちやくしているとはいえ、今はまだ浅井朝倉との合戦中。

　この問題にあまり時間を割さくことはできないのだ。

　だが、壮大な城を築いて信奈が「天下人」であることを日ノ本中に知らしめる、これはいずれ避さけてはとおれぬ道。合戦だけで天下は統一できない、いやそんな強引なまねはしたくないという思いを抱いだくようになった今の信奈にとって、安土城の普請計画は二重三重に重要な仕事となっていたのだった。




　　　　※




　その日の夕刻、琵琶湖のほとりにある安土山ふもとの仮城に、安土城普請計画に関わっている家臣や文化人たちが急きゆう遽きよ集められた。

「遅ち参さんしたらきついお仕置きよ！」

　という信奈の一言に震ふるえあがって駆かけつけてきた面々は。

「安土城の普請はまだ先の話だとうかがっておりましたが。今は浅井朝倉との膠着を脱だつする案を練る時かと。十七点です」

　信奈のお姉さん役、温厚な家老の丹羽長秀。通つう称しようは万まん千ち代よ。家老とは言っても乙女おとめぞろいの織田家であるから、うら若い。

「蝮まむしどのの四十九日が終わったのですから、遠えん慮りよせずにやりたいことをなされませ。うふ」

　大和やまとの「蠍さそり」。松永弾正久ひさ秀ひで。波斯ペルシヤ人の血が混じっている褐かつ色しよくの肌はだを持つ異国情じよう緒ちよ溢あふれる謀ぼう将しよう。斎藤道三とはかつて恋こい仲なかであったというが、道三よりもはるかに若い。昨さつ今こん、「道三露ろ璃り魂こん疑ぎ惑わく」が流れるゆえんである。日ノ本の城に「天守」あるいは「天守閣」と呼ばれる異相の高層建築物を最初に取り入れた戦国武将は、異国趣しゆ味みがある久秀だと言われている。

「ええと。わたしは何を手伝えばよいのでしょう、ノブナさま？」

　ポルトガルから海を渡わたって来た修道女のルイズ・フロイス。

「城造りかあ。武辺一いつ辺ぺん倒とうのあたしには難しい話だなあ」

　剛ごう勇ゆう無む比ひの猛もう将しよう、フロイスとおっぱいの大きさを競い合う（？）柴田勝家。

　そして、未来人代表の相良良晴。

「なあ信奈、十兵衛ちゃんを呼ばなくていいのか？　絶対すねるぞ」

「明日までに壮大な普請計画を完成させて十兵衛をごまかし……いいえ、十兵衛を感動させなくちゃならないんだから、本人を呼んじゃダメでしょ」

「だいたいの腹案はもう決まっているんだろう？」

「そうね。安土に巨城を築く計画そのものは、蝮が生きていた頃から持っていたの。武田信玄や上うえ杉すぎ謙けん信しんが上じよう洛らくしてきた時に決戦するための拠きよ点てんとして、この琵琶湖の東に位置する安土を選んだわけ。ここならば北国街道から来る謙信にも東国から進んでくる信玄にも対応できるでしょ。京にも近いしね」

「上杉謙信との決戦までにらんでいたのか。さすがだな」

「その前に浅井朝倉を倒たおさなきゃならないんだけどね」

　信奈は「安土山を城じよう塞さい化するわ。山頂に、七階建ての天守改め大天主を建てるの。坂本城の天主がかすむくらいの高い高い建物よ。もちろんただのお飾かざりじゃなくて、わたしが住むための住居よ！　天主の内部は南蛮寺のような吹ふき抜ぬけ構造にするわ。城の周囲は土ではなく、最新式の石いし垣がきで固めるの！」と早口でまくしたててきた。

「たった一人で七階建ての建物に暮らすつもりか？　孤こ独どくになりそうだけどな」

「うるさいわねサル。琵琶湖の絶景を堪たん能のうするには、ちょっとでも高い建物のほうがいいに決まっているでしょ。あんたまさか坂本城で十兵衛と暮らすつもりになってるわけ？」

「い、いや、そうじゃねーけどさ」

　もしかしたらいっしょに住める日が来るかもしれないじゃない、か、家族だって増えるかもしれないじゃない、だから家は広いほうがいいに決まってるでしょ、とは信奈は家臣団の手前、言いだせない。良晴の鈍にぶさにイラッとしたように「てばさき」にかぶりついた。

「お待ちください姫ひめ。南蛮ならばともかく、日ノ本の職人にはそのような奇き天て烈れつな建物を建てる技術はありません。前例のないことです。南蛮では石を使って家を建てるそうですが、地じ震しんの多い日ノ本では木材を使って家を建てます。吹き抜け構造の高層建築物など不可能です。七点です」

　長秀が苦虫をかみつぶしたような表情で首をひねる。

「万千代。前例がないだけでしょ。やればできるわよ。普ふ請しん奉ぶ行ぎようは万千代に任せるわ」

「私ですか？」

「これはある意味、合戦よりも困難な事業よ。山頂に天主を建てるだけじゃなくて、安土城下に壮大な町ひとつを新たに造らなくちゃいけないもの。天下人が治めるにふさわしい商業都市を。わたしは安土を日ノ本一の観光名所にしたいの。粘ねばり強い万千代にしか頼たのめない大仕事よ。短気な六りくや、頭の悪いサルには無理な相談だわ」

「商業都市、ですか？　これはまた異なことを。この安土にはヨシが生おい茂しげるばかりで、何もありませんが」

「わたしは誰だれもが詣もうでに来たがるような、これまでの日ノ本にはなかった夢の町を造り上げたいのよ。天主や南なん蛮ばん寺だけじゃなく、日ノ本を含ふくめた世界各国の文化を一カ所に集結させた夢のような町をよ！　この国の民たみの誰もが一生にいちどは来てみたいと思えるような、いいえ、いずれは噂を聞いた南蛮人たちまでがわれもわれもと押しかけてくるような壮大な町を造ってみたいの！　これは戦国の世を終わらせるために必要なことよ。そしてそういう新しい町を築くには、何もないまっさらな土地を使うほうがやりやすいでしょう？　京の古い町並みを焼いて更さら地ちにしちゃってもいいんだけど、サルが怒おこるしね」

　お志は気き宇う壮そう大だいで満点ですが、技術面での困難もさることながら先立つ予算が……と長秀は微笑ほほえみながらも冷や汗あせをかいている。

「なるほど！　現代で言うところの観光立国政策ってやつだな。巨きよ大だいなアトラクション・センターを戦国日本に造っちまおうってわけか」

「ちょっとサル、サル語はやめてちょうだい。わけがわからなくなるから。いい？　天主の中には日ノ本の神々、仏、キリスト教の天使たちの像や絵をたくさん陳ちん列れつするの。八や百お万よろずの神々大集合！　って感じで景気よくね。なにしろ、安土は海外からも人々が訪れる夢の町にしなくちゃいけないわけだから」

　ここまでは良晴も「さすがは織田信奈、スケールが違ちがうぜ」と感心していたが、なにしろ織田信奈のスケールの大きさは日本史上他に誰だれ一人ひとりとして類を見ない規模だけに、放置しておくとどんどん話が大げさになっていく。

「城の中にはわたしの像を祀まつる南蛮寺を建てるわ。安土詣でに来た見物客は、みんな霊れい験げんあらたかなわたしの像にお賽さい銭せんを投げるわけ。これは、このわたしが日ノ本のみならずこの世でいちばん愛らしい美少女であるという事実を世界に知らしめるためよ！」

　これで十兵衛と決定的な差がつくでしょ！　とばかりに小鼻をうごめかして信奈は得意満面。

「おいおい信奈。そのとめどもない誇こ大だい妄もう想そう、いいかげんにストップしろよ。安あ土づちにアトラクション・センターを造るのはいいけど、まさか自分がミッキーマウスになるつもりか？　いくらなんでもかなり中二病が入ってるぞ」

「だからあ、サル語は使わないでって言ってるでしょ！」

「ご、ご自分の像を祀られるのですか？　そ、それはその」

　敬けい虔けんなフロイスが慌あわてて、お茶をこぼしそうになった。

「高い塔とうの建設といい、デウスさまのお怒いかりに触ふれなければよいのですが。聖書には『バベルの塔』という逸いつ話わがあります、ノブナさま」

「ばべるの塔？」

「かつて古代人たちは、ただひとつの言葉のみを用いていたそうです。彼らは天に届く高いバベルの塔を造ろうとしました。ですがその塔は主をあがめるためではなく塔を造る人々自身の名声をあげるためのものだったので主がお怒りになり、人々が使う言葉をバラバラにして混乱させ、バベルの塔の建設を中止させたのだそうです」

「何よそれ。その伝説がほんとうだとしたら、嫉しつ妬と深ぶかくてろくでもない神ね。建物くらい建てさせてあげればいいのに。ただの嫌いやがらせじゃないの」

「ノブナさま。『バベルの塔』の逸話は、人間の驕おごりを戒いましめるための物語だと思われます。ご自分の像を祀られるのは驕きよう慢まんの罪に値するかと」

　フロイスが心配顔で忠告するが、信奈は「別にわたしが神になるって言ってるわけじゃないわよ。わたしこそが天下一の美少女だということを全世界に知らしめるために必要なことなのっ」とムキになって反論する。よほど光秀に対たい抗こう意識を燃やしているらしい。それだけ良晴を光秀に盗とられることを恐おそれているのだとも言えるが、それにしてもやりすぎだ。

「姫。いくらなんでも大おお風ぶ呂ろ敷しきすぎます。世間にいらぬ誤解を招きます。三十一点です」

「おもしろそうですわね」

　神仏を恐れぬ松永弾正久秀が茶を点たてながら「うふ」と微笑ほほえんだ。

「信奈さま。乱れに乱れた天下をひとつに束ねるには、そのくらいの大おお芝しば居いが必要です。いえむしろ、天下人が信奈さまであるということを民草に知らしめる効果は絶大ですわ。最強の敵・武田信玄が関東に釘くぎ付づけになっている今が安土城建築の好機かと」

「でしょ？」

「うふっ。いっそ、やまと御所の姫巫女さまにも安土城にお移りいただくというのはどうでしょう」

「いいわね弾正。その考えはわたしにもなかったわ。さすがに安土に移っていただくまではいかなくても、いちど姫巫女さまに安土城まで行幸していただくとハクがつくわよね！」

「ご行幸あそばされたらもっけの幸い。そのまま取り込んでしまいましょう、うふ」

　うわー相変わらずこのお姉さんは悪いお姉さんだなあと良晴が小声でつぶやくが、弾正久秀は素知らぬ顔。波斯人の血をひく久秀は日ノ本の権けん威いを認めない伝統破は壊かい者なのだ。

「姫巫女さまご行幸の件はあとで考えましょう。フロイスと弾正は、長秀の与よ力りきとして築城を手伝ってちょうだい。フロイスには南なん蛮ばん式の建築術を、弾正には波斯流の建築術と美術を任せるわ。サル、あんたと六りくは安土城の石垣に使える石を調達してちょうだい。足りないなら墓石や地蔵を使ってもいいわよ。どうせあんなのただの石ころなんだから」

「言うと思ったぜ。未来人の俺は神仏のたたりなんて恐れねえけど、なんだか不気味だよなあ……墓石はやめとこうぜ」

「臆おく病びようねえ。あんた、やる気あるの？　まさか、やっぱり坂本城に住むつもりなの？　だとしたら──」

　信奈の視線に殺意を感じた良晴はおぞけをふるって敬礼のポーズを取った。

　クリスマスのキスだけで終わっていればともかく、茶室で抱だき合ってしまった今となっては、信奈はもう嫉しつ妬と心を隠かくしきれなくなっている。なにしろライバルは信奈自身が自分に万一のことがあったら後こう継けい者しやに指名しようとまで評価している天才美少女武将・明智十兵衛光秀なのだ。ただし、自分に何かあった場合に光秀を天下人の後継者に指名するつもりはあっても、良晴まで与あたえるつもりはこれっぽっちもないらしい。信奈にとって、それとこれとは話が別なようだ。義父の斎藤道三を失った今、信奈の異性への愛情は良晴ただ一人に注がれていると言っていい。良晴にとっては男おとこ冥みよう利りに尽つきる話だが、信奈の愛あい憎ぞうの情は通常人の数百万倍という高レベル。まかりまちがえば嫉妬に狂くるった信奈にいつ衝しよう動どう的に殺されるかわからない立場になったということだ。良晴は結果的に虎とらの尾おを踏ふんでしまったようなものだ。

（冗じよう談だんじゃねえ。浮うわ気きを疑われたら、俺はほんとうに斬きられる！）

　良晴は青あお息いき吐と息いきで「がばっ」と這はいつくばった。

「やる！　やります！　相良良晴は織田信奈の忠実なる家臣であります！」

　信奈が、良晴の後頭部に遠慮なく足を載のせてきた。

「はあ？　いつから人間ふぜいになったのよ。あんたはわたしの飼いザルでしょ」

「お、おう。そうだったな。ま、まあ、サルでも人間でもどっちでもかまやしねえ！　石くらいいくらでも調達してやらあ！」

「ふーん。最前線の砦とりでを守りながら、そんな大仕事ができるかしら？」

「川賊ぞくどもから陰おん陽みよう師じまでなんでもござれの相良良晴軍団をなめてもらっては困るぜ」

　長秀と弾正が無言で顔を見合わせた。

　いつものようなケンカ腰ごしの二人ではない。一見ケンカをしているように見えるけれども、何かが違う。二人の関係の何かが大きく変わった。そう察したのだ。

　信奈の恋こいをひそかに応おう援えんしている長秀は微笑んでいるが、松永弾正は複雑な表情を浮うかべていた。悲ひ恋れんに突つき進もうとしている信奈の将来を危き惧ぐしているかのように。

　色いろ恋こいに疎うといフロイスも、この件で良晴から相談を受けたことがあるので、それとなく察して頰ほおを赤らめた。信奈一筋の忠義者でいまだ恋の経験がない勝家だけは、「お仕置きですね！　あたしもサルの頭を全力で踏みましょう！」と空気が読めていない。

「長秀たちは徹てつ夜やで安土城と城下町の図面を作ってちょうだい。これで明日、あの小こ憎にくらしいきんかんを平へい伏ふくさせてやることができるんだから」

　信奈が「それじゃ利休を呼んで、お茶会にしましょうか」と宣言しようとした時だった。

　信奈お気に入りの小こ姓しようで、近ちか頃ごろ「赤あか母ほ衣ろ衆しゆう」という新しい役職に取り立てられた前まえ田だ犬いぬ千ち代よが陣じん中ちゆうに駆かけ込んできた。

　赤母衣衆は戦場では信奈の親衛隊をつとめると同時に、馬を飛ばして伝令役としても活かつ躍やくするという重要な任務を与えられていた。姉川の合戦では、信奈本ほん陣じんが空になったために信奈が朝倉義景に襲おそわれそうになるという危機があり、一方では伝令系統の混乱で全軍が壊かい滅めつしそうになった。どちらも半兵衛の機転と良晴の奮ふん闘とうでかろうじて解決したものの、いつもそう都合よく半兵衛と良晴がなんとかしてくれるとは考えないほうがよかった。

　そこで信奈が新設したのが親衛隊と伝令を兼けん任にんする「赤母衣衆」で、その筆頭が寡か黙もくながら忠誠無比、槍やりをとらせれば達人の犬千代だったわけである。

「どうしたの犬千代？　またアホの今川義元が、『蹴け鞠まり大会を開きたい』とわがままを言いだしたの？」

　京で将軍として担かつがれている今川義元は、そもそも戦いくさが嫌きらいで風流趣しゆ味みが大好き。だから今は華はなやかな都暮らしがすっかりお気に入りで信奈に逆らうこともなくおとなしくしているのだが、ただ、やたらに贅ぜい沢たくで金きん子すを使いまくる。それだけならまだいいのだが、よほど退たい屈くつしているのか最近妙みように「蹴鞠大会の開かい催さい」にこだわっている。

　信奈が「今は蹴鞠大会どころじゃないのに。わたしはむしろ相撲すもう大会のほうが……」と不ふ機き嫌げんな顔になって愚ぐ痴ちを言いはじめようとした。

　犬千代が「違う」と一言、小さな声で信奈を制止した。

「……一大事。柴田勝家に打ち払はらわれて畿き内ないから四国に逃とう走そうし、武田軍の上じよう洛らくに呼応しようとするも失敗していた三み好よし一党が、阿あ波わ・讃さぬ岐きで再び大船団を編成して摂せつ津つに再上陸。総勢は約一万。野田・福島の両砦を拠きよ点てんとして、尼あまが崎さきや天てん王のう寺じ、河かわ内ち方面を襲しゆう撃げきしてきた」

　摂津の野田・福島は、ともに、淀よど川がわ下流の河か川せんと海とに囲まれた中なか州す地帯にあり、川・海・湿しつ地ちが敵兵の進軍を阻はばむ天然の要害。四国から摂津へと上陸する際の拠点としては最適な立地にあった。

　しかも織田軍の主力は北近江おうみ戦線に張り付いていて、摂津・河内一帯の防備は手て薄うすになっている。

　三好一党はそこを突いたのだ。

　しまった！　武田信玄が軍を退いた今、三好一党は四国に巣ごもって当面出てこられないと思っていたのに……油断だったわ！　と信奈は思わず立ち上がっていた。道三の四十九日を終えると同時に、信奈はすぐに動くべきだったのだ。勘十郎のことを思うと小谷城を強きよう攻こうするにはしのびず、また良晴と二人きりになる機会を設けるために虎御前山を訪れたりしていた。あのクリスマスの夜以来、感傷的な気分がずっと抜ぬけなかった。戦国武将としての「織田信奈」への切り替かえができていなかった。甘かった、と信奈は悔くやんだ。

　丹羽長秀は「そうご自分を責めずとも」と笑顔を絶やさないが、情勢が切せつ迫ぱくしていることは疑いない。

「姫ひめ。野田・福島は、畿内を代表する貿易港である尼崎と堺さかいの中間地点に位置します。このまま手をこまねいていて三好一党に尼崎と堺を奪うばわれれば、淀川流域の物資運うん搬ぱんは停止します。都や安土への物流が途と絶だえるということです。三十点です」

「長秀？　三好一党だったら、平気平気。前回の上洛戦の際には、あっけなくこの柴田軍に蹴け散ちらされた連中だよ。何度攻せめてきてもまたあたしが蹴散らしてやるよっ！」

　柴田勝家が豪ごう語ごするが、長秀は、

「勝家どの。あの時は、三好一党は松永久秀どのとの内ない紛ふんによって見る影かげもなくガタガタになっておりました。また、観かん音のん寺じ城じように籠こもる六ろつ角かく承しよう禎ていがあっけなく姫に敗れて早々に甲こう賀がへ逃にげるとは予想しておらず、織田軍を迎むかえ撃うつ準備ができていなかったのです。今回は違ちがいます。本国四国で武装を調ととのえ、水軍を率い、淀川支流の中州に本ほん拠きよを構えて持久戦に持ち込むつもりです。三好が河口地帯を押さえたということは、四国からの食しよく糧りよう輸送線をまず確保したということです」

　とたしなめた。

「そうか。川の中州に籠ろう城じようされちゃ騎き馬ば隊は突とつ進しんできないな……次に負けたら三好家はもう命運が尽つきる。こんどこそ本気の本気、最終決戦を挑いどんできたということか、長秀」

「ええ。摂津の淀川流域は、無数と言っていいほどに川が細かく分ぶん岐きしておりまして、至るところが中州と川と湿地に分断された土と地ち柄がら。川を挟はさんだ野田・福島の対岸にそびえるにゃんこう宗の本山・大おお坂さか本ほん猫びよう寺じなども、水の利を利用した難なん攻こう不ふ落らくの巨城と申せます」

　獅し子し身しん中ちゆうの虫だったわたくしが抜けたのですから、今回の三好軍は近年になくきちんと統制されていると思いますわ、と松永久秀が苦笑した。

「ああもう。次から次へとモグラ叩たたきみたいに敵がわいてくるなんて！　どうなっているのよ!?　誰だれか黒幕でもいるのかしら……ともかく！　安土城普ふ請しんは断行するけれど、そのためにも淀川流域は絶対に確保しておかなくちゃ！」

「信奈さま。三好一党の手の内はわたくしが誰よりもよく知っております。網あみの目のように入り組んだ淀川を自在に進退する彼らの水軍力は決してあなどれませんし、このまま淀川流域を好き放題に荒あらさせていてはなりません。わたくしが先せん鋒ぽう隊を率いて、野田・福島へ三好一党を押し込めますわ。信奈さまも、本隊を率いて急ぎ戦場へ」

　この間、良晴は腕うで組ぐみして「この先の事態がどうなるか、俺の知識でなんとか予測できないか」とうなっていた。

（姉川で浅井朝倉を見み逃のがした結果、起こるべくして起きた事態だと言えなくもないが、それを信奈に言っても傷つけるだけだ。それよりも、三好軍の拠点にほど近い大坂本猫寺という存在が気になるぜ。これが『織田信長公の野望』でお馴な染じみの「一いつ向こう宗しゆう」の総本山・石いし山やま本ほん願がん寺じであれば、織田家の敵に回るはずだが……しかも、同じルールを持つ戦国武将同士の戦争ではなく、お互たがいに妥だ協きようのできない凄せい惨さんな宗教戦争だ。『十年戦争』になる）

　しかし、本猫寺は本願寺ではない。一向宗ではなく「にゃんこう宗」。お猫さまを信しん仰こうする新興教団なのだという。門徒にも女の子が多いのだとか。

（お猫さま、か……理由はわからないが、過去のどこかの時点で俺が知っている歴史と微び妙みようにズレている。ここで信奈に「本猫寺が敵になるかもしれない、注意しろ」と進言すると、藪やぶ蛇へびになるかもしれないな。触さわらぬ猫に祟たたりなし、だ。だが、俺がこのまま黙だまっていては、金ヶ崎の時と同じ失敗を繰くり返すかもしれない）

　いずれにせよ、淀川流域の「水の道」、そして貿易都市・堺を三好一党に奪われては織田家は進しん退たい窮きわまる。そうなれば浅井朝倉も──良晴は本猫寺の存在がどうにも心配だったが、野田・福島の三好一党とは至急戦ってこれを打ち払わなければならない。

　良晴は（今の信奈ならば、「わたし、神仏に仕えるべき教団が武力を持っているのが許せないの。敵対するのなら焼いちゃえ」とは言いださないはずだ。信奈は、道三の死を経験して乗り越こえたことで、女の子としても、戦国大名としても、大きく成長した。そう信じている）とうなずいた。

　信奈は、自らの意思で生きると決めている。未来を直接教えることは禁じられている。

　だから良晴は、

「大坂本猫寺は、今回の戦場に近い。本猫寺をあまり刺し激げきしないように戦ってくれ、信奈」

　と、「未来を教えない」という約束を破らないぎりぎりのラインで、信奈に進言した。

　信奈は、「わかっているわ」とうなずいていた。

「わたしは日ノ本の戦乱を終わらせるためにまつりごとと宗教とを完全に分ぶん離りするという目的を掲かかげているから、いずれは本猫寺勢力にも武装解除させなければならないけれど、四方を敵に囲まれている今は戦うべき時ではないわ」

　姫さまは、ずいぶんと大人になられました。満点です。本猫寺には相良どのより「この合戦には決して巻き込まないのでご安心を」と使者を送っていただきます、と長秀。

「ともかく、水軍を編成してきた三好一党の動きは素早いわ。野田・福島への出兵を、急ぐわよ！　一ヶ月以内に片を付けるわ！」

　おう！　と声を上げた良晴の背後から、いつの間にやってきたのか、五右衛門の声が響ひびいてきた。

「相良氏うじ。虎御前山はどういたしますか。もし浅井朝倉がこの機に乗じてぜんぐんでちぇめてくればあぶにゃいでちゅぞ」

「そうか。後ご詰づめの信奈、勝家、長秀さんたちがみな摂津へ向かう以上、虎御前山の兵力だけでは……」

「で、ござる。もっとも、浅井も朝倉もまだ戦力が回復しておりませんにょで、きゆうではあるとおもいまちゅが」

　松永久秀は、勝手知ったる三好との戦いに自信があるらしい。兵力は織田軍のほうが多い。三好一党との合戦は、長くても二週間ほどで片付くはずだ。その間に浅井朝倉が再蜂ほう起きする可能性は一割もないはずだ。だが、零ぜろではない。合戦において「大だい丈じよう夫ぶだろう」という甘い見通し、自分に都合のいい願望を現実とすり替えることは、家臣団にとって命取りになる。

「……ほんとうに申し訳ないが、半兵衛ちゃんに『万が一総そう攻ぜめがはじまったら虎御前山を放ほう棄きしてもいい。玉ぎよく砕さいは絶対にするな』と伝えてくれ。それと、ねねは念のため岐ぎ阜ふ城じようの屋や敷しきへ帰しておいてくれ」

　あの幼くて身体からだが弱い半兵衛には少々過か酷こくな任務かもしれないが、今は他に方法がなかった。仮に浅井朝倉が進しん撃げきしてきても、半兵衛の知ち恵えと鬼き謀ぼうをもってすれば、敵軍の矛ほこ先さきをかわして安全に全軍を進退させられるだろう。ただ、半兵衛の体力がもつかどうかが心配だった。近頃、半兵衛の空から咳ぜきが増えた気がするのだ。

（俺にもう一人、軍師か副将がいてくれたらなあ。半兵衛ちゃんは身体が弱いし、あまり無理はさせたくねえ。こうなるとまるっきりの風ふう来らい坊ぼうで一族郎ろう党とうがいない俺はきついぜ）

　川かわ並なみ衆しゆうや、金ヶ崎の修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてきた良晴軍団の野や郎ろうどもは、みんな一いつ騎き当とう千せんのつわものだ。だが、戦線は拡大する一方だし仕事は増え続けるしで、もう一人俺の分身がほしい、子飼いの武将もほしいとはじめて良晴が本気で思った瞬しゆん間かんだった。

　だが今は、とにかく手持ちの面々だけでやりくりする他はない。

「承知。拙せつ者しやも陰かげから半兵衛どのをお守りいたす。ごあんちんくだちゃれ」

　闇やみの中から、五右衛門の舌足らずな声が響いた。相変わらずかみかみだった。




　　　　※




　四国から再上陸を果たした三好三人衆にとって、この野田・福島の合戦は事実上の「最終決戦」だった。この戦いに敗れてまたしても畿内から追い出されれば、三好家はもう二度と中央政界に復帰できないだろう。

　三好家の執しつ事じを務めていた松永弾正久秀が「長なが慶よしさまの怨おん敵てきはみな排はい除じよしますわ」と有力な三好一族を粛しゆく清せいしたこともあって、先の名君・三好長慶亡き後、もはや誰が三好家の当主かすら、三人衆にもよくわからなくなっている。

　しかし、三好三人衆筆頭の三好長なが逸やすには、こんどこそ勝算があった。

　陸戦においては、柴田勝家率いる織田機動部隊にかなわなかったが、このたびは海と川に囲まれた中州を拠点とした。淀川の支流が複雑に分岐して土地を分断している摂津独特の地形に、織田家の武将も足軽たちも不慣れである。一方の三好軍には、淡あわ路じから引き連れてきた精強な安宅あたぎ水軍がある。彼らは淀川流域における川戦に慣れていた。

　そして、むろん、例の「織田家包ほう囲い網もう」はまだ、生きているのである。

「にっくき松永弾正久秀、早くも現る。どうやら本気で織田信奈に忠誠を誓ちかっているらしい。弾正恐きよう怖ふ症しように憑つかれている最前線のわが軍兵士たちは混乱の渦うずに」

「織田信奈自身も、約四万の大軍を率いて摂津へ急行。早くも京から枚ひら方かたを経由し、天てん王のう寺じ入り！　天王寺に押さえの兵だけを残し、本隊は今夜にも川を押し渡わたって、われらの砦とりでにほど近い天てん満まの森に本ほん陣じんを敷しく構え！」

「織田家の勢いを恐おそれた尼崎は、再び織田方に寝ね返がえりました」

　相変わらず織田軍の進軍は速い！　まさに電光石火。野田の砦に三好三人衆が勢ぞろいし、軍議を開いた。

「ううむ。先に天王寺を押さえて堺を奪だつ回かいする手はずだったが、あの松永久秀があちらについている。摂津の地の利を独どく占せんできると思っていたわしらが甘かった。天満の森を奪われれば防戦一方となるぞ。如何いかがする、清せい海かい」

「弾正め。織田信奈に仕えているのは見せかけで、虎こ視し眈たん々たんと再度の謀む反ほんの機会を狙ねらっていると思っておったが、どうもあの忠義ぶりはほんとうの本気らしい。三好長慶を天下人にのし上げた天下の奇き才さいが、まさかうつけの織田信奈と結びつくとは！　二人とも、なんとも面白い女だ！　焼き討うち癖ぐせの持ち主同士、意気投合したのかのう！　わはははは！」

「笑っている場合ではないぞ、兄者。織田信奈はまだ、織田家包囲網を敷いている黒幕の正体に気づいていない。時を稼かせげれば、われらの勝ちだ。ともかく籠城して持ちこたえるしかあるまい。まったく……今の戦国の世は、女が強すぎる。俺も姫武将に扮ふんしたくなってきた。女装していれば、万が一囚とらわれても逃がしてもらえそうだしな」

「伊い三さ。お前はわしと違って水もしたたる美男故ゆえ、姫姿が似合うだろうのう！　ただし尻しりの穴には注意するのだな、わはは！」

「皆みなさん。包囲網と言いましても、肝かん心じんの大将格・武田信玄がすでに帰国しております故、どこまで当てに出来ることやら。ちなみに、それがしは三人衆の四人目、岩いわ成なりです」

「もしもこの戦いくさに負ければ、戦国大名としての三好家は天下の威い信しんを失い、ほぼ詰つみだ。とはいえ、織田信奈に今さら降こう伏ふくしても、あの娘むすめが気に入っているらしい例の相良良晴以上には出世できまい。そうなったら信濃しなのへ落ち延びて武田信玄にでも仕えるか、兄者」

「そうだのう、それもよかろう。三好家を滅ほろぼさぬためにも、慎しん重ちようすぎる武田信玄の尻を叩いて再び上じよう洛らくさせねばならんからなあ。三好家は、三人衆筆頭格の長逸どのに譲ゆずるとするか！」

　いや。大将の武田信玄が兵を引いている今こそ、むしろ好機なのよ、と長逸が笑った。

「武田を大将とする織田家包囲網はすでに破れた、と織田信奈は信じて油断しているだろう。だが、織田信奈は誤解している。武田信玄がこの包囲網を形成したのではない。いまだ正体を摑つかまれていない真の黒幕は二手、三手先を準備している。ふ、ふ、ふ」




　摂せつ津つへ攻せめ入った織田軍主力は、南摂津の要所である天王寺を押さえて商業都市・堺さかいを確保すると、急ぎ上うえ町まち台地を北上。大坂本猫寺の正面を進軍して淀よど川がわを渡り、野田・福島砦がそびえる中なか州すへと上陸した。そして、野田・福島砦と睨にらみ合う形で、天満の森に布ふ陣じんしたのだった。

　天満の森には今や、織田信奈、丹羽長秀、柴田勝家、松永久秀、前田犬千代、相良良晴、明智光秀ら、そうそうたる織田家の主力が勢ぞろいしていた。先鋒隊は、さらに野田・福島砦へと迫せまるために、最前線の海え老び江えへと進軍している。

　三好一党にとっては、摂津の独特な地形を熟知し、川戦に不慣れな織田軍を素早く戦略上の要所へと誘ゆう導どうし、さらには三好軍の内情にも通じている松永久秀の存在が目障りでたまらなかったろう。久秀を恐れている最前線の諸将が、「毒殺だけはご容よう赦しや」と久秀の調略に揺ゆさぶられつつあった。

　砦に立て籠もる三好軍は一万。

　対する織田軍は四万の大軍である。

　相良良晴軍団の川賊ぞく・川並衆が今回も活かつ躍やくした。中州の北を流れる中なか津つ川がわに橋を架かける突とつ貫かん工事を行い、成功したのである。

　この数日間にわたって大雨が降り、川が増水していただけに、工事は難作業だった。しかし木き曽そ川がわや長なが良ら川がわといった暴れ川を縄なわ張ばりとしてきた川並衆にとってはお手の物だ。

　これによって、野田・福島砦とりで総そう攻ぜめの準備は、為なった。

　ようやく大雨が止んだ、天満の森の本陣。

　信奈は、光秀たち主力家臣団を集めて、総攻め前の最後の軍議を開いていた。

「みんな、これまでの強行軍と突貫工事作業によく耐たえてくれたわね。野田・福島の両砦はこれで袋ふくろの鼠ねずみよ。今日一日の合戦で落とせるわ。わたしたちは一刻も早く三好一党の息の根を止めて、近江おうみへ戻もどらなければならない。朝倉義景が動きだす前にね」

　道三を失った痛手から、信奈は完全に立ち直ったらしかった。久々の本格的な合戦の指揮を、てきぱきと取っていた。その用兵は冴さえている。

「信奈さま。三好一党から、和わ睦ぼくを乞こう使者が来ていますわ。三人衆の一人・三好伊三からは織田家への内通の申し出も届いております。人質という形で織田家に寝返りたいと。織田軍の留守中に一いつ気き呵か成せいに尼あまが崎さきと堺を押さえるという戦略が破は綻たんした今、三好一党は限界が近いようですわね」

　松永久秀が報告し、丹羽長秀が「われらには、三好一党の本ほん拠きよ地ちである四国まで攻め入る余よ裕ゆうはありません。ここらあたりで伊三どのを人質に取るという形で手打ちにして、三好一党を四国へ押し込めるのもよろしいかと。合戦は八分の勝ちが理想と言います。八十点です」と和睦を勧すすめるが、信奈は「三好や六角を相手にいつまでももぐら叩たたきを続けるつもりはないの。三人衆はここで捕とらえるわ。和睦は蹴けるのよ」とはねつけた。

「だいいち三好伊三って、男武将なんでしょう？　姫ひめ武将ならばわたしの義妹いもうととして迎むかえることもできるけれど、男が人質じゃ折り合いがつかないわよ？」

「伊三どのは、姫武将がお望みならば女装すると申し出ておりますが」

「なによそれっ？　そういうのは勘十郎だけでお腹いっぱいなのっ！　どういう趣しゆ味みしてるのよ、ぜーったいに却きやつ下かよ！」

　これで、織田と三好との和睦交こう渉しようは決けつ裂れつした。

「姫さま。大坂本猫寺との交渉のほうはうまくいき、われらは本猫寺の正面を通過させてもらえました。おかげで淀川を渡ってこの天満の森に布陣できたんです。今こそ、三好一党との決着をつける天の時です。いやあ、サルもたまには役に立つなあ！　あたしだったら本猫寺は無視してなにも考えずに行軍していたよ！」

　柴田勝家はもうやる気まんまんで、「腕うでが鳴りますっ！　早く総攻めの下知を！」と槍やりをしごいている。

「……でも、織田軍は淀川を挟はさんで大坂本猫寺を背に回している……正面には三好一党……もしも本猫寺が蜂起したら……金ヶ崎に続いて、また姫さまは挟きよう撃げきされる……」

　と、ういろうをほおばりながら、前田犬千代がつぶやいた。

「まさかです。信奈さまに限ってそんなお間ま抜ぬけな真ま似ねを二度もやらかすはずがありませんです。そういう事態を回かい避ひするために、相良先せん輩ぱいが先手を打ってくださいましたし、本猫寺も織田家に対して友好的ですぅ。犬千代どのは心配性なのです」

「……猫は人間に懐なつかないから、信用ならないどうぶつ……お犬さまのみが、至高……」

「うるさいです！　犬も猫も一いつ緒しよですう！」

「……断じて、一緒ではない……不ふ俱ぐ戴たい天てんの、敵……」

　明智光秀が「三好を倒たおせば、浅井朝倉との膠こう着ちやく状態も打開できるです。ささ、出しゆつ陣じん前の景気づけにたこ焼きを焼きましょう。八はつ丁ちようみそもたっぷりと準備しているです！」と声をあげた。

「一人一個だけよ、十兵衛。あと、みそは要いらないから」

「みそたこ焼きですか？　美お味いしそうですね、姫さまっ！」

「……犬千代は、美味しくない……まよねいず味が、いい……」

「本猫寺は、あっさり織田軍の正面通過と天満の森への布陣を認めてくれた。やはり、歴史のどこかの時点でなんらかの改変が起きて、悲ひ惨さんな宗教戦争は回避できたんだな」

　良晴がうなずいた、その時だった。

　ジャーン、ジャーン、ジャーン。

　淀川の南岸。

　大坂本猫寺の方面から、激しく打ち鳴らされる鐘かねの音が鳴り響ひびいてきた。

　白い、霧きりの彼方かなた──。

　それは、全国に多数の門徒を持ち、加賀一国をすら支配している戦国最大最強の一大組織・大坂本猫寺が「打だ倒とう織田信奈」を掲かかげて蜂ほう起きしたという、合図の早はや鐘がねだった。

　その早鐘が鳴り響くと同時に、雨中に紛まぎれて川を北上していた三好一党の手で淀川上流の堤つつみが切って落とされていた。大雨によって増水していた淀川は、決けつ壊かいした。天満の森の織田陣じん営えいめがけていっせいに、まるで津つ波なみのような鉄てつ砲ぽう水みずが襲おそいかかってきた──！

「姫！　川向こうの本猫寺から、いっせいに……鉄砲隊が！　あれは、紀き伊いの雑さい賀か衆しゆうです！　とてつもない数の種子島です！　千……二千……もしかすると、三千丁!?　わが軍の状じよう況きようは、零ぜろ点てんです！」

「雑賀衆!?　たしか連中は銭ぜにで雇やとわれて戦場へ赴おもむく傭よう兵へいでしょう？　どうして、本猫寺に詰めていたの？」

「当主けんにょと雑賀衆の頭領とが、親友なのですわ。万一に備えて、あらかじめ城内に詰めていたのでしょう」

「まさか三好一党と本猫寺とが、裏で手を組んでいたというの!?」

「はじめから組んでいたのかもしれませんし、三好を追い詰めた織田軍を目まの当たりにして、『次は大坂本猫寺が織田に攻められる』と思い詰めたのかもしれません」

「三好一党の和睦申し立て、伊三入道の女装の話は、本猫寺の決起を待つための時間稼かせぎだったようですわね。三人衆に、してやられましたわ」

　武田信玄が上洛戦を中断して撤てつ退たいしたことによって、織田家包囲網の主役は一時的とはいえ戦線を離り脱だつした。もう、包囲網は消しよう滅めつしたも同然のはず。信奈も良晴も長秀たちも、みな、そう信じていた。しかし、大坂本猫寺内に、恐ろしく強力な傭兵部隊がいた。

　畿き内ないにほど近いにもかかわらず、険しい山と荒あら々あらしい海とで畿内から隔かく絶ぜつされている南国の別天地・紀伊には戦国大名はおらず、高こう野や山さんを頂点とする旧仏教勢力と、そして複数の国人が割かつ拠きよしている。

　しかも紀伊は海かい賊ぞくの国でもあり、九州から伝来した種子島を早々と輸入して量産化していた。独自の海運ルートを持っているために、海外から輸入せねばならない硝しよう石せきをも、購こう入にゆうし放題であった。

　自らの里でその鉄砲を量産し、船と種子島とを駆く使しする戦国の傭兵として活動していた最強の集団がいた。

　それが、雑賀衆だった。

　雑賀衆は、銭を支し払はらえばどこへでも赴く自由な傭兵集団ではあるが、本猫寺とはかねてから友好関係にある。本猫寺門徒が多いのだ。

　その雑賀衆が、大坂本猫寺内に詰めていたのだ。

　織田軍が淀川を渡わたって、大坂本猫寺に背を向けたこの時に、その雑賀衆が立った。

「間ま違ちがいありませんわ。あの旗印は、三本足の烏からす──八や咫た烏がらす。雑賀鉢はちを頭に被かぶり、あの鉄砲隊を率いている大将は伝説の鉄砲名人、雑賀孫まご市いちですわ。信奈さま。あの者とは絶対に正面から戦ってはなりません！」

「弾正!?　雑賀孫市は、それほどまでに」

「雑賀孫市の鉄砲の腕うで前まえは、まぎれもなく神業。明智どのは言うに及およばず、あの甲こう賀がの杉すぎ谷たに善ぜん住じゆう坊ぼうをもはるかにしのぎ、日ノ本、いえ、おそらくはこの世界でもっとも優れた技術の持ち主ですの」

「待つです！　言うに及ばずとはなんですかあ、むきい！」

　どん、と光秀の髪かみ飾かざり・きんかんが撃うち抜ぬかれて吹ふっ飛ばされていた。

　光秀は「げっ」と悲鳴をあげた。驚きよう愕がくした。撃った者は、対岸で雑賀鉢を被り巨きよ大だいな鉄砲を担かついでいる、若い女だった。鉄砲名人・雑賀孫市。およそ３００メートルは離はなれている！

「ででででも、いいい今、孫市は的をははは外したですよ？」

「外したんじゃないみたいよ、十兵衛。あの女、こっちにお尻を向けてぺちぺち叩きながら、けらけらと笑っているわよ。こんな時にもひょうげているなんて……むかつくわね」




　対岸で「八咫烏」の旗を掲げ、こちらも「八咫烏」と名付けた特注品の種子島を撃ち終えた雑賀孫市は、うら若い乙女おとめだった。河かわ内ち弁、紀州弁、大坂弁を折せつ衷ちゆうした本猫寺弁とも言うべき訛なまりで話すことと、余人よりもはるかに激しい身体からだの熱気を逃にがすために肌はだの露ろ出しゆつが多いことを除けば、良晴が間近に彼女を見れば「天下一美女」の候補に思わずあげてしまうほどの完かん璧ぺきな美び貌ぼうと肉体を誇ほこっている。もっとも、性格は半ば野生児のような自由闊かつ達たつな娘むすめで、ひょうきんそのものだが──。

「あーははは。そちらにはうちの声は聞こえとらんやろうが、うちが天下無む双そう、鉄砲名人の雑賀孫市や！　不意打ちちゅうのは、うちは好かん。挨あい拶さつ代わりに織田信奈をびびらせたろうと思うとったが、なんや、あのでこっぱちのきんかん娘を見ていると妙みようにイラついてしもうた。堪かん忍にんな。しかし、素人しろうとにしてはええ反応してくれるわ。いちいち笑える、でこっぱちやで。うちと漫まん才ざいをしても、いけるんと違ちがうか？」

　孫市は、尻しりでも食らえ、と信奈たちを小こ馬ば鹿かにするようにお尻を向けてぺちりと叩いてみせる。




　良晴は思わず、対岸の孫市の丸いお尻に見入ってしまった。どれほど遠く離れていても、良晴アイは美女と美少女を見み逃のがさない。孫市は、豊満な身体を誇る若い美人だった。ちょっと待て。あのお尻、いわゆる「ふんどし」でかろうじて割れ目が隠かくれているだけで、ほとんど丸出しじゃねーか！　ああ、俺に忍にん者じやの視力さえあれば！

「サル？　あんた、なんでこんな時に鼻の下を伸のばしてるのよ？　死にたいの？」

「ごごごごめんっ！　ちょっとだけ錯さく乱らんしていただけだって！」

「うぐぐ。今のは挨拶代わりの一発、次は頭をぶち抜くということですか？　いつでも撃ち殺ころせると？　むきいいい！　そんなはずはないです、ただの偶ぐう然ぜんに違いないですう！」

　ばん、と二個目のきんかんが爆はぜた。孫市ははるか彼方から、大きな目を吊つり上げて笑っている。光秀は、漏もらしそうになっていた。

「あんな距きよ離りから二度続けて小さなきんかんを撃ち抜けるなんて。信じられないわ!?　なんなのよ、あの女？　銭で雇えるならば、万金を積んででもわたしが雇い返したいところだけれど……本猫寺に加勢したということは、銭で動かすのは無理でしょうね」

「……逃げなければなりません信奈さま。よもや、あの者が銭にもならない宗教戦争に荷担するとは……傭兵として生きることに誇りを抱いだいている雑賀孫市は、多くの民たみが血を流し命を落とす一いつ揆きを嫌きらっていたはず。ならばこそ、自ら命を張って傭兵稼か業ぎようを続けてきたはず。ですが孫市は、本猫寺当主のけんにょと、昵じつ懇こんの仲なのです。稼かせぎよりも友情を取ったのでしょうか。わたくしも、見誤っておりましたわ」

「デ、アルカ」

　孫市の的にならぬよう、一同は慌あわてて移動を開始した。移動というよりも、武具も兵ひよう糧ろうも捨ててとにかく逃げに逃げた。応戦するにも、突とつ然ぜんの鉄砲水に襲われた織田陣営は、貴重な火薬の多くを湿し気けさせてしまい、織田軍の鉄砲はいまや使用不能となっている。

　だが、もはや淀川を渡って南岸に戻もどることはできない。寺内で雨あめ露つゆを凌しのいできた、雑賀衆の鉄砲隊が待ち受けている。

　混乱から復活した相良良晴は、「俺の失態だ。使者を送り、三好との合戦の許可を取れたからと、すっかり安心しきっていたんだ。すまなかった！」と信奈たちに詫わびた。

「ううん。わたしも、蝮まむしの四十九日が終わったというのにまだどこか気が抜けていたのよ。本猫寺との交渉が成功したとはいえ、万全を期するために淀川を急いで渡らなければ、これほどの窮きゆう地ちには……」

「信奈。本猫寺と全面戦争になれば、十年、天下布武は遠のいてしまうと思う。雑賀孫市と雑賀衆は、陸上での防衛戦では文字通り無敵だ。雑賀衆が立て籠こもった大坂本猫寺は、どうやっても落とせない！　その上、各地で本猫寺門徒が一揆を起こし続けるから、織田家は息をつく暇ひまもなくなる。武家と武家との合戦じゃない。自国の民が敵になってしまうんだ。その戦いくさの理由は城盗とりでもなければ土地の奪うばい合いでもない。信しん仰こう心しん、というかたちのないものだ。つまり、宗教戦争。かたちのないもののために戦うなんて、完全な泥どろ沼ぬまだ。終わりがないんだ。その先に待つものは」

「わたしに未来を教えてはダメって言っているでしょう、サル？」

「しかし、こればかりは。相手は無数の民なんだぜ。もし戦えば、どれほどの人命が……」

「わかっているわよ。本猫寺との合戦は回避してみせるわ。だから、落ち着いて」

　良晴は、織田信長と本願寺とが十年にわたって戦い続けた「石山合戦」の顚てん末まつを知っている。もしも信奈が本猫寺と宗教戦争をはじめれば、信奈は──第六天魔王になってしまう。ならざるを得ない。武士同士の戦争は、「土地盗り」「国盗り」という現世のルールがある。だから、いずれは決着がつく。敗れた大名が降こう伏ふくするか、あるいは腹を切れば、それで戦いは終わる。敵兵や敵国の住民を皆みな殺ごろしにする必要もなければ、そんな行こう為いにはなんのメリットもない。

　しかし、土地のためでもなく食のためでも銭のためでもなく、信仰のために戦い続ける民を止めるには、彼らを虐ぎやく殺さつしなければ、二度と蜂起できなくなるまで徹てつ底てい的てきに叩たたき潰つぶさなければ、いつまでも戦争は終わらないのだから。

　この時代でも、異教徒同士であるヨーロッパとオスマン帝てい国こくは泥沼のような戦いを、文字通り何百年にもわたって──そして、俺が生きてきた未来の世界でさえ──宗教戦争は──。

（どうして、目に見えない、かたちすらないもののために、人間が頭の中で造り上げた観念のために、同じ人間同士が殺し合わなきゃならないんだよ!?　なぜみんな、信奈のように、目の前の現実の世界を生ききろう、と決断してくれないんだよ？　人間はやはり、どこまでも愚おろかなのか……？）

　泣きそうになっている良晴の唇くちびるに、信奈が白い指をそっと押し当てていた。

「是ぜ非ひに及ばずよサル！　とにかく今はこの死地から撤退して生き延びるのよ！　頼たよりにしているわよ！」

　信奈は良晴の肩かたをぽんと叩いて、犬千代に手伝わせて南なん蛮ばん鎧よろいを身にまといはじめていた。しかし、その鎧も凄すさまじい勢いの浸しん水すいによって濡ぬれてしまっている。

「見よ！　織田軍の安造りの船は、次々と鉄砲水に流されたぞ！」

「時は、来たれり！」

「雑賀衆が、退路を断った！」

「今こそ織田信奈を討うて！」

　野田・福島の砦とりでに籠もっていた一万の三好軍が、海から、そして陸から、織田軍の陣じんめがけて殺さつ到とうしてきた。背後の雑賀衆と連係して、挟きよう撃げきをかけた形になる。

「南がダメならば北です、信奈さま！　北の中津川に、相良先せん輩ぱいの郎ろう党とうたちが橋をかけているですう！　あの橋を渡れば……！」

「無理です！　その中津川の橋もまた、増水と同時に破は壊かいされてしまいました！　零点です、明智どの！」

「ぎゃー！　どうすればいいですかあああ!?」

「うぐぐ。こんなことがあっていいのか、長秀？　大将の武田信玄はすでに撤退したんだぞ？　どうして連中はこれほど見事に連係できるんだ？　姫ひめさまはなにかに呪のろわれているとしか思えないっ！　それとも……」

「誰だれかが裏で糸を引いているのかもしれませんね、勝家どの。弾正どの、心当たりは？」

「三好家は、かつて当主が本猫寺一揆衆によって堺さかいまで追い詰つめられて切腹させられております。長慶さまのお父上が。つまり三好と本猫寺は仇きゆう敵てき同士。この両家に対して謀ぼう略りやくを実行できる者がいるとは考えがたいですわ。武家だけではなく、もしかしたら公く家げも加わっているのではないでしょうか。うふっ」

　撤退しようにも、信奈たちには逃げ場がなかった。

　そして。

　いつの間にか忍しのびの五右衛門が、良晴の影かげの中に潜ひそんでいた──濡れ鼠ねずみになりながら。

「越えち前ぜんの朝倉義景が近江おうみへ進軍を開始いたしましたぞ。虎御前山の半兵衛どにょは、おだにじょーからしゅつげきしてきたあざいながまちゃとこうせんちゅう」

　さすがに、信奈の顔色が蒼そう白はくになっていた。

「その隙すきに、朝倉義景は琵琶湖の南岸、宇う佐さ山やま城じようを攻せめ、守将の森もり可よし成なりどのはうちじになちゃれまちた。うさやまじょーは、もりどののいしをついで、なおもぼうせんちゅー」

　森可成は美み濃のから流れてきた浪ろう人にんあがりながら、信奈を支えてきた歴戦の勇将である。男武者ではあったが、姫武将を次々と抜ばつ擢てきする信奈に不平ひとつこぼさない忠義心の持ち主だった。稲生いのうの合戦、桶おけ狭はざ間まの合戦、上じよう洛らく戦、姉川の合戦でも武功をあげている。平素から無口な男で、常に柴田勝家・丹羽長秀たちを立てて自らは決して目立たなかったが、信奈の戦略を裏で支えていた武将の一人だった──。

「……三さん左ざが……!?　まさか、朝倉が琵琶湖の南岸に突とつ出しゆつしてくるなんて!?」

　浅井長政が、琵琶湖北岸にて小谷城正面の虎御前山を包囲して猛もう攻こう中。

　こうして長政が半兵衛の動きを封ふうじている隙をつき、朝倉義景は琵琶湖南岸の宇佐山城を大軍にて攻こう撃げき中。小谷城を封じておけば浅井朝倉は防げると考えていた信奈は、完全に朝倉義景に裏を搔かかれたことになる。しかも、股こ肱こうの臣を失っていた。

　浅井朝倉軍のいずれも今は守備兵が粘ねばりかろうじて支えているが、後ご詰づめがなければともに落城は必定である。とりわけ、宇佐山城が落ちれば坂本も落ちる。

「……朝倉義景め！　本猫寺、三好と結けつ託たくしていたのね！　坂本を突とつ破ぱして京へ入るつもりだわ！　今すぐに京へ引き返さないと！」

　信奈は鎧も着け終えないままに馬に飛び乗ると、陣を飛びだしていた。

　五右衛門が馬を引っ張り出してきて、良晴を乗せた。

「どこへ行くんだ信奈!?　雑賀衆が待ち受けている南岸には戻れない！　北の橋は落とされた！　しかし、陸上を前進すれば殺到してくる三好勢に討たれてしまう！」

「いいえ。きっと川のどこかに、馬で押し渡れる浅あさ瀬せがあるはずよ！」

「……ここは天満の森……淀川の北岸の中なか州す。川向かいには、大坂本猫寺……そうだ。中なか之の島しまなら！」

「中之島!?」

「淀川が下流で木き津づ川がわなどに分ぶん岐きするあたりに、小さな小さな中州の島があるんだ！　それが中之島だよ！　淀川本流が移動させられた未来の大おお阪さかでも、中之島は島のままで、大阪屈くつ指しの商業文化地帯として残っている！　方角は南西で、本猫寺からは遠ざかれる！　あの島の周辺を流れる川には砂が堆たい積せきしていて、底が浅いはずだ！」

「わかったわ！　それじゃあ、正面の三好軍を突破して中之島へ渡わたるわよ、サル！　浅瀬がなかったら、お仕置きよ！」

「ののの信奈さま!?　ししし慎しん重ちようにごごごご決断を！　この十兵衛が人柱として先に飛び込みますからっ！」

「いいえ！　天運があれば、きっと川を越こえられるわ！　もしも天運が尽つきていれば、わたしは蝮と、そして三左のもとへ行くのみよ！」

　中之島を視界に捉とらえた信奈は、増水する川の流れの中へと、迷わず馬ごと乗り入れて突つき進んだ。

「進めるわ！　サル、十兵衛！　来なさい！」

「ささささすがですっ！　天運はやはり信奈さまにあり、ですう！」

「雑賀衆も三好勢も追ってくるはずだ、信奈！　このまま中之島に留とどまることはできないぞ！　っていうか大軍が入れる広さがこの島にはない！」

　その信奈の後に、松永弾正久秀が馬を乗り入れて追いかける。

「お手て柄がらですわ相良どの。この中之島からさらに南進し、いまいちど川の浅瀬を越えれば目の前に上町台地。そこからは陸路を駆かけられますわ。信奈さまは天王寺を経由し、大至急近江へお戻りになることができます。わたくしは三好一党を抑おさえるために、船を奪って海路から堺に入りますわ。堺から三好一党の動きを監かん視しし、銭ぜにと虚きよ報ほうをばら撒まいて可能な限り封じます」

「堺へ？」

「ええ。追い詰められれば堺へ逃にげ込む。堺は、中立地帯にして人々の身分や過去を問わない公く界がい。三好は、堺にだけは火を掛かけられません。ですから三好一党に敗れた時、わたくしは身ひとつで堺に逃げ込んだものですわ。そして、銭の力で劣れつ勢せいを巻き返す。これがわたくしの生き残り術の秘密ですの。うふ」

　しかし本猫寺の一揆勢が堺を攻めたら？　三好長慶の父親を堺に追い詰めて切腹させたんだろう？　と良晴が尋たずねた。

「ええ。本猫寺は同じ公界とはいえ、銭という価値観によって中立地帯を成立させている堺とは別物ですから。相良良晴どの。再度の使者を、あなたにお任せしますわ。未来人のあなたこそが、本猫寺との和わ睦ぼく交こう渉しようにはもっとも適性があるはず。ただし二度の失敗は許されませんわよ。またしくじれば、信奈さまがなんと言おうとも、毒殺させていただきましょうかしら」

　サルを毒殺なんて絶対にダメよ！　と信奈が頰ほおを膨ふくらませ、久秀が「まだ契ちぎっておられませんものね」とからかうように笑った。

「そそそそういうことを言っているんじゃないのっ！」

「わかったよ。たしかに、石山戦争の悲ひ惨さんな未来を知っている俺が和睦の使者に適任だと思う。それじゃあ俺は今すぐ、本猫寺へ行こう！」

「いえ。あなたお一人ではあまりにも危険すぎます。あなたは、わたくしとともにいったん堺へ。そこで助すけっ人とと合流し、お二人で本猫寺へ向かわれることをお勧すすめいたします」

「助っ人？」

「本猫寺門徒と異なる信仰心を抱いだく、異教徒ですわ。いわば、中立者です」

　野田・福島の合戦は、織田軍の敗北に終わった。いや、正確に言えば合戦はこれで終わりではない。三好一党はなおも野田・福島に割かつ拠きよし、雑賀衆を擁ようした日ノ本最大の武装勢力・大坂本猫寺が蜂ほう起きし、そして近江では浅井と朝倉がともに織田方の城に猛攻をかけていた──。

　織田家は、またしても絶体絶命の窮地に立たされていたのだ。




　　　　※




　京の都。

　やまと御所にほど近い、関白・近この衛え前さき久ひさの屋や敷しき。

　近衛邸ていは、信奈がつい先日まで宿しゆく泊はくしていた本能寺の、すぐに裏手にある。

　その本能寺の裏にある屋敷で、近衛前久は庭園を眺ながめながら「野田・福島は撒まき餌えでおじゃったわ。大坂本猫寺の門徒たちを決起に追い込むための」とほくそ笑んでいた。

「未来人の相良良晴に気取られそうになった時は多少焦あせったでおじゃるが、その相良良晴も本猫寺の歴史にはそれほど詳くわしくなかったと見えるでおじゃるな。武家が率いる四万もの大軍勢が目の前を通過して間近に陣を張れば、本猫寺門徒たちは黙だまってはおられなくなるでおじゃる。なぜならば……」

「本猫寺門徒たちは、己おのれの根城を、本ほん拠きよ地ちを過去に何度も焼かれておる。しかも、間かん諜ちようが手に入れた情報によれば、『悪あしき予言』というものが門徒どもの間で流る布ふしておってな。次は大坂を織田軍に焼かれる、と門徒たちが怯おびえて決起するは必定であった。たとえ当主が開戦に反対しようとも間謀が鐘を鳴らせばたちまちにな」

　誰もいないはずの室内から、年老いた、しかし力強い男の声が、響ひびいてきた。

　縁えん側がわで風流を愛めでていた近衛は「あまりこの屋敷に来てはならぬでおじゃる。三好。浅井。朝倉。武田。次々と各地の大名どもに麻ま呂ろが差出人であるとほのめかした匿とく名めいの書状を送りつけ、巧こう妙みように連携させておるそなたの存在を気取られては、織田家包ほう囲い網もうの黒幕がこの麻呂であることが発覚してしまうでおじゃる」と軽く咳せき払ばらいした。

　貴様が黒幕なのではない。影かげの軍師たるこの我われこそが真の黒幕よ。貴様は関白という名のただの傀儡くぐつよ、と老いた男は吐はき捨てるようにつぶやいた。およそ関白に対する物言いではない。恐おそるべき傲ごう慢まんさだった。その顔は、近衛の位置からは影になっていて見えない。

　近衛は、反論しなかった。なぜならばこの男を激高させれば、たとえ関白であっても問答無用で斬きり殺されるかもしれないのだ。男はそれほどに、凶きよう悪あくな怪かい物ぶつであった。

「織田信奈は知ち謀ぼうに長たけた姫武将だが、すでにその欠点は見切ってある。人間というものは、同じ過あやまちを何度も繰くり返すものよ。神仏の力にすがる民たみの心の弱さを、あの姫は理解できぬのだ。誰よりも心強く生まれてきてしもうた故ゆえにな。だから、叡山に続いてまたしても宗教勢力に叛そむかれるという失敗を繰り返したのだ」

「影の軍師どの。心強きことが、欠点になるでおじゃるか」

「なる。陰と陽とは実のところ、同じものの裏表にすぎぬ。臆おく病びよう者であることが致ち命めい傷しようになるのと同じに、誰よりも勇ゆう敢かんであることもまた、致命傷となる。その逆もしかり──つまりは陽を陰として転じてやればよいのだ。それが、武家の策略というものよ。貴族特有の小手先の小ずるさだけでは天下は動かせぬぞ、近衛」

　近衛前久は（この不ふ遜そんを絵に描かいたような戦国の怪物はいずれ、麻呂の手を離はなれて暴走するかもしれぬでおじゃる。おぞましい執しゆう念ねん、いや、妄もう執しゆうの持ち主でおじゃる。しかし、姫巫女さまが織田信奈を好いておられる以上、毒をもって毒を制する以外に、織田信奈の野望を食い止めることはできぬでおじゃる……）と歯がみしていた。

「近衛よ。民の心は、これまでも神仏に支配され続けてきたし、これからもそうであり続ける。たとえ何百年経たとうが、人はなにも変わらぬ。神仏を無視し、人の力のみで天下布武を遂とげようとしている織田信奈の勇気は、つまるところは蛮ばん勇ゆうぞ」

「民の心は不変。そうでおじゃるな。故に、やまと御所の姫巫女さまも永遠でおじゃる」

　それはどうであろう。貴様がわれを裏切れば御所の歴史もそこで終わるかもしれぬぞ、と男は愉ゆ快かいそうに笑っていた。近衛は、戦せん慄りつした。

「だが今のところ、われらの敵は同じぞ。ひとまずは安心せい、近衛前久」

　関白とはいえ、武力を持たぬ公家が武家を動かすことはできない。近衛が「乱世を平定し、やまと御所による王政を復古する」という野望を実現するためには、どうしても武家の力を借りなければならなかった。だが、この影の軍師は知ち恵え者ではあり武家社会に隠いん然ぜんたる力を持ってはいるが、その性さがはまるで虎こ狼ろうだった。

　越えち後ごの毘び沙しや門もん天てん、上杉謙信。あの者が、あの、「義」を貫つらぬくためにこの世に生を受けたかのような高潔な姫ひめ武将と麻呂とがもしも袂たもとを分かっておらなければ、今いま頃ごろは……このような不遜の怪物をわが影の軍師として引き入れることもなかったろうに、と近衛は珍めずらしく己おのれの短たん慮りよを悔くいていた。

　だが、これでこんどこそ織田信奈は倒たおれる。あの神仏をも権けん威いをも一切信じない姫武将を除けば、やまと御所は救われる。そのはずだった。そうであるべきだった。







　　　巻ノ二　大おお坂さか本ほん猫びよう寺じ入りのこと








　時代は室町幕府が都を統すべる足あし利かがの世から、動乱の乱世へと突とつ入にゆうしていた。なにより天災が人々の社会に与あたえた打だ撃げきが大きかった。飢き饉きんに、疫えき病びようが、相次いだのだ。

　幕府は、なにも有効な手を打てなかった。

　各地で追い詰つめられた民たちが暴徒と化し、土つち一いつ揆きが蜂起した。

　この年、京だけで八万人もの民が餓が死ししていた。

　さながら、地じ獄ごく絵え図ずのような世が、到とう来らいしていた。

　この頃ころ、布ほ袋てい丸まるの父にはすでに、新たに迎むかえた正妻との間に嫡ちやく子しがあった。その嫡子が、大おお谷たに本猫寺の八世になるはずであった。

〝猫ねこ憑つき〟の子である布袋丸が、食事にもことかく寂さびれた荒あれ寺とはいえ、本猫寺の当主になれる可能性は、まずない。

　だから布袋丸は庶しよ子しとして大谷本猫寺の離れに押し込められ、鬱うつ々うつと四十年を過ごした。父親も義理の母も、寺の僧そう侶りよたちも、みな布袋丸を「本猫寺当主が若気の至りで猫憑きに生ませてしまった妖よう怪かいの鬼おにっ子」として忌いみ嫌きらい、半ば捨て置いた。

　いつまでも布袋丸と幼名を名乗るわけにもいかず、れんにょ、と名を改めていたが、れんにょの外見は成長もしなければ老いもしなかった。十歳の頃ころと、なにも変わらない。母から継ついだ〝猫憑き〟の血の力が、たまたま強く発現したらしい。あるいは、母と別れたあの日以来、れんにょの中で「時間」が止まったためかもしれない。それがまた、「まことの妖怪だ」と人々を恐れさせ家族を遠ざける結果となっていた。

　その日。れんにょは賀か茂も川がわの畔ほとりにいた。川岸に積み上げられた民たちの死体を眺め、

「名もなき民が死ねば、こうして無情にも捨てられて不ふ浄じような穢けがれとして扱あつかわれるにゃ。憐あわれすぎるにゃ……寺で盛大な供養をしてもらえるのは、貴い血筋を持つ一ひと握にぎりの貴族や武家、坊ぼう主ずだけだにゃ。同じ人間なのに、生きている間だけでなく、死んだ後ですらこれほどの差があるのはおかしいにゃ」

　と世の身分の不条理に憤いきどおっていた。

　しかし、〝猫憑き〟の自分がなにを言っても、卑いやしい妖怪の血筋の化け物が人間に嫉しつ妬としていると笑われるにすぎない。日ノ本仏教界の頂点に立つ叡えい山ざんの坊主などは、れんにょそのものを「穢れ」だと忌き避ひしていた。獣けものを狩かる猟りよう師しすら、不浄として差別視される時代である。〝猫憑き〟など、論外だったのだ。人間のうちにすら、数えられない。

　れんにょが「死人はもう笑えないにゃ。でも、せめて万まん歳ざいでも披ひ露ろうして、魂たましいを弔とむらってやりたいにゃ」と呟つぶやいていると──

「お嬢じようちゃん！　金目のものを出しな！」

「俺らは盗とう賊ぞくでな！　食うに困って、田畑を捨てて川辺まで逃げて賊になったのよ！」

「子供だろうがなんだろうが容よう赦しやしねえ！」

「その、猫耳のかぶり物は高く売れそうだな！」

　外見も心もすさみきった盗賊の男たちに取り囲まれていた。

「この猫耳は、かぶり物ではないにゃ。ほんものだにゃ。外れないにゃ。それに、れんにょはお嬢ちゃんじゃないにゃ。もう四十だにゃ！」

「お前のどこが四十だあ!?　しゃらくせえガキだ！」

「野や郎ろうども！　外れないってんなら、猫耳を切っちまえ！」

　れんにょは短気でケンカっぱやい。鬱うつ屈くつもあった。大勢の盗賊を相手に、暴れはじめた。

「すばしこいやつだ！」

「ひっかかれた！」

「だが俺たちを舐なめていると、ガキであろうが痛い目にあうぜ！　えいっ！」

「んにゃっ!?」

　盗賊の一人が放り投げた小こ太だ刀ちが、れんにょの胸に深々と突つき立っていた。

　れんにょは、小太刀を胸から引き抜ぬくと、仰あお向むけに倒れた。血が、溢あふれてきた。

　れんにょは、目を閉じた。

（〝猫憑き〟であっても、血は真っ赤だにゃ……人間と変わらないにゃ……なぜ、不浄なのか……なぜ、叡山の坊主の血は貴いのか……坊主も〝猫憑き〟も民もみな、最後には死んで、死体になって、土に帰るんだにゃ。みな、命の価値は同じはずだにゃ！）

　ここでれんにょの生しよう涯がいは、ほんとうなら、終わるはずだった。

　しかし、れんにょの〝猫憑き〟の血は、京の大地に流れる『気』を吸収して生命力へと転てん換かんできるほどに、強い霊れい力りよくを持っていた。

　盗賊たちが、みるみる青ざめていった。

「胸の傷が……たちまち、塞ふさがっちまった!?」

「信じられねえ！　致命傷だったはずなのに。もう、治っている！」

「妖怪だ、こいつはほんものの妖怪なんだ！」

「きっとその尻尾しつぽに霊力が籠こもっているんだ！　尻尾を切り落とせ！」

　賊の一人が蛮勇を奮って、震ふるえながら、立ち上がったばかりのれんにょの尻尾を、すぱっと切り落とした。

「んにゃっ!?」

　しかし、落とされたはずの尻尾が、再び生えていた。盗賊たちが見ている目の前で。まるで、種から生まれ出た植物の双ふた葉ばが土から生えてくるかのように──。

　恐きよう怖ふに駆かられた賊たちは、れんにょの身体からだを何度も突いた。しかし、れんにょはまるで不死身だった。れんにょ自身も知らなかった自己治ち癒ゆ能力が、れんにょが生命の危機に直面したために突とつ如じよとして発現していたのだ。

　やべえよ。こいつはもしかしたら罰ばちが当たるんじゃねえか……と盗賊たちは動どう揺ようした。

「あ、あ、あんた、いったい何者なんだ!?」

　れんにょは「ただの〝猫憑き〟の卑しい妖怪もどきだにゃ。人間の、なりそこないだにゃ」と答えた。

「いいや違ちがう！」

「あんたは、妖怪じゃない。人間の顔形を持ち、人間の言葉を喋しやべっているじゃねえか！　それなのに、不死身だ！」

「あんたは、生き神さまだ！」

「そうだよ。その猫の耳は、あんたが選ばれた特別なお方である印だよ！　あんた、猫ねこ神がみさまだよ！」

　盗賊たちは、今まで生きるために大勢の人間を殺してきた。これほど深い傷を負わされながら、そのたびになにごともなかったかのように瞬しゆん時じにその傷を塞いで生き返ってしまう人間など、見たこともなかった。そんな者がいるとすれば、人でありながら神の力を持った生き神さまに違いない、と素そ朴ぼくに思った。

　庶しよ民みんには、複雑精せい緻ちな仏教哲てつ学がくや教理など、伝わってはいない。それらは高こう僧そうや貴族たちや武家たちが独どく占せんしている。

　盗賊たちは、生きるために罪を重ね、その罪を感じる心を失って野や獣じゆうと化していたが、逆に言えば野生の動物のように素朴だった。

「あんた……俺らに、罰を与えるのか……!?」

「そうだ。俺らは、人間を……同どう胞ほうを、殺しすぎた……」

「あんたは、俺たちに罰を与えに来たんだな。俺たちを、地じ獄ごくへいざなうために」

　れんにょは、彼らの罪を悲しんだが、彼らを憎にくまなかった。乱世なのだ。幕府も貴族も、そして僧侶たちも、みな堕だ落らくして国を統べ民を食わせることができないでいるのだ。彼らは、高貴な血を持つ「聖」なる者にしか、興味がない。穢れた「俗ぞく」の者たちを、捨て置いている。民は、まつりごとからも、そして仏法による救済からも、捨て置かれている。だから、流民が増え、土一揆が起こり、盗賊がはびこるのだ。れんにょは知性ではなく、そう、身体で理解していた。

「死んだ者はもう、生き返らないにゃ。笑って許してやるにゃ。お前らも、もう人を殺すのはやめて、笑って生きるにゃ」

　聖者さまだ。われら罪人の救世主だ。と、れんにょの不死身の血の力に恐おそれおののきながら「救われた」と知って感激した盗賊たちはみなれんにょに帰き依えした。

　四十年を〝猫憑き〟の子として無む為いに過ごしてきたれんにょの中で、価値観が劇的に逆転したのは、この時だった。

　聖と俗。清せい浄じようと穢れ。なにもかも、人間が言葉で勝手にこしらえた相対的なものにすぎない。猫憑きの血もまた、穢れていると言えば穢れるが、貴いと言えば貴くなるのだ。

　なぜならば──。

（わが母は、決して穢れた女性などではなかったにゃ！　「笑いなさい」という言葉でれんにょを救ってくださった、貴いお方だったにゃ！）

　れんにょは、食うために罪人となった盗賊たちや、この乱世に絶望して一揆を続ける暴徒たちもまた、まことの悪人ではない、救われるべきである、救われれば暴力を捨て再び平和な暮らしに戻もどることができる、と信じた。

「人間なおもって往生を遂ぐ、いわんやけだものをや、だにゃ」

　死体が積み上がった賀茂川の畔で、弟で子しとなった元盗賊たちに、れんにょは初めての講話を行っていた。講話といっても、男どもの間にいい加減に寝ね転ころがっての、雑談である。れんにょは生涯、礼れい儀ぎ作法を身につけなかった。野の良ら猫ねこのようなところがあった。

「乱世でこそ、笑いを取り戻すんだにゃ。このれんにょはこれより、乱世をさまよう民たみのための『公く界がい』を作るにゃ」

「苦界っつうと、地獄のような試練が次々と降りかかってくるおそろしい寺ですかい？」

「違うにゃ。身分差別のない自由な民の世界、だにゃ。傀儡くぐつ師、見世物師、猟師、盗賊、山賊、海賊、誰だれでもかれでも、れんにょの『公界』ではみな、人間として平等に扱うんだにゃ！　そこでは一揆もなければ、飢き餓がで死ぬ心配もないにゃ。多く銭ぜにを稼かせいだ者は余分を納め、飢うえた者にはその余分から施ほどこしを与えるにゃ！　れんにょは、貧びん乏ぼうには慣れてるにゃ。メザシさえ食べられれば満足だからにゃー。行き場のないやつは、れんにょのもとへ来い、だにゃ！」

　そこで、みんなで「お笑い」を追究するにゃ、「笑い」を取り戻すにゃ、とれんにょは言った。その口調がすでに、万歳師のようであった。

「お、おおおおおお！」

「乗った！　その途と方ほうもない話、とてつもねえ大法ぼ螺らに聞こえるだが、面白そうだっ！」

「乗りましたっ！」

「俺らが人を殺さずとも生きていける、そんな世界を作ってくれるというのなら」

「地の果てまでも、お供しますぜ！」

　こうして、れんにょは、世に出た。大谷本猫寺の離はなれという狭せまい世界から飛びだして、乱世を生きる荒あら々あらしい民たちの世界へと、降り立った。






　　　　※




　信のぶ奈なたち織お田だ主力軍が野田・福島攻こう略りやくを放ほう棄きして、本猫寺勢力を迂う回かいするように南進、天てん王のう寺じから京へと全速で退たい却きやくしていくと同時に──。

　松まつ永なが久ひさ秀ひでとともに船で密ひそかに堺さかいへ入った良よし晴はるは、今いま井い宗そう久きゆう邸ていですでに待機していた少女宣教師のルイズ・フロイスと合流。不ふ眠みん不ふ休きゆうのまま、船に乗り直して再び本猫寺へと向かった。すでに本猫寺側には「手て違ちがいから合戦になりかけているが、織田家には本猫寺を害する意図はない」と再度の使者を送ることを伝えてある。

　フロイスは、異教を奉ほうじる中立者という立場で織田家と本猫寺との仲立ち人を務めるのであるが、もうひとつ久秀が期待した役割があった。それは、「本猫寺のことはよく知らないんだ」という良晴に、本猫寺について解説して適てき宜ぎ知識を授ける役目であった。

　フロイスは、師ザビエルの「ジパングで布教するならば、まずジパングの文化を知りなさい」という教えに忠実だった。だからジパングの文化について勉強熱心で、異様なほどのメモ魔まなのだ。本猫寺の歴史と教義に関する分厚い報告書を、自ら書き上げているくらいだった。

　だが、今日のフロイスは聖書ではなく、なぜか紙製のハリセンを持っている。正確に言えば、ハリセンのようななにか、だが。

「フロイスちゃん。その手にしたハリセンはいったいなんだい？」

「はい。わたしはジパングに来てから神道や仏教について学びましたが、とりわけ、ジパングにおける最大の宗教勢力である本猫寺についてはかなり詳くわしいところまで学んできました。キリスト教は愛と悲しみの教えですが、本猫寺の教義はその真逆で、『笑い』こそが人の魂を救うのだと。猫を拝む理由のひとつは、猫の笑顔が福々しくて見ている人を自然と幸せな気持ちにしてくれるからだとも言います。もっとも、他にも理由はあるのですが。ヨーロッパでは猫は魔ま女じよの使いと恐れられていますから、その点でも正反対で、実に興味深いんです」

「もしかして本猫寺の本尊は、福を招まねく招き猫、か？　どうにも、一揆とか合戦をやるような印象がないんだよな。そもそもなぜ猫を拝むんだろう？」

「百年以上も昔の話になりますが、かつての本猫寺はとても寂さびれていたのだそうです。しかも八世れんにょどのというお方が、いわゆる『猫ねこ憑つき』だったそうで。生まれながらに猫耳、猫尻尾しつぽの持ち主だったとか。ヨーロッパでしたら、問答無用で異い端たんとして狩られている立場です。れんにょどのも、幼い頃ころからずいぶんと迫はく害がいを受けたといいます。それ故ゆえに、戦乱の世で苦しむ流民や棄き民みんといった立場の弱い方々のお気持ちを、わがことのように感じることができたのでしょう。イエスさまのような、まことの宗教者だったのだと思います。今の当主のけんにょさまは、そのれんにょどのの子孫で、やはり猫耳猫尻尾をお持ちだとか。動物憑きの奇き跡せきはすでにジパングから消えてしまいましたから、これはたいへんに珍めずらしく貴重なことだそうです」

「動物憑き、か。前ぜん鬼きから聞いたことがあるな。戦国の世ではありえない話だが、まだまだ大地に『気』が満ちていて呪じゆ術じゆつが有効だった中世ならば、あり得ることだったのかな……あ、いや、だからそのハリセンはいったい？」

「れんにょどののお母上が、身分の低い猫憑きの家系の女性だったそうです。れんにょどのは、そのお母上の猫憑きの血を受け継つがれた庶しよ子しだったということですね。お母上はれんにょどのと暮らすことを許されず、いずこかへと退去させられ、れんにょどのとは生涯生き別れになってしまったのだとか。おかわいそうな話です」

「ハリセンは？」

「そのお母上が、幼いれんにょどのに託たくしたものが、ヨシハルさんがハリセンと呼んでいる紙でできた『尻しり叩たたき』だったとか。お母上は、別れたくないと涙なみだにくれるれんにょどのに『笑いこそが人を癒いやすんやで』と教えられたそうです。人を笑わせる際、人に笑われる際、ナンデヤネンと合いの手を入れる際に、これを用いてどつきなさいと、お母上はハリセンを手て渡わたしたのだとか。れんにょどのは生涯、お母上の教えを日ノ本中の身分低く貧しき人々に説いてまわったのです。そんな漂ひよう泊はくの暮らしの中、れんにょどのは次第に様々な『ネタ』を確立していき、三み河かわ万まん歳ざいを独自に改良した『漫まん才ざい』という愉ゆ快かいな笑いに満ちた講話を各地で続けながら、門徒を増やしていったそうです」

「……堺のたこ焼きといい、微び妙みように歴史が改変されているな……」

「ですが、そもそも猫憑きのれんにょさまは、仏教界では鬼や妖よう怪かいの血族と見なされる異端。その上、お笑いによって人が救われるという教義は、飢き饉きんや土つち一いつ揆き、応おう仁にんの乱の被ひ害がいを受けてその日の暮らしにさえ困る貧しい民たちにとっては救いの光となりましたが、古いジパングの仏教界にしてみれば、れんにょどのは異端の教えを掲かかげる猫憑き妖怪。ですかられんにょどのはたびたび迫害を受け、京都大谷、近江おうみの堅かた田た、越えち前ぜん吉よし崎ざき、再び京都に戻って山やま科しなと、次々と本ほん拠きよ地ちを変えざるを得なかったのです」

　その当時、すでにジパングは戦国時代に突とつ入にゆうしていました。戦火の拡大とともに、田畑を失い家族を失った流民は増える一方でした。そんな迷える人々を収容して一大勢力となった山科本猫寺もまた、京の宗教的覇は権けんを奪うばおうとした法ほつ華け宗しゆう門徒と武士たちによって焼かれてしまいました……その京の法華宗門徒もまた、叡山の僧そう兵へいによって……。

　フロイスの言葉を聞きながら、良晴は「ひでえ話だな。ただでさえ応仁の乱で京が荒こう廃はいしているというのに、仏教勢力同士がその京で合戦をするのか。信奈が叡山を焼きたがるわけだ」と呆あきれた。が、その叡山の武装は、すでに信奈が解除している。これで京は、恒こう久きゆう的てきな平和へ大きく近づいたと言える。

　次の、そして最大の難関が、大坂本猫寺だった。

　大坂本猫寺は、北ほう条じよう氏うじ康やすの小田原城と並ぶ壮そう大だいな規模の「要よう塞さい都市」だった。淀よど川がわ下流の「上うえ町まち台地」北ほく端たんに位置し、北に淀川、西に木き津づ川がわと大坂湾わん、東に平野川や長なが瀬せ川がわ、東南に大和やまと川がわ、と無数の河か川せんおよび海に囲まれた天然の「水の要害」だ。陸から攻せめるとすれば、同じ上町台地の南側に位置する天王寺より攻めかかる他はない。攻めるに難かたく、守るのは容易たやすい。水運に恵めぐまれた立地故に、堺とともに畿き内ないにおける海外貿易の一大拠きよ点てんでもあり、大坂湾から続々と貿易船が出入りし、兵ひよう糧ろうはもちろんのこと硝しよう石せきや種たね子が島しまといった最新兵器をも取り寄せている。日ノ本各地に大勢の門徒を持つ本猫寺の経済力は、現時点で、あらゆる戦国大名を上回っていると言っていい。

「れんにょどのは晩年、京都山科では守りに難があると思われたのでしょうか、摂せつ津つの大坂の地に難なん攻こう不ふ落らくの『水の御ご坊ぼう』を建てたのです」

「それが、大坂本猫寺か」

「はい。れんにょどのの没ぼつ後ご、京都山科の本山が焼かれたのち、大坂が本猫寺の新たな総本山となり、現在の隆りゆう盛せいに至るわけです。古い武家が相次ぐ合戦によって次々と没ぼつ落らくする一方、救いを求める無数の民の力を集結し続けた大坂本猫寺は、日ノ本でもっとも繁はん栄えいを極める都市へと発展したわけです。大坂のみならず、北陸の加賀では本猫寺の僧そう侶りよと門徒たちが大名を追い出して一国を支配し、伊い勢せの長島もまた繁栄し、三河や近江にも多数の門徒がいるのだそうです」

「戦乱によって国が荒あれれば荒れるほど、田畑や村々や町が荒廃すれば荒廃するほど、流民が増える。その流民が次々と、本猫寺に駆かけ込んだというわけか」

「ですが、ノブナさまの天てん下か布ふ武ぶ政策とは、相あい容いれない存在です。ジパングのクィーンであるノブナさまが王権を、本猫寺の当主が神権を担当しつつ、お互たがいに天下統一のために共きよう闘とうできるのならば、理想的なのですが。ところがノブナさまは、この国の神権は古来姫ひ巫み女こさまのものであるという信念を抱いだいていますから」

「それ以前に信奈は、宗教勢力が武装することを許さないからな。本猫寺門徒が加賀一国を支配しているとなれば、これはもう立派な戦国大名だからな……」

「この対立には、宿命的なものがあるかもしれません。ヨーロッパにおいても、アルビジョワ十字軍やフス戦争など、カトリックと、異端あるいはプロテスタントとの間で凄せい惨さんな宗教戦争が行われてきました。八や百お万よろずの神々を祀まつるジパングの信しん仰こうは、厳格な一神教であるカトリックとは違ちがって異教・異端に寛かん容ようだとは思うのですが、本猫寺に限っては武装勢力としてあまりにも強大になりすぎました。もしも本猫寺当主が天下布武を狙ねらえば、おそらくは可能でしょう。現に『天てん下か布ふ猫びよう』という合い言葉が門徒の間で流は行やっているそうです……戦って武家を倒そうという抗戦派の勢いが過激化しているのです。宗門は武家と覇はを競うべきではない、あくまでも専守防衛に徹てつするべきであると主張する本猫寺内の和平派が、抗戦派を抑おさえられなくなったのが、今回の蜂ほう起きの一因ではないでしょうか」

「本猫寺門徒にも、抗戦派と和平派が存在するのか……猫と天下盗とりとは、俺の中ではどうも一いつ致ちしないんだけど」

「はじめはあくまでも自衛のために武器を取るだけだったはずなのですが、旧仏教勢力や武家から弾だん圧あつを繰くり返されるうちに戦いくさ慣れしていったようですね。悲しい話です」

「そうか……ところでフロイスちゃん。最初の質問に戻もどるけれど、どうしてハリセンを？」

「門徒でない部外者が本猫寺への入寺を許されるためには、試練を突とつ破ぱせねばならないそうです。ハリセンがあると有利かもしれない、とイマイさまが」

「試練？」




　巨きよ大だいな大坂本猫寺の正面門。

　大きな門と、小さな門の、二つが並んでいた。

　その門の前に、五人の猫ねこ尼に僧そうたちが屹きつ立りつしている。

「よくぞ来られました、織田家の使者どの。フフフ。ワタシの名は下しも間つまらいりぇんだよ。ちっちゃい頃はマルタ騎き士し団で戦ってきたんだけどぉ、もうオスマン帝てい国こくとの戦いに疲つかれちゃって。このジパングでお猫さまに救いを見み出いだして、本猫寺門徒になったんだよ？　合戦の際には雑さい賀か孫まご市いちと一いつ緒しよに左右の大将をやらされてるけどね？　まぁ、元騎士だからしょうがないよね～」

　碧あおい目の猫尼僧、下間頼らい廉れん。

　フロイスが「あなたは聖ヨハネ騎士団のランディさんですよね？　ヨーロッパからジパングに冒ぼう険けんに渡わたった騎士が棄教して本猫寺入りしたと噂うわさには聞いていましたが、ほんとうだったんですね」と驚おどろいていた。

「だってらいりぇんは、猫好きだし～。猫が魔女の使いとか、ぜんぜん納得いかなかったし～。本猫寺に来て、招き猫の本尊を一目見てぇ、これだ！　って閃ひらめいたんだ～」

「ううう。宣教師としてはいけないことですが、わかる気がします。ジパングの猫はかわいいです。特に、三毛が」

「でしょ、でしょ？」

「俺が織田家の使者、相良さがら良晴なんだけど。えーと。きみ、もしかしてジョバンナちゃんの同どう僚りよう？」

「あーそうそう。ジョバンナはジパングでもまだ、騎士やってるんだって？　疲れるのにね。あの子、マルタ島ですっごく飢うえてたから、大食いになっちゃって。あんなに食べてたら太っちゃうよね～。あはははは」

「よく笑う子だなあ」

「だってここ、本猫寺だからあ！　悲しくても泣いちゃダメなんだよ、笑って元気を出さないと～。あーあー合戦したくないなー。合戦すると人が死ぬよね。怪け我がしたら痛いし泣いちゃうよね。らいりぇんたちは大坂で楽しく過ごしてるのに、織田家ってこの寺を焼き討うちにするつもりなんだよね？　聞いたよ聞いたよ？　織田信奈って、ひっどーい！」

「それは誤解だから！　まあいい。それより、『頼廉』って発音できてないぜ？」

「ジパング語って、難しいよね？」

「俺が発音しやすい通り名を与あたえてあげよう。これからは『乱らん亭でい』と名乗るがいいぜ」

「下間乱亭？　あー、本名に近づいたかも？　この名前いいね。ありがとう！」

「それじゃ、門を開いて寺に入れてくれないかな？　信奈からの書状を預かってきている。和わ睦ぼく交こう渉しようだよ。きみたちの当主に会わせてほしいんだ」

「うふふ。一応乱亭が大将なんだけどぉ、本猫寺は合議制なんだよ～。八世れんにょさま以来の伝統なんだ。だからあ、残り四人の意見も聞いてみないとね～♪」

「「「「そうとも！　われら五人そろって、五ご虎こ大だい将しよう軍ぐん！」」」」

　乱亭の左右に、四人の若い猫尼僧がずらり、と立ちはだかった。

「待て待て！　なんで虎なんだよ!?」

「簡単なことじゃん。猫を守るのは虎、と決まっているんだよ～。東洋じゃあ、猫が二十年長生きしてでっかくなったら、虎になるんだよね？」

「……猫ねこ又またになるんじゃなかったか？」

「ワタシたち五人全員、下間姓せいを名乗っているけれど、血族じゃないよ。本猫寺の幹部はもれなく下間姓を与えられることになっているんだ～」

「ややこしいなあ。一気に下間さんが五人登場してきても、とても覚えられないよ。下間軍団って『織田信のぶ長なが公の野望』でもなかなか区別できなかったぞ。みんな坊ぼう主ず頭あたまだったし……その点は総そう髪はつで自由におしゃれしている猫尼僧のほうがまだマシだが」

　乱亭と良晴の会話が終わるのを待ちきれなくなったらしい。

　小こ柄がらな、妙みように愛あい嬌きようのある猫尼僧が「相良どの、未来人の知ち恵えでお助けください！」と飛び跳はねながら自己紹しよう介かいしはじめた。

「わたしが下間仲なか孝たか！　千葉から流れてきた猿さる楽がくの名人で、今の大坂漫才の基き礎そを築いたと言っても過言ではないお笑い一筋の猫尼僧ですっ！　最近は、今井宗久どのからお好み焼きの権利を買い取って、商売に大失敗していますけれど！　全国の本猫寺末寺にお好み焼きの店を出店したら大おお儲もうけできるはずだったのに、気がつけば借金で首が回りません、助けてくださいっ！　予算をいっぱい使い込んじゃって今井どのに利息を返せません！　相良どのは未来人の知恵を用いる利り殖しよくの達人だとか！」

　みんな妙にテンション高いなあ。これから合戦だというのに。これが本猫寺のお笑い修行のたまものか、と良晴は思った。しかもこの子の身の上話はかなり洒落しやれになっていない。俺なら鬱うつになる、とも。

「……お前、サルっぽいな。千葉出身ということで今から通り名は『掛かけ布ふ』な」

「ちょっとおお？　サルっぽい人にサルっぽいって言われましたよっ？　それになんですか『掛布』って!?　意味がわかりませんっ!?」

「乱亭は目が碧いから区別できるけど、残り四人全員の本名をいちどに記き憶おくできそうにないんだ。悪い。とにかく今日から、俺の心の中ではお前は下間掛布だ」

「合戦になって堺さかいの今井邸が焼ければ、借金も棒引きですかねえ相良どの！」

「一いつ揆きにありがちな動機だが、そいつは認めるわけにはいかねえな！」

　五虎大将軍の三人目は、物静かな少女猫尼僧だった。どことなく知的で、下間仲孝こと下間掛布とは水と油のようなところがある。

「……頼らい龍りゆうよ……大坂本猫寺一の……そら……津つ田だ宗そう及ぎゆうの……そうよ」

　ジパング語は難しいです、とフロイスが頭を抱かかえた。

「ちょっと待ってくれ！　会話の台詞せりふを省略すんな！　どういうことか、さっぱりわからん！」

　下間掛布が「（私の名前は下間）頼龍よ。（私はこう見えても京の貴族の出身で）大坂本猫寺一の（茶人であり一流の文化人なの。お茶会や蹴け鞠まり、歌などについてはみな私を頼たよりにしてくるのよ）。そら（私はあの天てん王のう寺じ屋やの風流茶人）津田宗及の（親友なのだから当然だわ。つまり私は野や蛮ばんな合戦はできる限り避さけたい和平派の立場なの。相良良晴、あなたが本気で和わ睦ぼくを望むというのならば私を頼りにして頂ちよう戴だいね。）そう（いうわけ）よ」と通訳してくれた。

「教養人の頼龍は頭の回転が速すぎて言葉が追いつかないので、こうやって中身をばんばん省略して話すんですよねっ！　相良どのも、慣れれば自分で補完できますよっ！」

「乱亭もぉ、最初はとまどっちゃった～。ジパング語って、主語述語目的語をかたっぱしから省略するよね～」

「こんなに省略するのは彼女だけだから！　肝かん心じんの俺にまったく言葉の意図が伝わってねーぞ！　頼龍、お前は今日から『岡おか田だ』な、『岡田』」

「……そら……あんさん……意味が……そういうことよ」

　下間頼龍こと下間岡田は、自分の新たな通り名を承しよう諾だくしたということにしよう、と良晴は決めた。

　そして、五虎大将軍の残り二人は。

「うちが、下間頼らい旦たんですねん。うち、伊勢長島の寺町で肉屋を切り盛りしてろくでなしの親父おやじを食わせてやっとったんやけど、根性を買われて五虎大将軍の一員に成り上がったんや！　ちなみに本猫寺の教義は、よう知らん！　そやけど、本猫寺に必要なもの、本猫寺が天下布猫を果たすために必要なものはようわかる！　それは、根性や！　根性やねん！　根性さえあれば戦にも勝てるんや！　織田家なんて弱い弱い！　本猫寺が天下一や！」

「今日からお前は、『川かわ藤とう』な」

「なんやねんそれ!?」

　小こ猫ねこを頭に載のせている、まだ幼い童女。庶しよ民みん派代表とも言える下間頼旦こと下間川藤と。

「私が下間頼らい照しようだぞ。このたび越えち前ぜんから召しよう喚かんされて大坂にやってきた外と様ざまだが、自分では大坂本猫寺の名めい誉よ生え抜ぬき幹部だと自負しているのだぞ。合戦では切り込み隊長を任されている。戦場で相まみえれば、きみの首を盗ることになるかもしれない。すまない」

「謝りながら、どうして怒いかり眉まゆなんだよ？」

「これは地顔なのだ。すまない」

「きみは『真ま弓ゆみ』な」

「わけがわからないが、了りよう解かいした」

　きりりとした美形の、妙みよう齢れいの猫尼僧・下間頼照こと下間真弓だった。

　良晴が五人になんとも猛もう虎こ魂だましいを感じさせる通り名をつけたのは、ここが他ならぬ大坂だからである。大坂本猫寺が建っているこの地は、良晴が暮らしてきた未来世界では、大おお阪さか城じよう公園になっているはずなのだ。

「相良どの相良どの！　門徒でないお方が寺に入るには、門を開く試練を突破しなくてはならないんですよ！　大きな門と小さな門。どちらを開きますかっ？　門によって、難易度が異なりますよ！」

　五人の紹介が終わり、下間掛布が、本題に入った。

「こういうのってたいてい、小さなほうが当たりなんだよな……大きなほうにはお化けが……そういえば、俺が先日送った使者はどうやって入ったんだ？」

「あの使者さんは、うちの門徒でしたから！」

「なるほど。にゃんこう宗は時々一揆をやらかすけれど、教義じたいはガバガバだから、武家にも門徒が多いんだっけ。俺は無宗教だから寺に入るために門徒になってもいいんだが、フロイスちゃんがいるから門徒になるわけにはいかないなあ。フロイスちゃんが棄教者になっちまう」

「棄教しようよ～。猫をかわいがって暮らそうよフロイス～」

「そそそれはできませんランディさん！　ヨシハルさん、この時のために漫まん才ざいの小道具をイマイさまからお借りしてきました！　試練を突破するためにお手伝いします！」

「それ、ハリセンじゃねーか！　いったい、なぜハリセンが必要なんだ……」

　下間掛布が、二つの「門」について、良晴に手短に教えてくれた。

「相良どの相良どの！　いずれの門も、本猫寺の根本教義である『人は笑いによって救われる』という理念に基づいて、中興の祖・八世れんにょさまが建てたものなんですよ！　大きな門のほうは『笑わない門』と言いまして、門そのものは常に開いているんですが、寺内に辿たどり着くまでの間に厳しい試練が待っています！　その試練を突とつ破ぱした者が、入寺を許されまあす！　こちらのほうが難易度は低いですよ！　使者はお二人いますし！　どちらかが倒たおれても、どちらかが残れば合格ですから！」

「『笑わない門』か。門の奥に続く廊ろう下かが妙に薄うす暗ぐらいな。俺は、脳天気な馬ば鹿か……いやいやご陽気な性格で、笑い上じよう戸ごつまりゲラだから、いまいち気が進まないな。小さい門のほうは？　閉じられっぱなしのようだが」

「『笑わせる門』と言いまして、門徒たちをどっと大笑いさせればその声に呼応して内側のからくりが作動し、ひとりでに門が開く仕し掛かけになっているそうです！　中には、れんにょさまがお残しになった教団の秘宝が眠ねむっています！」

「ほんとに？　どういう仕掛けなんだ？」

「れんにょさまご自身がお作りになったので、ほんとうのはずですが、今までいちども開いたことがないので仕掛けの謎なぞはわかりませんっ！　まだ誰だれも、この門を開けた者はいないのですっ！」

　力ずくで無理矢理に開けようとすると、中から煙けむりが出てきます。それでもなお門の破は壊かいを進めると、貴重な秘宝が燃えてしまうらしい。私もいちど試して燃やしかけた、すまない、と下間真弓。

「あかんねん。根性で屋根を引っぺがそうとしても中が煙るんや！」

「地下を掘ほり進めても、分厚い鉄板に阻はばまれてしまうんだよ～」

「……そら、そうよ。孫市の……八や咫た烏がらすでも……無理よ」

「そやから根性で、みんなを大笑いさせるしかないわけや！」

「なにしろぜんぜん開かないもので、皆みなさん『笑わない門』に挑ちよう戦せんするんですっ！　こちらの門は、客人に厳しい試練を課すとは言え、気合いでどうにか突破できる難易度に設定されていますからっ！」

「へえ。そこまでして守らなければならないものが、『笑わせる門』の中に？　どんな秘宝が入っているんだろう？」

「もしかしたら聖遺物かもしれませんよ、ヨシハルさん。れんにょどのを磔はりつけにした十じゆう字じ架かとか、れんにょどのの身体からだを串くし刺ざしにした槍やりとか、れんにょどのの身体から溢あふれ出る鮮せん血けつを注いだ聖杯はいとか！　噂うわさでは、聖遺物を手にした者は、神の力を得ることができるとも聞きます」

「いやフロイスちゃん、仏教でそれ系のアイテムはせいぜい仏舎利くらいだからね？　どうしたんだ、顔が赤いぜ？」

「うう。わたしは、聖遺物と聞くとときめいてしまうんです」

「笑わせる門」の中に隠かくされた秘宝の正体、それは──と切りだした下間掛布の言葉は、予想外のものだった。本猫寺についてある程度研究してきたというフロイスも、初めて知った事実である。

「この話は本猫寺にとっては不ふ吉きつですので、門徒以外の人にはみだりに明かしてはならないのですが……内ない緒しよでお願いします！　お猫さまの霊れい力りよくを強く持っていた八世れんにょさまには、予知能力と言うべき力があったそうです！　基本的に不幸なことしか予測できず、本山が襲しゆう撃げきされて焼かれるという予言が主でしたが！　しかし今まで、ことごとくその予言は当たったんです！　京都大原！　近江おうみ堅かた田た！　越えち前ぜん吉よし崎ざき！　京都山やま科しな！　れんにょさまが築いた王道楽土は、次々と焼かれて失われてしまいました！　れんにょさまが数々の法難を生き延びられたのは、お猫さまの霊力を備えることで発現した本猫寺一族特有の頑がん強きような体質のおかげですが、不幸を予知する力もあったのだとか！」

「頑強な体質、か……たしかに、そんなに次々と襲おそわれて生き延び続けたのは凄すごいな」

「れんにょさまは亡くなる少し前に遺言されたと言われています。門徒たちを合戦そして迫はく害がいから守るために難なん攻こう不ふ落らくの要よう塞さいとして、平和とお笑いを愛する人々の理想郷として築いた大坂本猫寺もまた、戦乱の世の中で──炎えん上じようし、廃はい墟きよと化すであろう、と！」

　良晴は、どきり、とした。

　彼が知っている歴史では、「石いし山やま本ほん願がん寺じ」はたしかに、炎上するのだ。織田信のぶ長ながとの十年戦争の果てについに織田家に降こう伏ふくし、退去するしないと僧そう侶りよたちが紛ふん糾きゆうしているうちに、どこからともなく出火し、大伽が藍らんもその城下に広がる寺町も、みな幻まぼろしのように燃もえ尽つきてしまうのだ。

「しかし大坂本猫寺に危機が迫せまった時、まことの救世主が現れて、この『笑わせる門』を開けて秘宝を手にするかもしれない、そして大坂合戦によって死すべき運命に陥おちいっている大勢の門徒の命を救う……かもしれない、ともれんにょさまは予言されたのですっ！　つまり、大坂の運命にまつわる予言は、二つありますっ！」

「『かもしれない』って。予言というより半ば願望のような気もするぜ？　そもそも、まるで違ちがう結末を二つ予言しているだなんて、予言になってないような？」

「はい。なぜ予言が二つあるのかは謎ですが、れんにょさまが来きたるべき時のために準備してくださった宗門の危機を救う奇き跡せきの秘宝がこの門の奥の秘密の部屋に隠されていることは確かです！　秘宝を手に入れれば、わたしの借金もきっと棒引きです！」

　秘宝ってきっと敵兵のことごとくを一いち撃げきで薙なぎ払う古代東洋の破壊兵器に違いないよねうふふ、と乱亭が笑った。

　根性や。根性を注入してくれる「精神棒」が入っとるんや、と川藤。

　そら、アレよ、と岡田。

「ですからこの『笑わせる門』を開けた者は、入寺を認められるのはもちろん、本猫寺のまことの救世主として門徒たちから崇あがめられること請うけ合いです！　大坂本猫寺が炎上するという運命を変えていただけるのですから当然です！」

「……大坂……まことの救世主……うっ。なぜか、頭痛が……ということは、もしも俺が開かずの門を開けば、本猫寺当主・けんにょとの和わ睦ぼく交こう渉しようも有利になるのかな？」

「ええ、そうなればもちろん和睦交渉もうまくいくでしょう！　しかし難易度はとんでもなく高いです！　今まで、成功者は一人もいませんっ！」

　なにしろ、絶大なお笑い力を誇ほこるけんにょさまでさえ成功したことがないのだ、いったいどれほどの笑いを取れば門が開くのか見当もつかない、すまない、と真弓。

「えーと。俺が『笑わせる門』に挑戦して失敗したら、『笑わない門』に再挑戦できる？」

「できません！　門徒以外の人が挑戦して失敗した場合は、鞭むちで百叩たたきにされて追い返されます！」

「どちらかにしか挑戦できないということだな。確実に寺の中に入るためには、難易度が低いという『笑わない門』を選ぶべきだろう。だが、大坂本猫寺炎上の運命を変えて、大勢の門徒たちの命を救える秘宝が隠されていると聞いちゃあ、未来人として黙だまっちゃいられないな！　俺は、わずかな可能性にかける！　『笑わせる門』を選ぶぜ！」

　では、わたしが……鞭で打たれることには耐たい性せいがありますとフロイスが震ふるえながら手を上げたが、「女の子を百叩きになんてさせるものか！　当然ここは俺が挑戦だ！」と良晴がフロイスの手を押さえて名乗りを上げた。

「でもヨシハルさん。危険です」

「いや。生き真ま面じ目めで敬けい虔けんなクリスチャンであるフロイスちゃんより、お笑い大国・未来の日ノ本から来た俺のほうがお笑いには長たけているはずだ。それに、ヨーロッパと日ノ本では、お笑いに対する感覚が違うだろうしな」

「そ、そうでしょうか？」

「そうだとも。ヨーロッパとは違うけれど、たとえばアメリカンジョークなんて、なにが面白いのか俺たち日本人にはさっぱり理解できねーからな。いいか下間掛布？　俺がお笑い芸を披ひ露ろうしてお前たち五虎大将軍を抱ほう腹ふく絶ぜつ倒とうの大だい爆ばく笑しように追い込めば、その笑い声に呼応して門が開く。そういうことだろう？　いわゆるルールってやつだ！」

「そうです、そういうことです！　相良どのの表情に自信が満ちあふれていますよ！　これはもしかするともしかしますね！」

「……未来人の漫才……これは、そら、アレよ」

「なんや理り屈くつはようわからんけど、相良良晴にはど偉えらい根性がありそうやで！」

「うふふ。すっごい必死な表情。顔を見てるだけで、笑っちゃう」

　悲ひ惨さんな宗教戦争の未来を防ぐために「笑い」を取らなければならないというのも妙みような気分だが、すべての実を拾わなければ気が済まない良晴は、和睦交渉だけでなく「大坂本猫寺炎上の未来を変える」という実をも拾いに行ったのだった。それなりに自信はあった。未来の日ノ本は、何度もお笑いブームを通過してきたお笑い大国。テレビ番組にも、お笑い芸人が大量に出演していた。俺が過ごしてきた当時のあの環かん境きよう、そのお笑い偏へん差さ値ちはおそらく世界一高かったはず──！

「よーし！　五虎大将軍のテンションが下がらないうちに、一発ギャグで決めてやる！」

　ただ、良晴は夢中になっていて気づいていなかったが、問題は、あった。




「それでは毎度馬鹿馬鹿しいお笑いを一発！　けんにょが、検けん尿によう！」




　相良良晴には……お笑いの才能が……漫才の才能が……かけらも、なかったのである。

　秋でもないのに、本猫寺の門前に寒々とした秋風が吹ふきすさんだ。

　五虎大将軍の猫ねこ尼に僧そうたちが、揃そろいも揃って真弓のような怒いかり眉まゆを作って、良晴をにらみつけていた。

「あのう、相良どの？　検尿ってなんですかぁ？」

「そら、アレよ。未来語よ」

「未来語を使われても、うちらにはわからん、ちゅうねん！」

「なんとなくだが、下品な言葉のような気がするぞ。私たちの当主さまを下ネタでいじったとなれば、百叩きではすまないぞ。すまない」

「ねえねえ？　今のは準備運動みたいなものだよね、相良良晴くん？　まさか、今のが本番じゃないよね～？　乱亭、思わずあなたの首を切り落としたくなっちゃった～」

「まさか今のしょーもない駄だ洒落じやれもどきが本番のわけがないですよねえ？　聞かなかったことにしましょう！　未来人ということでおまけしてあといちどだけ機会をあげますけど、次に滑すべったら百叩きですよっ相良どの？」

　そうだった。俺は、教室でも修学旅行でも、いつもいつも一発芸で滑り倒してきた男だった……良晴は、未来の学園生活での数々の不幸と迫害を唐とう突とつに思いだし、自信を喪そう失しつした。そもそも、なんで自分がお笑いに対して自信満々だったのかすら、胸に手を当てて考えてみるとよくわからなかった。なにか根こん拠きよってあったっけ？

「……ふ、フロイスちゃん……滑った……滑っちゃったよ、俺。その豊かな胸で甘えさせてくれええええ！」

「ナンデヤネーン！」

　ゴンッと、フロイスがハリセンで良晴の頭を叩いていた。避よけ上手じようずの良晴だが、（おっハリセンか？）と思わず受けてしまった。そして、凄すさまじい衝しよう撃げきが彼の脳天を襲った。

「いてえええ～っ!?　ギャー、額から血がっ!?　そのハリセン、もしかして中に鉄板が入っているんじゃあ……!?　ゴン、って言ったよ、ゴン、って！」

「ごめんなさいヨシハルさん！　イマイさまから、もしヨシハルさんが滑ったらその時はこの道具で殴なぐれ、それがツッコミという大坂漫まん才ざい秘伝の返し技だと教わっていまして！」

「手加減してくれよっ、死んじまうよっ！」

「ごめんなさい！　わたし、人を殴るのは不慣れでして！　ああっ、そうでした！　これは、お尻しりを殴る道具『尻叩たたき』でした！」

「痛い痛い痛い！　ひいいいい～」

　痛みのあまり頭を押さえてゴロゴロと転がる良晴の姿を眺ながめていた五虎大将軍が、思わず吹きだしていた。

「ぷっ！」

「あーはははは！」

「……そら、わろてまうよ」

「鉄板入りの『尻叩き』で己おのれの額をかち割らせるとは、ごっつい根性やでぇ相良良晴！」

「ふふっ。おまけで与あたえた最後の機会、今度こそ期待できるな。すまない」

　良晴は「ありがとうフロイスちゃん。おかげで、滑り倒たおして寒々としていた空気を一いつ掃そうすることができた。場は再び暖まったぜ。だが、この程度の笑いでは門は開かないということか」とフロイスの肩かたにつかまって立ち上がりながら、「一発ギャグは俺には向いていない。不慣れだが、トーク力を活いかせる漫才でいく」

　次が、泣いても笑っても最後の勝負である。

「けんにょさまをネタに用いたところまではよかったと思うのですが、検尿の意味が誰だれにも通じませんでした。未来の人にしかわからない言葉はいけません、ヨシハルさん」

　意味が通じていたら、良晴はたぶん門徒たちに襲われて串刺しにされていたはずなので、これは良晴にとっては幸運だったのだが。

「わかっているさ。次も戦国武将ネタでいく。これは、俺が安あ土づちで実際に目もく撃げきした話だ」




　えー。ある日、安土の町に「無む辺へん」と名乗る謎なぞの修しゆ行ぎよう僧そうが現れました。この無辺、黒くろ髪かみを腰こしまで伸のばして顔を隠かくした若い男で、未来を見通せる千里眼の持ち主と称しようしておりました。無辺は、未来の世界の与よ太た話ばなしを女の子に語って町の人気者となり、モテモテはぁれむを作るという野望に燃えておりましたが、とんとうまくいかず、はぁれむに入る女の子は一人もおりません。

　さてこの無辺の噂うわさを聞きつけた織田信奈が、安土のお白しら洲すに無辺を連れてきて、尋じん問もんをはじめたのでございます。無辺はもう生きた心地ここちがせず、がくがくぶるぶるです。

「あんたが無辺ね。どこの国の生まれなの？」

「わ、吾わが輩はいは、はるか未来の無辺なる世界から来た高貴なる王子だ」

「日ノ本の生まれではないのね。それじゃ唐からから来たの、それとも天てん竺じくから？」

「ええと。わ、吾輩は、人ではないのだ。げふんげふん」

「ふーん。人じゃないってことは、霞かすみでも食べてるの？　人間並に飯を食らっていると答えたら、その場で死罪よ」

「ひい？　わ、吾輩は飯は食わぬ！」

「なにを食べているの？　今この場で食べてみせなさい。さもなくば死罪」

　利口者の無辺は、ここはなんとしても三寸の舌先をふるって切り抜ぬけねばと知ち恵えを振ふり絞しぼり、信奈が絶対に提供できぬ「食べ物」を要求することといたしました。

「よいか。吾輩は若い女人の身体からだから『気』を吸収して、へそのあたりにある丹たん田でんに溜ため込んで生きておるのだ！　この儀ぎ式しきを『へそくらえ』と未来では呼んでおる！」

「『へそくらえ』ぇ？　なによ、どういう儀式なのよ？」

「ふふふ。吾輩と女によ人にんがお互たがいの下半身を露ろ出しゆつさせてだな、寝ね床どこの中で向かい合って腹と腹をすりあわせ──さあどうだ織田信奈、吾輩に『気』を食らわせてくれるか？　吾輩はいつでもそなたと『へそくらえ』の儀式をはじめてやろうぞ、わーはははは！」

　無辺は「どうだ、できまい。はい論破」と高笑いしましたが、短気な信奈は完全に血相を変えておりました。それは第だい六ろく天てん魔ま王おうの如ごとき形相です。相良良晴が勝かつ家いえのおっぱいを揉もんでいる現場を押さえた時のあの顔ですな。

「デアルカ！　無辺！　人間ではないというのならば、つまりあんたは化け物ってことね？　化け物ならば、火あぶりにされても平気よね？　犬いぬ千ち代よ！　無辺を縛しばって磔はりつけにして焼いちゃいなさい！」

「……この者はにっくき女の敵。心得た」

　犬千代が松たい明まつを持って現れたので、無辺は慌あわてて長ちよう髪はつのカツラを外し、己の正体を信奈に明かして泣きながら必死で土下座いたしました。

「悪かったあああ！　無辺の正体は俺だ、相良良晴だ！　正体を隠して、こっそりモテモテはぁれむを作ってみたかったんだよう！」

「最初からバレてんのよ！　要は人間でも化け物でもなく、サルだったわけね！　な～にが『へそくらえ』よこのエロザル！　こんな与太話でいったい何人の女の子を騙だましたわけ。死罪だわ！」

「ひえ～っ。そんな悪いこと、俺やってないよ～！　許してくれ～！」

　実は無辺の正体は、信奈の下僕として滅めつ私し奉ぼう公こうするのもいいが藤とう吉きち郎ろうのおっさんと誓ちかったモテモテはぁれむの野望もやっぱり追求したい、とこっそり別人に変装していたわたくし相良良晴だったのでございます。

　ちゃんちゃん。




　良晴は「渾こん身しんの自じ虐ぎやくネタが決まった！」と胸を張ったが、生真面目なフロイスは「それが実話だなんて、どん引きです」と顔を赤らめ、「笑わせる門」は微び動どうだにしなかった。

「ええっ？　滑ったのかっ!?　どうしてだっ？」

　気がついた時には良晴は「「「「「未来の漫才がどーたらとかさんざん吹いておいて、これかいな！　なんやねん！　笑わせるなやっ！」」」」」と眉をつり上げた下間五虎大将軍の百叩き攻こう撃げきを受けて、地に倒れ伏ふしていた。

「ひどーいヨシハルくん、完全に女の子の敵じゃ～ん！」

「織田家に仕えていないと、ただのエロ売僧まいすになってしまうんですね相良どのは！」

「そら、サルよ」

「本猫寺門徒の女の子たちは、インチキ坊ぼう主ずは見つけ次第お仕置きする習わしなのだ。身を守るためなのだ、すまない」

「やっぱり織田信奈は坊主を平気で焼くんやないかーい！」

「あいてて！　インチキ坊主ネタというのが場所的にまずかったのかっ？　それとももしかして女の子受けしない話だったのかなあ～!?　し、しかも信奈への心証まで悪化させてしまうとは！　信奈はあくまでも俺をお仕置きしただけで、本猫寺とは関係ないから！」

　だが、本来ならばこのまま大坂から追われるはずだったズタボロの良晴を、「お前を追い返しても、また次の使者が織田家から来るだけぬこ。その往来の時間が惜おしいから、特別に寺の中へ入れてやるぬこ」と拾い上げて救った者がいた。

　猫耳と、猫尻尾しつぽ。

　元もと康やすのたぬ耳のような飾かざり物ではない。生まれながらに、人の耳とは別に、猫耳を頭にはやしている本猫寺一族の一人。

　本猫寺当主けんにょの妹・きょうにょだった。

　その者は誰も笑わせておりません！　と抗こう議ぎした五虎大将軍に、「笑わない」「感情を表に出さない」「漫才をやらない」と、姉のけんにょとは真逆の性格で知られていた無表情なきょうにょが、珍めずらしく洒落しやれで返してきた。

「お前たちはこの男に、『笑わせるなや！』と言っていたぬこ。門は開かずとも、こやつはお前たちを笑わせたということだぬこ」

　一本取られたねえ、あははは、と乱亭が笑い、五虎大将軍は良晴とフロイスの入寺を認めたのだった。




　良晴とフロイスは、当主けんにょの妹・きょうにょに案内されて、寺内に足を踏ふみ入れた。

「通してくれて、ありがとうな。きみも、和平派なのか？」

「違ちがうぬこ。このきょうにょは、悪あしき予言のほうを信じる抗こう戦せん派だぬこ。大坂本猫寺は近い将来織田軍に焼き払はらわれるぬこ。和平派は、姉上のほうだぬこ。姉上は、自分が漫才を続けて門徒たちを笑わせることでいつか必ず『笑わせる門』が開くと信じているぬこ。そのために、日々門徒たちの前で漫才を披ひ露ろうしているぬこ。しかし、いくら笑いを取っても門は微動だにしないぬこ」

「えええ？　抗戦派だったのかっ!?　それじゃどうして俺たちを通してくれたんだ？」

「……相良良晴。先ほどの小こ咄ばなしを聞かせてもらったぬこ。お前には、お笑いの才能がかけらもないぬこ。憐あわれなほどに。これほど笑えないだだ滑り芸しかできない人間を、きょうにょは生まれて初めて見たぬこ。顔もサルっぽくて、姉上の軍師を務める雑賀孫市との相性は最悪と見たぬこ。孫市は男への注文が厳しいぬこ……しかも本猫寺の総本山に、異教徒の南なん蛮ばん宣教師を連れてくるとは。お前が使者ならば必ずや和わ睦ぼく交こう渉しようは失敗し、本猫寺と織田軍は本格開戦に突とつ入にゆうするはずだぬこ」

　ごめんなさい、ごめんなさい、許してください、と良晴は泣きたくなった。

「元気を出してくださいヨシハルさん。だだ滑りまくったおかげで、こうして入寺を許されたのですから。きっと、和睦は成ります！」

「ううう。フロイスちゃんはいつも前向きだなあ。癒いやされる……」

「泣きながらわたしの胸に抱だきつくのは、なしですよ？　この身体は主に捧ささげたものです。胸に顔を埋うずめてきたら、ハリセンで叩たたかせてもらいますから」

「バレていたか。それじゃあ、当主のけんにょに会わせてもらおうか？」

「姉上はちょうどこれから漫才を披露するぬこ。本猫寺門徒にとって、当主の漫才はなによりも有り難いもので、刻限は常に決まっていて変へん更こうできないぬこ。見学していくぬこ。その後で、漫才の舞ぶ台たいから楽屋に引き上げてきた姉上に会わせてやるぬこ」

　きょうにょに連れられ、大集会所の桟さ敷じき席に通された良晴は驚おどろいた。

「こ、これが本猫寺の真の姿なのか？　まるで阪はん神しん甲こう子し園えん球場みたいなんだぜ!?」

　そうなのだ。

　城で言えば「本丸」にあたる部分に、門徒たちが集まる大集会所が築かれていた。

　ローマのコロシアムによく似た建物だった。

　総石造りの、円形の観客席。

　広大な中央部には緑の芝しば生ふ。

　どうやら、下間乱亭をはじめとする南蛮人の門徒が設計に協力したらしい。

　その石造りの客席と芝生の上に、数万人ものにゃんこう宗門徒が大集結して「にゃー」「にゃー」と奇き声せいをあげていた。そのほとんどはうら若い女の子である。

「けんにょさま、かわいいにゃ～！」

「癒やされるにゃ！」

「こっち向いて～にゃ～！」

　みんな、芝生の中央にもうけられた舞台の上に立っている本猫寺当主・けんにょと、その隣となりで真っ黒い大鉄でつ砲ぽう「八咫鳥」を担かついでいる大おお柄がらな雑賀衆の頭領に視線を注いでいた。

　えっ？　あのおっぱいの大きい美女は、鉄砲名人の雑賀孫市姉さんじゃないか！　なぜ当主さまと一いつ緒しよに舞台に？　と良晴が声をあげ、きょうにょが「孫市が、姉上の漫まん才ざいの相方だぬこ」と解説した。

「みんなー！　今日も元気だ空気がうまい！　生きてるだけで丸まる儲もうけ！　大坂をおねこさまの力でご陽気に！　けんにょさまだにょ！」

「うちが相方の、雑賀孫市やで。今日も一発、漫才いこかー！」

　赤と白のストライプという派手派手しい僧そう服ふくに身を包んだけんにょは気き丈じようそうだが小こ柄がらな娘むすめで、猫耳と猫尻尾しつぽを当然のごとく身につけている──よく見ると、毛玉のようにふさふさの尻尾がぴくぴく動いている。「猫ねこ憑つき」家系に特有の、ほんものの尻尾なのだ。かつては差別の対象だったはずの猫耳猫尻尾だが、この本猫寺では「神性」の証あかしらしい。

　そんなけんにょは招まねき猫のポーズで「にゃんにゃん」と手招きして門徒たちを熱ねつ狂きようさせるサービス精神旺おう盛せいっぷり。かつ、現代の世であればアイドルタレントになっていそうな萌もえるルックスの持ち主だった。

　けんにょとは対照的に烏からすのような黒い衣装を着込んだ相方の雑賀衆頭領・雑賀孫市は、けんにょよりも年上で大柄なお姉さんだ。

「毎日定められた刻限に、門徒を集めて姉上じきじきに漫才を披露するぬこ。心の底から笑うことで、不安な戦国の世の憂うさもすっきり晴れ晴れ。この漫才の行を千回万回と続ければ、必ずや『笑わせる門』が開いて門徒たちは救われるはず。これが姉上の信念ぬこ」

　良晴とフロイスを桟敷席へと案内したきょうにょがそう説明した。

「大坂の門徒たちは、百年も続く戦乱にもめげずに、お笑いとお猫さまの力で陽気に生きているのですね。世に悪しきことがはびこるとどんどん禁きん欲よく的になるヨーロッパの信しん仰こうとはまるで正反対の文化といえますねヨシハルさん。実に興味深いです」

「しかしいざ一いつ揆きとなればこの門徒たち全員が、命を惜しまない死兵と化して攻せめてくるわけか。武士は少ないし、女の子だらけだし、絶対に戦いたくねえなぁ」

「ヨシハルさん。多くの本猫寺門徒さんたちは、武士の支配を認めず、本猫寺のほうに年ねん貢ぐを納めると言います。それで、各地で武家と本猫寺門徒一揆との抗こう争そうが繰くり返されてきたのでしょう」

「先に本猫寺門徒を弾だん圧あつしたのは武家のほうだぬこ。王権を掲かかげる武家と神権を掲げる宗門は元来、相あい容いれないぬこ。ひとつの国に、二つの王は不要ぬこ。どちらかが倒たおれるまで戦い、決着をつけなければ、日ノ本の戦乱は終わらないぬこ。まして、叡山を焼いた織田信奈は第六天魔王だぬこ。きっと大坂本猫寺も焼くぬこ」

「焼いてない、焼いてないから。それは反織田勢力が撒まいたただの噂うわさだって。たしかにいちど、焼きかけたけどさ。あっ、今の発言はなかったことに！」

「……やはり焼くつもりだぬこ。絶対に倒すぬこ、織田信奈」

　良晴たちが語り合うその間も、けんにょと雑賀孫市の漫才は続いた。

「けんにょは、おねこさまの教えを日ノ本中に広げてこの国を平和にするのが夢だにょ。孫市の夢はなんだにょ？」

「うちか？　うちはなあ、鉄砲と漫才で名を売りながらどこかにおるはずの『天下一の男』を探しとるんやー！　こう見えてもうちは純な乙女おとめやさかいなー。あはははっ」

「天下一の男？　浅あざ井い長なが政まさみたいな水もしたたる美男かにょ？　孫市には無理っぽいにょー」

「ああいう女みたいな顔した男と違うわ。天下一ちゅうのは、天下一肝きもっ玉たまのでかい男っちゅう意味や！　きょうび、娘っ子に戦いくさを任せるへなちょこ男が増えとるやろ。うちは諸国を旅して天下一の男を探したけど、いまだにええ男には巡めぐりあえへんなあ～」

「肝のでかい男、にょー。孫市は乳もでかいが、尻しりもでかいにょー」

「ほっといてんか！」

「安産型の尻だにょ」

「お産なんかしたことあらへんわ！　うちははずかしながら生き娘むすめやで！」

「またまた。夜な夜なほてる身体からだを酒でごまかす男好きのくせに～」

「男なら誰だれでもええっちゅうもんと違うんや。天下一の男が相手やないとイヤやねんや！」

「面めん倒どう臭くさい女だにょー。見つけたとしてだにょ、『尻がでかい女はイヤだ』と言われてふられたらどうするにょ」

「その時はこの八咫烏で撃うち殺ころしたる！」

「……モテない女はおそろしいにょ～」

「ほっといてんか！　情が深い女、と言うてえな」

「みんなも、孫市みたいに生娘をこじらせる前に旦だん那なを見つけたほうがいいにょー。えり好みして時間が経てば経つほど、選べる男の数は減っていくにょ」

「やめてえな！　うちはまだ若いっちゅうねん！　だいたいけんにょはんも男おらんやんけ！　生まれてこのかたずっと男日照りや、あっはははは」

　漫才の原点と言える「三河万歳」から進化発展したというけんにょと孫市の大坂漫才は、戦国の人々にとっては斬ざん新しんそのものなのだが、現代人の良晴から見ると実にベタだった。しかし、門徒たちはそのベタなところに反応して大爆ばく笑しようする。

　なにしろ、

「孫市！　今日、うちの屋や敷しきに囲いができたにょ！」

「へえ（塀へい）～」

　こんな頭の痛い駄だ洒落じやれを聞いて、どっかぁん！　と本丸全体が揺ゆれるように笑いの渦うずが起きるのである。

　ちょっと待て！　俺が滑すべり倒した駄洒落とどう違うんだよ？　当主さま補正が効いているのか？　まあたしかに、二人の掛かけ合いは太夫たゆうと才蔵、つまりボケとツッコミに分業されていて、昭和の上方漫才のスタイルにかなり近い。戦国時代の話芸としては最さい新しん鋭えいなんだろうがしっかしベタだなあ……と己おのれの小こ咄ばなしをダメ出しされて気に病んでいた良晴が「ノリツッコミのような先進技法はさすがにまだ開発されておらず、まず受けない。本猫寺門徒に受けるツボは『ベタ』にあり」と手帳に書き込んでいたその時だった。

「孫市！　けんにょの名前は、漢字で『犬』『女』と書いて、けんにょと読むんだにょ。実はけんにょはお犬さまだったんだにょ……今までだましていてすまんにょ」

「なんでやねーん！　猫ねこ耳生えとる犬がおるかいなー！」

　どっぎゅううううん！

　けんにょのボケに孫市がツッコミを入れたのだが、その入れ方がすさまじかった。

　大鉄砲の八咫烏をけんにょの腹部めがけて、至し近きん距きよ離りから思いっきりぶっ放したのだ！

　すわ、当主と相方の間で血みどろの内乱が勃ぼつ発ぱつか？

　げえっ？　けんにょが撃たれた！　と良晴が震ふるえあがり、フロイスが「ああ、主よ」と顔を伏ふせたが。

「やめんかー、にょ！　鉄砲は痛いにょ！」

　ごろんと転がったけんにょは、無傷のままむくりと起き上がって孫市に蹴けりを入れる。

　ここで、門徒たちが熱狂した。

「ちょー。うち、実じつ弾だんこめて発射したんやでー？　なんで死なへんねん！」

「それは、このけんにょが生き神さまだからだにょ！　鉄砲の弾たまなんて屁へでもないにょ！　鉄砲とかけておねこさまととく。その心は、どちらもタマが肝かん心じんです。にゃーっはっはっはっはっは、にゃーっはっはっはっはっは！」

「うわ、しょーもなっ！　もう、やっとれんわ！　尻でも喰くらえ！」

　孫市がぺろんと着物の裾すそをあげて、お尻をけんにょに向けてぺちぺちと叩たたいてみせた。Ｔバックのようなふんどしをつけているが、桃もものような丸いお尻がほとんど丸見え。

　孫市はまたの名を「尻しり喰くらえ孫市」と呼ばれているくらいで、女の子門徒たちが観客席を独どく占せんしている舞台では、お尻を出してウケを取るのを得意としているのだった。

「ふ、ふんどしだ！　やっぱりあれは、ふんどしだー！」

　根は純情少年である良晴は、赤くなって思わず目を伏せた。

「門徒が女の子ばかりだから、お尻叩いてもいいんだろうけど。孫市姉さん、全国制せい覇はを狙ねらうのなら男の子ファンも考こう慮りよしてキャラを作ったほうがいいよ！　今の俺はもう、漫才どころじゃねえ！　きょうにょ、今からちょっとばかり厠かわやへかけこんでいいかな？」

「厠でなにをしようというんですかヨシハルさん！　あなたは和睦の使者ですよ！」

　どっぎゅうううん！　と孫市が空中に向けて大鉄砲を一発放って、大だい歓かん声せいの中で漫才は終しゆう了りようした。

「いや、待てよ？　孫市姉さんのふんどし姿が強きよう烈れつすぎて流してしまったが、撃たれたけんにょが生き返っている！　血さえ流してねえ！　いったいどうなってるんだ？」

「『奇き蹟せき』だぬこ。南蛮の聖書にある、『神の子は死んでも復活する』という奇蹟譚たんを漫才のオチに採り入れることで、門徒たちに当主の半神半人ぶりを見せつけて感動させるのだぬこ。門徒を笑わせることが漫才の主眼なれど、最後はこうして奇蹟を起こして宗教的法ほう悦えつを門徒たちに与あたえるぬこ。本猫寺一族特有の頑がん強きような身体が、弾だん丸がんをかろうじて阻はばんでいるぬこ……しかし、今日も『笑わせる門』は開かなかったようだぬこ」

　そう。大坂本猫寺の目の前に大軍を展開した織田軍に対して、本猫寺はすでに宣戦布告をした。にもかかわらず、「笑わせる門」は開かなかった──その事実に気づいた門徒たちが「まことの救世主は」「もしかして現れない？」「大坂に最大の危機が迫せまった今こそ」「門が開く、と信じていたのに……」と青ざめて騒さわぎはじめていた。

「動どう揺ようが広がっているぬこ。織田軍の使者がこの場にいると気づかれれば、危ないぬこ」

　その門徒たちの騒ぎを避さけるように、きょうにょが良晴とフロイスを桟さ敷じき席から移動させ、けんにょと孫市が入った楽屋へと連れて行く。

　お二人の漫才は一種の神聖演劇でもあるのですね、これはお互たがいの信しん頼らいと勇気があってこそ初めて成せる行こう為いです、とフロイスが十じゆう字じ架かを握にぎりしめた。

「狐きつね憑つきの式神・前鬼は、種子島が苦手だと言っていたぜ？　けんにょは古式ゆかしい陰おん陽みよう師じが召しよう喚かんする式神よりも新しい世代、英語で言えば〝ねくすと・じぇねれいしょん〟だからむしろ好物なのか？　いやいや。そんなはずはない。いくら猫憑きでも、種子島で撃たれるのは命がけのはずだ」

「むろん、撃たれれば頑がん丈じような姉上とて死ぬほど痛いぬこ。衝しよう撃げきで心の臓が止まることもあるぬこ。孫市の鉄砲の腕うで前まえ、二人の阿あ吽うんの呼吸、いろいろな修練と技術を積み重ねてあの奇き跡せきの芸を成立させているぬこ」

　本猫寺の当主と、紀き伊いの傭よう兵へい隊長。どういう経けい緯いであの身分違ちがいのお二人は漫才をはじめられたのでしょう？　とフロイスがたずね、きょうにょが「外部の者には教えたくない話だが、姉上がただの陽気なおバカだと南なん蛮ばん宣教師に誤解されるのは妹として屈くつ辱じよくなので、他言無用を誓ちかうならば教えてやるぬこ」とうなずいていた。

「姉上は、本来は物静かで、とても影かげの薄うすいお方だぬこ。本猫寺一族の決まりである猫ねこ語ご尾びすら使わなかったぬこ。雑賀孫市が姉上に『一いつ緒しよに漫まん才ざいをやって、笑わせる門を開こうや』と言いだしたために、門徒たちの前ではああいうふうに『陽の気』を全開にして滑こつ稽けいな口調でしゃべくるようになったぬこ」







　　　　※




　けんにょは幼い頃ころは「本猫寺中興の祖、八世れんにょさまの生まれ変わりではないか」と周囲が驚おどろくほど利発な神童だった。

　きょうにょにとっても、姉は誇ほこりだった。

　姉妹で本猫寺教団をさらに拡大して、日ノ本を天下布猫の国となす──本猫寺門徒の力による乱世の平定。それがきょうにょの夢だった。なにしろ、いずれ大坂本猫寺が焼かれるというれんにょの「悪あしき予言」がある。予言を回かい避ひするには武家を倒さねばならない。

　だが、きょうにょとは違い、姉のけんにょは常に迷い苦く悩のうしていた。

　けんにょは、門徒が一いつ揆きを行い合戦で命を落とす現実に疑問を抱いだく少女だったのだ。

　それは北陸で勃発した門徒たちの一揆を自分の書状によっても止められず、大勢の門徒が戦って死んだ、とけんにょが知った夜のことだった。

「ねえ、きょうにょ。この国の民たみすべてを本猫寺の門徒にするのは無理というもの。そもそもわたしごときが生き神さまだなんて、おこがましいとは思いませんか？」

　けんにょは、「本猫寺の始祖さまは、弟で子しなど取らないはずだったのに。始祖さまいわく『わが計らいにて人に念仏を申させ候そうらわばこそ、弟子にても候わめ、ひとえに弥み陀だの御おんもよおしにあずかりて念仏申し候そうろう人をわが弟子と申すこと、極めたる荒こう涼りようのことなり』のはずでしょう」と、嘆なげいていた。多くの門徒を集め地上の栄えい華がを極め、さらには門徒たちによる一揆を誘ゆう発はつし黙もく認にんせざるを得ない教団の存在そのものを疑問視していたのだ。

　信しん仰こうの場は現実の王国であってはならず、心の中の王国であるべきだ、と。

　これからの新しい日ノ本では、神権と王権とは完全に分ぶん離りされるべきだ、と。

　それなのに本猫寺はいつの間にか、叡山をはじめとする古い仏教勢力と同じ道を辿たどっている、と。

　対するきょうにょは、それは理想であって現実的ではない、ここまで教団が拡大した以上は戦わなければいずれ武士に攻せめ滅ほろぼされてしまう、そもそも大坂本猫寺を建てた八世れんにょさまがそう予言されているのだから間ま違ちがいない、と考えていた。

「本猫寺の代々の当主に猫耳と猫尻尾しつぽがあるのは、たまたま八世れんにょさまのお母上が信しの太だの森生まれの猫ねこ憑つきだったから。それ以上でもそれ以下でもないのよ。門徒の皆みなさんは、この猫耳の愛らしさに幻げん惑わくされてわたしを拝んでいるけれど。わたしは、皆さんを騙だましているようでいたたまれないわ」

「姉上。始祖さまはこういう言葉も残されたぬこ。『善人なおもって往生を遂ぐ、いわんや悪人をや』。れんにょさまはこの言葉を『人間なおもって往生を遂ぐ、いわんやけだものをや』と読み替かえ、自ら猫神さまを名乗ったぬこ。それ以来、猫耳は選ばれし者の証あかし。卑ひ下げすることはないぬこ」

「きょうにょ。わたしたちの血に流れる猫憑きの血は卑下するべきものではないけれど、崇あがめられるようなものでもないと思うの」

「姉上は考えすぎるぬこ。新しい文明を運んできた南なん蛮ばん人じんだって、十字架にはりつけられている瘦やせた男の像を拝んでいるぬこ。なにを拝むかは、人々が自分で決めることだぬこ」

「でも、いつの間にか門徒の間に広まっている、『本猫寺のために戦って死ねば猫極楽に行ける』というお話はどう？　門徒の皆さんをあざむいているでしょう？」

「本猫寺門徒は長らく旧仏教勢力や武士どもに弾だん圧あつされてきたぬこ。戦って生き残るための方便だぬこ。そう信じなければ、門徒は恐おそろしくて戦えないぬこ」

「わたしたちの世界はこの世界だけよ。地じ獄ごくはあったとしても、極楽なんてどこにもないわ、きょうにょ。あるとすれば、それは生きている人間の心の中にあるの。極楽を、現実の世界にもたらそうだなんて。キリシタンの聖書にもこう書かれてある。『王のものは王に、神のものは神に』と」

「姉上。そのようなお強い考えを貫つらぬいて生きていける者は少ないぬこ。民たちは、乱世に恐れおののき戦いくさの炎ほのおに焼きだされて、心安らかに生きる場所をこの世に見いだせないぬこ。だから猫極楽という方便が必要とされるぬこ」

「だから、この世で不幸なまま死んでも、次の世では幸せになれると噓うそをついて人々を騙すの？」

「騙すのではないぬこ。人は心からそう信じることで、幸せになれるぬこ」

「それはほんとうの幸せじゃないわ、きょうにょ。ありもしない空手形をつかませて死へ向かわせているだけよ。猫にマタタビを嗅かがせているようなものよ」

「それでも、戦乱と飢き餓がと天災にただ苦しめられ続けるより、ずっと救われているぬこ」

「わたしは本猫寺の当主として生まれてきた以上、今この場で、この現世で門徒たちをほんとうに幸福にしなければならないの」

「そのためにはれんにょさまの不ふ吉きつな予言を覆くつがえし、天下布猫を実現し、戦乱を終わらせるしかないぬこ」

「門徒とそうでない者との間で殺しあうような世界を招いてはならないし、この国は八や百お万よろずの神々の国。ただ一いつ匹ぴきの猫だけを拝む国には決してなりえない。本猫寺当主は、門徒たちの力を殺し合いではなく、民を生かす方向に導かなければならないの。れんにょさまの予言には、大坂本猫寺の炎えん上じようと、その運命を覆すまことの救世主の予言との、二つがあるでしょう？　もしもあの『笑わせる門』を開くことができれば、門徒たちを救うことができるかもしれないのに……わたしには、その方法もわからない。門徒を笑わせることなど、こうして毎日悩なやみ続けているわたしにはできないから」

「あの開かずの門は誰だれにも開けられないぬこ。無理にこじ開けようとすれば、燃えてしまうぬこ。きょうにょは、あの門を開く救世主が現れるという善よき予言は、信じていないぬこ。猫極楽のお話と同じで、れんにょさまが焼き討うちに怯おびえる門徒たちを安心させるためにやむを得ず用いた方便に違いないぬこ」

「どうすればいいのかしら。なぜ、わたしはただの町まち娘むすめに生まれてこなかったのかしら。どうして、このような罪深い立場に生まれてしまったのかしら」

　どうやら南蛮人宣教師がもたらした異教の教えが姉に影えい響きようを与えているらしい。南蛮の救世主イエスとやらは神の子でありながら武器を持って敵と戦うことをせず、淡たん々たんと十字架にかかり死んだという。その話にけんにょはなにかを感じたらしい、ときょうにょは薄うす々うす察知していた。

　そんな姉の姿を見れば見るほど、きょうにょは姉を尊敬せずにはいられなくなる。

（これこそが、無数の人々を救おうとするほんとうの宗教家の姿だぬこ。でも）

　でも、当主がこれほどに思い悩んでいて、はたして門徒たちが救われるだろうか？

　加賀や伊い勢せで門徒たちが蜂ほう起きして武士と衝しよう突とつした、どこそこの城を攻こう略りやくした、という報告が大坂に舞まいこむたびに、「どれほど書状を書いて止めてもわたしの言葉には力がない」とけんにょの苦悩はいよいよ深くなっていくのだった。

（いずれ姉上は、本猫寺当主の座を放り出して高こう野や山さんに隠かくれてしまうかもしれないぬこ。それはダメだぬこ）

　きょうにょは、ついに、姉の苦しむ姿をそれ以上見ていられなくなった。

　紀伊の雑賀に、雑賀衆という地じ侍ざむらい集団がいた。

　雑賀衆は紀伊の田舎いなかで自由を謳おう歌かし、長らく海かい賊ぞくや傭兵といった荒あらっぽい稼か業ぎようをいとなんでいたが、最近は南蛮渡と来らいの新兵器「種子島」、つまり鉄てつ砲ぽうに凝こっているのだという。

　鉄砲をたくさん揃そろえれば大坂本猫寺は難なん攻こう不ふ落らくの要よう塞さいになると気づいたきょうにょは、雑賀衆を率いる若き姫ひめ君ぎみ、伝説の鉄砲名人・雑賀孫市を本猫寺に招き、新兵器の種子島を自在に操るそのからくり仕じ掛かけに関する知識を使ってくだんの「笑わせる門」を開く方法を見つけるように依い頼らいしたのだった。むろん、その依頼は「門」の予言を信じないきょうにょにとっては口実に過ぎず、実際には戦国最強とうたわれる雑賀衆を大坂本猫寺の戦力として引き込んだのである。孫市は門徒ではないが、雑賀衆の中には門徒が大勢いた。そのため、孫市は依頼を断り切れず、海路から大坂本猫寺へとやってきたのだった。

　そしてそれが、けんにょの人生の転機になった。




「これが鉄砲や！　世の中を変える新しい武器やで。どや、硬かたくて黒くて大きくて最高に興奮するやろ！　はあはあはあ」




　野生児のような恰かつ好こうで本猫寺の本堂に乗りこんできた雑賀孫市があまりにも自由闊かつ達たつすぎることに、まずきょうにょは（これが鉄砲名人？　想像していた人物と違うぬこ）と孫市を呼んだことを後こう悔かいしたが、まだこれは序の口だった。

　孫市はあまりにも桁けた外はずれすぎた。

「あれ？　どこにいるんや、けんにょはんは？」

「……わたしはここにいますわ。孫市さんはちんちくりんのわたしとは大おお違ちがい、なんて美しいお方」

「おわ？　そこに、ずっとおったんか!?　なんで今の今まで、見えなかったんや」

「わたしは影が薄いですから」

「ははあ。たしかに、今にも消え入りそうやな。そやけど身体からだがほんまに透すけてるわけやないらしい。気配が消えとるんやな」

　ぱん、と孫市が素手でけんにょの頭を猫耳ごとはたいた。

　ななななんということを、と様子を見守っていたきょうにょたちは失神しそうになった。

「おおー、当たった。やっぱり、透けてはおらんねんなー」

「ううう。透けてなくて、申し訳ありません」

「ちょい。ずっとこないな辛しん気きくさい感じなんか、あんたの姉ちゃん」

　孫市は偉い大だいなる本猫寺当主を前にしてもまるで恐きよう縮しゆくしないどころか、屁へとも思っていないらしい。

　きょうにょに対しても、あっけらかんとした口の利き方だった。

　あまりにもあんまりなので、誰も孫市を[image: しか]しかりつける気力がわいてこない。

「そ、そうだぬこ」

「なにを悩んでるねんな。このでかい寺で三食昼ひる寝ねつきの生き神さまちゃうんか。メザシもカツオも喰くい放ほう題だいやろが」

　孫市の言葉を聞いたけんにょが「あああ。本来はそんな贅ぜい沢たくな身分ではないのです、わたしは無用の猫耳と猫尻尾で皆さんを騙しているのです」と顔を覆おおった。

「戦乱の世に苦しめられている門徒の皆さんを、わたしは今すぐにこの場で救わなければならないのです。それが本猫寺当主のつとめです。それなのに、わたしは猫耳をつけているだけでなにもできないのです。戦も一揆も止められないんです。『笑わせる門』を開くすべも見つけられません。そして、本猫寺のために戦って死ねば猫極楽に旅立てる、と門徒の皆さんに噓をつく勇気もないのです」

「はあ？　あんさん、まだ子供のくせに人を救わなならんのか？　なんでや？」

「なぜって、わたしは本猫寺の当主だからです。わたしが暮らすこの寺もこの衣装も日々の食事も、救うという約束を前提に門徒の皆さんからいただいているのです。それなのに、わたしは無力すぎてどうすればいいかわからず」

　ぱーん。

　またしても、孫市の手がけんにょの頭をはたいていた。

「アホか。ガキんちょのくせして、一人前に思いあがるな！」

「……すみません」

　けんにょは驚おどろいたように目を見開いて孫市の顔を見つめ、きょうにょは口から泡あわを吹ふいて倒たおれていた。

　たかが地侍が本猫寺の当主にこんな真ま似ねをしでかしたら、本来ならば即そく座ざに死罪である。

　しかし孫市のこのような型破りの奇き行こうはあまりに前例がなさすぎて、幹部の下間一族たちも金かな縛しばりにあったように動けなくなってしまった。

「孫市さん、わたしはまだ思いあがっているのでしょうか。どうすればこの迷めい妄もうから覚めることができるのでしょうか」

「あのな。自分も救えんようなやつが、他人を救えるはずあらへんやろ」

「……それは」

「あの世やのうてこの世で人を救うというなら、まず今この場であんたが救われんといかんやろ」

「それは、悟さとりを開けということでしょうか」

「悟り？　そんなもん、うちが知るか。あんたは、自分一人の力でこの世を救えると思いあがっとるんや」

「いえ、わたしにはそんな力はありません。しかし、本猫寺の当主に生まれてきたからには救わねばならないのです」

「なんでやねん」

「ですから、それは、わたしが本猫寺の当主だから……」

　孫市は「わからんやっちゃな」と大あくびをした。

「そんなもんは、門徒どもが勝手に決めたことや。人間も猫や犬と同じただの生き物や。生き物ちゅうのは本来、飯喰って糞くそして死ぬだけや」

　く、糞!?　と一同がまたざわめいた。

「あんたは、なんも特別な存在やない。うちが紀き伊いの地侍の家に生まれてきたのと同じで、あんたが本猫寺当主なのはたまたまや」

「ではわたしの生そのものが、無価値だと」

「そうやない。生まれながらに自分の役目を与あたえられた特別な存在なんぞ、おらんねや。なんもせんうちからそんなご大層な者になりたいなどと悩むことが、あつかましいねん」

「あなたは、傭よう兵へい稼か業ぎようを続けることを悩まないのですか。戦になれば、人をあやめるのでしょう」

「そら、悩んだこともあったな。人を殺すんは、うちの性分に合わん。そやけどこの鉄砲ちゅうやつに出会ってからは、とことんこの稼業を続けたろうと決めた。うちほど鉄砲をうまく扱あつかえる人間は、たぶんこの世におらん。南なん蛮ばんにもや。うちはこいつを撃うつために生まれてきたと決めた」

「でも、人を殺すお仕事です」

「たしかに因いん果がな稼業や。傭兵稼業はいつも地じ獄ごくと隣となり合わせや。そやけど、現実に戦はある。ある以上は、誰かが戦わなならんやろう？」

「胸が痛みます。あなたのように明るく、無む垢くな人が」

「やめさせたいのなら──あんたが戦を止めてみせえや、けんにょはん」

　孫市自身は門徒ではない。だから、当主にもへりくだらない。性分が、天てん衣い無む縫ほうなのだ。

「なあ、けんにょはん。自分がこの世に生まれてきた意味は、自分で決めるもんや。予言なんぞに振ふり回されとったらあかん。人間はな、自分がなりたいと願った者にしかなれん」

「わたしが、自分で決める？」

「もちろん、タダでは決められんで。決める度胸はあるか」

「……孫市さん。その鉄砲でわたしを撃ってください」

　一同が「お待ちあれ！」とざわめいた。

　けんにょさまをお止めしなければ！　といっせいに立ちあがった。

　しかしその時すでに、孫市はけんにょの胸に自じ慢まんの大鉄砲「八咫烏」の銃じゆう口こうを突つきつけていた。

　いつの間にか、火ひ縄なわに火まで入っている。

　目にも留まらぬ名人技である。

　これではもう、誰にも止めることができない。

　幹部に抱だき起こされたきょうにょは「姉上！　やめるぬこ！」と悲鳴をあげていた。

「今まで誰も試したことはありませんが、猫ねこ憑つきの血を引く本猫寺当主の一族は、ただの人間よりも生命力が強い。寿じゆ命みようが尽つきるまでは矢でも刀でも殺されることはない、倒れても蘇よみがえると言い伝えに聞いています。八世れんにょさまは、何度も蘇ったと」

「噓うそっぽい話やな。どこの教団にもそういう奇き蹟せき譚たんは、よくあるで。南蛮のバテレンも同じような話を語っとるわ」

「はい。よくある話です。それ故ゆえ、れんにょさまの死後、その言い伝えがほんとうかどうかを試した者はいないのです」

「あんさんがはじめて試す、ちゅうんか。それとも死にとうなったんか」

「死にたくはありません。なにもできないままに死ぬのは怖こわいです。一人で勝手に思い詰つめて一人で勝手に泣いて、ほんとうにバカみたいです。ぶざますぎます。でも！」

　けんにょの声が詰まった。

　嗚お咽えつになった。

　孫市は、「火種が尽きるまでに話してしまいや」と優しくつぶやきながら、静かにけんにょを見守っている。

「自分を救うことすらできないわたしは、今ここで死にます。そのまま死ねば、わたしはここまでです。人々を騙だまし続けた罪で地獄へ落ちます。でももしも、再び命を得られたなら──」

「あんさんは生まれ変わったら、なにになりたい？」

「その時は──こんどこそ本猫寺の当主として、人々を救いたいです」

「よう言うた」

「無茶をお願いして申し訳ありません。あの……孫市さんは人を撃ち殺ころす時、祈いのりますか？」

「殺すと、決めた時はな。『いずれの行も及および難き身なれば、とても』」

　それはもしや、始祖さまのお言葉──と、一同がまたざわめいた。

「あ、姉上!?」

「きょうにょ。みなさん。孫市さんを傷つけてはなりません、これはわたし自身の意思で決めたことです。本猫寺のほんとうの当主となるために、通らなければならない道なのです」

「『地獄は一定、すみかぞかし』」

　孫市は、引き金を引いた。




　それから数刻の時が過ぎて──。

　きょうにょたちが呆ぼう然ぜんと泣き崩くずれる中。

　けんにょは、激しく咳せき込みながら、息を吹き返した。

　ただ一人孫市が、笑っていた。

「けんにょはん。人を救うために生まれてきた、と決めたのなら」

　けんにょは「わたしは生しよう涯がいの友を得た」とつぶやき、また、泣きそうになった。

　その頭を、孫市がみたびはたいていた。

「泣きたくても、笑え。うちが漫まん才ざいを教えたるわ。門徒たちを爆ばく笑しようの渦うずに巻き込んで、みんなで一いつ緒しよに、『笑わせる門』を、開こう」




　　　　※




「わたしが本猫寺の現当主、けんにょです。相良さん、フロイスさん、はじめまして。本日の和わ睦ぼく交こう渉しよう、どうかよろしくお願いします」

　けんにょは、青ざめながら楽屋の寝しん具ぐに寝ねていた。

　一いつ瞬しゆん、どこにいるのか見えないくらいに、影かげが薄うすい。舞ぶ台たいで放っていた、あのアイドルのような圧あつ倒とう的てきなオーラのようなものはなかった。今の物静かなけんにょが、ほんとうの彼女なのだろう、と良晴は思った。妹のきょうにょが先ほど語っていた、孫市と漫才をはじめる前の彼女そのものだった。

　けんにょは、漫才の舞台にあがった時に着ていた衣装を脱ぬいでいた。分厚い鉄製の鎧よろいを、細い胴どうに着用していたのだ。しかしその鎧の、孫市が放った銃じゆう弾だんが命中した胸のみぞおちのあたりが、大きく窪くぼんでいた。

「あと一刻もすれば体力気力が回復して、猫ねこ語ご尾び口調に戻もどれますが、鉄てつ砲ぽう漫まん才ざいを終えた直後は自己暗示が解けて素の口調に戻ってしまうのです。申し訳ありません」

「今のけんにょはんは漫才で疲ひ弊へいしとる。回復して気合いをみなぎらせてから会わなあかん、ちゅうたんやけどな。けんにょはんは、急いで会う、ちゅうて聞かへんかった」

　そのけんにょを介かい抱ほうしている美女のほうは、間ま違ちがいなくあの雑賀孫市だった。良晴と並ぶと外見の「美形度」に恐おそろしいほどの落差はあるが、不必要なまでに陽気で落ち着かなくて礼れい儀ぎ作法が身につかなそうなところといい、天下一の男を探して旅をしているという話といい（漫才の持ちネタなのかもしれないが）、自由奔ほん放ぽうでありながらこの人と定めた相方のためにとことん尽くす性格といい、どこか良晴と似た者同士のような気もする。

「雑賀孫市や。あんたが噂うわさの未来人・相良良晴やな。なるほどなぁ、どことなくサルに似て愛あい嬌きようのある子供やないか。よろしゅうな。けんにょはんは、もうしばらく安静にしとらなならん。寝かせたままで、頼たのむで」

「ええと。俺はもう子供じゃないよ！　なので、その、目の前でお尻しりをぺちぺち叩たたかれるのは困るぜ。至し近きん距きよ離りでそんなもの見せられると、俺の理性が沸ふつ騰とうして暴発するから」

「あははは。さよか。子供に見えるけどなあ。おっぱいとお尻、どっちが好きや？」

「もちろん、おっぱいで！　あ、でも、お尻も好きだあっ！」

　少しは躊ちゆう躇ちよしてください、とフロイスがハリセンで良晴のお尻をすぱんとしばいた。

「いてててて！　フロイスちゃん、暴力はよくないぜ!?」

「やっぱりガキやないか。大人の男ならな、うなじ、とか、腰こしのくびれ、とか渋しぶいところを突いてくるもんやで？」

「むきー！　ガキ扱いするなあ！　ここここれでも、おおおお女の子と、せせせ接せつ吻ぷんした経験があるんだぜえええ！　どやあ！」

「噓やっ？　うちですら、まだ経験あらへんのに!?　いったいどこの雌めすザルが相手や？」

「うっきい！　俺にどうぶつ趣しゆ味みなんかねえよ！　相手はれっきとした人間の女の子だ！」

「ほんまかいな？　まあ、あんたもいろいろと武勇伝を作ってる立派な武士やしな。そうか。合戦場でかよわい村むら娘むすめを襲おそって無理矢理……悪いやっちゃな！」

「違ちがうっ！　合意の上だーっ！　それも、天下一の美少女と言っても過言ではない相手だぜ！　まあ性格に、ちょっとだけ難があるけれどな……」

「ううう噓や。絶対に噓や！　このうちが天下一の男といつまでも巡めぐり合えへんちゅうのに、こないなガキが天下一の美少女と接吻……うちは信じひんでえ！」

　ばしん、と孫市に背中を叩かれて、良晴は思わず咳き込んでいた。

　フロイスは「それって相手はまさか……」と赤くなって照れている。

「わ、忘れてくれフロイスちゃん。ところでけんにょさんは、すげえ辛つらそうなんだけれど。弾たまの当たり所が悪かったのか？」

「……説明せなならんのかな……これは、下間一族の五虎大将軍や、けんにょはんの妹さんにも内ない緒しよなんやが……口外したら撃ち殺されても文句言わん、ちゅう約束ができるか？　相良良晴。あと、隣となりのおっぱいのでかい金きん髪ぱつの娘さん」

「うう。異教徒、とか、南蛮宣教師、とか言われるのかと思いきや、そういう話をすっ飛ばされてまたしても胸の話に……わかりました。ぐすん」

「織田家に対して合戦は仕し掛かけないと約束してくれていたはずなのに大坂本猫寺がいきなり蜂ほう起きした件と、そして今回の織田家との和睦交渉に関係がある話なら、聞かせてくれ」

「そうや。関係おおありやねん」

　けんにょが、孫市の肩かたを借りながら上半身を起こして、そして語りはじめた。

「相良さん。下間一族からお聞きになったかと思いますが、本猫寺教団を日ノ本一の教団組織に育て上げた八世れんにょさまは生前、たくさんの文章──『御お文ふみ』というものを書き残されています。本山のみならず全国津つ々つ浦うら々うらに本猫寺の教えが広まったのは、その『御文』の力によるものです。当主が直接その地を訪れなくても、御文によって当主の言葉を伝えることが可能になったのです」

　カトリック教会が「聖書」を用いたのと同じですね、とフロイスがうなずく。

「その御文とは別に、れんにょさまは口伝で重大な予言を残されました。ひとつは、この大坂本猫寺がいずれ炎えん上じようするという悪あしき予言。もうひとつは、こちらは御文で残された予言です。大坂の危機に『まことの救世主』が現れて」

「『笑わせる門』を開き、れんにょはんの秘宝が出現し、大坂本猫寺を炎上の運命から救い、同時に大勢の門徒を死の運命から救いだすという、善よき予言や」

　孫市が相づちをうつ。

「悪しき予言は口伝で、善き予言は御文？　どうしてだろう？」

「わからん。れんにょはんの予言のうち、『笑わせる門』に関する善き予言だけが御文に記されとる。それ以外の悪しき予言はみな口伝や。悪しき予言ちゅうのは、文章に書いて人に伝えると悪しき未来が確定してしまうから、必ず口伝なんやそうや」

「口伝でも御文でも、人に未来を伝えるという意味では同じだと思うけどなあ？」

　良晴はなにかがひっかかったが、けんにょやきょうにょ、多くの門徒たちはみなそれが御文であっても口伝であっても、予言の有効性を信じている。信じている以上は、その予言は門徒たちに絶大な影えい響きよう力を持つという意味で「ほんもの」なのだ。

「『笑わせる門』の仕掛けは、内側に入ってみないとわかりません。しかし強引に門を開こうとすると内側から煙けむりが出て燃えてしまいます。ですからわたしと孫市さんは、日々門徒たちの前で鉄砲漫才を行うことで、たくさんの笑いを生じさせ、れんにょさまが御文に記された通りの方法に門を開こうとしたのです」

「大勢の門徒を爆笑させれば、門が開くんだったな。俺はさっき大失敗して袋ふくろだたきにされたけれど」

「はい。はじめは、三河万歳を模も倣ほうした地味な漫才でした。次第に門徒たちが慣れてきて、さらなる刺し激げき、新しい笑いが必要となっていきます。それに漫才に約束ごとが多くては、庶しよ民みんにはわかりません。なので、二人の衣装はどんどん派手になり、能や猿さる楽がくのような様式を重視した語り口から、活き活きとした生の口語で会話するわかりやすい語り方へと変化させ、ついには種子島で孫市さんがわたしを撃うつというところまで漫才が過激化していきました。当初は、痛みに目が眩くらんで倒たおれ込む程度で済んでいたのですが」

　次第に、けんにょはんの身体からだの頑がん丈じようさが衰おとろえてきてるんや、と孫市が声をひそめた。

「衰えてきている？」

「そや。今では、衣装の下に鎧を着込まんと、貫かん通つうして怪け我がさせてしまう。さっきの舞台でも、胸の骨にひびが入っとるはずや。もっとも、けんにょはんには強い猫の霊れい力りよくがそなわっとるから、しばらく寝ていれば骨はくっつくけどな。うちは、種子島をネタに使う漫才はやめて、違ちがうネタを考えよう、と言うとるんやけどな」

「門徒の皆みなさんは、鉄砲漫才をものすごく愛されているんです。本猫寺門徒には、戦災孤こ児じや、合戦で土地や田畑、家屋を失って焼き出された人々が多いのです。あるいは、もともと田畑を持たない、いわゆる漂ひよう泊はくの民たみの皆さんですね。山の民や、水の民、傀儡くぐつ師などと言われる様々な人々です。猫ねこ憑つきの血を得た八世れんにょさまは、ご自身が猫憑きという体質故ゆえに迫はく害がいされていたこともあり、そのような立場の弱い人々を救うために身分の差別のない公く界がいの楽園を地上に作ろうとしてこられたのです」

「ジパングはこの百年、戦乱が続いています。生きることに苦しむ人々の数は増えるばかりでしたでしょう。それで、本猫寺はこれほどに拡大したのですね。キリスト教も、今でこそヨーロッパの宗教的権けん威いとなっていますが、かつてはローマ帝てい国こく末期に圧政に苦しめられていた貧しき人々の間に広まっていった持たざる者の宗教だったと言われています」

　フロイスは「戦乱の世が長引くほど、人々は苦しみます。そんな乱世には、新しい救いの教えが必要とされるのです。キリスト教がジパングに広まっているのも、本猫寺がこれほど大きな勢力となったのも、悲しいことですが同じ理由でしょう」とうなずいた。

「ええ。ですが、れんにょさまが築かれた王道楽土は、旧仏教勢力や武家によって次々と焼き討うちにあい、灰かい燼じんに帰きしてきました──本猫寺が自分たちの楽園を作るということは、日ノ本という国の中にもうひとつの王国を作ることになるのですから。当然、叡山の僧そう侶りよたちが精神の世界を、武家が地上の世界を支配する従来の世とは、本猫寺という存在は相あい容いれませんでした。そしてれんにょさまが難なん攻こう不ふ落らくの最後の砦とりでとして築かれたこの大坂本猫寺にも、炎上の予言が」

　けんにょは悲しげに言った。

「門徒のみなさんの多くは、本猫寺以外に頼たよるところがなく、合戦と焼き討ちに怯おびえておられますから、鉄てつ砲ぽうの弾を浴びても蘇よみがえる当主の姿を見ることでようやく安あん堵どできるのでしょう。四万の織田軍を見て、みな、破は滅めつの予言が現実となる時が来たと怯えきっているのです。今、鉄砲漫才を中止することはできません」

「どうもな。織田軍による叡山焼き討ち騒そう動どうっちゅうのがあったやろう。フロイスはん、良晴はん。焼き討ちはぎりぎりで中止になったはずなんやが、あの騒動以来、けんにょはんの猫の霊力が衰えてきている気がするんや。まだまだ、鉄砲の弾であっても遠い距きよ離りから放たれたものならば撥はね返せるし、矢くらいなら簡単にはじきかえせるけどな。至近距離からの八咫烏の一発は、ちときつい。鉄砲漫才は限界やな」

「いえ、孫市さん。もともと、本猫寺一族に流れる猫憑きの血の力は代を重ねるごとに薄まっていき、いずれは消えてしまうものです。代を経るごとに人間の血のほうが濃こくなっていくわけですから、当然です」

「そやけど、けんにょはん。この事実を門徒たちに知らせたら、たぶん大おお騒さわぎやで。笑いで人は救われるとか、死んだら猫ねこ極楽に行けるとか、いろいろと教義やら信しん仰こうはあるけれどな。なんやかんや言うても、けんにょはんの猫憑きの血、猫耳と猫尻尾しつぽそして弾を撥ね返す不死性、これが門徒たちにとっては絶対なんや──もっとも、当主のけんにょはんが種子島でも弓矢でも死なん不死身の身体やと信じているからこそ、抗こう戦せん派の面々が織田軍に勝てると信じて勝手に蜂起しよったんやけどな」

　それじゃあ、当主が一いつ斉せい蜂ほう起きさせたんじゃなかったのか？　と良晴は思わず声をあげていた。

「当たり前や。絶好の奇き襲しゆうの機会やったんやで？　もしもうちが本気で戦いくさをはじめたら、きんかん娘のでこっぱちも、織田信奈も、八咫烏で頭を吹ふっ飛ばせとったがな」

　わざと光みつ秀ひでの頭のきんかんだけを孫市が二度も撃ち抜ぬいたのは、手心を加えてくれていたんだ、圧倒的な鉄砲の腕うで前まえを見せて「自分たちと合戦などはじめずにさっさと退たい却きやくしろ」と警告してくれたんだ、と良晴はようやく理解した。

「そういえば姉さんは和平派だと、妹さんは言っていたな」

「はい。わたしは孫市さんとともに、武家との本格的な合戦を回かい避ひするために手を尽つくしてきたのです。一いつ揆きが起こり続ける根本的な原因には、合戦に次ぐ合戦で苛か烈れつな年ねん貢ぐを要求し田畑や町を焼き荒あらす武家に対する民の憤いきどおり、終わりを見せない戦乱の世への怒いかりがあります。武家を倒し、民自身が国を治めよう、それが抗戦派の考え方なのです。各地で暴発する一揆は当主にも統制できるものではありません。ですが、少なくとも大坂の門徒さんたちは、漫まん才ざいによる開門という救いを信じてこれまで耐たえてきてくださいました……」

「それじゃあ、誰だれが開戦させたんだろう？」

「野田・福島の合戦の際に誰が鐘かねを鳴らしたのか、わからないのです。手を尽くして調べてはいるのですが」

「みな織田軍の行軍を見て『悪しき予言が適中する』と怯えきっとったからな。雑賀衆が招かれたのも、門徒たちを安心させるためやった。そやけど遅おそかれ早かれ、誰かが鐘を叩いとったやろう。いったんああなると止められへん。うちはやむなく、雑賀衆を率いていの一番に門から飛びだし、最前線に布ふ陣じんしたんや。それ以上、門徒たちが暴走して前進せんようにな。もしも暴徒と化した門徒たちが淀川を渡と河かしとったら、織田軍と血みどろの激戦になっとった。雑賀衆はな、命知らずの傭よう兵へい部隊や。戦い慣れしとる。とりわけ鉄砲戦をやらしたら、文句なしに日ノ本一や。問答無用で、無数の死体の山を築き上げてしまうで。淀川は、ほんの一刻ほどで真っ赤な血に染まるわ。戦を生なり業わいとする武士はともかく、門徒たちが血に染まる光景を、うちは好かん」

　良晴は震ふるえた。にこやかに笑っていた孫市の目の奥に、一いつ瞬しゆん、獰どう猛もうな獣けものの殺意のようなものを感じ取ったからだ。しかし、かつての暗殺者・杉すぎ谷たに善ぜん住じゆう坊ぼうが持っていた、ねじくれた殺意とは違う。孫市には、悪意も憎ぞう悪おもなにもない。ただ、鉄砲で的を撃ち抜く、撃ち抜いてみせる、という確固とした純じゆん粋すいな意思そのものだった。戦場に出ると、孫市はどうやら人変わりするらしい。人格が、鉄砲そのものと一体化してしまうのかもしれなかった。現代戦においても、生きつ粋すいのスナイパーはみな、そうらしい。

「そないなったら、もう誰も笑えへん。『笑わせる門』を開くために、そして門徒たちの心を癒いやすために、うちとけんにょはんとがやってきた漫才は、みな無む駄だになるやん」

「当主の命令は絶対、というのが本猫寺の一応の建前なのですが、そこはやはり武家とは違います。どこの末寺でも僧侶たちによる合議制を採っていますし、無数の寺が日ノ本の各地に散っているということもあります。北陸や伊い勢せでの一揆も、そのほとんどは当主の意向とは無関係に近い形で現地の門徒たちが地じ侍ざむらいや国人と連合して起こしてきたものです。とはいえもちろん、最終的な責任はすべて、当主にあります」

「本猫寺をでかくした八世れんにょはんからして、一時は京を追われて北陸の吉よし崎ざきで生しよう涯がいを終えるつもりやったのが、北陸のにゃんこう宗一揆が過激化する一方で統制がとれんようになったさかいに、泡あわ食って吉崎から畿き内ないへ逃とう亡ぼうしてきたんや。それからも何度も御文で止めたんやけどな、あかんかったらしい。北陸の門徒たちは地元の国人を巻き込み加賀一国を手に入れて下げ克こく上じようをやらかし、ついには北陸一帯を平定しようと試み、朝あさ倉くら家との合戦に敗れて無数の死者を出すちゅう悲劇に繫つながったんや。結局吉崎は、滅ほろびた」

　追い詰つめられた今日の漫才でも、門は開きませんでした。門徒たちは激しく動どう揺ようしています──和わ睦ぼくか抗戦か。大坂は今、二つに割れつつあります。とけんにょは言った。

「きょうにょは、御文に記されている『笑わせる門』に関する善き予言は、何者かによる偽ぎ造ぞうなのではないかと疑っているのです。仮にほんものだとしても、御文に記した時点で当たらなくなってしまっているのではないかと。なにしろこれまで適中した悪しき予言はすべて口伝ですから。なので、きょうにょの意見を和平派に変えることは困難なのです」

「門を開くにも鉄てつ砲ぽう漫まん才ざいは限界にきとるし、織田家と和平に持ち込みとうても、けんにょはんは八はつ方ぽう塞ふさがりや。良晴はん。なんかええ知ち恵えはないんか？」

　フロイスが「ヨシハルさん。ノブナさまに未来を明かすことは禁じられていますが、このお二人にだけならば、本猫寺の未来を教えることは許されるのではないでしょうか」と良晴の背中を押した。

「そうだな。ただ俺は、本猫寺についてなにも知らない。俺が知っている歴史では、本猫寺という宗派は存在しないんだ。戦国時代の大坂に伽が藍らんを築いて織田家と合戦し、北では加賀一国を支配し、伊勢長島に籠ろう城じようした宗教勢力は、猫とは無関係な本ほん願がん寺じなんだ」

「それでも、相良さんの知識が現状を打開する鍵かぎになる気がします！　微び妙みように歴史が異なっているとはいえ、織田家と大坂の宗門とが合戦をはじめようとするという歴史の大筋は、相良さんの知っているとおりに進んでいるのですから」

「そや。それに良晴はん。あんたは、そないな込み入った噓うそがつけるような利口な顔をしとらんからな。せいぜい、天下一美少女と接せつ吻ぷんした、と噓丸出しのほらを吹く程度が限度や。そやから、信じたるわ」

「だから、接吻話は噓じゃないんだって！　どうしてそこだけ信じてくれないんだあ！」

「あーもう、そやから夢の中での接吻の話はええねん！　こいつほんまにモテへんのやろうなあと想像しただけで、うちまで悲しゅうなるねん！」

「うう……そうか、ほんとに夢だったのかも……ありうる……自信なくなってきた……」

「それでその本願寺と織田家の合戦は、どないなった？」

　煌きらびやかな戦国の英えい雄ゆう・織田信長の戦歴の中でも、叡山焼き討ちと本願寺合戦は、汚お点てんとも悪夢とも言える陰いん惨さんなものだった。それは、相手が同じ武家ではなく、僧侶に率いられた民衆だったからである。土地や国や城を奪うばい合うのではなく、民衆がかたちのない「信仰心」を守るために戦ったからである。織田信長は、信仰の自由は認めていたが、信仰のために僧侶が武器を取って戦うことは決して認めなかった。宗教勢力の武装を認める限り、戦乱の日ノ本は統一できないからだ。だから両者の戦争は、泥どろ沼ぬま化かした。良晴は、（もしも信奈が同じ運命を辿たどったら）と思うと胸が詰まったが、けんにょと孫市は決してこの話を他人に漏もらさないだろうと信しん頼らいして、教えることにした。初対面ではあるが、きょうにょから聞かされた二人の過去の出会いの話は、信頼に足るものだったからだ。

「俺が知っている歴史では、この大坂の伽藍は、大坂本猫寺ではなく、石山本願寺という名前だった。織田軍は何度も大坂に攻せめ込んだが、落とせなかった。戦争は、十年続いた」

「そら、この要害に雑賀衆が籠こもっとったら、何年攻めても落ちへんやろ。雑賀衆の本ほん拠きよ地ち・紀き伊いの雑賀荘しようを襲おそう、ちゅう戦略に切り替かえんかったんか？」

「もちろん切り替えたが、雑賀荘も落とせなかったんだよ」

「ほな、最終的には和睦したんか？」

「いや……織田軍は大坂を包囲しつつ、各地に分散した一揆勢を各個撃げき破はするという戦略を採った。ただしこの『織田軍』というのは信奈が率いている現実の織田軍ではなくて、別人が率いていることだけは忘れないでくれよ」

「まあ、そうなるわな。うちがおらんところを虱しらみ潰つぶしに攻こう略りやくしていけば、徐じよ々じよに大坂を丸まる裸はだかにできるちゅう目算やな。そやけど、大坂と似た地形の伊勢長島も落とせへんと思うけどなあ。あそこも川と海に囲まれた天然の水の要よう塞さいやで」

「もちろん力攻めでは、伊勢長島も落とせない。織田軍は伊勢長島を大軍で包囲して、籠城する男女門徒を徹てつ底てい的てきに飢うえさせたんだ。最終的には、降こう伏ふくを認めず二万人の門徒を焼き殺した。織田家のほうも、多くの兄弟・一族を一揆勢に討たれて、互たがいに恨うらみ骨こつ髄ずいに達たつしたんだろう」

　それが織田信奈の所行ちゅうなら、うちは問答無用であの女を撃うち殺さなならんで、と孫市が思わず眉まゆをひそめていた。けんにょは、「二万人の門徒が城に閉じ込められたまま焼き殺される」という予言を聞いて、失神しそうになっていた。

「信奈じゃないよ！　俺が知っている歴史では織田家の当主は違ちがう人間なんだ。信奈は、絶対にそんなことしねえよ！　それになぜか信奈には兄弟が少ない。他家から迎むかえた義理の妹たちはいるし、庶しよ子しについてはわからないが、同腹の兄弟は弟の信のぶ澄すみしかいない。兄弟を大量に殺されることがない以上、恨み骨髄に達するところまでは行き着かないはずだ」

「わかった、わかったがな。信奈はんを悪ういわれると、あんた、本気で怒おこるんやなあ。それで、北陸はどうなったんや？」

「北陸では、越えち前ぜんで一揆勢が蜂ほう起きして織田軍と対決したが、敗れたよ。百年間支配してきた加賀も失う。万ばん策さく尽つきた大坂の石山本願寺は落城こそしなかったが、最後には織田軍に降伏して開城し、炎えん上じようする。ただ、これはあくまでも俺が知っている歴史であって、すでにこの世界の歴史とはズレてきているんだ」

「なんでやねーん！　むかつくのう、結局負けっぱなしやないかーい！」

「いやいやいや！　落ち着いて、孫市姉さん！　八咫烏を向けないでくれ！　まだそうなるとは決まってないから！　力を合わせて回避しようぜっ！」

　一揆勢は結局うちが戦場におらんと織田軍には勝てんちゅうことか、そやけどうちはこの世に一人しかおらんからな……うちが七人もおれば織田軍を滅ぼせるやろうが、こればっかりはどないもならん、と孫市が口を尖とがらせた。

「孫市さん。それではやはり、悪あしき予言のほうが適中してしまうのでしょうか？　未来から来られた相良さんのお話と、れんにょさまの滅びの予言のほうが、一いつ致ちしています」

「ちょい待ち。織田家も本猫寺も、どちらも良晴はんが知っている歴史とは微妙に違っとるいうやないか。そして、れんにょはんが唯ゆい一いつ御お文ふみという形で残した善よき予言……『まことの救世主が笑わせる門を開き秘宝を手に入れる』。良晴はんはサル面でとても救世主ちゅうガラやないけれど、予言が二つあることには大きな意味があるんかもしれんで」

「もしかしたら、相良さんがこの時代に来られたことによって、一揆に傾けい倒とうして大勢の門徒を死なせるという本猫寺の運命を善き方向へ大きく変えられるかもしれないと？」

「わたしもそう思います。すでにヨシハルさんは、いくつかの時点で歴史を変えておられます。死すべき運命のお方を戦場で救ったこともおありだそうです。おそらく未来は、定まってはいないのです」

「南なん蛮ばんの宣教師と意見が合うとはなあ。しかしそうすると、あの『笑わせる門』の向こうにはなにが隠かくされとるんやろな。見当もつかんな」

「ですが、あの門が開けばその時点で善き予言が当たったことになり、同時に破は滅めつの予言は覆くつがえされるんですよ孫市さん。それで、門徒さんたちの怯おびえはなくなるはずです。抗こう戦せん派の人々も、織田軍と戦う最大の理由を失います。織田家と和睦できますよ！」

「俺がまことの救世主ならさ、俺が手を押し当てれば一発で開くんじゃね？　門の脇わきに、手形とか彫ほられてない？　よく、物語にそういう仕し掛かけってあるじゃないか」

「そないな都合のええもんがあるか、アホ！　だいたい、あんたはまことの救世主っちゅうガラやない。女ならば、それは当然けんにょはんやろう。もしも男だとすれば、そいつこそうちが探し求めとる天下一の男に違いないやん！　うちはな、男の顔はどうでもええが、天下一の男があんたみたいなおっぱい好きのガキのわけがあるかいな」

「ガキじゃねーってば！　ただおっぱいが好きなだけだあ！」

「そもそもあんたの漫才、めっちゃしょうもないんやって？　五虎大将軍が全員寒くて死にかけたいうやないかーい！　つまらん漫才で人を殺せるような天下一の男がおるか！」

　ぱちーん、と孫市に頭をはたかれて、良晴は涙なみだ目めになった。あの、門の前で大滑すべりした時の記き憶おくが、すっかりトラウマになっているらしい。

「……お笑いの才能の件は……ごめんなさい、ごめんなさい、許してください！　ううう」

「ああもう。突つっ込まれたくらいで泣くなや！」

　でも、どれくらい門徒さんたちが笑えば門が開くのかが、そもそもわからないですからね、とフロイスがため息をついた。

「ズルをして開いても、善き予言が成就した、ちゅうことにはならんからなあ。きっちり、門徒の笑いで開かな、意味があらへん」

「鉄砲漫才よりも爆ばく笑しようをとれる方法があればよいのですが」

「うーん。れんにょが大量に書き残したという御文にヒント、つまり手がかりは隠されていないかな？　善き予言については御文が残っているのだろう？」

「本猫寺に現存する御文には、三河万歳を研けん鑽さんし、門徒たちを笑わせよ、さすれば門は開かれるかもしれない、という教示は書かれておりました。でも、それ以外には……」

　そう簡単に門を開く方法を見つけることはできそうになかった。それでも、和睦は為なされなければならない。良晴とけんにょは、「今夜一晩かけて、和睦の条件を詰めていこう」とうなずきあっていた。







　　　巻ノ三　相良さがら良よし晴はる、大おお坂さか本ほん猫びよう寺じに幽ゆう閉へいされること








「にゃーはははっ！　叡えい山ざんの仏像はよく燃えるにゃ！　いい湯加減だにゃ！　極楽、極楽」

　れんにょは、大おお谷たに本猫寺の八世当主の座を継ついでいた。

　今まで、坊ぼう主ずが決して相手にしなかった不ふ浄じようの連中。氏うじ素す性じようが知れないどころか、「山の民たみ」「水の民」といった非常民、そしてお尋たずね者の盗とう賊ぞく・海かい賊ぞく連中が、れんにょの噂うわさを聞いて続々と大谷に集まっていた。彼らを片かたっ端ぱしから「行き場のないやつぁうちの寺へ来いにゃ！」と迎え入れて門徒として従えたれんにょは、いつの間にか、父の死と同時に大谷本猫寺の当主に納まってしまっていたのだった。

　当主になっても、れんにょの粗そ雑ざつさは変わらない。

　門徒たちと同じ平座でゴロゴロと寝ね転ころがりながら講話し、雑談し、「うにゃ～」と鞠まりに抱だきつきながらメザシをかじった。

　たとえ寺の当主となろうとも、身分や血筋など、れんにょにはいっさい関係がない。いや、そのようなものがあっては、ならなかった。

　盗賊たちが次々と改心して万まん歳ざいの修行にいそしむのだから、周囲の町人たちも「れんにょはんは」「ありがたい人やな」「京は物ぶつ騒そうやけど、大谷のあたりだけ、すっかり治安がようなったわ」と喜んでいた。

　大谷本猫寺では、毎日が祝祭である。

　だが、れんにょは、お調子者である。

　浮うかれ騒さわぎの果てに、寺にあった叡山伝来の仏像や経文を火にくべて風ふ呂ろを沸わかしたのが、まずかった。

　叡山の僧そう兵へいたちの怒いかりを買ったのだ。

　ただでさえ、穢けがれた〝猫ねこ憑つき〟が本猫寺の当主になっていることが、保守的な仏教界にとってはゆゆしき事態なのである。

　僧兵たちは、いっせいに大谷本猫寺を襲しゆう撃げきしたのだ。

　風呂に入っていたところを邪じや魔まされたれんにょは、無ぶ頼らいの門徒たちに守られながら身ひとつで大谷を逃にげだした。

「たかが仏像を薪たきぎに使ったくらいで、なんで焼き討うちされるんだにゃ！　二度と、叡山とは交わらんにゃ！」

「親分！　いや、師し匠しよう。こいつは仏像を薪にして風呂に入ったのが原因じゃねーぜ」

「師匠の勢力拡大を恐おそれていやがるんだ。叡山の連中はよう！」

「このままじゃあ京を囲む山々で暮らす山の民が片っ端から、師匠の弟で子しになっちまうからな！　あいつらが管理している土地から続々と逃げだしている流る民みんも、みんなだ！」

「〝猫憑き〟がシャバを荒あらしているんだ。ヤクザの親分なら、そりゃ、襲撃もするさ」

「にゃーははは！　叡山の坊主をヤクザ呼ばわりとは、お前ら、なかなかお笑いの心がわかってきたようだにゃ！　鰯いわしの頭を、やるにゃ！」

「うわあ、ありがてえええええ！　鰯の頭だあああああ！」

「師匠を笑わせた、栄光の証あかしだあああああ！」

「しかしよう師匠。叡山の奴やつらは、薙なぎ刀なたを振ふり回して町や寺に火ぃかけるんだぜ。困ったら大暴れして借金を踏ふみ倒たおすしな。幕府とすら合戦する。あいつらはヤクザだぜ実際」

「京を守護するべき叡山の坊主が武装して町中で暴れてるんだから、乱世にもほどがあるってもんだぜ」

　山中を、人にん間げん離ばなれした天てん狗ぐの如ごとき健けん脚きやくで逃げるれんにょは「みゃー！　叡山め、なわばり争いをはじめるというのかにゃ？　売られたケンカは買ってやるにゃ！」と激げき怒どしながら、日ノ本の旧仏教界との断絶を決意したのだった。

　しかし、れんにょはある意味、運が良かったのかもしれない。

　れんにょが大谷を叩たたき出されて近江おうみの堅かた田たに潜せん伏ぷくしていた頃ころに、あの「応おう仁にんの乱」がはじまって、京の都が一面の焼け野原になってしまったからだ。

　だが叡山の僧兵たちは、応仁の乱で荒れ果はてた都を復興させるどころか、さらに合戦を続けた。れんにょが潜伏している堅田へと、執しつ拗ように攻めてきたのだ。

　が、猫の敏びん捷しようさを持つれんにょは捕とらえられない。逃とう亡ぼう中に何度か矢を射かけられて致ち命めい傷しようを負ったが、その傷も、たちまち癒いえてしまう。れんにょとともに逃亡する門徒たちは「この目で奇き蹟せきを見た！」「すげえぜ師匠！」「まことの救世主！」といよいよ驚おどろき、逃亡先でこのれんにょの奇蹟を目もく撃げきした山の民、水の民、大工職人、馬借、漁師、海賊どもは、ことごとくれんにょに帰き依えし、れんにょの逃亡を支し援えんし続けた。

　叡山がれんにょを放置していれば、れんにょは大谷でのんびりとメザシをかじっていたに違いない。緩ゆるい門徒たちの共同体を京に築いて、

「お笑いで人は救われる」

　という法ほ螺ら話ばなしを、うだうだと続けていただけだったろう。

　そのれんにょが、生まれ故郷である京からも、さらには逃亡先である近江の堅田からも追われる身となったことが、れんにょの、そして戦国日ノ本の歴史を大きく変えることになった。

　今やれんにょは、叡山によって「仏敵」として狩かられる身である。叡山としては崩ほう壊かいしつつある仏教界の秩ちつ序じよを維い持じするために、なんとしても、〝猫憑き〟の当主などを認めてはならなかった。応仁の乱によって京の政治秩序が崩壊したことが、かえって叡山を焦あせらせた。室町幕府は事実上崩壊した。これから、全国で流民と一いつ揆きが増え続ける。非常民を身分秩序なき「公く界がい」へといざなうという詐さ欺ぎのような活動を続けているれんにょを放置しておけば、れんにょのもとにはいったい何万人の門徒が集まるか、見当もつかなかったのだ。

　れんにょもまた、絶対に叡山に頭を下げて「人間には身分がありますにゃ。叡山の坊ぼうさんたちは貴いですにゃ。自分は、卑いやしい〝猫憑き〟の血筋でしたにゃ。以後は、叡山に大人しく従いますにゃ」などと言う性格ではなかった。それを言ってしまえば、れんにょは自分の母親を全否定したことになる。そのようなことが、母の言葉によって自分は生かされていると信じているれんにょに、できるはずがなかった。死んだって、そんな言葉など、吐はくつもりはない。母を否定することは、れんにょにとっては「自分が生まれてきたことそのもの」を間ま違ちがいだったと全否定することを意味する。

　徹てつ底てい的てきに狩り続けられる立場となったれんにょは、もはや叡山に隣りん接せつしている地域にはいられなかった。北陸へ。越えち前ぜんの吉よし崎ざきへと、れんにょは逃げた。三方を海に囲まれた絶ぜつ壁ぺきの異界である。

　この吉崎が、れんにょと本猫寺門徒たちにとっての、運命の地となった。






　　　　※




　摂せつ津つ大坂で風雲急を告げていたこの間に、近この衛え前さき久ひさが密ひそかに結成している「織お田だ家包ほう囲い網もう」は、近江戦線をも揺ゆるがしている。

　三み好よし勢の摂津上陸と、大坂本猫寺決起の情報を早馬で伝えられた越前の朝あさ倉くら義よし景かげは、自ら二万の兵を率いて琵び琶わ湖この西側に延びる西近江街道を再び進しん撃げきし、空き家同然となっていた京を目指していた。

　前回の作戦時とは異なり、すでに織田家の軍門に降くだった叡山は通過できない。そこで朝倉義景はまずは西近江の要地・坂本を押さえ、南下して山やま科しなへ入り、山科を経由して都へと突とつ入にゆうする構えだった。

　織田軍は、小お谷だに城じようの浅あざ井い長なが政まさを釘くぎ付づけにするために、小谷城の向かいにある虎とら御ご前ぜ山やまの砦とりでに竹たけ中なか半はん兵べ衛えと守備隊を残していった。

　だが、西近江側の防備は、手て薄うすであった。

　なにしろ、大坂本猫寺決起はありえないはずだったので、摂津戦線が混迷してその隙すきに朝倉義景が越前から長ちよう駆く上じよう洛らく軍を興おこすとは予想できなかったのだ。

　西近江の要かなめ・坂本城の城主明あけ智ち光みつ秀ひでは、三好軍を掃そう討とうするために摂津へ出で払はらっていて、留守なのである。

　金かねヶが崎さき以来の戦いを経て、智ち将しよう・朝倉義景は、織田信のぶ奈なに致ち命めい的てきな弱点があることを見み抜ぬいていた。

「織田信奈は時代に魁さきがけた天才的な発想力と創造力の持ち主だが、あまりにも人間を信じすぎる。みな、自分と比べてそれほど極きよく端たんに愚おろかではあるまい、と思い込んでいる。故ゆえに同盟相手であった浅井家に叛そむかれて金ヶ崎で挟きよう撃げきされ、今また和わ睦ぼくを果たしたはずの大坂本猫寺に蜂ほう起きされて摂津で立ち往生しているのだ」

　しかし余は自分以外の何者をも信じない。故に、こんどこそ余が勝つ。

　厄やつ介かいな軍師・竹中半兵衛が守る虎御前山には、小谷城の浅井長政を向かわせた。浅井長政は姉あね川がわの折に、津つ田だ信のぶ澄すみを殺せず、情に流されて戦線を離り脱だつした。あれは戦国武将である前に、女であることを選んでいる。当人が「違ちがう」といくら強弁しようとも、すでに結論は出ているのだ。

　もはや、浅井長政は同盟者として信ずるに値あたいせぬ。

　女を選んだ長政は、天下人にはなれぬ。

　長政は、竹中半兵衛の足止め役に徹てつして貰もらおう。

　京の都には、憂ういことだが、この余自身が乗り込むこととする。

　むろん、余は天下人などにはなりたくない。朝倉家が支配する新しき京に君臨する天下人には、風ふう雅がな姫ひめ武将こそが相応ふさわしい。まつりごとの実権は、近衛前久にくれてやればよい。余は傀かい儡らい将軍の今いま川がわ義よし元もとを虜とりこにして、今川幕府の執しつ権けんにでもなるか……そして三好と本猫寺一揆に挟撃された織田信奈が摂津から敗走してきた時こそ、余の宿願が果たされる時だ。

「余が真に望むもの。それは織田信奈ただ一人。天下よりも都よりも、なによりも貴く貴重で、美しいものだ。姉川では、余はあの者の美しさに目が眩くらんで我われを忘れてしまった。それが、織田信奈の本ほん陣じんに乗り込んでいながらあの者を捕らえ損ねるという、恥はずべき失態に繫つながった。しかしこんどこそは」

　朝倉家の仇きゆう敵てきであった大坂本猫寺と手を組むことを余は潔いさぎよしとしなかったが、織田信奈を手に入れるためならば悪あく魔まとでも同盟する。

　あと少しだ。坂本さえ抜ぬければ──。

　しかし、本猫寺決起に呼応して神速で空き家の京へ入るという朝倉義景の戦略に、誤算が生じていた。

　織田方の守将。

　宇う佐さ山やま城じよう城主の森もり可よし成なりが、坂本を進軍する朝倉軍めがけて、突とつ進しんしてきた。数に十倍する朝倉軍相手に猛もう然ぜんと反はん撃げきし、自ら最前線で「人にん間げん無む骨こつ」と名付けた大槍やりをふるって縦じゆう横おう無む尽じんに暴れまくり、名もなき朝倉軍の足軽たちによって包囲されて首を盗とられたのだという。

　森可成は全身に無数の傷を負いながらも、「畜ちく生しよう、まだだ！　まだまだ殺したりなかったなあ！　森一族は鬼おにの一族よ！　先に地じ獄ごくへ逝ゆくぞ！」と笑いながら死んでいったという。

　森可成という人物を、朝倉義景はよく知らなかった。

　織田信のぶ秀ひで以来、織田家二代に仕える武辺者の男武者であるということ以外、わからない。歳は重ねていたが、丹に羽わ長なが秀ひでや柴しば田た勝かつ家いえといった信奈子飼いの姫武将たちに出世競争では先を越こされ、常に目立たない役割を果たしていた中ちゆう堅けんの武将であった。

　その上、信奈が継ついだ以後の織田家では、未来人を名乗る相良良晴、自じ称しよう・土と岐き氏の末まつ裔えいの明智光秀、甲こう賀がを抜けた忍しのびあがりの滝たき川がわ一かず益ますと、どこの馬の骨とも知れないような怪あやしげな素す浪ろう人にんが次々と部将に抜ばつ擢てきされ、先代信秀を支えてきた男武将たちはみな、華はな々ばなしい活かつ躍やくの場を与あたえられずに不ふ遇ぐうをかこっている。そう、義景は信じていた。朝倉家は新興の織田家などとは違い、伝統を重んじる古い名家である。一時的に朝倉家に仕官していた明智光秀も、驚くほどに有能ではあったが、血筋と家いえ柄がらを重視する朝倉家では到とう底てい出世できる見込みなどなかった。

　坂本城の背後に位置する宇佐山城に残されていた森可成なども、歴戦の戦歴を誇ほこる年長者でありながら明智光秀の与よ力りき的な立場にすぎず、絶望的な小勢しか与えられていなかった。場合によっては調略できるのではないかと義景は考えていた。

　しかし、そうはならなかった。

　自殺としか思えない大将・森可成の凄せい惨さんな討ち死にを知った森軍の兵士たちは、むしろより結束し、最後の一兵まで戦い続ける、と朝倉軍に対して凄すさまじい抵てい抗こうを見せていた。

（考えてみれば、あの桶おけ狭はざ間まの合戦でも、対今川の最前線に置き捨てにされたも同然であった佐さ久く間ま大だい学がくたち織田家の男武者どもは、織田信奈のために最後の一兵まで猛然と抵抗して全ぜん滅めつ玉ぎよく砕さいした……あの玉砕が、今川軍の進軍を遅おくれさせ、織田信奈に奇き襲しゆう攻こう撃げきの機会を与えたのだ。金ヶ崎でも、そうであった。相良良晴と、しんがりを買って出た男武者どもが、全員討うち死にを覚かく悟ごしてあの決死の退たい却きやく戦を繰くり広げたのだ。織田信奈に心を突つき動かされて荒れ狂くるう男は、余だけではないということか。明智光秀をはじめとする、織田家を美しく盛り立てている華はなやかな姫武将たちの陰かげには、もしかしたら織田信奈のために平然と己おのれの命を捨てられる無名の男どもが……）

　だとすれば、これ以上森軍の残存兵どもに関わっていては、桶狭間の合戦の時の今川義元軍のように織田信奈に奇き襲しゆうの機会を与える「隙」を作ってしまう。兵法の常識で考えれば織田信奈は摂津で立ち往生しているはずだが、あの姫武将ならば摂津の戦線をすべて放ほう棄きして余を討つために猛然と反転してこないとも限らない。

　朝倉義景の背筋が凍こおった。

（落ち着け。虎御前山の竹中半兵衛は動けぬ。浅井軍を止めるので精せい一いつ杯ぱいだ。近江からの奇襲はない。注意すべきは摂津の織田信奈本軍のみ。織田信奈の最大の武器は、その進軍速度だ。急ぐのだ。京へ入れば、余の勝ちだ！）

　森軍の残党は放置せよ。空き家同然の坂本は素通りし、急いで山科に入り休むことなく京を占せん領りようする、と朝倉義景は馬上で叫さけんでいた。




　　　　※




　北近江の虎御前山には、朝倉軍と呼応して小谷城から出しゆつ陣じんした浅井軍が、猛もう攻こう撃げきを仕し掛かけていた。

『そなたは浅井長政として生きる道を選ぶのか。それとも浅井家を捨てて津田信澄の妻として生きる道を選ぶのか。ついに両者の戦いは、大坂本猫寺をも巻き込んだのだ。この戦いくさでこそそなたは決めねばならぬ』

　義景に書状で決断を促うながされ、意を決して虎御前山へ攻せめかかった長政は、しかし、まだ迷いを完全には振ふりきれないでいた。

　浅井家当主としての立場と、信澄の妻としての立場。

　道理では前者を選ぶしかないとわかっているのに、心は後者を選びたいと叫んでいる。

　そんな長政の動どう揺ようをよく知っている朝倉義景は書状で、かたく約束してきた。もはや同盟相手として、戦国武将としては義景に信しん頼らいされていない、とも言える。

『余は朝倉軍の兵どもに強く申し伝えておこう。戦場で津田信澄を見つけ次第、無傷で捕とらえよ、傷つけた者は死罪に処す、と。津田信澄が姉・信奈への忠義を貫つらぬき通すというのなら、館に押しこめてしまえばよかろう。時を重ねればやがて心変わりさせられるであろうよ。津田信澄が心底そなたを愛しているというのならな。愛は、惜おしみなく奪うばうものだ。怯おびえていては、決して手に入れることはできない。そなたはただ、自分が幸福になることを恐おそれているだけなのではないのか。六ろつ角かく家で人質として怯え暮らしているうちに、幸福というものが恐ろしくなったのではないのか』

　この言葉で、浅井長政も出兵を拒こばめなくなった。

　朝倉義景が言う通りかもしれない、と心の中でささやく声があったのだ。

　一方で、（この男にとって男女の愛情とは、相手を捕らえて自分の館に閉じ込めて気ままに愛めでることでしかない。このような甘かん言げんに乗せられてはならない。お市いちとして生きるならば、いっそ西近江おうみの朝倉軍へと攻めかかり、朝倉義景を斬きって捨てるべし）という憤いきどおりにも似た感情もわきあがってくる。

　だがこの時すでに、父・浅井久ひさ政まさは小谷城を出て、西近江を行軍する朝倉軍の陣じん営えいに事実上の「人質」として参戦している。久政自らが望んで義景のもとへ向かったのだ。久政がいったい何を考えているのかは、信澄への想いに懊おう悩のうする長政にはわからなかった。が、朝倉義景の意図は理解できた。姉川の時のような敵前逃とう亡ぼうは絶対に許されないということだ。長政が信澄を討っていれば、姉川の合戦は浅井朝倉連合軍の勝利に終わっていたはずだったのだ──。

（朝倉義景が上洛軍を興した今、このまま小谷城に籠こもっていれば、父上が殺されてしまう）

　だから、長政は義景を裏切ることができなかった。

　迷いながら、虎御前山へと攻めかかった。

　これまでは偵てい察さつ部隊を申し訳程度に送り込んでいたが、今回ばかりは小谷城に詰つめていた全軍を率いて猛然と攻めかかったのだ。浅井家初代亮すけ政まさの時代より仕える忠臣の赤あか尾お清きよ綱つな、智将の海かい北ほう綱つな親ちか、猛もう将しようの雨あめの森もり清きよ貞さだら「浅井家三家老」も、長政のもとに揃そろい踏ぶみしている。

　兵数差は、歴然としていた。

　しかし、虎御前山の周囲に張はり巡めぐらされている石せき兵へい八はち陣じんは、これほどの猛もう攻こうをもよく堪たえ忍んだ。

　浅井長政とその家老たちが石造りの迷路を馬で駆かけ回っていると、時々、闇やみから川かわ並なみ衆しゆうの者どもが襲おそいかかってきて不意打ちに遭あう。追いかけて反撃しようとすると、さらなる石の迷路に迷い込むという仕掛けである。

　少数の兵で陣を守りきる戦は、陰おん陽みよう道どうから奇き門もん遁とん甲こうにまで精通している天下の名軍師・竹中半兵衛の得意技だ。

「面めん妖ような。進めども進めども出口が見えない。これが竹中半兵衛の力なのか──」

　いっそこの石の迷路を破は壊かいすれば、と長政は気づいたが、地中に深く根を埋うめ込まれている巨きよ石せきたちは大勢の兵が引いても押しても容易には打ち倒たおせない。みな、ひたすら徒労を重ねて気力体力を奪われていく。

「織田信奈の本隊は摂せつ津つに釘付けとなっている。今をおいて虎御前山を落とす機会はない。急ぐのだ！」

　長政はけんめいに兵たちを[image: しつ]しつ咤たする。

　ようやく迷路の出口──虎御前山へ連なる山道が見えてきた。

　一本の細く険しいけもの道だが、のぼれば確実に山頂の陣へとたどり着けるはずだ。

　だがこの時、すでに日が暮れはじめていた。

「視界が悪くなってきた。今日はもうこれまでにしたほうがいい」

　浅井長政が三家老に自重を求めたが、三家老は「みな疲つかれてはいますが、死んだ兵はほとんどおりませぬ」「目の前に道が開けているのです。ここで退けば、久政さまのお命が心配です」「左様。朝倉義景は久政さまを害しかねません。進むしかありませぬ」と首を振った。

「たしかにお父上は心配だが、しかし、この先にいったいどんな罠わながあるか。竹中半兵衛は天下の奇き才さいだ。私は直接会ったことがあるのでよく知っている。あの心優しい娘むすめは兵を死なせること、人を傷つけることを極度に嫌きらうたちなので今はまだこの程度で済んでいるが、これ以上無理押しすれば半兵衛とてもはや容よう赦しやできまい」

「しかし、迷路はすでに抜けております」

　長政たちが馬を飛ばしながら議論していると、山道の入り口に青白い顔の貴族風の男がふらりとあらわれて、狐きつねのように大きな口をにたりとつり上げて微笑した。

「おやおや、これは浅井のお殿さまではありませぬか。まことにお久しぶりでござる。悪いことは言いませぬ、ここは死地でございます。お逃にげなされよ」

「出たな。おのれ、竹中半兵衛に飼われた妖よう怪かいめが！」

　赤尾清綱が種たね子が島しまを放つと同時に、その狐顔の男は影も残さずに消え失せた。

「見てくだされ、若わか殿との。あのようなあやかしは南なん蛮ばん渡と来らいの種子島の前にはすでに無力でござる。竹中半兵衛の神通力もしょせん南蛮の兵器にはかないませぬ」

　浅井長政は「やむを得まい」とうなずき、自ら先頭に立って山道をのぼりはじめた。

　だが、前ぜん鬼きの警告はほんとうだった。

　山の半ばまで息を切らしながらたどり着いたところへ、無数の岩が山頂からいっせいに落ちてきたのだ。

　すでに夜である。視界がきかない。岩石落としに震ふるえあがった兵士たちはちりぢりになった。岩に追い立てられるように、山道からふもとへと駆け下りていく。

　竹中家の居城・美み濃の菩ぼ提だい山やまは近江に隣りん接せつしていた。軍師・竹中半兵衛の名は、近江全土に鳴り響ひびいている。すでに隊列は崩くずれてしまっていた。

「ただのこけ威おどしぞ！　ひるむな！　虎御前山は小さな山だ、落とせる岩の数には限りがあるのだ！」

　と叫ぶ三家老の命令も聞いていない。

　命からがら石の迷路まで戻もどったところで、こんどは濁だく流りゆうがあちこちからいっせいに溢あふれだしてきた。

　山のいずこかにたっぷりと溜ためこんであった水を、半兵衛が放ったのであろう。

「退ひけ！　退け！」

　闇の中を敗走する三家老たちは馬上で歯ぎしりしながら「竹中半兵衛は、われらの手にあまるあやかしの軍師だ」「外道の術の使い手には、外道の術で対たい抗こうする他はない」と思い知らされたのだった。

「そうだ。叡山で半兵衛と呪じゆ術じゆつ対決を行ったあの土つち御み門かどの小せがれはどこへ逃げたのだ？」

「あの陰おん陽みよう師じをもういちどわれらの陣営に呼び戻して、この罠を突とつ破ぱする策を考えさせねばならぬ！」

「もしも半兵衛が本気を出せば、虎御前山を落とせぬどころか、逆に小谷城を落とされてしまうかもしれぬ！」

　だがこの時、三家老はようやく、白馬に乗った主君・浅井長政の姿が忽こつ然ぜんと消えていることに気づいた。

　そして、「若殿ッ!?」「まさか。いったいどこへ？」「ええい。なぜ誰だれも気づかなかったのだ！」といっせいに悲鳴をあげていた。




　浅井長政は、ただ一人撤てつ退たいすることなく岩の間をかいくぐりながら山頂を目指していた。

　文字通り、命を賭かけて、半兵衛の罠をことごとく突破していた。

　陣を落とそうとしているのか、信澄の笑顔をひとめ間近で見たいという一心で駆けているのか、それは長政当人にもわからない。

　のぼりきった山頂の陣には、意外な人物が──津田信澄が一人で待ち受けていた。

　おそらく山頂にいると長政が想像していた竹中半兵衛の姿は、なかった。

　いや。

　きっと心のどこかで、長政は、期待していたのだ。

「やあ、お市。来てくれたんだね」

　信澄はいつもと変わらない笑みを浮うかべて、長政を出で迎むかえてくれた。

　クリスマス停戦の夜には、あまりにも遠い距きよ離りがあって、信澄の顔を近くから見ることができなかった。

　その信澄が今、目の前にいた。

　手を伸のばせば、届く距離に。

　長政はすべてを投げ捨てて、信澄のもとに駆け寄りたかった。

　私はこの笑顔さえ見ていられるのなら、もう他には何も求めない、と思った。

「お市。乱らつ波ぱくんに手紙のやりとりをしてもらっているだけでは、寂さびしかった。こうして、一目会いたかったよ」

　長政は信澄をこのまま奪いさりたいという衝しよう動どうにかられたが、それをやれば朝倉義景と同じ人間になってしまう。きっと信澄に軽けい蔑べつされてしまうだろう。いや、自分で自分が許せなくなるだろう。どうしても、できなかった。

「……織田方へ寝ね返がえりに来たのではない。陣へ切りこんできたのだ、私は。父上が、朝倉の人質になっているのだ」

「朝倉義景に奪われたのかい？」

「いや、違ちがう。父上自身のご意思だ。私は、姉川で朝倉からの信頼を失った。その償つぐないのためなのだろうか……」

「そうかな。お父上はきみに、もう浅井家には構わなくてもいい、朝倉家との縁えんと小谷城は自分に任せてこれからは自由にしろ、と言っているんじゃないのかい？　姉上は、織田家を裏切った浅井家を天下人として滅ほろぼさなければならない立場だけれど、それでもきみを殺すつもりはないんだ。姉上に対して謀む反ほんを起こして敗れた僕を寛かん大だいにも許してくれたように、お市をもきっと許してくれるよ。織田家に来てくれても、いいんだよ」
















「義あ姉ね上うえが許してくださっても。浅井家が金ヶ崎でやったことを、織田家の諸将が許すはずがない！　どれほどの侍さむらいが、死んでいったことか……！」

「お市……」

「……それに私が織田家に出しゆつ奔ぽんすれば、激げき怒どした朝倉義景が父上を殺して小谷城を奪うばい取るだろう。浅井家の当主が二度も旧恩ある朝倉を裏切り、しかも仇きゆう敵てきの織田家に出奔すれば、浅井家に遺のこされた家臣団も文句は言えまい。あの義景という男は天下などには興味を持たない人間だが、義姉上を手に入れるためなら何でもやる。だから私は、自分の運命から逃げられぬのだ。しかし、この場から勘かん十じゆう郎ろうを奪い去ることもできない。私は、どうすれば──」

「お市……」

　長政は唇くちびるをかみしめた。馬首を翻ひるがえして、のぼってきた山道を下りはじめた。

「勘十郎。織田家と浅井家は、もはや天下に並び立つことはない。勝敗の行方ゆくえは、大坂本猫寺が握にぎっているといっても過言ではなく、私にはわからないが……遠からず、両家の間で決戦が行われるだろう。あといちどだけ私に機会をくれ。次に会った時には、必ず返事をする。浅井長政として生きるか、お市として生きるか。次こそ、決断する」

「わかった。でも、僕のほうから直接、お市を迎むかえに行くかもしれないね。もしもきみが、なにも選べないというのならば、僕が選ぼう。きみの罪も、全部、僕が背負うよ」

「……勘十郎が？　自ら小谷城へ攻せめ込んでくる、というのか？」

「今は四方八方を敵に囲まれているけれど、それでも最後には、姉上が勝つ。そんな気がするんだ。姉上は金ヶ崎に続いてまたしても背後からの裏切りを受けて挟きよう撃げきされたけれど、それでもなお本猫寺との戦いを、姉上とサルくんはきっと乗り越こえると思う。なぜならばもう、姉上は全軍を率いて京へ到とう着ちやくしているんだ。乱波くんから、さっき知らされたんだよ」

「義姉上が……すでに京へ!?　野田・福島の合戦をすべて投げ捨てて、全軍で京へ!?　なんという、おそるべき決断力……」

「山科に入った朝倉軍と、明朝にも激げき突とつする。姉上は、宿将の森可成を朝倉の奇き襲しゆう攻こう撃げきで失ったことを激怒しておられる。姉川の時とは違い、浅井軍は半兵衛のためにこの虎御前山に釘くぎ付づけだ。朝倉軍だけでは、勝てないだろうね」

「しかし、蜂ほう起きしたはずの大坂本猫寺は、なぜ手をこまねいているのだろう？　なぜ、摂せつ津つから敗走する織田軍を追つい撃げきしなかったのだろう？」

「もちろん、サルくんが和わ睦ぼくの使者として大坂に乗り込んで、頑がん張ばってくれているんだよ。いつ殺されるかもわからない、命がけの任務だよ。彼はよほど肝きもが太いのか、そういう恐きよう怖ふ心しんは持っていないようだけれどもね」

「そうか。また、サルが義姉上のために、時を稼かせいだのだな。あの二人は、強いな。誰にも引き裂さけない、強い信しん頼らいの絆きずなで結ばれている。私は……あの二人が、羨うらやましい……」

　長政の目に涙なみだが光った。信澄もまた、長政を抱だき留とめてこのままどこにも帰したくない、という衝動と戦っている。

「……義姉上は、私とは違う。天下人の器量を持つお方だ。天下も恋こいも、いずれも最後まであきらめずについには手に入れるだろう。たとえ結ばれぬ道理の相手であろうとも、義姉上ならば。それにひきかえ、私は……私は、なにも選び取ることができないのだ」

「お市。信じるんだ。必ず、幸せな道を選べる時が来る。怖こわがらないで。きっと、迎えに行くから」

　これ以上信澄の朗ほがらかな笑顔を見ていると、奪い取ってしまいたくなる。

　だから長政は、いずこからともなく再びあらわれた式神・前鬼に案内されて、闇やみの中を静かに山を下り石の迷路を抜ぬけたのだった。

　織田家と本猫寺が激突するにせよしないにせよ、織田と朝倉の遺い恨こんはもはや頂点に達していた。もう長政には、時間が残されていない。

　信澄が「迎えに行く」という言葉を口にした以上、信澄は必ずその言葉を実行するだろう。どれほど危険でも、命を賭として自分を迎えに来るだろう。

　馬上の長政は、その運命の時が迫せまっていることに震えていた。




　　　　※




　三万の軍勢を率いた織田信奈は、わずか一日のうちに摂津から京へと舞まい戻っていた。

　どれほどの苦境に陥おちいってもなおいっさい躊ちゆう躇ちよしない電でん撃げき的な決断力こそが、信奈の不ふ屈くつとも言える打たれ強さのひとつの理由であった。

　対する朝倉軍は、二万。

　すでに織田家に降くだっている叡山は越えられない。信奈が武装解除させた叡山には僧そう兵へい勢力はすでになく、朝倉軍としては強引に叡山へと押し入っても構わないのだが、それでは高貴なる名門・朝倉家の名に泥どろを塗ぬってしまう。風流と京文化をなによりも尊重する朝倉義景にできることではなかった。

　叡山越ごえのルートを使えない朝倉軍は、異様な士気の高さを誇ほこる森軍残党を避さけるように坂本を素通りして山科経由での京入りを目指したが、しかし、信奈が京に到着するほうがわずかに早かったのだ。

　森可成の壮そう絶ぜつな討うち死にが、絶体絶命の危機に陥っていた信奈に勝機を与あたえたのだった。

　あと一歩のところで上じよう洛らくを再び阻はばまれた朝倉軍は山科に火を放ち、町を焼き払はらった後、坂本へ退たい却きやく。さらに西近江おうみ街道を北上して、堅かた田たに布ふ陣じんした。山やま科しなは、かつて本猫寺の本山があった土地で、由ゆい緒しよある旧寺院の多くは応仁の乱によって失われ、さらには本猫寺一いつ揆きと激しく戦っていた反本猫寺勢力によって焼き討ちにあっている。その際にも多くの建物が焼失していた。だから、風流と伝統文化を重んじる義景にとって、守るべき価値はなかったのだ。

　朝倉軍は、京へ入るどころか、大おお幅はばに後退したことになる。

　さらに、浅井軍による虎御前山攻ぜめも膠こう着ちやくしているとの急報が朝倉陣じん営えいに入り、このたびの織田軍との決戦に浅井軍が合流できる見込みは薄うすくなっていた。

　堅田の本ほん陣じんで、朝倉義景は歯がみしていた。

　決して、織田信奈を侮あなどってはいなかった。金ヶ崎でも、叡山籠ろう城じよう戦でも、織田信奈は窮きゆう地ちを脱だつした。三好と本猫寺に挟撃されてもなお京へ舞い戻もどってくるだろうとは予想していた。だが、あまりにもその行軍と決断が素早すぎた。

「なんと。織田軍が、京へ？　信じられぬ！　せめて浅井軍が合流できれば、互ご角かくの兵数を揃そろえられるものを！」

　その義景の隣となりには、浅井方から人質同然の立場として参戦している長政の父・浅井久政がいる。

「な、長政が虎御前山攻めに手間取ってしまい、申し訳ござらぬ。この上は今いちど叡山を占せん拠きよし、籠城すればよろしかろう」

「いや。叡山はもはや同盟相手にはあらず。入山許可は下りぬ。余には叡山を侵おかすことはできない。そのような無ぶ粋すいな真ま似ねをすれば、朝倉家の名声が地に落ちてしまう。それに織田信奈は、余が叡山に再び籠こもれば、業ごうを煮にやしてこんどこそ問答無用で叡山を焼き討ちにするだろう。僧そう侶りよたちにはもう織田家に抵てい抗こうする意思がないから、みな事前に下山するだろう。焼かれるのはわれらだけだ……しかし、兵はまだいい。戦いくさに死すのが武家の定め。それよりも叡山が誇る壮そう大だいな伽が藍らんや寺院、秘仏の数々が、ともどもに焼かれてしまうのだ……『不ふ滅めつの法灯』が消えてしまっただけでも大変な損失だというのに。そのようなことは、あってはならないことだ」

「それでは、いかがなされる？」

「この堅田で守って時を稼ぐしかない。虎御前山の竹中半兵衛、そして美み濃の・尾お張わり・伊い勢せ方面から来るかもしれぬ織田の援えん軍ぐんに対しては、小谷城の長政が甲こう賀がの六角とともに防ぎきってくれるだろう。そなたがわが陣営にいる限り、長政は決して織田には寝返れぬ」

「そうか……そうであったな。わが子は、そういう子であった……なんということだ……猿さる夜や叉しや丸まる……」

　浅井久政が、顔を覆おおった。わが子のために為なした策であったはずが、またしても失策を犯した、自分はどこまで愚おろかなのだ、と言いたげであった。

　朝倉義景は（久政は長政に、出奔する機会を与えたつもりだったのだろうか。そのようなことができる長政ならば、そもそも織田をはじめから裏切ってなどおらぬわ。愚かな）と笑いたくなった。だが、笑えなかった。

　余は、このように肉親から愛情を注がれたことなどない。たとえそれが子の足を引っ張る愚かな愛情であっても。余がはじめて愛というものを知ったのは『源げん氏じ物もの語がたり』の絵巻の世界の中だった、と気づいたからだ。

「久政どの。余が堅田で粘ねばって織田軍本隊を近江に釘付けにしておけば、摂津戦線は好転する。三好一党と本猫寺一揆の連合軍が、摂津・河かわ内ち・和泉いずみを席せつ巻けんし、淀よど川がわ流域を完全に制圧してしまえば、京も安あ土づちも堺さかいと尼あまが崎さきからの物流を止められて干上がる。われらはこの堅田に巣ごもり、大敗さえ喫きつしなければよいのだ。織田信奈は散発的に軍勢を送り込んでわれらを挑ちよう発はつするであろうが、追い払うだけでよい。追撃はならぬ」

「織田信奈がもしも、本猫寺と再び和議を結んでしまえば？」

「ありえぬ。本猫寺は、織田家を裏切ったばかりではないか」

「しかし義景どの。宗教勢力というもの、門徒たちというものは、武家とはやはり考え方、ものの感じ方が違ちがう。予言の類たぐいに心を大いに動かされるぞ」

「だから、われらはその本猫寺に伝わる大坂本猫寺炎えん上じようの予言を利用して門徒を蜂起させたのであろう？　八世れんにょが書き残した御お文ふみは、門徒たちにとっては神の言葉にも等しいという。大坂内には、われら反織田家連合と通じている者たちが潜せん伏ぷくしており、予言を利用して門徒たちを織田と戦わせようと煽あおっている。当主のけんにょすら、もはや門徒たちを制せい御ぎよできんのだ。それが民衆宗教の限界であり恐おそろしさでもある」

「……それでもあの織田家に仕える未来から来た少年ならば、あるいは」

　朝倉義景は、相良良晴に殴なぐられた顎あごを触さわりながら、（まさか）と眉まゆをひそめていた。未来人などに、乱世の大衆たちが拝む猫神の価値も意味も存在意義も理解できようはずがない、と思ったのだ。彼自身、本猫寺などは獣けものを崇あがめる淫いん祠し邪じや教きようの類いだと軽けい蔑べつしていた。朝倉家は長らく、北陸を支配しようと武家に挑ちよう戦せんしてきた本猫寺一揆勢と壮絶な死し闘とうを繰くり広げてきたのである。いわば宿命的な敵対関係にあると言っていい。義景もまた、一揆勢を皆みな殺ごろしにするための「死の調練」を幼い頃ころから受け続けてきた──。




　　　　※




　けんにょが良晴と孫まご市いちとともに、和睦のための書状を作成していた時だった。

「きょうにょはん？　大勢の門徒を引き連れて、どないした？」

「きょうにょ？　どうしたんだにょ？」

　けんにょは体力を回復し、本猫寺当主らしい猫ねこ語ご尾び言葉に戻っている。

「急きゆう遽きよ集会が開かれ、多数決によって、和睦は成らず。このまま織田家と決戦に及およぶ。そのことを織田家に宣言するために、これより相良良晴を見せしめとして切腹させる、と決まったぬこ」

　当主けんにょと良晴が進めていた和睦への準備は頓とん挫ざしつつあった。けんにょの妹のきょうにょと、そのきょうにょに仕える門徒たちが、いっせいに楽屋へと押し入ってきた。

　しかも、相良良晴をいてまえ～！　と、大勢の門徒たちが騒さわぎながらいつしか狭せまい楽屋の周囲を完全に包囲していた。

「ちょ。待ちいや！　織田家とは和睦すると、けんにょはんが決めたんや。当主命令やで!?」

「残念ながら、本猫寺のまつりごとの根本は合議制だぬこ。きょうにょも、相良良晴を幽ゆう閉へいすることを企たくらんでいたけれど、切腹までは考えていなかったぬこ。しかし非常時には、当主の命令が覆くつがえることもあるぬこ。これまでも、一揆のたびに当主の命令は聞き流されてきたぬこ」

「きょうにょ！　なにが、幽閉までは企んでおった、や。案の定、予言に怯おびえる門徒たちが暴走しとるやないか！」

「……やむを得ないぬこ。者ども、相良良晴を切腹させるぬこ。すまなかったぬこ、相良良晴、お前の墓は立派なものにしてやるぬこ。祟たたらないでほしいぬこ」

「え、ええええっ!?　和睦の使者を切腹させるだなんて、掟おきて破りにもほどがあるぜきょうにょちゃん!?　武家社会では許されない行こう為いだぜ!?」

「あいにく本猫寺は、武家ではないぬこ」

　良晴は気づいた。そうか。きょうにょは、俺ならば必ずけんにょとの和わ睦ぼく交こう渉しようが失敗すると踏ふんだから俺を寺に入れたのではなくて……それはあくまでも口実で、ほんとうははじめから俺を人質として捕らえて信奈との交こう渉しようを有利に運ぶつもりだったんだ。

　だが、本猫寺の門徒たちは予言に怯えて殺気立っている。きょうにょですら、俺を切腹させろという抗こう戦せん派門徒たちの声を制御できなくなったんだ。今までも、門徒たちは当主の命令を無視して一揆を起こし何度も暴走してきたという。本猫寺では、当主は生き神さまとして尊敬されてはいても、あくまでも民たみが、門徒が主体なんだ。これが、主君の命令によって家臣団が動くように組織化されている武家社会との差か！

　良晴は（本猫寺への使者には、こういう危険もあったのか！　俺は鈍どん感かんだった、今いま頃ごろになって気づいた！　フロイスちゃんはだいじょうぶなんだろうか？）と慌あわててもがいたが、多勢に無勢。にゃーにゃーと殺さつ到とうしてきた大勢の門徒に取り押さえられてしまった。

「待ちいって！　きょうにょ！　勝手なことはさせへんで！　五ご虎こ大だい将しよう軍ぐんたちも良晴はんの切腹に賛成しとるんか？」

「下しも間つまの五虎たちは、和睦の使者を殺すことに全員反対しているぬこ。しかしこれは、あくまでも多数決の結果ぬこ」

「ええから和睦の邪じや魔まをするなや！　大坂本猫寺炎上の運命を変えられるかもしれん瀬せ戸と際ぎわやで？」

「……鐘かねを鳴らして織田軍を敵にした時点で、大坂本猫寺の運命は定まったぬこ」

「その鐘も、もしかしてあんたが叩たたかせたんとちゃうんか!?」

「それは違うぬこ。あれはほんとうに、暴発的な事故だったぬこ。あるいは……」

「織田家と本猫寺を戦わせて漁夫の利を得られる何者かが、扇せん動どう者を寺へ入れとるのかもしれんな」

　真相は、孫市の推理に近い。近衛前久が結成した織田家包ほう囲い網もうに通じた間者が鐘を鳴らしたのだ。きょうにょは、救世主の予言を実現しようと願う和平派の姉とは違って、大坂炎上の予言を信じる抗戦派ではあったが、すでに寺内にそのような陰いん謀ぼうの網あみが張り巡めぐらされて織田家包囲網に本猫寺が組み込まれていることにはまだ気づいていなかった。

　本猫寺一族内には、織田家包囲網の同盟に正式に参加している者はいない。ただ、あらゆる身分差別を否定する「公く界がい」である大坂本猫寺には、全国から無数の門徒たちが、その身分を問われずに自在に出入りできる。門徒になりさえすれば、「笑わない門」の試練は課されないのだ。それ故ゆえに近衛の手の者が──厳密に言えば今なお裏で近衛と手を結んでいる堺の商人・津つ田だ宗そう及ぎゆうに雇やとわれた者が多数、大坂に入り込んでいるのだった。

「結局れんにょさまの予言は、運命は、変えられないぬこ。本猫寺の本山は、これまで、ことごとく予言通りに滅ほろぼされてきたぬこ。今回の予言も、適中したぬこ。浅井朝倉が退却したら、織田の大軍勢が再び摂せつ津つに攻せめてきて次こそこの大坂を焼き尽つくすぬこ。織田が近江から動けない今こそ、大坂、伊勢長島、北陸加賀、近江、三河……全国の門徒が一いつ斉せいに蜂ほう起きして一揆を起こし、各地で織田勢を各個撃げき破はしなければ勝機はないぬこ。われらは戦ってこそ、運命を克こく服ふくできるぬこ」

　せめてフロイスちゃんだけでも釈しやく放ほうしてあげてくれよ、と縛しばられた良晴がきょうにょに訴うつたえた。きょうにょは「門徒たちの決定によれば、異教徒も同罪だぬこ。女だから命は奪うばわず、幽閉するぬこ。もしもキリスト教徒どもが織田家に味方するというのならば、キリスト教徒とも戦うまでだぬこ」と悩なやましげに告げた。きょうにょも、フロイスにまで害を加えることを得策だとは思っていないらしい。

　しばらく無言で妹の言葉を聞いていたけんにょが、意を決したように口を開いた。

「ダメだにょ！　きょうにょ！　天てん文ぶん法ほつ華けの乱のような宗門同士の合戦など、二度とやらせないにょ！」

　けんにょは激しい気き迫はくを放ちながら、妹のきょうにょと正面から睨にらみ合った。

「フロイスはあくまでも、両家の間に立つ中立者として訪れているにょ！」

「しかし門徒たちが、異教徒の宣教師を許すな、といきり立っているぬこ。織田信奈とキリスト教の宣教師たちは、あまりに友好的すぎるぬこ」

「フロイスは解放するにょ」

「門徒たちを納得させられる理由がないぬこ」

「理由はあるにょ！　今、本猫寺側から提案する織田家に対する和睦条件を記した書状を作成しているにょ。この書状をフロイスに預けて、織田信奈のもとへ持っていかせるにょ。宣教師を害すれば、大坂本猫寺は南なん蛮ばん人じんたちから蛮ばん族ぞく扱あつかいされるようになり、大坂の港に南蛮船は一艘そうも来なくなるにょ。大坂の命とも言える海外貿易を捨てるというのかにょ？」

　キリスト教のみならずあらゆる宗教を信じず、奈な良らの大仏を平然と焼いた松まつ永なが久ひさ秀ひでですら、キリスト教の宣教師を殺したりはしていない。異国の宗門を嫌きらい、京での布教を禁じ、御ご所しよによる王制の復古を目指す近衛前久にしても同じである。古来、日本人には異教の神々に対してそういう鷹おう揚ようなところがあった。最終的には、八や百お万よろずの神々の一族として、いかなる異国の神をも取り込んで同化してしまう力が、この極東の島国にはあった。本猫寺そのものが、「猫ねこ憑つき」という異形の神を祀まつる組織であったし、「狐きつね」への信しん仰こうも古来流は行やっていた。

「南蛮船を打ち払はらえば、鉄てつ砲ぽうに使う硝しよう石せきも入ってこなくなるにょ。織田家と戦うと言いながら、武器の補給路を自ら捨てるような真ま似ねをするのかにょ？　雑さい賀か衆しゆうの鉄砲がなければ大坂は守れないにょ。それでは、大坂はほんとうに予言通り滅びるにょ！」

「せや。硝石がのうなったら、うちら雑賀衆は紀き伊いへ帰るで。鉄砲だけあっても、弾たまが撃うてんのでは戦いくさにならんからな。せやから、素人しろうとは戦なんかするな、足手まといや、といつも言うてるねん」

　孫市に去られてしまっては、大坂は織田軍に蹂じゆう躙りんされて滅ぼされてしまう。良晴を取り押さえ、あるいは包囲していた抗戦派の門徒たちは、孫市の言葉と、そして当主けんにょの剣けん幕まくと理論になにも言い返すことができず、うなだれていた。

　きょうにょが「わかったぬこ、フロイスは解放するぬこ。本猫寺からの書状を預け、織田家との交渉を続行させるぬこ」とうなずいた。

「しかし、織田家の家臣である相良良晴については、門徒たちも譲ゆずれないぬこ。今この場で切腹させることは取りやめさせられても、解放はできないぬこ。織田家との和睦交渉の間、人質として大坂に留まってもらうぬこ」

　わかったよ、と縄なわで縛られた良晴がきょうにょに答えていた。

　しかし、けんにょと孫市の助命によって一命を取り留めた良晴に与あたえられた条件は、それでもなお想像以上に過か酷こくなものだった。

「フロイスが京へ行くのに一日、織田家の返書が戻もどるのに一日。往復二日の間だけ、相良良晴の命を保障するぬこ。二日経たっても織田家から返事がなければ、切腹させるぬこ」

　無茶だにょ。会見の場所は大坂本猫寺に限る、と織田信奈に要求してるにょ。織田信奈が「門」をくぐれなければ、良晴を死なせてしまうにょ！　とけんにょが声をあげていた。

　当主であるけんにょは、大坂本猫寺を離はなれられないのだ。

　だから、和睦を結ぶために両家の当主同士が直接会見するとすれば、大坂本猫寺に織田信奈を呼ぶしかなかった。

　しかしその織田信奈は今、朝倉軍と対たい陣じんしている上に、門徒にならない以上は入寺の際に「笑わない門」あるいは「笑わせる門」を潜くぐらなければならない。

「すまないにょ、相良良晴……できる限り、和睦条件を緩かん和わするにょ。ただ、門徒たちが承しよう諾だくできないような条件は、出せないにょ……」

「信奈はいつだって、こういう時には強きよう硬こう的な条件を出す。お互たがい様だよ」

　抗戦派が信奈を暗殺する暴挙にでないよう、また刻限が来るまでに無断で良晴を切腹させないよう、雑賀衆と五虎大将軍が厳重に警備するにょ、とけんにょは良晴に約束した。

「堪かん忍にんな、良晴はん。そやけど織田信奈ちゅうのは、いつもぷりぷり怒おこっていて、人を笑わそうとせん娘むすめなんやろう？　『笑わせる門』はアカンで。『笑わない門』を選びいや、とフロイスはんに伝えんといかんな」

　たしかに、信奈が人を笑わせようと努力しているところって、記き憶おくにないな。俺を斬きり殺そうと努力する姿は何度も見たが。偶ぐう然ぜんに受けを取ったとしても「わたし、人に笑われるのは嫌いなのっ！」と切れかねない。良晴は（ということは……信奈が刻限までに大坂に駆かけつけてくれても、もしかして、寺には入れないんじゃあ？　もしかして俺の命はあと二日なのかっ？）と気づき、本猫寺に入って以来はじめて、絶望したのだった。

　とにかく、生きている間に、できることをするしかなかった。

　けんにょは、門徒が武家と戦って命を散らす合戦を望んではいない。回かい避ひしたい、と願っている。笑うことで人は救われる、そのれんにょの信念を貫つらぬくために孫市とともに漫まん才ざいを続けてきたのだ。けんにょと信奈は必ず、手を取り合うことができるはずだった。

　だが、いざ切腹が二日後に迫せまっているという実感が襲おそってくると、良晴自身が到とう底てい笑えそうになかった。それどころか、恐きよう怖ふで奥歯がかちかちと音を立てていることに、良晴は気づいていた。合戦の時に味わった、討うち死にするかもしれないという緊きん張ちようとはまた違ちがった、いやむしろもっと恐おそろしい感情だった。「迫り来る死を、なすすべもなく待たされる」という未知の緊張感だった。




「もしも信奈が朝倉軍との対陣から動けなければ、二日後には切腹か……信奈が大坂へ来てくれたとしても、『笑わない門』を通り抜ぬけられなければやはり切腹。正直言って、怖こわいな……戦場で暴れ回っているほうがまだ気が楽だ」

　深夜。長年捨て置かれてきたという狭せまくてカビ臭くさい蔵に幽閉された良晴は、天てん井じよう近くに開かれた小窓から、夜空に浮うかぶ月を眺ながめてみた。

　良晴に好意を抱いだいてくれている下間掛かけ布ふたち五虎大将軍が「必ずや暴徒からお守りします、相良どの！」と蔵の周囲を警備してくれているので、抗戦派に暗殺される恐れはない。それに、いまや抗戦派の目的は「織田信奈を大坂本猫寺に呼び込む」ことに切り替かわっている──本猫寺の生き神さまであるけんにょは、当主である間は大坂本猫寺を離れられない。織田信奈は相良良晴を救うために必ず大坂へ来なければならない。そして戦せん況きようは、本猫寺が圧あつ倒とう的てきに有利だ。信奈は浅井朝倉と戦っていて、摂津には兵力を割さけない。その上、寵ちよう臣しんの相良良晴を囚とらわれている。交渉は、終始本猫寺主導で進むはずだった──。

　良晴は幽閉されてからも、「笑わせる門」を開いて破は滅めつの予言を打ち消す方法を、そして合戦を回避して血を流さずに織田家と本猫寺とを和睦させるための手段を、考えていた。しかし、残された時間もなければ、この蔵から出ることもできない。

　良晴は、窓の向こうに輝かがやく星空を見上げていた。

　さすがは文明開化以前の戦国時代。空気が澄すみきっているから、夜ともなれば無数の星々の輝きが空を覆おおう。

「そう。北ほく斗と七しち星せいの脇わきに輝く死し兆ちよう星せいまでもが……って、おいおい死亡フラグじゃねーだろうなまさか!?　単に空気がきれいなだけだよなっ!?」

「ヨシハルさん。ノブナさまのもとに行って参りますね。戦況は予断を許さないようですが、ノブナさまは必ずヨシハルさんを解放するために大坂へ舞まい戻ってくださいます」

　ふと振ふり向くと、修道服を着たフロイスが微笑ほほえみを浮かべながら蔵の入り口に立っていた。

「宗教戦争は悲しいものです。カトリック教会も、愚おろかしい宗教戦争を繰くり広げてきました。聖地奪だつ回かいと称しようしての東方への十字軍は、キリスト教徒とイスラム教徒の双そう方ほうに、多大なる死傷者を生んだだけの結果に終わりました。もともとはお互いに同じ神を信仰し、同じ聖地を巡じゆん礼れいする兄弟とも言える関係だったはずなのに。南フランスの異い端たんカタリ派の信徒たちを蹂躙したアルビジョワ十字軍や、フス戦争などは、同じキリスト教徒同士での争いでした……教会は、彼らは『異教徒』であり『正統』ではないから、殺してもいいのだ、と……ヨシハルさんは、知っておられるのですね。この八百万の神々が満ちた戦国のジパングでも、そのような宗教戦争が行われると。とても、悲しい顔をなされています」

「ああ。宗教って、なんのためにあるんだろうな。人が幸せになりたいがために、神にすがり、信仰心を抱き、心安らかに生きようとするからこそ、宗教というものがあるんだろう？　それなのに、なぜ殺し合わなければならないのか、未来から来た俺にはよくわからねえ。俺の時代でも……宗教戦争は、ずっと続いていたんだ……」

「善と悪とは表裏一体です。人の心の中で、神への信仰が絶対の正義にすり替わる時、異教徒や異端は悪であるという傲ごう慢まんな過あやまちに人は囚われます。たとえ徳を積んだ教皇であっても。ジパングには、キリスト教とイスラム教の長きに亘わたる闘とう争そうを持ち込みたくはありません。ましてやこの島国にイスパニアやポルトガルの兵を入れて奪いとるなど、言語道断です。ほんとうに、キリスト教をこの国に伝道することが善よきことなのかどうか、ザビエルさまもわたしも、ずっと自問自答してきました。海外への伝道は、正しい行いだったのか。答えはまだ出ません」

「でもさ。この国でも、本猫寺門徒たちはずっと一いつ揆きを続けてきたんだ。幕府が、武家が無責任でだらしなかったからだよ。信奈は、その悪あく循じゆん環かんを終わらせようとしている。本猫寺の一揆を終結させなければ、戦乱は終わらない。もとはといえば応仁の乱を引き起こして国をめちゃくちゃに分ぶん裂れつさせてしまった武家の責任だが、信奈ならば。信奈には、それだけの覚かく悟ごがある」

「ノブナさまだけが、なしとげられることなのですね、きっとそれは」

「それに当主のけんにょも、王権は武家に、神権は宗教家に、という考えの持ち主だ。一揆が国を奪うばい合戦で門徒が死ぬ現状に心を痛めている。きっと、和わ睦ぼくできる」

　二日後に必ずノブナさまをお連れします。そして、もういちどヨシハルさんのもとへ、とフロイスは微笑んでいた。

「未来からひとりぼっちで戦国時代に流され、ノブナさまとは決して結ばれぬヨシハルさんの運命はあまりにもおかわいそうです。お二人をこのまま永遠に引き裂さいたままで、ヨシハルさんの命を終わりにはしません」

　優しい声でそんなこと言わないでくれよ、マジで泣きたくなる……と良晴はあごをぐっとあげて月を見上げた。
















「ヨシハルさん。きっとあなたはこの戦国乱世の民たみを救うため、いえ、未来の人々すべてを救うための生いけ贄にえの子羊として神に選ばれたのでしょう」

「子羊ねえ？　どっちかというと、羊というよりはサルだけどな」

「わたしは感じるんです。ヨシハルさんがジパングの歴史を変えなければ、きっと人類の未来にはおそろしい厄やく災さいが起こる。そのような定めなのではないでしょうか。聖書にも預言されていますよね。梵ぼん天てん丸まるちゃんが好きだった『ヨハネの黙もく示し録ろく』です。他の宗教でも、似たような大破滅の預言が多くなされています。ヨシハルさんは、それらの悪あしき預言が適中するのを阻そ止しするためにこの時代のこの国に遣つかわされたのではないでしょうか」

　フロイスちゃん？　俺はどう考えたってそんな特別な存在じゃないよ。ただの戦国ゲーム好きの高校生だよ。ここに来たのはたまたまだよ。と良晴は苦笑していた。

「予言や預言なんてものは、俺は信じていない。人間の運命は、定まってはいないはずだ。黙示録だってさ、ありゃ書いた預言者が幻げん覚かくを見てそれを書き留めたんだよ。『悪しき予言』を実現しなければならない、なぜならば予言はきっと実現する、もう運命は定まっているのだから、と怯おびえる人間の心が、悪しき予言を実現させてしまうんじゃないかな。まあ、善い予言ばかり信じていたって現実が好転するってわけじゃないけどさ。善くも悪くも、自分の行動次第で未来は変わるはずだよ」

「そうかもしれませんね。わたしたちは預言や予言といった言葉に振り回されすぎているのかもしれません。そのために、目の前の現実を見失っているのかも……ふふ。ヨシハルさんの考え方は、とても新しくて、そしてどこかノブナさまに似ていますね」

「俺はいたって普ふ通つうの未来人だよ。あいつの感覚が未来人的なんだよ」

「でも、今こうして自分を犠ぎ牲せいにしてノブナさまや民の皆みなさんを救おうと思い悩なやむヨシハルさんの姿が、ユダに売られて囚われの身になる直前に、ゲッセマネで苦く悩のうし祈いのりを捧ささげておられた主イエス・キリストの姿と重なり合ってみえるんです。わたしはヨシハルさんの魂たましいを癒いやすためにジパングに来たのかもしれませんね」

「……い、い、い癒やしてくれるのっ？　それじゃあ、いちどでいいからその豊かな胸に顔を埋うずめさせてくれ！　頼たのむっ！　二日分の勇気を、癒やしを俺にくれえ！　お願いしますう！」

「ナンデヤネーン！」

「ぐはっ？　軽いボケのつもりだったのに、さすが宣教師。容よう赦しやねえ！」

　フロイスのツッコミは、容赦のないハリセン攻こう撃げきだった。

　バシーン。

　張り飛ばされた良晴は蔵の壁かべ際ぎわまで吹ふっ飛ばされ、そして──。

「きゃっ？　古い蔵の壁が、崩くずれ落ちました!?　すみませんヨシハルさん！」

「……いてて……うん？　壁の奥から……大量の、古い巻物が!?　これってもしかして」

「れんにょどのの残された、御お文ふみではないでしょうか!?」

「しかも、未発見の!?　ありがとうフロイスちゃん！　フロイスちゃんがハリセンで俺を攻撃してくれたおかげで、もしかしたらもしかするぜ！」

「はい。これが、善き予言について書かれた御文であることを、祈っています」




　フロイスが蔵から去り、信奈の陣じん営えいへと旅立っていった直後。

　良晴から引き離はなされていた雑賀孫市が、蔵へと忍しのび入って来た。良晴を心配してくれている下間掛布たちの警備はいい意味でガバガバらしい。

「フロイスちゃんに続いて、こんどは孫市姉さんが俺を癒やしに来てくれたというのかあ？　お、お、俺って、幸せものだなあ！　これで切腹命令さえなければ、ハーレムの王みたいじゃねーか！　もしかして俺って……戦国時代に来てからは、モテモテ？」

「ああ、そういう天然ボケはええから。あまり時間がないんや。よう聞きや」

　ぱーん、と頭を張られた。容赦のない衝しよう撃げきで、良晴は失神しそうになった。

「すみません、すみません。許してください！」

「まず織田信奈が『笑わない門』を突とつ破ぱできるかどうかが厳しいで。合議で決まってしもうた。ええか？　今回、あの門の試練には、あんたの命がかけられる。織田信奈が門を突破できんかったら、その時点で良晴はんは切腹」

「ギャー!?　厳しすぎるっ!?　い、いや、信奈は笑わない……はずだ。俺の命がかかっているんだから……そうだよね、孫市姉さん？」

「きょうにょはんが、張り切っとる。あの人はご自分では笑わへんねんけど、あの門に通した来客を笑わせて寺から追い出す術すべには長たけとるんや。門徒でない者を排はい除じよする、門番みたいな存在やからな」

　寺にいるもんは全員参加の義務があるからな。うちや良晴はんも要よう請せいされたら参加せんとならんで、と孫市は頭をかいた。

「孫市姉さんが漫まん才ざいを披ひ露ろうしたら信奈が爆ばく笑しようして、俺、切腹ってことにならねえか？」

「きょうにょはんはどないな手を使ってでも織田信奈を笑わせるやろうからな。まあ、そないなったら漫才の女神という通り名を台無しにしてでも、見事に滑すべってみせるわ。しかし最大の問題はその先や」

「けんにょと信奈の直接会談、だな？」

「そや。織田信奈が『笑わない門』を突破できたとして、その後、けんにょはんと和わ睦ぼく交こう渉しように入る。当主とはいえ、けんにょはんの一存で和睦条件を決められるわけやないことは、もうわかっとるやろ？　特に大坂炎えん上じようの予言の実現に繫つながる『大坂退去』はけんにょはんとしても、絶対に飲めん。話し合いはまず決けつ裂れつする。織田信奈かて、こちらの条件は飲めん。どないする？」

　例の「笑わせる門」を開くことができれば、その時点で破は滅めつの予言が覆くつがえされて和睦は成るんやろけどなあ、織田信奈には到とう底てい無理な話やし……と孫市がため息をついた。

「それなんだけどさ、孫市姉さん。見てくれ！　フロイスちゃんのツッコミによって、偶ぐう然ぜん、失われた御文を見つけたんだ！」

　良晴が指し示した先に、古びた巻物が積まれていた。

「ほんまや!?　まさかこんな蔵に、まだ御文が隠かくされとったとは？　でかしたで！」

「なぜ壁に塗ぬり込められていたかはわからねーが」

「もしかしたら、れんにょはんが自分の死後に密ひそかに処分されることを危き惧ぐして、敢あえて隠したんかもな。それほど重大な御文なんかもしれん」

　二人は、れんにょの幻まぼろしの御文を調べはじめた。年代ものの文章だし、その上達筆だが、文字に疎うとい庶しよ民みんにもわかるように易しく書かれているので、良晴にもどうにか読めた。

「自分で帳ちよう簿ぼをつけるために、ねねに読み書きを習っておいてよかったぜ！　ねねに家計を丸投げすると、俸ほう禄ろくを遊びに使った時に誤ご魔ま化かしがきかないからなー」

「なんか役に立つ手がかりはありそうか、良晴はん？」

「『蹴け鞠まり』にまつわる御文らしいぜ。たとえばほら、ここ。『蹴鞠に神性あり。万まん歳ざいにも匹ひつ敵てきする、あるいは万歳以上の力あり。訴そ訟しよう沙ざ汰たになった際の裁判に用いるべし』とある」

「れんにょはんは蹴鞠好きやったからな。本猫寺にはな、門徒同士では決して武器を取って争ったらあかん、なんぞ揉もめたら蹴鞠で白黒つけえ、ちゅう神聖裁判の掟おきてがある。うちもこう見えて、蹴鞠の達人や。鉄てつ砲ぽう名人とかけて、蹴鞠の達人と説きます。その心は、タマの扱あつかいには慣れとります。あーはははは！」

「……」

「笑えや！　ほら、うちの華か麗れいな鞠さばきを見せたるわ」

　狭せまい蔵の中で身動きがとれず退たい屈くつしていたのだろう。孫市が立ち上がって、長い足で巻物（貴重な御文である）を蹴り飛ばして一人でリフティングをはじめた。

「そやけど、蹴鞠はあくまでも門徒同士のためのものや。武家との争いの決着を蹴鞠で、ちゅうのは例がないで。そもそも、武家が貴族の遊びである蹴鞠で勝負や、言われて受けるわけあらへんしな」

　健康的でかつひきしまった孫市の白い太ふと股ももがちらちらと見えて、良晴には目の毒だ。

「大昔の蹴鞠はなあ、お互たがいに鞠を激しく蹴り合ってぶっつけあうような派手なもんやったらしいんや。それを動きたがらんものぐさな都の貴族連中が、ひたすら鞠を落とさずに蹴り続けるちゅう、地味～な遊びにしてしもうたんやで」

　良晴は、はたと膝ひざを打った。

「あ、そうか。蹴鞠とサッカーは起源が同じだ、って説を聞いたことがある。古代中国の蹴鞠は、まるっきりサッカーそのものだったとか。互いの陣じん地ちに鞠を蹴り合って、得点を競きそい合っていたとか。三さん国ごく志しの映画で曹そう操そうの武将たちがサッカーやってたなあ。ほんとうかどうか知らないけどさ」

「作家ってなんや？　お？　うちが蹴り飛ばしていたこの御文も、蹴鞠にまつわる御文やな。『今いま様ようの蹴鞠には神性なし。いにしえの蹴鞠を蘇よみがえらせるべし』とあるな？」

「いにしえの蹴鞠……つまり、文字通りの合戦とも言える激しいサッカールールの蹴鞠を復活させろってことじゃないかな？」

「まだ続きがあるで。『さすれば門徒たちは熱ねつ狂きようし、その熱狂の渦うずは大だい歓かん声せいとなり大いなる力とならん』やて。これ、もしかしたら『笑わせる門』を開けるかもしれんで？　そやけど、いにしえの蹴鞠ちゅうても、どないなものなのか、うちらにはもうわからんわ」

「だから！　それが俺の時代で言うところのサッカーに近い蹴鞠の原型なんだよ、孫市姉さん！　サッカーはルールがとても簡単で、誰だれにでもすぐに覚えやすく、しかも息をつく暇ひまのない激しい試合展開が売りの球技なんだ！　蹴鞠が上う手まい選手を集めてルールを覚えてもらえばすぐに試合ができる！」

「作家とか縷る々るとか、未来語は難しいわあ」

「それじゃあサッカーと呼ばずに、『南なん蛮ばん蹴鞠』と呼ぼう！　これを武家との神聖裁判に新たに導入するんだ。南蛮蹴鞠で戦って、勝ったほうが勝しよう訴そだ。武家も、激しい合戦風の南蛮蹴鞠ならば勝負を受けるかもしれない。信奈との和睦交渉が頓とん挫ざした時には、神聖裁判で決着をつけさせればいい！」

「それは危険な賭かけでもあるで良晴はん。織田信奈とその家臣団が飲むかどうか」

「必ず承しよう諾だくさせる。今の信奈は本猫寺に兵力を割さけない。南蛮蹴鞠合戦は、信奈にとっても渡わたりに船だ。もちろん信奈が負ければ、和わ睦ぼく条件は大おお幅はばに不利になるが」

「本猫寺側が負けたら、その場で門徒が暴動を起こすやもしれんで？」

「『これは八世れんにょの御文に書かれてある、ありがたい神聖裁判である。この神聖裁判の結果はなんぴとたりとも反ほ故ごにしてはならない』と門徒たちに対してけんにょが演説してくれればいい。あとは妹のきょうにょに、南蛮蹴鞠をやる間、門徒たちが暴走しないよう警備してもらえれば……南蛮蹴鞠の行い方の詳しよう細さいは、俺が紙に書いてまとめるよ」

　孫市姉さん。たしかにこの南蛮蹴鞠は、「笑わせる門」を開くための切り札なのかもしれない、と良晴が笑った。もう、恐きよう怖ふも迷いも消えていた。絶望的な状じよう況きようの中に、希望を、見み出いだしたのだ。小さな希望の光にすぎなかった。だが、良晴はまだあきらめていなかった。信奈を決して第だい六ろく天てん魔ま王おうにはしない。俺は、そのために戦国時代に来た。良晴はその思いを奮い起こすと、噓うそのように豪ごう胆たんになるのだ。

「……良晴はん。あんた、顔に似合わずたいしたやっちゃな。神も仏もお猫さまも、人を救うための方便やと思うとるな。肝きもの太い子供やで」

「だから、子供じゃねーよ！」

「神仏を信じてへんのに、しかも自分の生まれた世界から引き離されて乱世を一人でさまよっとるのに、あんたは強いな、良晴はん。なにが、あんたを支えとるんや？」

「そりゃ元の世界に帰って、家族や友達に会いたくなることもあるけどさ。でも、この戦国の世には、かわいい女の子がいっぱいいるだろう？　とくに、天下一の美少女がいるからな！　氏うじ素す性じようもわからない風ふう来らい坊ぼうという俺の立場上、名前は言えないけどさ。他になにが必要なんだ？　しかも彼女たちは、いつ死ぬかわからない乱世をけんめいに生きているんだ。一応は男である俺が、寝ねていてどうするんだよ」

　一いつ瞬しゆん「ぽかん」と口を開いて良晴を（こいつ、女のことしか頭にない、ほんまの阿あ呆ほうと違ちがうやろか）と眺ながめていた孫市だったが、大見得を切ったばかりの良晴の視線が孫市の胸の谷間に（で、でかい！　お尻しりもでかいけど、こうして見るとおっぱいもでかい！　ダメだ、あと二日で死ぬかもしれないと思うと猛もう烈れつに種族保存本能がうずいて、視線が勝手に釘くぎ付づけに！）と吸い寄せられていることに気づくと、ぱーんと良晴の頭をぶっ叩たたき、「なるほど。良晴はんの肝っ玉のでかさの理由がようわかった。天下一の女好きや、あんたは。もう、子供扱あつかいはやめたるわ。立派な男や。いや、サルや」と吹きだしていた。

「ちちち違うんです！　これはその、フロイスちゃんがおっぱいを触さわらせてくれそうな素そ振ぶりのまま寸止めして行っちゃったので、つい！　すみません！　ごめんなさい！」

「あははっ。れんにょはんの御文がこっちにはある。五虎大将軍はみな乗ってくれるし、きょうにょはんが反対しても多数決で押し切れそうや。いや、押し切ったる。うちとけんにょはんに、任せとき！」

　あんたの命はうちが守ったる、この鉄砲の女神がな、と孫市は立ち上がっていた。

「ただし南蛮蹴鞠は神聖裁判。真しん剣けん勝負やで、八や百お長ちようも手加減もないで。うちらが勝ったら、良晴はんは切腹よりもえらい目に遭あうかもしれんで。それでもええんやな？」

「もちろん。命を奪うばい合う合戦じゃないんだ。力の限りを尽つくして戦おう」

「ああ。ええ笑顔や。あんたは、敵を心底憎にくめん男なんやな。この戦国の世では、あんたみたな阿呆なお人好し男は、貴重やで」

「だって俺は日本人だぜ。ずっと憧あこがれていた戦国の日ノ本に、心底憎むべき敵なんていないよ。女の子を無理矢理押し倒たおして攫さらおうとするような、悪い奴やつはいるけどさ。敵なんて、いない」

「本猫寺も、各地で一いつ揆きを起こしとる門徒も、悪あしき予言を信じてあんたを切腹に追い込み、織田家と対決しようとしとるきょうにょはんさえもか？」

「ああ。もちろん」

「合戦がはじまれば十年間、織田家と戦って大坂を守り続ける運命にある、うちもか？」

「当然だ！　伝説の鉄砲名人・雑賀孫市に会えた上に、すげぇ美人だったんだから、どこをどう憎めっていうんだよ？　ああ、でも、いくら漫才の衣装とはいえお尻が半分見えてるのはちょっと。気になってしょうがねえ……」

　孫市は、慌あわててお尻のあたりを手で隠した。

「……あんた。ほんまに、けったいな『男』やわ」




　この、蔵の中での二人のやりとりを、聴ちよう覚かくに優すぐれた猫耳で聞いていた者がいた。

（相方のわたしにはわかります。あの殿との方がたへの注文にうるさい孫市さんが、殿方に惚ほれたようです。しかも相手は、織田家の相良良晴。あの少年の中に、孫市さんは天下一の殿方を見出したのです。たしかに勇ゆう敢かんなお方ですが、恋こいを知らないわたしには、にわかには信じられない事態です。ま、孫市さんが年下好みだったなんて……）

　しかも孫市さんは照れています。照れ照れです。まさかあの孫市さんが、いざ恋となると奥手だったなんて。

（このままでは孫市さんの婿むこ取とりは成就しません。この機会を逃のがせば、次の「天下一の殿方」はもう見つけられないかもしれません。孫市さんに助けられ支えられてきた相方として、今こそわたしは孫市さんの恋を助けなければなりません）

　ああでもどうすればいいかわかりません、男の方と手を繫いだ経験もないわたしには……二人は敵同士。相良さんは本猫寺の人質で、二日後には切腹しなければならない身ですのに……けんにょは、孫市のために祈いのった。







　　　巻ノ四　絶対に笑ってはいけない織お田だ信のぶ奈な








　越えち前ぜん吉よし崎ざきは、未み曾ぞ有うの繁はん栄えいを迎むかえていた。

　叡えい山ざんの僧そう兵へいたちの手が届かない北陸の地で、れんにょと門徒たちは理想の「公く界がい」を築き上げていた。

　下しも間つま蓮れん崇そうという美男の弟で子しがいた。身分の卑いやしい末まつ端たんの門徒だったが、頭が切れたために、若いながらもれんにょの片かた腕うで的な存在にまで上り詰つめ、吉崎を切り盛りし、本ほん猫びよう寺じ一族に次ぐ「格」を持つ「下間」の姓せいを与あたえられた男であった。

　むろん、れんにょにとっては「格」も「姓」も、どうでもいい相対的なものにすぎない。あくまでも「なぜ蓮崇が師の側近に」と蓮崇に嫉しつ妬とする門徒たちを抑おさえるために下間を名乗らせたに過ぎない。

　れんにょは、天てん衣い無む縫ほうで飽あきっぽい性格だった。巨きよ大だい化した吉崎や教団を運営する官かん僚りよう的な能力は、元来ない。あるのは、〝猫ねこ憑つき〟の血を「俗ぞく」から「聖」へと自ら居直って価値転てん換かんしたことによって発する強きよう烈れつな「魅み力りよく」である。

　しかし官僚としての能力に長たけた下間蓮崇が、そのれんにょの組織運営を支えるようになったことで、教団は空前の規模に拡大していった。

　下間蓮崇は、「御お文ふみ」を発明した。れんにょの言葉を文章化して各地の末寺へと配ることによって、れんにょが直接訪問できないあらゆる地方の門徒にれんにょの声を聞かせることができるようになった。これは南なん蛮ばん世界における「聖書」の発明にも等しい、画期的な発明であった。

「始祖さまは弟子など一人も持たぬと仰おおせだったにゃ。本猫寺に弟子なし、僧そう侶りよと門徒に身分の差なし、だにゃ～。今日もメザシは美お味いしいにゃあ。れんにょ、と」

　手と足と尻尾しつぽを使って、れんにょは「御文」を量産する日々に追われた。

　時代は、群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの戦国時代となった。守護大名たちが覇はを争い合戦を繰くり広げ、下げ克こく上じようによる戦国大名の誕生も間近であった。世が乱れれば乱れるほど、本猫寺という公界に救いを求める門徒たちは続々と増えていく。たとえ「笑いによる救い」を理解せずとも、吉崎の門を叩けば「食える」のである。

「商人は銭ぜにを稼かせげにゃ。猟りよう師しは獣けものを狩かれにゃ。漁師は魚を捕とれにゃ。あらゆる人に、穢けがれなし。お猫さまはすべてを笑顔でお許しになるにゃ」

　水の民たみ。山の民。山やま伏ぶし。金かな掘ほり人にん。たたら。ささら。聖ひじり。そしてワタリ。

「笑いの公界」となった吉崎には、それらの非常民のみならず、芸人や観光客が殺さつ到とうし続けた。経済が、廻まわりはじめた。吉崎に、観光客が銭を落とす。その銭で、門徒たちは、食えるのである。港も、ある。貿易も、自在である。商人も、集まる。吉崎は、堺さかいにも匹ひつ敵てきする独立自治都市となった。その金銭的な余よ裕ゆうが、「笑い」を可能とした。れんにょが推すい奨しようした「三み河かわ万まん歳ざい」が大流りゆう行こうし、宗門にとってのご本尊とも言える「お猫さま」つまりは野の良ら猫ねこが町中に大量に放し飼いにされ（春日かすが大たい社しやの鹿しかから、れんにょ自身が思いついたらしい）、それどころかいつしか吉崎には女性門徒までが殺到するようになったのだ。これが、吉崎と本猫寺の途と方ほうもない巨大化を、決定づけた。

　れんにょは、「女によ人にん往生」を説いた。今までの仏教では女人は悟さとれないだのなんだの変へん成じよう男なん子しにならねばならないだのとぐちゃぐちゃ女人を差別していたが、それらは全部真っ赤な噓で、仏教界の権けん威いを男だけで独どく占せんしようとした坊ぼう主ずどもが勝手にこしらえた妄もう言げんにすぎない。男と女とに差などない。子作りにおける役目が違うだけだにゃ、と言いだしたのだ。この段階で本猫寺はもはや日ノ本の仏教とは関係のない、れんにょによるれんにょの宗門となった、と言っていい。〝猫憑き〟だけが派手に目立つので、あまり意識する者はいなかったが、れんにょはそもそも女性であった。ただ、〝猫憑き〟の血の力故ゆえにいつまでも十歳の頃ころの童女と変わらぬ姿を保っていたので、師の性別を意識する門徒が少なかっただけのことだ。

　すでに六十を超こえているはずのれんにょが十歳の外見を保っていることは、猫耳とともに、れんにょの神性の証あかしである、と門徒たちはますますれんにょに帰き依えした。

　日ノ本の各国で「姫ひめ武将」が大量に登場し、男武者と寸すん分ぶん違たがわぬ、いや男武者以上の活かつ躍やくをはじめるようになったのも、あるいはれんにょの影えい響きようが大きかったのかもしれない。この頃ころになるとすでに、武家の間でもれんにょに帰依する者が増えていたからだ。

　だが──。

　れんにょ自身、予想しえなかった事態が、起きた。

　教団は、巨大になりすぎたのだ。

　そして、戦国乱世が、あまりにも長引いた。応おう仁にんの乱によって疲ひ弊へいしきった武家は、もはや天下を統一できそうになかった。

　本猫寺の門徒たちが、地じ侍ざむらいや国人と連合して、守護大名に反旗を翻ひるがえすという前代未聞の合戦。民が武家支配を廃はいして、本猫寺の「王国」を築こうとする戦い。

「本猫寺一揆」が、勃ぼつ発ぱつしたのである。

　王権は武家に。神権すなわち宗教界は、武家とは交わらず各宗門の当主が持つ。王権と神権の役割分担。本猫寺門徒は、一揆に関わらない。一揆は、合戦は、「笑い」とは真逆の仕事である。それは、合戦を生なり業わいとする者の務めであって、門徒たちすべてが巻き込まれていいようなものではない。それが、れんにょ本来の考えだった。が、末端まではその思想は伝わってはいない。「御文」にも限界がある。あまりに難解な文章を書けば、多くの門徒は理解できない。簡単な言葉でわかりやすく伝えねばならない。故に、「御文」に欠落している思想の細かい部分を、門徒たちは勝手に解かい釈しやくし付け加えることができた。

　そして、この「本猫寺一揆」を開始した男こそが、れんにょの片腕であったはずの下間蓮崇であった。

　下間蓮崇は、「王権と神権をともに、れんにょさまが。わが師が持つべきである。それこそが、戦国乱世を平定し民を安らげるいちばんの近道なのだ。そもそもここまで教団が拡大した以上武力を持たねば、れんにょさまと教団はいずれ武家に滅ほろぼされてしまう」という過激な本猫寺一元主義を掲かかげていた。身分すらない自分が、れんにょによって引き上げられ、当主に次ぐ本猫寺第二の地位に取り立てられたのだ。そのれんにょの理想──身分なき「公界」を日ノ本全土に広げていくには、武力による武家支配の打だ倒とうは避さけて通れないと下間蓮崇は覚かく悟ごし、自ら悪役を買って出たのだった。

　いや、それは蓮崇の若さ故の自己弁護にすぎなかったのかもしれない。彼はただ、自らの権力に酔よいしれていたのかもしれない。

　迷っていたのかもしれない。

「笑いによって人は救われる」というれんにょの根本の思想を──れんにょは生しよう涯がい、自分の言葉を「言葉はただの言葉にすぎない」と考え、「思想」と言えるほど体系化しなかったが──理解していなかったのかもしれない。

　北陸において、本猫寺一揆は、決起した。

　北陸の守護大名たちは、震しん撼かんした。今までの一揆とは違う。ただの土つち一いつ揆きではない。本猫寺によって組織化されている。地侍や国人といった武家勢力すら、取り込んでいる。彼らは、民による民の自治を求めていた。武家支配そのものを覆くつがえそうとしていた。彼らに協力する国人たちは、門徒の戦力を利用して守護を倒そうとしているにすぎないのだが、本猫寺の門徒たちは明らかに本気だった。

　これは、武家階級を打倒しようとする革命戦争だった。

　だがれんにょは、武力による武家の打倒など、考えたこともなかった。れんにょにとっては「人はすべて平等で、身分も血筋もない」のである。打倒すべき階級、倒すべき身分など、ありえない。武家も坊主も民もみな、平座で寝ね転ころびながら語り合い笑い合える、そんな緩ゆるい共同体を、戦国の世の上に広げながら被かぶせていけば、それでいいはずなのだ。

　それを、わざわざ武家を本猫寺門徒の世界から排はい除じよするために武器を取って戦うなど、愚ぐの骨こつ頂ちようだった。むろん乱世だから、非武装無む抵てい抗こうという理想を貫つらぬけるとは思っていない。それは、迫はく害がいされ続けてきたれんにょ自身が痛感している。襲おそわれれば生きるために自衛しなければならない。武家同士の勢力争いに巻き込まれて教団が利用されることもあるだろう。だが、こちらから望んで武家に合戦を仕し掛かけることなど、あるべきではなかった。

　武家を「門徒の敵」と敵視して戦えば戦うほど、武家という存在は門徒にとって、本猫寺にとってより巨大化していくだろう。怪かい物ぶつ化していくだろう。彼らは、戦いを生業としているのだ。やがては南蛮から、恐おそろしい殺傷力を持った新兵器も続々と入ってくるだろう。「笑い」を広めるはずが、本猫寺教団そのものが門徒に「死」を与える存在となってしまう！

　参戦する門徒を増やすためだろう。

「一揆を戦って死ねば、猫極楽に行ける」

　などという、れんにょが語った覚えのない言葉が、門徒内に流れていた。

　下間蓮崇がやったことかもしれなかった。

　本猫寺一揆の本格開戦を止められなかったれんにょは、下間蓮崇たち幹部を吉崎に集めて、「今すぐ一揆を解散させるにゃ！」との主張を繰り返した。

「やっとこの吉崎に理想の公界を実現して、門徒たちの暮らしが成り立つようになったのに。もう、一揆をする必要はなくなったのに。それなのになぜまた戦うんだにゃ？　そもそも、猫のために人間が大勢死んでどうするんだにゃ！　お猫さまなどは、みなが仲良くなるための方便だにゃ。れんにょが〝猫憑き〟だから、猫を本尊に選んだだけだにゃ！　必要なものは、笑顔であり、和の精神だにゃ。拝むものなど、阿あ弥み陀だ仏ぶつでも鰯いわしの頭でもなんでもよかったんだにゃ！」

　下間蓮崇は苦く渋じゆうの表情で、れんにょに、こう答えた。

「師よ。あなたは、教団のご本尊であるお猫さまを否定し、冒ぼう瀆とくなされました──門徒たちは、本猫寺教団は、すでにそれ自体が意思を持って生きているのです。あなたお一人のものでは、なくなっているのです」

　れんにょの強固な意思によって、本猫寺は合議制を採用していた。当主といえども、独裁はできないのだ。

　れんにょは、教団の師でありながら、本猫寺の当主でありながら、吉崎を追われた。下間蓮崇が、幹部たちをすでに取り込み済みだったのである。蓮崇は、妥だ協きようするつもりがなかった。すでに、戦いははじまったのだ。加賀を奪うばい越えち前ぜんを奪い、北陸をすべて「本猫寺王国」となさねばならない。乱世はこれからますます混こん沌とんとする。「笑いの公界」だけでは、教団は存続できない。必ず、武家に弾だん圧あつされ滅ぼされる危機が来る。戦わねば、公界を維い持じすることも拡大することもできない。いつか師にも、許していただけるはず。まだ若かった蓮崇は、そう信じていた。彼は、れんにょに、甘えていたのかもしれない。世間を知らない息子むすこが、母に逆らうように。

　夜や陰いんに乗じ、小こ舟ぶねに乗ってひっそりと吉崎から離はなれていくれんにょは、この国を門徒とそうでない者とのまっ二ぷたつに割ってしまった自分の生涯はいったいなんだったのだろう、と悔くいてぽろぽろと泣きながら、

「猫が猫を馬ば鹿かにして、なにが悪いんだにゃ」

　それでも、けんめいに笑っていた。






　　　　※




　京に舞まい戻もどり、堅かた田たに巣ごもった朝あさ倉くら軍とのにらみ合いを続けながら、信奈は物思いにふけっていた。

　本猫寺との戦いくさは回かい避ひしなければならない。

　良よし晴はるの態度や言葉から、彼が知っている「未来」がどのようなものなのか信奈にもうすうす察することはできた。

　相手が日ノ本最大の大衆教団となれば、戦国大名との戦いとは性質が違ちがう。

　自国の民を相手に戦をすることになってしまう。それも、全国にいくらいるかもしれない無数の民たちだ。

　たとえ最終的に天てん下か布ふ武ぶが達成されて平和をもたらすことができたとしても、信奈はそのようなことはしたくなかった。

　自分の心が壊こわれるかもしれない、とも恐きよう怖ふしていた。

　良晴に恋こいをした少女・吉きちもまた、多くの民を殺すとともに死んでしまうのだろう、と。

　感情の量が人並み外れていて感受性も強い信奈には、きっとこの宗教戦争は耐たえられない。

　どこかで、自分の感情を殺してしまわなければ、もたなくなる。

（その時、この胸の奥がきゅっと切なくなる想いをわたしは永遠に手放してしまうんだわ。魔ま王おうになってしまうんだわ。良晴を想う心を自ら壊してしまうんだわ。そんなのは絶対にイヤ。やっと、自分の気持ちに素直になれたのに。でもまだ、自分の気持ちを言葉にして良晴に伝えることすらできていないのに──）

　ここでふと、光みつ秀ひでの顔が信奈の脳のう裏りに浮うかんできた。

（十じゆう兵べ衛えが良晴と祝言をあげると言い張ってる件はどうしようかしら。そもそもどうして十兵衛があいつと祝言をあげたがっているのか、ぜんぜん理解できないんだけど。もしかして良晴ってあんな顔してて実は女の子にモテる奴やつなのかしら。いっそ、良晴はわたしのものだからあんたにはあげない、ってはっきり言ってあげたほうがいいのかも。でも、十兵衛の性格を考えると、最悪なことになりそうだし……十兵衛抜ぬきでは天下布武の達成は難しいわ。わたしはもう一生誰だれとも結けつ婚こんしない、いえ、したくてもできないのだから、わたしのあとは十兵衛に継ついでもらわないといけないんだし。いちど、十兵衛が何を考えてあんなことを言ってるのか問いただしてみたほうがいいかも……でも、聞くのが怖こわいし……もしも十兵衛が本気なら、良晴もわたしをあきらめて十兵衛のほうに行っちゃうかもしれないし。だって、わたしとあいつが結ばれることは現世ではないのだから……）

　勘かん十じゆう郎ろうと浅あざ井い長なが政まさもこんなふうに苦しくて切なくて泣きたい気持ちのままずっと耐えているのかしら、と思うと、信奈は浅井家を無条件に許して再び同盟を結んでもいい、とさえ思えるようになっていた。近江おうみ一国をまるごと長政に与あたえてもいいとも。だが、宿敵の朝倉義よし景かげがいる限り、それは不可能な夢だった。

　思わず、信のぶ澄すみと長政、二人の気持ちを思って涙なみだがこぼれそうになった。

　恋をするとわたしは弱くなる。良晴に恋していなければ、本猫寺を一いつ気き呵か成せいに攻せめ立てることもためらわなかったはずなのに。でももうこの感情は止められない。失いたくもない、どれほど苦しくても、と信奈は月を見上げながらつぶやいていた。

　斎さい藤とう道どう三さんが生きていれば、こんな自分を[image: しつ]しつ咤たしてくれるのに、とも思った。

　平手のじい。蝮まむしの道三。桶おけ狭はざ間まで散った佐さ久く間ま大だい学がく。そして森もり可よし成なり。織田家の男武者たちは、次々と散っていった。その多くが、あたかも、信奈と織田家の姫武将たちを守るために自ら犠ぎ牲せいになったかのような散り方をした男たちだった。良晴もまた金かねヶが崎さきでしんがりを務めて、ほんとうならば命を散らしていたはずだった。そして今、その良晴は大おお坂さか本猫寺に命を賭けて乗り込んでいる──。

　しかし、そんな信奈の甘い感傷も、そこまでだった。

　かろうじて大坂本猫寺からの出寺を許されて京へ戻って来たフロイスが、本猫寺からの書状を携たずさえてきたのだった。

「本猫寺当主けんにょどのは和わ睦ぼくを求めておられますが、本猫寺は抗こう戦せん派が多数を占しめていまして、ヨシハルさんは人質として囚とらわれました。切腹まで、あと一日です」

　本来ならばヨシハルさんは即そく座ざに切腹させられるところを、当主けんにょどのとサイカマゴイチどのたち和平派の方々が押しとどめてくださいました、とフロイスが付け加えた。

「良晴が切腹!?　あと一日っ!?　そんな!?」

「織田軍への宣戦布告の鐘かねを鳴らしたものは、誰だかわからないのです。けんにょどのの意思ではありません。しかし、織田家有利な条件での和睦は、抗戦派の門徒たちが認めません。ですから、書状には厳しい条件が記されております」

「デアルカ。門徒たちの統制が取れていないのね。本猫寺のお家芸とも言えるわね……」

　信奈は、けんにょからの書状を広げて読んだ。

　良晴の切腹を取り消すための条件はひとつ。和睦のために、織田信奈自身が大坂本猫寺にて当主と直接会見すること。むろん、織田信奈自身が掟おきてに基づいて門徒となるか、あるいは試練の門を突とつ破ぱしなければならない。突破できなければその時点で和睦交こう渉しようは決けつ裂れつとなり、良晴は切腹となる。突破すれば、良晴の切腹は取り消しとなる。

　ふたつめ以後は、「両家の和睦」のための条件である。

　ふたつ。織田家が大坂に拠きよ点てんを築くために「本猫寺本山の大坂からの退去」をもくろんでいるという噂うわさがあるが、本猫寺は過去に何度も本山を焼き払はらわれており、門徒たちが現在の「水の要害」大坂を離れることを承知しない。故に当面、大坂に留まることを認めること。

　みっつ。伊い勢せ長島における本猫寺拠点の自治独立をも公認すること。

　よっつ。織田松まつ平だいら領内の三み河かわと山やま科しなに、本猫寺の寺町を造るための土地を寄進すること。

　なお、野田・福島に居座っている三み好よし勢については、和睦交渉の間は織田方に手出しをさせないことを保証する。ただし交こう渉しようが決裂すれば、その限りではない。

「むむむ。大坂・伊勢長島にくわえて三河と山科に新たな本猫寺の拠点を与えては、織田家領内に本猫寺の独立王国の正式な建国を認めるようなものです。姫ひめとけんにょが、同格の『天下人』として同じ国に二人して並び立つことになってしまいます……五点です」

　丹に羽わ長なが秀ひでの表情は、苦渋に満みちていた。

「でもさ長秀！　放っておけば、サルはあと一日で腹を切らされるんだろう？　細かいことは後だよ、今はサルを救いに行かなければっ！　姫さま、この柴しば田た勝かつ家いえがおともいたします！　試練の門とやらは、あたしが破は壊かいしますっ！　きえーっ！」

　柴田勝家は、「切腹なんてさせられたら、サルをお仕置きできなくなるじゃないか！」と暴れる気まんまん。

「いずれ、堺さかいと並ぶ貿易都市・大坂の地を手に入れて、瀬せ戸と内うちの制海権を握にぎり西国平定のための拠点となす。これが信奈さまご自身が構想されていた計画と推察いたしますわ。敵方の何者かにその戦略を読まれ、本猫寺門徒たちに噂を流されたのでしょう。門徒の中に、朝倉義景や六ろつ角かく、三好と通じている連中が紛まぎれ込んで、織田家と本猫寺を戦わせようと画策しているのですわ」

　と、松まつ永なが久ひさ秀ひで。

「……良晴を、救いに行く。あむあむ」

　犬いぬ千ち代よはすでに朱しゆ槍やりを担かついで、立ち上がっていた。ういろうを口いっぱいにほおばっているのは、本猫寺門を突破する途と中ちゆうで腹を減らすと力が出ないからだ。

　そして明あけ智ち光秀は、

「むきいい！　仮にも和睦の使者を人質に取るとは、許せません！　どうせこうなると思っていましたが、先せん輩ぱいはほんとうに命知らずにもほどがありますう！　信奈さま！　すでに、伊勢の滝たき川がわ一かず益ますどのを召しよう喚かんして、海路より大坂へと向かわせております！　もしも相良さがら先輩を救出できなければその時は海路を封ふう鎖さして大坂本猫寺を兵ひよう糧ろう攻ぜめとし、門徒たちを徹てつ底てい的てきに飢うえさせ、弱ったところに火を放って片っ端ぱしから焼き殺すです！　十兵衛は！　先輩を害する者を絶対に許しませんっ！　先輩が死んだら伊勢長島も北陸の門徒も討とう伐ばつです、根切りです！　たとえ敵が何万人いようが、一人残らず根絶してしまえば消えていなくなりますっ！」

　良晴を案ずるあまり前後不覚になるほどに激高し、十年戦争にまっしぐらな鬼おにの献けん策さくを唱えはじめたのだった。

　この時の光秀の凄すさまじい形相と、松永久秀すら青ざめるような鬼き畜ちくの献策を聞いたフロイスが、後にこっそり「明智光秀どのは密会を好み、刑けいを科するに残ざん酷こくな独裁者で、戦争においては謀ぼう略りやくを得意とし、人を欺あざむくための七十二の方法を体得したと吹ふい聴ちようしていた……」とこてんぱんに書き残したことは言うまでもない。ちなみに「密会」とは相良良晴のもとになにかと理由をつけては押しかけたがる光秀の癖くせを言い表している。「人を欺く七十二の方法」とは、光秀が習得している迷めい惑わくな特技「人をおちょくる七十二の方法」のことであろう。

「ちょっと十兵衛!?　いくら良晴を殺されそうになっているからって、そんな無茶をやっちゃダメよ！　なに。なんなの。あんた、サルの命は日ノ本より重い！　っていうくらい好きなわけ？　サルが他の女と祝言をあげたら襲しゆう撃げきしかねない剣けん幕まくじゃないの!?」

「ええっ？　ちちち違います信奈さまっ!?　そうではありません、十兵衛はただ先輩があまりにも憐あわれっちいので思わず同情してやっているだけです！　この美しくてかしこくて高貴な十兵衛と祝言をあげられずに切腹だなんてことになったら、先輩は千年の祟たたり神になってしまいますう。そもそも本来でしたら、ここは信奈さまが激げき怒どして大坂を焼き討うちにすると言いだすべき場面ですう！」

「わたしだってはらわたが煮にえくりかえっているけれど、それじゃわたしはほんものの第だい六ろく天てん魔ま王おうになっちゃうじゃない！　良晴の思いを無む駄だにしたくはないわ。大坂本猫寺をたとえ焼き払ったとしても、本猫寺ときちんと和睦しない限り地下に潜せん伏ぷくした門徒の抵てい抗こうはますます激しくなるばかりよ。切れる前に、冷静になって考え直しなさい、十兵衛」

　うう。短たん慮りよでした、申し訳ありません、と光秀が涙目になって頭を下げた。

　一方の信奈は、口では主君らしく立派な言葉で光秀を諫いさめていたが、内心では（十兵衛って恋のためならばここまで暴走できる性格だったのね。意外だわ。これからはもっと気をつけないと、この強引さでいずれ良晴を奪うばい取られちゃうかも……孫まご市いちよりも十兵衛のほうが厄やつ介かいだわ）と違うことを考えている。天下布武と恋の両立は、まことに難しい。

「……ののの信奈さま。実はすでに私がこうして援えん軍ぐんに出で払はらった直後に、私の領国・三河では一いつ揆きがはじまってしまいまして、親友の本ほん多だ正まさ信のぶさんをはじめ家臣団の半分が一揆側に……このままではもう三河に帰れません～」

　不幸を絵に描かいたような松平元もと康やす、このたび信奈に呼ばれて急きゆう遽きよ近江へ援軍に駆かり出されたことがさらなる不幸を呼び、留守中に本国・三河の家臣団が元康派（主君への忠誠を取ったものたち）と本猫寺派（信しん仰こうを取ったものたち）とに真っ二つ。もともと松平家の侍さむらいは、松平家にならった「たぬき信仰派」と本猫寺門徒つまり「お猫さま信仰派」に分かれていた。その対立が、この騒そう動どうによって表面化してしまったのだ。

　このまま信奈と本猫寺との和睦が不成立に終われば、元康は三河を失しつ陥かんして、信奈のもとで今いま川がわ義よし元もと同様に居候いそうろうの食しよつ客かくとなってしまうは必定であった。

　元康に凶きよう報ほうを知らせるために駆けつけてきた服部はつとり半はん蔵ぞうが「本多忠ただ勝かつが残り少ないたぬき派をまとめて抗戦してくれているので、いましばらくは保もつと思われます。だが無骨者しかいない松平家でただ一人の智ち恵え袋ぶくろ・本多正信が猫を裏切れずにあちらについたのが痛い」と頭を抱かかえている。

　本多忠勝と本多正信。いずれも同族であるが、忠勝は武辺一いつ辺ぺん倒とうの忠義者。正信は陣じん中ちゆうで策さく謀ぼうを練る知ち恵え者。もともと相あい容いれない二人だった。それがたぬき派と猫派に分かれた今、両者の和解はもはやありえない。

「猫とかたぬきとか、三河って草深いよなあ長秀」

「もしも三河が本猫寺一揆衆に制圧されれば、八はつ丁ちようみそが尾お張わりに入ってこなくなり、勝家どのは飢え死じにです。三点」

「たっ……たいへんだあああああ!?　姫さま！　あらゆる譲じよう歩ほをして、和睦しましょうっ！　八丁みその輸出を決して差し止めないでほしい、これだけを懇こん願がんいたしましょう！」

　そうはいかないわ、と「がるるる！　こうしているうちにも先輩の命の終わりが刻一刻と……やっぱり我が慢まんならないです！　たとえ大坂本猫寺が千年籠ろう城じようしても必ずや陥かん落らくさせねばなりませんっ」と吼ほえる光秀の頭を撫なでながら、信奈が悩なやましげにため息をついた。

「いずれ本猫寺の総本山を移転させ、大坂の地を織田家が手に入れて、拠点とする。これは西国を押さえるために不可欠な戦略なの。信仰の自由は保障する。ただし、叡山に要求したのと同様に、各地における一揆勢を武装解除させることと、大坂からの本山移転。この二つがこちらの和睦条件よ」

「畿き内ないには、大坂以上に守りやすい堅けん固ごな地はございません、姫。その上、武装を解除させれば本猫寺門徒は丸まる裸はだかに。本猫寺がこれまでに辿たどった過去の経けい緯いを考えますれば、けんにょは決して飲みません、零れい点てんです」

「けんにょ自身が開戦を決めたのではないのですから、可能性はないとは言えませんわ。ですが、抗戦を唱える多数派の門徒たちを納得させることは難しいですわね」

　信奈も、本心では良晴を人質にした本猫寺に激怒している。大坂を総そう攻ぜめにしたいが、それでは良晴が殺されてしまうし、目の前の朝倉軍に追つい撃げきされて一揆勢との間で挟きよう撃げきされるだろう。故ゆえに、合戦はできない。だが本猫寺の条件を飲めば、天下布武を半ばあきらめたも同然である。自国内に本猫寺の国を建国させることになってしまう。武家の王権と、本猫寺の神権が、ともに武力を抱えた形で並立してしまうのだ。それでは、天下を平定するどころか、かえって南北朝のような騒そう乱らんを半永久的に日ノ本にもたらす結果となってしまうだろう。

　むろん、信奈が本猫寺門徒となって試練を受けずに門を潜くぐるという選せん択たく肢しは、論外だ。それでは、信奈は本猫寺の家臣ということになってしまう。織田家そのものが、本猫寺の下部組織として組み込まれてしまうのだ。それではけんにょを、ヨーロッパで言うところの「教皇」にしてしまうも同然だった。

「ヨーロッパでは、王権と武力は皇こう帝ていと王に。神権は教皇に、とお互たがいの持ち場を完全に分割することで、かろうじて西ローマ帝てい国こく滅めつ亡ぼう後の大混乱した社会をそれなりにまとめ、暗黒時代を脱だつして秩ちつ序じよを回復できました。あくまでも参考ですが、ノブナさま」

「フロイス。わたしの考えも、それに近いわ。ただし、わたしが日ノ本再統一のために掲かかげようとしている神権者は、やまと御ご所しよよ。本猫寺は、武力を持って戦いすぎた。もちろん、この国は武家が失策を犯したために混乱したのだから、今後織田家とどれほど対立しても、民たみのための信仰組織としての本猫寺の存続は認めるわ。しかしそれはあくまでも」

「民の魂たましいを癒いやすための場として、の本猫寺ですね。ヨーロッパで言うところの教会のような。それも、十字軍のような戦争を煽あおることのない、純じゆん粋すいな宗教の場としての」

「その通りよ。一揆という巨きよ大だい武力を動かせる本猫寺当主を、『教皇』にしてはならない」

　だがそもそも、自ら和わ睦ぼくへ向かうとして、試練の門というものを突破して大坂本猫寺に入寺できるのかどうか。入寺できたとして、和睦を果たして良晴を取り戻もどし、ともに生きて戻れるのか。けんにょが二人を守ろうとしても、暴動が起きれば──。

　一同が「どうしましょう」「どうする？」と騒そう然ぜんとする中、子馬に乗ってゆらゆらひょこひょことただ一人であらわれた、影かげの薄うすい仙せん人にんめいた少女がいた。

「話はすべて伺うかがいました。良晴さんを救い出すために、そして浅井朝倉さまと本猫寺・三好さまに前後を挟撃されている織田家の窮きゆう地ちを打開するために、献策いたします」

　小お谷だに城じようからの猛もう攻こうを阻そ止しして虎とら御ご前ぜ山やまを守りぬいた竹たけ中なか半はん兵べ衛えである。

　その少女の背後には、護衛役として五ご右衛え門もんが侍はべっていた。

「ただ今、虎御前山は津つ田だ信澄さんが防いでくださっています。浅井長政さまは信澄さんを討つにしのびず、一週間ほどでしたら保もちます。ただし、朝倉軍を堅かた田たに縛しばり付けておければ、の話ですが。二万の朝倉軍が小谷城へ後ご詰づめすれば、虎御前山は保ちません」

　心なしか少しやつれて見えるのは、虎御前山からの強行軍で疲つかれているのだろう。

　信奈はういろうを差しだして、半兵衛をねぎらった。

「半兵衛。聞いての通りよ。明日には摂せつ津つ入りして、大坂本猫寺へ入らなければならないの。いい知恵はある？」

「大坂に籠こもる門徒は女の子が多いです。門徒を刺し激げきせぬよう、信奈さまとわたしたち家臣団は姫ひめ武将を中心に、少数で大坂へ向かいましょう。わたし自身も信奈さまに同行して、なんとしても門を突とつ破ぱします。京には、織田軍の全兵力をこのまま残し、堅田の朝倉軍を釘くぎ付づけにします。森可成さまがご健在ならばあのお方に預けられたのですが……安あん藤どうのおじさまをはじめとする美み濃の三人衆さんたちにお任せしましょう。その下に、六角家より織田に帰順した蒲生がもう家をはじめとする近江おうみ衆をつけることで、地の利も押さえられます」

「戦いくさ慣れしているわたくしか、あるいは剛ごう勇ゆうの柴田勝家どのが京に残ったほうがよいのではないかしら？」

　久秀が提案したが、半兵衛は「本猫寺では、門徒の暴発をなによりも恐おそれねばなりません。織田家の名だたる重臣格の姫武将を全員大坂へ集めることで、京の兵を割さいて大坂を奇き襲しゆうする意図がこちらにないことを示すことが肝かん要ようです」と首を縦に振ふらなかった。

　安藤伊い賀がの守かみか。半兵衛にとっては育ての父親に等しい恩人だけど、日和ひより見みが好きな男だからどうも信用ならないなあ。安藤が裏切ったら織田家は滅めつ亡ぼうだぞ？　そもそも朝倉義景が、姫さまが大坂へ消えた隙すきをつかずに黙だまって座しているとは思えない、と勝家がいぶかしんだが、半兵衛は胸を張って答えていた。

「だいじょうぶです。このわたしが織田陣じん営えいにお仕えするかぎり、おじさまは織田家に忠節を尽つくしてくださいます。それに、大坂でわたしに万一のことがありましても、あるいは堅田の戦線が苦境に陥おちいったとしても、三人衆のうちのお二人、頑がん固こ者の稲いな葉ば一いつ鉄てつさまと氏うじ家いえ卜ぼく全ぜんさまがおられます。お二人は道三さまの遺志を継つがれた信奈さまに殉じゆんじるお覚かく悟ごです。くすんくすん」




　　　　※




　信奈と、久秀・勝家・長秀をはじめとする織田家姫武将の名だたる面々が、摂津の大坂本猫寺の門前へと到とう着ちやくしたのは、その日の午後のことだった。一揆で家臣団が分ぶん裂れつして本国三河が惨さん憺たんたる状じよう況きようになっている元康も、「良晴さんをお救いしなければ」と半蔵に護衛されながら同行している。律りち儀ぎにもほどがあった。また、利り休きゆうも「会見の場で茶に毒を盛られてはたいへん」という理由で、信奈を追ってきていた。利休は茶の湯と錬れん金きん術じゆつに精通している。茶に毒物が混入されていれば、見切ることができる。けんにょと信奈が顔を合わせた場で、自ら茶を点たてるつもりらしい。

　本猫寺が通達していた「良晴切腹」の刻限には、どうにか間に合った。

「よく来たぬこ。門徒ではないお前たちには入寺のための試練を与あたえるぬこ。二つの門のうち、好きな門を選ぶぬこ」

　きょうにょが、大勢の抗こう戦せん派門徒たちに囲まれながら二つの門の前に屹きつ立りつしていた。

「良晴は無事なのっ!?」

「お前を大坂へ呼び出すための大切な身み柄がらだぬこ。無事だぬこ。ただし、門を突破できなければ、その時は良晴は切腹することになるぬこ」

「ぐぬぬ。真ま面じ目めな交こう渉しようをしている最中にその猫ねこ語ご尾び、イラッと来るんでやめてよね！」

「猫語尾言葉を、本猫寺一族の者はできる限り使わねばならない決まりだぬこ」

「ぐぬぬぬぬ。な～にがお猫さまよ！　琉りゆう球きゆう三じや味み線せんの皮の材料のくせにっ！」

　門徒たちが「しゃ、三味線っ？」「やっぱり魔ま王おうよ！」「大坂を焼き討ちにきたんだわ！」「れんにょさまの予言は当たったんだわ！」と怯おびえはじめ、手にした竹たけ槍やりをいっせいに天へと掲げた。

　信奈さまお怒いかりを抑えてくださいくすんくすん、と半兵衛が信奈の袖そでを引いた。

「『笑わせる門』と『笑わない門』、どちらを選ぶぬこ？　『笑わせる門』は過去にいちども開いたことがない、開かずの門だぬこ。相良良晴も失敗したぬこ。『笑わない門』は、過去に何人もの突破者がいる難易度の低い門だぬこ」

「門の名前だけじゃ、よくわからないわ。どういう決まり事になっているわけ？」

「『笑わせる門』は、門徒たちを爆ばく笑しようさせることでその歓かん声せいが引き金となって、門が開く仕し掛かけぬこ。ただし開いたことはないぬこ。『笑わない門』は、すでに開いているぬこ。門を潜り寺の内部へ到とう達たつするまでの長い廊ろう下かに、五つの『芸の罠わな』が待ち構えているぬこ。笑うたびに、罰ばつ則そくが加えられるぬこ。笑った数が一定数を超こえれば試練に失敗とみなすぬこ。無事に五つの罠を突破できれば、入寺を認められるぬこ」

　さらに、きょうにょは、れんにょの二つの「予言」についても解説した。

　勝家と光秀が、

「こりゃいいことを聞いたぞ！　『笑わせる門』さえ開ければ大勝利じゃないですか姫さま！　本猫寺の怨おん敵てきのわれらが、一転して大坂の救世主扱あつかいですよ！」

「この十兵衛にお任せあれ！　実は流る浪ろう時代に、人をおちょくるために漫まん才ざい芸も会え得とくしていたのですう！　笑いの天才・十兵衛の流れるような語りで、門徒どもを笑いの渦うずへ！」

　と楽観的すぎることを言いだしたが、現実主義者の信奈は「はあ？　予言なんてわたしは信じないわ。本猫寺を一代で巨大組織に成長させた八世れんにょも晩年には惚ぼけていたんじゃない？　『笑わせる門』って実はただ単に封ふうじられて絶対に開かない門なのよ、存在じたいが罠なのよ罠。良晴や十兵衛みたいな厚かましい性格の使者を失格にするためのね。そうに違ちがいないわ。現に良晴は捕つかまっちゃってるじゃない」と二人の提案を退けた。

「しかも数々なされてきた滅ほろびの予言はぜんぶ、口伝なんですって？　ほんとうにそんな根も葉もない予言に振り回されて、織田家との合戦を決めたわけ？　迷信深いにも程があるわ。これだから寺って嫌きらいなのよね！」

「さりとて門を爆ばく破はすれば、かんじんの秘宝が焼けてしまいますわ。仮に秘宝など実在しなくても、門徒は『秘宝を焼いた』と激げき怒どいたしましょう。困りましたわね」

　と、地じ雷らいをすでに準備しはじめていた久秀がため息をついた。

　半兵衛が「『笑わせる門』はおそらく、空間に響ひびく音の大きさとその性質……良晴さんから教わった未来語で言えば『周波数』を検知する仕掛けが施ほどこされていて、そうとうの歓声を起こさなければ開かないのでしょう。漫才でわき上がる笑い声は、周波数が微び妙みように合わないのかと思われます。成功例がないということは、避さけたほうが無難です」と信奈に具ぐ申しんした。

「そうね。良晴の命がかかっているんですもの。万が一にも失敗は許されない。『笑わない門』を選ぶわ！　要は、笑わずに出口まで歩き通せばいいんでしょう？」

「こちらのほうが簡単なのはたしかです。だいいち相良先せん輩ぱいの命がかかっているのに、笑うわけがないですう」

「姫は、みっちーが心配じゃのう。箸はしが転がっても笑うゲラじゃからの」

「みっちー言うなです！　滝川どのこそ、ころころと笑いそうですが、だいじょうぶなのですか？　いくら子供でも、笑ったらただではおかないですよ！」

「くすくす。姫は笑い上じよう戸ごじゃが、これでも元は忍しのびじゃ。よっしーが困っている顔も見てみたいが、任せよ」

「……笑わないことには、自信がある……」

　滝川一益と前まえ田だ犬千代が、参戦を決めた。

「何人まで参戦できるわけ？　きょうにょ？」

「何人でも、好きなだけ参戦すればいいぬこ。笑わせようとする罠が襲おそってくるだけで、参戦者が死ぬような危険はないぬこ。試練に破れた時に死ぬのは良晴だけだぬこ」

「姫さま。絶対、人数が多いほうが勝ち残れる確率があがりますよっ！」

「くすん。明智さまは早々に脱だつ落らくされると思いますので、残りは笑わなそうな方を選びましょう。前ぜん鬼きさんを召しよう喚かんします。えいっ」

「こーん！　前鬼見参！　笑わねばよいのだな？　平安王朝の昔と今の世では、笑いの感性も違っておろう。俺に任せておけ」

　そこの狐きつね。すでに含ふくみ笑いをしているぬこ、その笑みも笑顔に数えるぬこ、ときょうにょがめざとく前鬼に注意を投げかけ、前鬼は「やれやれ」とまた苦笑した。だいじょうぶかしら、と信奈が眉まゆをひそめる。

「わわわ私と半蔵さんも参加します～！　我が慢まんなら、任せてください～。三河の惨さん状じようを思うだけで目め眩まいが……絶対に、笑いたくても笑えません～」

「……いかにも女子供が好きそうな勝負だが、俺に向いているとも言えるな。この冷れい酷こく非情な俺が笑うようなことは、まずあるまい」

　長秀が「私は常に笑っていますが、ここは真顔で参りましょう。採点癖へきを生きがいとする私は、他人の芸には厳しいのです。自信のほどは九十点です」とうなずき、松永久秀も「本猫寺は三好長なが慶よしさまのお父上を切腹させた仇きゆう敵てき。今また相良良晴を切腹させようとしていると思うと、笑いたくても笑えませんわね」と参戦を決めた。

　利休は「……り、きゅ（お茶会のために来たので勝負事は遠えん慮りよする）」とカン高いアニメ声をあげて参加を辞退したので、参加者は総勢十一人。利休の声を聞いた光秀がさっそく「ぷっ」と吹ふきだして、利休がむくれ、信奈は（十兵衛は早々に脱落ね）と確信した。

「利休は無口なくせに、意外とツボに入ると笑い上戸なのよ。そもそも利休の声を聞くだけで十兵衛が笑っちゃうし……たしかに、参加しないほうがいいかもね」

「笑わなそうといえば、五右衛門さんがいないですね？　あのお方でしたら無言の行を貫つらぬき通してくださりそうですのに、くすんくすん」

「ほんとうね。どこへ行っちゃったのかしら？」

　信奈たちはこの時点ですでに、きょうにょの罠に落ちていたのだ。

　信奈たちの参加人数が十一人で確定した後になって、きょうにょが、詳しよう細さいな決まり事を教えはじめた──。

「芸の罠は全部で五つ。一人何度笑っても、失格にはならないぬこ」

「えっ？　笑った数が一定数を超えると、失格なんでしょ？」

「参加者は、笑うだけでは決して失格にはならないぬこ。ただし。一人がいちど笑うごとに、人ひと質じち・相良良晴の『命の蠟ろう燭そく』が一本ずつ消されていくぬこ。全部で二十本。すべて消えたら、全員が失格に。寺から追放。姉上と織田信奈の和睦会議はお流れ。そして、良晴は切腹だぬこ」

　死ぬのは良晴だけだぬこ。なにも噓うそはついていないぬこ、お前たちが先に決まり事の詳細を質問すればよかったぬこ、ときょうにょは無表情なまま言い放った。

　ギャー！　十一人は多すぎるですう！　十兵衛一人だけが参加すればよかったですう、騙だまされたですううううう！　と光秀が頭を抱かかえ、半兵衛が「『笑わせる門』の仕組みを考えることに気を取られてしまいました。くすんくすん」と泣いた。

　きょうにょめ。さすがは本猫寺の門番だわ。練りに練られてある……と信奈は嘆たん息そくした。

「デアルカ。少人数で大坂へ来たのが幸いだったようね。総勢十一人参加で、合計二十回笑ったら良晴は切腹……仕掛けられた芸の罠の数は五回。だったら、一人一回ずつまでなら笑ってもだいじょうぶだから、なんとかなるわよ！」

「そうですよ姫さま！　笑ったら、サルの命の蠟燭を消しちゃうんでしょう？　どんな芸を見せられたって、こっちは敵地で緊きん張ちようしきっているんだから笑えるわけがないですよ！」

　勝家は相変わらず楽観的だったが、きょうにょの罠は巧こう妙みようなのである。

（本猫寺は笑いによって人を救う教義を掲かかげてきた宗門だぬこ。持ち芸は、鉄てつ砲ぽう漫まん才ざいだけではないぬこ。そもそも、ネタはなんでもいいんだぬこ。笑いとは緊張感とその緊張が解放された瞬しゆん間かんの『間』に生じる生理現象だぬこ。極度に緊張させて、不意をついてその緊張感を突つき崩くずした時に、人は笑いを漏もらしてしまうものだぬこ。良晴の命の蠟燭もまた、織田信奈たちを緊張させるための罠だぬこ）

　ここに、信奈たちの「絶対に笑ってはいけない」戦いがはじまった。

　幾いく多たの使者を笑わせて追い払はらってきたきょうにょがさっそく、先手を打った。

　人質になっているはずの相良良晴自身が、信奈たちの前に、




「みんなー。俺が、案内役の相良良晴だー。これから、お前たちを案内するー」




と、まるでやる気のない台詞せりふを口にしながら、のこのこと現れたのだ。その平へい坦たんな口調は、未来の某ぼう年ねん末まつバラエティ番組の案内人を務めている元マネージャーのようだった。

「ちょっと良晴？　なんであんたが案内人？　裏切ったのっ？」

「そのへたくそな棒読みの台詞はなんなんですか先輩！　吹きだしそうになるからやめるです！」

「ごめんー。俺も、きょうにょの指示通りにこの試練に案内人として参加しないといけないんだー。断ったら切腹なんだー。きょうにょは、なにがなんでも俺を切腹させて信奈と本猫寺を戦わせるつもりらしいんだー」

　きょうにょは（切腹がかかっている良晴がこうして不意に顔を出した上に緊張感がまるでない口調でしゃべることで、みなの緊張がとけて笑ってしまう隙すきが生じるぬこ）とうなずいている。

「まあ生きていることが確認できたんだから、いいとするわ。ずっとあんたが心配で胃が痛かったけれど、これで気が楽になったしね。それじゃ門を案内してちょうだい良晴」

「その前に、お前らには着き替がえてもらうー。前鬼と半蔵はそのままの姿でいいぞー。ただし女の子はー。姫ひめ武将姿ではー、入寺は認められないんだー。だからー、猫ねこ尼に僧そうの恰かつ好こうに着替えるんだー」

「ぷっ！　だから先輩、そのへたくそな棒読みはやめるです！　ギャー、笑ってしまったです？　先輩の命の蠟燭がっ？」

　まだ門に入ってないから数えないぬこ、ときょうにょが言った。

　信奈たちは幔まん幕まく一枚を隔へだてただけの中で着替えさせられた。それだけでも屈くつ辱じよくだったが、着替え終えた「猫尼僧」の衣装が、間ま違ちがっていた。

　猫耳と猫ねこ尻尾しつぽはわかるのだが、まるで飼かい猫のように鈴すずがついた首輪のオプションを与あたえられた姫武将もいたし、全員が南なん蛮ばん風の見たこともない奇き妙みような衣服を着せられていた。それぞれ、良晴の筆によって背中に服の名が書かれてある。信奈や半兵衛、長秀、勝家たち多くの姫武将は「冥めい土ど服」すなわち現代日本でいうところのメイド服を着せられていた。

「ちょ。なによこれええ？　いやらしい！　身体からだにぴっちりできつきつだし、胸元が丸見えじゃないのっ!?　誰だれがこんな変態みたいな衣装を考えたのよっ？」

「ふとももにきゅっと張り付いてくる、この黒くてやたらに長い〝靴くつ下した〟はもしかして未来の衣装なのでは……くすんくすん」

「わ、私は姫のお姉さん役という清潔感溢あふれる立ち位置ですのに……まだ嫁とついでもいないのに、このような胸の谷間が丸見えになるあられもない姿は……十点です」

「あたしなんておへそ丸出しだし、〝すかあと〟の丈たけも短いし、ほとんど裸はだか同然じゃないか！　サルうう！　お前だな！　お前がこの卑ひ猥わいな衣装を自分でこしらえたんだなっ！」
















「そうだー。どうせ今日切腹することになるんだから、冥土の土産みやげに姫武将たちに着せたかった衣装を作らせてやる、ときょうにょにそそのかされ……いや、強要されたんだー。冥土の土産……メイド服……本猫寺……猫耳メイド……これだあああ！　と俺は閃ひらめいたんだあっ！　いやあ、眼福眼福。特に勝家のそびえたつおっぱいが最高！　どうだみんな、現代秋葉原が生んだ究極のコスプレ衣装・猫耳メイドさん姿に無理矢理着せ替かえられた気分は？　姫武将の誇ほこりは台無し。恥はずかしくて、笑うどころか泣きたくなっただろう？　羞しゆう恥ちプレイを与えることで涙なみだ目めにさせて笑顔を奪うばうという、俺の神がかりの知ち謀ぼうに驚おどろき感謝しろよ？」

　興奮のあまり、命じておいた棒読み口調を忘れているけれど、ここから先は素の相良良晴のほうがむしろ織田信奈たちの緊張感がいよいよ失せるのでこれでいいぬこ、ときょうにょ。

「誰が感謝するかっての、このエロザル！」

「ふざけるなですサル人間ッ、命の蠟燭が消えかかっているからって居直って本性を発揮しすぎです！」

「良晴さん。途と中ちゆうから、台本関係なしに自分の本音をぺらぺら喋しやべっています。くすんくすん」

「……どうして犬千代が、不ふ俱ぐ戴たい天てんの猫の耳を……？　どうぶつ的に、許せない」

「くくく屈辱ですっ！　松平家伝統のたぬ耳のかぶり物を返してください～！　猫耳姿なんて恥ずかしくて、生きていけません～！」

「姫に似合っていてとってもかわいいけど、みんなでよっしーを蹴けり倒たおすこの流れに乗っておくのじゃ♪」

「ギャー！　なんで俺を袋ふくろだたきにするんだよっ？　暴力反対！　ああでもみんなに激げき怒どされているうちは笑われないから俺はまだ生きていられるのかっ？」

「相良良晴？　わたくしの実じつ年ねん齢れいを知っていて、このような恰好をさせているのですかあなたはっ？　久しぶりですわ、わたくしを本気で怒おこらせたおバカさんは！」

「えええ？　久秀さんは妙みような薬を飲んで若さを保っていて、いつも露ろ出しゆつ度どが高いじゃないかー！」

「この〝体操服〟と〝ぶるまあ〟のことを言っているのですわっ！」

「いやあ。ぴちぴちのブルマーと実年齢とのギャップが……ふぎゃっ!?」

　クールな二人の男コンビ、前鬼と半蔵が「猫ねこ憑つきに扮ふんした娘むすめの姿のなにがいいのかわからぬ。後ご鬼きの狼おおかみ耳姿とたいして変わらんぞ。しかし、未来の女によ人にんの衣装はずいぶんと露ろ出しゆつが多くて風流ではないな」「まったくだ。未来人の男の感性にはついていけん。陰いん影えいの美というものをわきまえておらん。二十一世紀の日ノ本は、ほんとうにだいじょうぶなのか……？」と呆あきれ顔がお。さすがにこの二人は優ゆう秀しゆうな戦力だ、絶対に笑うまい、と良晴は思った。参加者は十一名だが、犬千代も笑わないだろうから、実質八名と考えていいだろう。

　しかし、きょうにょは勝利を確信している。

（ふ、ふ、ふ。九人の姫武将はすっかり緊張感が解とけて、命の蠟燭のことも半ば忘れ去っているぬこ。良晴の脳天気ぶりにすっかり引きずられているぬこ。良晴はみなを恥ずかしがらせれば笑えまいと知ち恵えを絞しぼったつもりだぬこが、裏目に出ているぬこ。織田信奈破れたり、だぬこ。姉上とは決して会わせないぬこ）




「絶対に笑ってはいけない織田信奈と家臣団の本猫寺修行五番勝負、はじまりだぬこ」




　ついに信奈たち十一人の参戦者プラス良晴は、「笑わない門」を潜くぐり、薄うす暗ぐらくそして広い廊ろう下かを進みはじめた。本猫寺の財力を費ついやして建設された廊下はかなり長く、また内部で曲がりくねっていて、出口は見えない。

　案内役の良晴が、信奈たちを先導する。




「みんな、ここからは気を引き締しめていこう。きょうにょは全然笑わない子なんだけれど、人を笑わせる術に関しては長たけている。廊下を渡わたりきって出口である庭園へ到とう達たつするまでは、もう笑っちゃダメだぜ。この廊下内は、あちこちに開いた覗のぞき穴から見張られている。四方から監かん視しの目が光っているんだ」

「げげ。ほんとですか先せん輩ぱい？　男に見られていたら最悪の恰好ですう！」

「監視役は女の子門徒ばかりだから、だいじょうぶだよ。ただ、くすりとでも笑ったら、即そく座ざに発見されて俺の命の蠟ろう燭そくを消されちまう」

「元気を出せ、サル！　二十本もあるんだからへーき、へーき！」

「蠟燭の数は最初、俺の年ねん齢れいに合わせようって話だったんだ。孫市姉さんや五ご虎こ大だい将しよう軍ぐんがきょうにょにかけあってくれて、おまけで二十に増やしてもらえたんだ。和平派の門徒たちは、俺と信奈を応おう援えんしてくれている。もっとも、噂うわさになっている『大坂からの退去』という和わ睦ぼく条件については、誰も承知していねえけどな」

「くすんくすん。薄暗くて、先がよく見えません。怖こわいです、前鬼さん」

「たとえ驚かされて叫さけんでしまっても、笑ったことにはなりませぬ。だいじょうぶです、わが主あるじ。むしろ、ずっと泣いていてください」

「ううう。それはそれで辛つらいです、くすんくすん」




　さっそく、第一の罠わなが、来た。

　廊下の壁かべに、「本猫寺代々の当主」の肖しよう像ぞう画がが飾かざられていた。

　その肖像画がどれも華か麗れいで豪ごう華かだったので、信奈たち姫武将は思わず吸い寄せられていた。

「ずいぶんと豪華ね。狩野かのう派の一流の絵師に描えがかせている。ほんとうに金銀が有り余っているんだわ」

「うわあ。歴代の当主が、みんな猫耳ですう！」

「できばえは七十五点です。八世から飾られているようですね。どれどれ」

　案内人の良晴が、肖像画に添そえられている歴代当主解説を順番に読みはじめた。

「本猫寺中興の祖・八世れんにょ。乱世に、猫を本尊としてさまよえる民たみを救う笑いの公く界がいを造ろうと志し、既き存そんの権力に抗あらがい続けた」

　けっこう短気そうだけど、わっかーい！　むむむ享きよう年ねん九十とありますが十歳にしか見えません。こんなに若さを保てるのでしたら十兵衛も門徒になっちゃいそうですう！　みっちー、今からじゃ〝猫憑き〟になるのは無理じゃぞ？　と信奈たちが口々に言いたい放題感想を述べる。

「慈じ悲ひ深ぶかき先々代・九世じつにょ。門徒と武家との協調路線を進め、北陸の一いつ揆きを止めようと奔ほん走そうした」

　先々代は一転して優しそうな顔をしているわね。各御ご坊ぼうの炎えん上じようの予言を防ぐべく、当時の管かん領れい・細ほそ川かわ家との友好関係を築こうと苦労していた方ですわ、反旗を翻ひるがえした門徒たちによって山やま科しなを追われたこともありますのよ。じつにょさんがそれでもなお根気強く本猫寺の体制を整備したことで、宗門は四し分ぶん五ご裂れつを免まぬかれて今日の隆りゆう盛せいに至ったんですね、くすんくすん。……おなかすいた、猫だいすき。次がいよいよ先代の肖像画だなっ！　えーと、誰だっけ？　眼鏡めがねを拭ふかないと曇くもってよく見えません～、拭き拭き。




「鳥人間・十世ジュウシマツ和尚おしよう。猫に食べられて急没」




「あーはははは！　鳥が、鳥が猫寺の住職に！　門徒に、餌えさと間違えられて食べられちゃってるですう！　あははははは！」

　不意を突つかれた光秀がはじけるように爆ばく笑しようし、さらに丁てい寧ねいにツッコミまで入れたために、信奈までもが思わず釣つられて吹ふきだしてしまっていた。

「……ぷぷっ！　って、待ちなさいよ十兵衛！　なによなんなのよっ？　わたしまで道連れにして一緒に笑わせてどうするのよっ！　一人で笑って、一人で責任取って切腹しなさいよっ！」

「すみませんすみません、だって、猫寺の住職が鳥って……鳥……猫に食べられて急没……あーははははは！」

「ヒエ～ッ！　被かぶせないでくれっ十兵衛ちゃん！　笑いってのは空気感染するんだ！　あーっ、一益ちゃんたちにまで誘ゆう爆ばくするっ！」

「ぷっ……くすくすくす、けらけらけら！　すまぬの、よっしー！　くすくすくす！」

「ぷぷっ！　はわわ、うっかり笑ってしまいましたあ～!?」

「元康まで!?　みんなーっ！　落ち着け、これ以上誘爆させちゃダメだーっ！　ここで止まれーっ！」

「……うひっ。うひひひひっ」

「ちょ。おま。犬千代、なんだその不気味な笑い声はーっ!?」

「……犬千代の秘密が、良晴にバレてしまった……」

　ツボに入ったのか、それとも生まれながらの笑い上じよう戸ごなのか。いまだ笑い声が止まらない光秀を皮切りに、総勢四人の姫ひめ武将に誘爆したところで。




「ででーん」




　廊下内にどこからともなく銅ど鑼らが鳴り響ひびき、




「織田信奈、明智光秀、滝川一益、松平元康、前田犬千代、亜あ羽う都と～」




　どどどどど。

　五虎大将軍がそれぞれ、手に「尻しり叩たたき」ことハリセンを握にぎりしめて、壁に仕し掛かけられた隠かくし扉とびらからいきなり飛び出してきた。

「笑った人は、お尻を一発叩かれるんですよお！」

「ヨシハルくんの命の蠟燭を消した罰ばつだよ～」

「そら、そうよ」

「フロイスのハリセンと違ちがって、鉄板は入ってないから安心していいぞ」

「もう蠟燭が五本も消えたで！　この調子やと良晴は切腹やで！　気合いを注入したる！」

　すぱーん、すぱーん。

「みぎゃっ？」

「痛いですううう！」

「いちゃいっ!?　亜羽都とはなんなのじゃっ？　未来語かのっ？」

「ふええ。お尻は弱いので、やめてくださあい！　でも耐たえます、耐えてみせます～！」

「……痛い……おなかすいた……鳥、食べたい……」

　最初の芸の罠で、いきなり五人の姫武将がハリセンの犠ぎ牲せいになったのだった。

　叩き終えた五虎大将軍は、無言のまま壁の奥へと再び消えた。

「命の蠟燭は、あと十五本だぬこ」

　きょうにょの抑よく揚ようのない声が、天てん井じようから響いてくる。

　良晴はけんめいに抗こう議ぎした。

「ちょっと待てえーっ！　今のは、俺が未来のお笑いについて強引に聞き取り調査をされた時に話したネタじゃねーか！」

　お前がぺらぺら喋ったのがいけないぬこ。笑いを取るためならなんだって使うぬこときょうにょはさらりと答えて、それきり声が途と絶だえた。

「ちっ。けんもほろろだな。未来のネタをまさかこんな形で戦国時代風にアレンジしてくるとは……くっそ～」

「……けんにょが、けんもほろろ……せ、先輩……十兵衛はもう」

「いやっそこは別に笑うところじゃないし！　そもそも今の声はけんにょじゃなくて、妹のきょうにょだから！　十兵衛ちゃーん！　俺の命がかかっているという厳しい現実に帰ってきてくれーっ！」

「どうやらなにを見ても聞いても笑わずにはおられない性格のようだが、その娘はここで殺しておいたほうがよいのではないか相良良晴。貴様、このままでは出口に辿たどり着く前に確実に死ぬぞ」

　と、呆れた半蔵が深いため息をつく。

「どうして女はこうも笑いたがるのか。よりによって我が慢まん強づよいはずのわが主まで。意味がわからん」

　そんな半蔵に向かって前鬼が、

「相良良晴は自分の命と女の命であれば、迷わず女の命を取る男よ。明智光秀の朗ほがらかな笑顔に殺されるのならば、いっそ本ほん望もうであろう」

　と、いつもの癖くせでにやりと笑いかけ、あわてて口をつぐんだ。

「こらっ前鬼っ！　狐きつねの薄うす笑わらいも禁止だからなーっ！　あと、俺としてもこんな死に方はぜんぜん本望じゃねーからっ！　戦国時代に来ていながらジュウシマツ和尚で切腹とか、死に甲が斐いなさすぎぃ！」

「あ～っまだお尻が痛いのじゃ！　よっしーの命以前に、自分のお尻を守るためにも、もうここから先は姫は笑わぬ。ぷんぷん！」

「あのさ、長秀？　今のジュウシマツ和尚の絵って、どこが笑いどころだったの？　あたしには意味がわからなかったんだけどさ。どうして猫寺なのに当主が鳥なんだよ？」

「……勝家がバカな分、俺の寿じゆ命みようが延びそうだ……ありがたや、ありがたや」

「なにか言ったか、サルっ!?」

「言ってません、言ってませんっ！」

「勝家どの、その話を蒸むし返してはなりません！　またしても明智どのが思いだして吹きだしかけております！　相良どのも、極力口数を減らしてくださるように。あなたがうろたえている姿はそれだけで面白いですから、緊きん張ちようを強しいられている姫武将たちを笑わせてしまう罠そのものになっているのです。あなたの現状は二十点から五点引いて、十五点です」

「良晴さんはご自分でけんめいに考えたネタはことごとく滑すべるのに、口を滑らせると面白いんですから、困った人です。くすんくすん」

「つまり俺は、人を笑わせる才能はないけれど、とことん人に笑われる存在だということなのかっ？　ひどすぎるうっ！」

　みんなに愛される存在だと前向きに捉とらえておきなさいよ、と信奈が良晴ににこりと笑いかけそうになり、良晴があわててその信奈の唇くちびるを手のひらで塞ふさいでいた。




　一行は、薄うす暗ぐらい廊ろう下かを突き進み、曲がり角へと突き当たっていた。

「曲がり角が来たわね。行くわよ。十兵衛、ここは命を奪うばい合う戦場なのよ。きりりとなさい」

「……はいです、信奈さま。先せん輩ぱいの命の蠟ろう燭そく、絶対にこれ以上は減らさせませんです。先ほどは取り乱しましたが、もうだいじょうぶです！」

　信奈たちが曲がり角を折れると、そこには、顔にお歯黒と眉まゆ墨ずみと白しろ塗ぬりの「公く家げ化け粧しよう」を施ほどこした男が、しかし首から下はふんどし一丁の姿で立っていた。

　しかも顔だけではなく、全身、白塗りである。

「「「近この衛え前さき久ひさっ!?」」」

　時の関白、近衛前久だった。

　直立不動の姿勢のまま、動かない。

　固まっている信奈たちが全身真っ白な麻ま呂ろを凝ぎよう視ししていると、突とつ如じよ、白塗りの麻呂が扇おうぎをぱらりと広げて、カタカタと不気味な踊おどりをはじめた……かと思うと、またしてもぴたりと停止してしまった。

「……」

「……なにか言うでおじゃる」

「……」

「……これっ。なにか言葉をかけるでおじゃる」

「……」

「……沈ちん黙もくするな、でおじゃる！」

「……」

「……憐あわれみに満ちた目で麻呂を見るな、でおじゃるーっ！　これっ、笑うでおじゃるうううう！」

　信奈も良晴も、この場にいる誰だれもこんな時に全身白塗りの麻呂にどういう言葉をかければいいのか、わからなかった。

　わからないまま、全身白塗りの麻呂と睨にらみ合った。

　永遠とも思える沈黙が続き、そして。

「ううっ……麻呂は……麻呂は……屈くつ辱じよくでおじゃる！　なにゆえ高貴なる関白の麻呂がこのような恥はじさらしな姿でかかる芸事を……！　しかも滑ったでおじゃる！　織田家の皆みな々みな様さまがた！　今日のことはすべて忘れてほしいでおじゃる！　藤ふじ原わら氏のご先祖さまがた、お許しあれえええええ！」

　この沈黙が耐えられなくなったらしい。

　本猫寺にいかなる借りを作っていたのであろうか、おそらく金銭がらみであろうが、心が折れた近衛は、泣きながら信奈たちに背を向けた。

　だっ！

　近衛が、退路を目指して全速力で走りだした直後。




　ドボォ！




　近衛の身体からだは、足下に突とつ如じよ開いた落とし穴に頭から勢いよく落ちて、忽こつ然ぜんと良晴たちの視界から消え去っていた。




「フアアアアア～っ!?　聞いてないでおじゃる～っ！」




　穴の奥から麻呂の悲鳴が鳴り響き、そして、その声もぷつんと途絶えた。

　それでもなお、信奈たちはけんめいに耐えていたが、

「……ぷっ！　あは。あーはははははは！　さんざん信奈さまをいびってきた罰ばつですう！　ざまあないですう！　あはははは！」

　将軍宣下の件の折に近衛に直接さんざんいびられて恨うらみ骨こつ髄ずいだったためか、またしても光秀が決けつ壊かいして、頭のきんかんを揺ゆらしながら爆ばく笑しようした。

「ギャー！　十兵衛ちゃん、こういう状じよう況きようでそういう誘さそい笑いはするなーっ！　わーっ、みんながまたしても誘われて決壊してしまうーっ！　今のはアホの勝家にもわかってしまうベタな笑いだぞっ、まずいっ！」

「あーははははは！　今の落とし穴って完全に騙だまし討うちだよなっ、落ちていく時の麻呂の姿、見たっ!?」

「……ぷっ。近衛どの……いい気味すぎて、満点です」

「うふふふふ。あのまま麻呂が落とし穴の底で爆ばく殺さつされていたら、わたくし今いま頃ごろ笑い死にしていましたわ。ふふふふふ」

「くすっ……くすっ……くすんくすん……くすっ……くすんくすくすくすっ」

「うわあああ、半兵衛ちゃんまでええええ!?」

　箸はしが転がっても笑うとはじめから危き惧ぐされていた光秀爆ばく弾だんが炸さく裂れつし、丹羽長秀たち四人の姫ひめ武将に誘ゆう爆ばくした。先ほど笑ってしまった姫武将たちはハリセンの痛さも覚えていてかろうじて耐えたが、ジュウシマツ和尚おしようの試練を乗り越こえた面々が耐えきれずに笑ってしまったのだった。

　前鬼と半蔵が「やれやれ。これで命の蠟燭が早くも十本消えたな」「芸の試練は残り三つ。このままでは出口まで保もたぬぞ、相良良晴」と顔を見合わせて苦笑を浮うかべかけ、あわてて眉まゆを寄せて無表情をよそおった。




「ででーん」




「明智光秀、柴田勝家、丹羽長秀、松永久秀、竹中半兵衛、亜あ羽う都と～」




　ぱしーん、ぱしーん！

「そやからなんでお前、真っ先に大笑いするんや！　このゲラのでこっぱちが！　早くもあと十本やないかーい！」

「みぎゃっ？　ですから、おでこを叩たたかないでください、おでこを！」

「乱らん亭でいはいまだかつて、こんな速さで命の蠟燭を消し続ける挑ちよう戦せん者は見たことないよ～。うわあ、フロイスよりおっき～いかもっ！」

「ひいっ!?　なんであたしだけ、おっぱいを叩かれるのさっ？　いった～いっ！」

「うぐぐ。嫁よめ入いり前の乙女おとめのお尻しりを叩くとは。いくら女性同士とはいえ、なんという真ま似ねを！　零れい点てんです！」

「これは『笑わない門』における五虎大将軍の任務なのだ、すまない」

　ぱしーん！

「おかしいですわね。笑いタケの毒はもう抜ぬけているはずなのに……うふ。うふふふ」

「そら、あんさん、すでに全身に毒が……そういうことよ」

　ぱしーん！

「いぢめないでください、いぢめないでください、くすんくすん」

「ごめんなさいっ、相良どののお命のためにも全力で叩かせていただきますっ！」

　ぱしーん！

「ひぎっ？　しくしくしくしく……」




　どどど……と五虎大将軍が再び壁かべの向こうへと姿を消した。

　命の蠟燭が半分消えてしまった良晴はもう、生きた心地ここちがしない。

「どう計算してもこのままじゃ俺の命の蠟燭は保もたねえ！　しかし、ここは前向きに考えようぜ。さすがに麻呂のような大ネタはもうないはずだ！　みんな、頼たのむからここから先は気合いを入れて耐たえてくれ！　頼むぜ！　特に十兵衛ちゃん！」

「はいっ！　こんどこそ、わかりましたですう！　それにしても麻呂は反則です、麻呂は……ぷぷっ」




「ででーん」




「明智光秀、亜羽都～」




「ぎゃーっですう!?　それ数えるですかっ？　今のは、なしですう！」

「ちょっとおおおおお！　なにしてんのよ十兵衛、このきんかんっ！」

「勘かん弁べんしてくれよおおおおお！」

「でこっぱち娘むすめ～！　なにやっとるねんなほんま！　うちが思いっきりド根性を注入したるわ！」

　飛びだしてきた下間川かわ藤とうが、ハリセンで光秀のおでこを、ばしーん！

「ふぎゃっ!?」

　大戦犯の光秀が思い出し笑いで貴重な良晴の命の蠟燭を一個無む駄だに消してしまい、残りは九本。

「十兵衛！　あんたはもうううう！　切腹して果ててよっ！」

「すみませんすみませんっ！　もう絶対に笑わないです信奈さまああ！」

　やはり明智光秀を殺しておいたほうがいいのではないかと半蔵が深刻な表情で繰くり返し、良晴が「仏の顔も三度って言うだろう？　十兵衛ちゃんは金かねヶが崎さきの折に俺の命を救ってくれた恩人だぜ。さすがにもう笑わないだろうと信じているさ！……と言っておこう」と泣いた。

「作戦会議を練っても、これじゃあかえってドツボにはまりそうだ。先を急ごう！」

　良晴は（さすがにこんな死に方は想定していなかったぜ）と目め眩まいを覚えつつ、麻呂が落ちた落とし穴を避よけながら十一人を先導し、さらに薄暗い廊下を進んでいった。

「くすんくすん。新たな曲がり角が見えてきました。あの角の向こうに、第三の罠わなが待ち受けていそうですね良晴さん」

「曲がり角を曲がる前に言っておくが十兵衛ちゃんっ！　その絶ぜつ妙みようの誘い笑い、ほんっっっとに禁止だからな！　その笑い声が飛び出したら、蠟燭一本じゃすまねーんだ！」

「……うう……反省しています。ここから先は、暗いことばかり考えるようにするです……相良先輩が……相良先輩がこの笑い上じよう戸ごすぎる十兵衛を本気で嫌きらいになって……二度と俺に近づくなと怒おこられたら……ああ……十兵衛はもう……織田家にはいられないです……こうなったら自じ暴ぼう自じ棄きになって、いっそ謀む反ほんを起こして……そうです……『う』……おっと」

「わーっ！　瞳ひとみのハイライトが一いつ瞬しゆん消えてたぞ？　今、『うふふふふ』って病んだ笑い声を漏もらしかけたろう！　十兵衛ちゃんは、暗いことを考えるのも禁止ーっ！」

　信奈が、表情を引き締しめて、一同に言葉をかけた。

「みんな。もはや、十兵衛を責めても仕方がない局面まで来てしまっているわ。あと三つの罠を、全員で耐え切るのよ。なにしろ、九人の姫武将が一いち撃げきで全ぜん滅めつしたらその時点で良晴は切腹よ。ここから先は、自分の舌を嚙かんででも、笑いそうになる衝しよう動どうに耐えないといけないわよ」

「こうなると俺の冷笑や、前鬼の含ふくみ笑いが相良良晴の命を消す最後のだめ押しになるやもしれん。男の笑顔が決め手となっての切腹は、相良良晴としては最悪に甲か斐いのない死に方だな」

「うむ。われら二人はうっかりいつもの癖くせを出さぬよう、くれぐれも注意せねばならぬ。こんなことで相良良晴を死なせたら洒落しやれにならぬぞ」

「私はもう絶対に笑いません～！　三み方かたヶが原はらで信しん玄げんさんに敗れた折の悲ひ惨さんな苦難の数々をひたすらに思い出し続けます～！　我が慢まんです、忍にん耐たいです～」

「私は自分の地味さについて自問自答してみます。どうすればもっと戦場で目立てるのか。二十点です」

「くすんくすん。泣くのは得意です。いぢめられた数々の思い出を反はん芻すうします。しくしく」

「姫は、暗いことを考えるのは苦手じゃの。よっしー、すまぬの。命日には好物の、冷めて伸のびきったみそ煮に込こみうどんを供そなえてやるのじゃ」

「一益ちゃん。それ、ぜんぜん俺の好物じゃねーし」

「あーっ！　サルにおっぱい揉もまれた屈辱を思いだしたら、本気で腹が立ってきたっ！　サルっ、必ずや蠟ろう燭そくを消してやるからなっ！」

「かかか勝家？　消さないでくれ、消さないでくれっ！」

「みんな。気は進まないけれど、戦場で散った仲間のことを思えばきっと悲しくなって、笑いたい衝動なんて消してしまえるはずよ。三さん左ざこと森可成も、戦死したばかりなのよ」

「でも森一族は、可成をはじめその子たちもまるで薩さつ摩まの島津一族のような戦せん闘とう狂きよう揃いですからね、姫さま」

「ええ。戦場で可成どのがげらげらと笑いながら息を引き取っていくさまがありありと見えるようです。武人の散り方としては満点ですが悲ひ愴そう感は二点くらいです」

「……どうも、笑わないために暗い思い出を反芻するという行動も、それはそれで敵の罠に落ちている気もいたしますわね。きょうにょに読み切られているかもしれませんわ」

「デアルカ。それもそうね弾だん正じよう。考えれば考えるだけ、きょうにょの罠にはまっていくみたいだし。自然体で、行きましょう」

　一行は、いよいよ次の曲がり角を、曲がった──。




　第三の刺し客かくは、紅白の縦たて縞じまに彩いろどられた「はっぴ」を着た、猫ねこ耳少女のからくり人形だった。

　ガラガラ……と足下の車輪が回転して、良晴たちのほうへと前進してくる。

「なんだこれ？　けんにょそっくりだな。本猫寺のご本尊かなにかだろうか？」

「ずいぶん大きいわね？」

「くすんくすん。松永さまが波斯ペルシヤ仕込みの幻げん術じゆつで操る傀儡くづつ人形とは異なり、中に人が入っていて、からくりを操作して動かしているようです」

「信奈さま。十兵衛は、浪ろう人にん中にこいつを見たことがあります。これは本猫寺が門徒たちにおみくじを引かせるための『からくりおみくじ人形』です。けんにょ人形の口元から、おみくじが出てくるんですぅ。内容は、ほとんど大だい凶きようばかりで、しかも毒舌なんですう！　おみくじをひいた者は涙なみだ目めになり、周囲の門徒たちは大笑いするというおぞましい仕し掛かけですう」

「人選を過あやまてば危険ですわね。どなたがひきますか？」

　松永久秀が警けい戒かいし、半兵衛が言葉を付け加える。

「おそらく、あらかじめ参加者全員のおみくじが準備されているのです。そして人形の中に入っている方が、おみくじをひく人間に対応したおみくじを口から出してくるのです。つまり、人を笑わせる逸いつ話わをお持ちの方は不利です」

　松永久秀が「わたくしは曲ま直な瀬せのおじいちゃんと一いつ緒しよに性技の解説書を刷ったり、不老不死の研究のために鈴すず虫むしを何年も生かして飼ったり、合戦にかこつけて奈な良らの大仏を焼いたりと、珍ちん妙みような逸話の宝庫ですから遠えん慮りよいたしますわ」と辞退し、勝家も「あああ明らかに、あたしはおっぱいをいじられそうですっ牛だとか乳牛だとか雌め牛うしだとかっ!!」と遠慮した。

「裏をかいて、案内者役の俺がひくという手もあるぜ？」

「先せん輩ぱいはだーめーでーすー！　存在そのものがお笑いです、嘲ちよう笑しようの対象ですっ！　幼女のねねどのに算術を教わっているという恥はじさらしな事実だけでも亜羽都ですう！」

「そうじゃ。よっしーは戦国時代暮らしが短いにもかかわらず、呆あきれて笑わずにはおられない間ま抜ぬけな逸話を持ちすぎなのじゃ。危険なのじゃ」

「……良晴だけは、いけない」

　そんなに俺ってみんなに笑われていたのか……やっぱり笑わせるのは下へ手たなのに、笑われる才能はあるのか。泣けてくるぜ、と良晴はひそかに傷ついたのだった。

「デアルカ。迷っていてもしょうがないわ！　それじゃ景気づけに、織田家の頭領であるこのわたしがおみくじを」

「お待ちください、姫ひめ。ここはこの、織田家でもっとも地味な姫武将であるこの丹羽長秀がひきましょう。私は勝家どのに続く織田家第二等の家老でありながら、常に目立たず騒さわがず静かに主君を補ほ佐さする温厚なお姉さんという立ち位置が功こうを奏して、これといった逸話もございません。九十点です」

「くすんくすん。そうですね、『米こめ五ご郎ろう左ざ』という堅けん実じつそのものの通り名をお持ちの丹羽さまならば」

　長秀が「万まん千ち代よはよいのですが、五郎左は禁句です」とつぶやきながらからくり人形の前に立つと、「ぱかっ」と口を開いた人形が舌を出してきた。するする……とその舌の上を「本猫寺おみくじ」が滑すべり降おりてきた。

「五虎大将軍たちが読み上げると、注意書きがあります。むむっ。私自身が読めば、軽く流せるはずでしたのに。三十点です」

　碧あおい目の猫ねこ尼に僧そう、下間乱亭が「はいはーい。読むよ～！」と長秀の隣となりへ飛びだしてきて、ぱっとおみくじを手に取り、素早く読み上げた。

「ええとね。丹羽長秀、大凶～！　運気は、五点～！　笑顔はかわいいけどぉ、そのうすら寒い採点癖ぐせが治らない限り、殿との方がたが接近してくることはないよね、引かれてるよね、だって～。困ったね？」

「なっ……!?　私の完かん璧ぺきな採点芸は満点のはずですっ！　取り消してください！」

「五点だよ～？」

「満点ですっ！（涙）」

「……ぷっ」




「ででーん」

「織田信奈、亜あ羽う都と～！」




「うわああ！　信奈ぁっ!?　おっ、俺の命の蠟燭があ！」

「それじゃ乱亭がハリセンで叩たたくね～、はいっお尻しり出して～！」

　ぱしーん。

「いったーい！　ごっ、ごめんなさい良晴！　だって、万千代の採点癖をネタにするなんて、完全に反則……織田家では絶対の禁きん忌きだったのにぃ！」

「……ひ、姫……私の採点芸を、五点だとお考えだったのですね……内心では、痛くて寒い悪あく癖へきだと……この長秀、姫にお仕えしてきた甲斐がございません。切腹いたします。腹から取り出した臓物は、塩しお漬づけにして姫の居城へと送りつけます」

「待って万千代！　六りくみたいなこと言わないで！　違ちがうの、誤解なんだから！　不意を突つかれたので思わず！　決して、万千代の採点芸が五点だと思っているわけじゃないの！」

「えええ？　あたしはたとえ切腹しても、臓物を姫さまに送りつけたりしませんよっ！　長秀お前、意外と執しゆう念ねん深ぶかい女だったんだな!?」

「私は温厚なお姉さんですが、採点芸だけは笑われたくないのです、採点芸だけは」

　光秀が「そ、その被かぶせ合うやりとりをやめてくださいです。我慢できなくなるです……う……う、ぐ、ぐ」と顔を真っ赤にしながら震ふるえているのは、笑いをこらえるために呼吸を止めているからだろう。

　しかし、まだ終わりではなかったのである。

　下間乱亭の手から、「おみくじの続きはわたしが読みますっ」と駆かけつけてきた下間掛かけ布ふに、長秀のおみくじが渡わたっていたのだ。

「はいはいはいっ！　皆みなさん！　おみくじには、まだ続きがあるんですっ！　ここからは、お好み焼きを、焼けば焼くだけ借金増える、賽さいの河か原わらの小石積つみ！　下間掛布がお届けいたしまーす！　丹羽長秀どのがどうして採点癖に目覚めたか、織田家の皆みな様さまも知らない内ない緒しよの逸話を大公開いたしますっ！」

「ちょ。掛布どの!?　おやめください！　いくら笑わせるための罠とはいえ、私の悲しき過去を暴こうとは外道にもほどがあります！　零れい点てんです！」

「丹羽どのは、幼い頃ころは『万千代』っていうかわいくて派手な名前だったんですっ！　ところが織田信奈の小こ姓しようから侍さむらいに取り立てられた際に、侍らしい名を名乗れと家族に強制されて『五郎左』という地味でかわいくない名前に変えられちゃったんですねえっ！　なにしろ米みたいに便利で欠かせない何でも屋ということでさらに『米五郎左』という二重に地味なあだ名まで被せられる始末ですっ！　時代は粉物ですもんねっ！　米は勘かん弁べんですよね米はっ！　あ、でも、お好み焼きとご飯を抱だき合わせにして売り出せば、もしかして大坂の民たみに喜ばれるかも？」

「それ以上は、ほんとうに、ほんとうにおやめくださいっ！」

「さて！　改名して地味になった丹羽どのは織田家中で、『万点娘むすめが五点の女に落ちぶれた』と陰かげ口ぐちを叩かれるようになってしまったのです！　戦場でも敵から『五点の女、五点の女』とヤジを飛ばされて心に打だ撃げきを受けるという弱点を背負った丹羽どのは、反はん撃げきに出ました！　自分の旗印をバッテンに変え、戦場で敵と出会ったら五点と叫さけばれるより早く『あなたは零点の男です！　バッテンです、武士失格です！』と先に相手を採点するという鬼おにのような口こう撃げきに開眼したんですっ！　その凄すさまじい勢いはまさに『鬼おに五郎左』！　しかしですね！　その癖がいつしか戦場以外でも出るようになってしまいまして、気がつけば常になんでもかんでも採点せずにはおられない姫武将にっ！　ですから、丹羽どのはこんなにかわいいのに未いまだに独り身なのですっ！」

　絶対に暴かれたくない秘事を家臣団の前で明かされてしまった長秀は、立ったまま死んだように放心してる。

「……笑っちゃダメ。笑っちゃダメよ、十兵衛……」

「……う、ぐ、ぐ……も、も、もうダメです信奈さま……」

「……う、う、う」

　信奈たち織田家の姫武将が、（いろいろな意味で笑ってはいけない！　まずい！　やばい！　たいへんなことに！）と必死で耐たえ続ける。

　良晴を助命しようと奔ほん走そうしてきた下間乱亭と下間掛布だったが、いったんおみくじを読みはじめると容よう赦しやなくなるのが下間一族の本能とも言える悲しい習性。

　掛布を連れた乱亭が、最後の一言を口にして、退場していった。

「良い子のみんな～。長秀を『激寒採点おばさん』と呼んじゃダメだよ～」

「ぶはっ！　うわあっはははははははーっ！」

　とうとう、吹ふきだしてしまった者がいた。

　誰だれあろう、みんなに命を守ってもらっているはずの、相良良晴だった。

　おばさん、の一言を耳にして「ぴくっ」と全身を陸に上がった魚のように硬こう直ちよくさせた長秀の動きが、ツボにはまったらしい。

「ちょ。良晴!?　みんなが必死で耐えているのに、あんたがぶち壊こわしてどうするのよっ？　ちちち違うの万千代！　わたしは絶対に、万千代を『激寒採点おばさん』だなんて思っていないからっ！……ぷぷっ……！」

「もうダメですう！　あーひゃひゃひゃ！　なんで先輩が自分から爆ばく笑しようして自分の命の蠟ろう燭そくを消しにかかるんですかあ！」

「……十代でしかも露ろ璃り魂こんの良晴から見れば、長秀はもうおばさん……うひ。うひ、うひひひ……」

「くすんくすん。ぷっ……くすんくすん……ぷぷっ……すみません、すみません。ににに丹羽さま、決して悪気はないんです。い、い、いぢめないでください」

「くすっ。『おばさん』という言葉でこれほど動どう揺ようするとは、意外と丹羽さまはかわいらしいお方。二は十た歳ちを過ぎたばかりの生き娘むすめだというのに。まだまだ、女の地じ獄ごくはこれからですわよ──ふふふっ」

「相良どの……お互たがいに切腹して果てたあと、冥めい府ふでじっくりと話し合いましょう……うふ……うふふふ……」

「わーっしまった！　俺自身がみんなを誘ゆう爆ばくさせてしまったあああ！　なにをやっているんだ俺はっ！　そして長秀さん、そのヤンデレ笑いも笑ったうちに数えられるから、やめてーっ！」




「ででーん」

「織田信奈、明智光秀、前田犬千代、竹中半兵衛、松永久秀、丹羽長秀、亜羽都～」




　ぱしーん、ぱしーん！




「えええっ？　わたし、さっき同じおみくじネタで叩かれたばかりじゃないの！　また数えるのっ？　そんなのアリなのっ!?」

「ふぐっ？　もう何度おでこを叩かれたか、思い出せないですぅ！」

「……うひ、うひひひ……」

「くすん、やっぱり痛いです……だんだん癖くせになってきました……」

「女は三十を過ぎた瞬しゆん間かんに、地獄の窯かまの蓋ふたが開きますのよ」

「相良どのはご自分の命より、私をおばさんと呼んで笑うほうを選んだのですね！　零点です！」

　五虎大将軍の四人が壁かべの向こうから飛びだしてきて、信奈たちを次々にハリセンで叩くと、またさっと姿を消していた。

　良晴が「下間岡おか田だ」と名付けた猫尼僧の姿が見えないのは、からくり人形の中で操作係をしているからだろう。下間岡田はおみくじの文章も単語を飛ばし飛ばしにして読むので、なにを言っているのか伝わらないのだ。

「ヒエエ～ッ!?　長秀さんのおみくじで、一気に七本も消えちまったよ！　今までの罠わなで、最大の被ひ害がいだ！　残る蠟燭は、たったの二本！　だ、だが、今の誘爆は他でもないこの俺のせいだから、なんも言えねえ！」

「くすんくすん。まさか丹羽さまを選んで、延のべ七人もの犠ぎ牲せいが出るとは……私にも読めませんでした。ほんとうにもう絶対に笑えませんよ、皆さん」

「……私はもう立ち直れませんので、以後はもう決して笑えません……」

「結局なんだったんだよ、今の話は？　『万千代』が『五郎左』に改名して、どうして『万点女が五点の女に』と囃はやされるようになったんだ？　うーん、お笑いって難しいなあ……」

「勝家！　俺は一生、お前への感謝を忘れねーぜっ！　お前に多少なりとも頭を使うお笑いを理解する知力があったら、俺はもう切腹させられていたッ！」

「うるさいなあ、それってあたしを馬ば鹿かにしてるだけじゃないかっ！　くそっ、サルを切腹させるために爆笑してやりたいのにネタが理解できないなんて、悔くやしい～っ！」

「……おそろしいですわね、本猫寺。ここまで姫ひめ武将の隠かくしたい秘密を暴いて、臓ぞう腑ふをえぐるとは。ほんとうに、笑いを取るためならなんでもやってくる者たちですわ。おそらくは各大名家に、このような秘密のネタを探るために門徒をはびこらせているのですわ」

「俺と半蔵には、いまいち笑いのツボとやらがわからなかったが」

「うむ。丹羽長秀はまだ若い。あと二、三年はかろうじて乙女おとめと言い張れる年ねん齢れいだ。そこを過ぎると、いかず後家の姥うば桜ざくらだがな」

「生娘のままあと五年もすれば、丑うしの刻に貴き船ふね神じん社じやで男を呪のろう立派な生なま成なりになるであろう」

「こらっお前ら、被せなくていいから！　やめてくれ！　また笑っちまう！　笑いながら『うわあ～俺の命の蠟燭が消えていく！』と恐きよう怖ふに泣きたくなるこの気持ちっ!?　正気を保てねー！」

「いけない。良晴が壊れる寸前だわ!?」

　信奈が良晴をぺちぺちとびんたして、無理矢理に落ち着かせた。

「あいててて」

「しっかりしなさいよう、んもう！　案内者の良晴が笑った人数に数えられなかっただけ、幸運だったと思いましょう。先へ進むわよ！」

「吉きち姉さま。まだあと一枚、おみくじがあるようです～。次をひけ、とからくり人形が手を振ふっています～」

　良晴に残された命の蠟燭は、あと二本！　そして残る罠は、あと二つ！

　下間岡田が操るからくり人形が、信奈たちをあざわらうかのように手をぶんぶんと振って、「次をひけ」と催さい促そくしていた。

「くすんくすん。もう失敗は許されません。どなたがひくか、慎しん重ちように考えましょう」

「わたしにはもう、攻こう略りやく法がわかったわよ！　半蔵が最初から見切っていたように、きんかんを切腹させれば乗り切れるわ！　明らかに、笑い上じよう戸ごの十兵衛が蠟燭を大量に消してきたほとんどすべての原因なのっ！　こいつの誘さそい笑いが織田家家臣団総そう崩くずれの元げん凶きようなのよ！　ほんっっっとうに、愉ゆ快かいそうに笑うんだからっ！」

「ひいっ？　痛いです信奈さま！　おでこを叩たたかないでくださいっ！」

「あんたのおでこをぽかぽか殴なぐり続ければ知力が落ちて、六みたいに笑い耐たい性せいがつくかもしれないでしょっ！」

「いやですう！　いくら先せん輩ぱいのためでも勝家みたいなおバカにされるのは、いやですう～！」

「ま、まあまあ信奈。この屈くつ託たくのない笑顔が十兵衛ちゃんの魅み力りよくのひとつなんだし。落ち込ませると、十兵衛ちゃんはすぐに悪い方向へ走るし。笑っていないと十兵衛ちゃんはダメなんだぜ？」

「さ、相良先輩～♪　さすがは十兵衛の未来のお婿むこさんですう！　こんな状じよう況きようでも、十兵衛を庇かばってくださるなんて……」

「良晴～！　あんたの命と十兵衛の爆笑とどっちが大事なのよっ？」

「いや～俺もたった今、みんなを誘爆させたし。緊きん張ちようすればするほど逆に笑いたくなることって、あるよな？」

　まあこれだけ信奈が激げき怒どしていれば、そう容易には笑えない空気を維い持じできるし、これは俺が生き延びる確率が高まったということかもしれない、と良晴は前向きに考えることにした。光秀と信奈の間に根深い怨えん恨こんが発生した気がするが、今はそのことは考えないようにしよう、と思った。

「次のおみくじが、四つ目の罠。そして、このおみくじを含ふくめて残りの罠は二つですわね。どなたがおみくじをひきますか？」

「よっしーの命がかかった大勝負。わくわくしてくるの。姫が挑ちよう戦せんしてみたいの。『く』……」

「一益ちゃんは口を閉じていてーっ！　その口くち癖ぐせもダメだからなっ!?」

「……姫に無言の行を貫つらぬけというのかの、よっしーは？　ぷんぷん！」

「……犬千代は、飢うえながら山野を放ほう浪ろうしているうちに野生に目覚めて傾かぶいた逸いつ話わがあるので、遠えん慮りよする」

「お前、当時は服も着ずに裸はだかで山野を放浪していた説もあるしな。平らな胸も簡単にいじられそうだし、ダメだな」

「……犬千代の胸を、いじりたい？　露璃魂に目覚めた？」

「そういう意味じゃないんだって！　ってか、漫まん才ざいノリの会話をやってる場合じゃねーから！」

「信奈さま。相良先輩。ここは失態を重ねた責任を取るために、この優ゆう秀しゆうでかしこくて美人で笑い話などあるはずもない十兵衛が最後の挑戦者として」

「きんかん、あんただけは絶対にダメッ！　おみくじ禁止ッ！」

「では、式神の俺がひこうか？　俺の真名までは知られておるまい」

「いや待まて、前鬼。本猫寺の諜ちよう報ほう網もうはあなどれぬ。貴様が生前人間だった時の正体が、この俺が想像している通りの者だとすれば、笑える逸話はいくらでもあるぞ。たとえば高名な術者でありながら自宅への落らく雷らいを予測できず、屋や敷しきに雷かみなりが落ちてきてこんがりと丸焼けに……」

「……やめておくとしよう。半蔵、お前はどうなのだ？　闇やみを生きる忍しのびに逸話などあるまい」

「むろん俺自身にはないが、うちの姫には笑い話が多い。ことに三方ヶ原では数々のネタを作ってしまった。姫の笑い話を搦からめてこられると、姫武将たちが危険だ」

　どうする？　と信奈たちが互いに顔を見合わせ、緊張していた中──。

　半兵衛が「良晴さんの命がかかった大一番です。ここは、わたしがひきます。わたしにはいぢめられた逸話は無数にありますが、笑える逸話はないはずです。くすんくすん」と震ふるえながら、からくり人形の前に立っていた。

「半兵衛ちゃん？　だいじょうぶか？　身体からだががたがたと震えているぜ？　おみくじをひけば、臓腑をえぐるような秘密を暴ばく露ろされる恐おそれが」

「はっ、はい。それでも決して、良晴さんをここで切腹させたりはしません。たとえわたしが、心を折られる逸話を披ひ露ろうされて再起不能の引きこもり娘むすめに戻もどって菩ぼ提だい山やまで残りの生しよう涯がいを無む為いに終えるとしても……！　わたしはこのおみくじに、軍師生命を賭かけます！」

「ううっ……強い子や……だが、なんだか悪い予感がするぜ」

　半兵衛がひいたおみくじを開いて読み上げる係は、「根性で我が慢まんせえや！」と騒さわぐ下間川藤と、怒いかり眉まゆの下間真ま弓ゆみ。

　まずは下間川藤が、身み振ぶり手振りを交えながら前半を読んだ。

「竹中半兵衛の運勢は、大だい凶きようやで！　半兵衛は軍学の鬼おに、合戦での知ち謀ぼうにおいて並ぶ者のない天才軍師として有名で、その種の逸話にはことかかへん！　たとえば、合戦話をしている席で厠かわやへ小便に行こうとした妹に、『大切な合戦の話の途と中ちゆうで厠へ行ってはいけません。お漏もらししてこそ竹中家の名めい誉よなんです。くすんくすん』と妹を[image: しか]しかりつけた、それほどに半兵衛は合戦について真しん剣けんに取り組んでいる、という厳しすぎる逸話があるんやで！　ひ弱そうに見えて、えらい根性あるなあ！　天あつ晴ぱれや！」

『織田信のぶ長なが公の野望』でもそのイベントは見たことがあるな……半兵衛ちゃんの性格からは想像もつかないが、さすがは今いま孔こう明めいと言われるほどの天才軍師だと良晴がうなずき、信奈たちも「さすがね」と真顔で聞いていた。

　だが、この先の悪夢の展開を察知した半兵衛だけが「はわわ……」と涙なみだ目めになっていた。

　きりりと眉をつり上げながら、下間真弓が後半を読みはじめた。

「いや、その逸話は実は改かい竄ざんされたものだぞ。真相は、こうだ。ある日、竹中家の屋敷に家族が集まり、合戦話に花が咲さいていた。半兵衛はその途中でおしっこに行きたくなったが、気が小さくて厠へ行きたいと言いだせない。耐たえて耐えて耐え抜ぬいていたが、いつまでも話が終わらず、ついに半兵衛は座ったままお漏らししてしまったのだぞ。妹たちに気づかれてはやし立てられた半兵衛は、このような恥はずかしい話が広まってはもはや生きてはいけないと追い詰つめられ、『違ちがうんです。お漏らししたんじゃないんです。合戦話に夢中になって気づかなかっただけなんです。これは軍師として名誉なことなんです、くすん』と咄とつ嗟さに言い訳をして、家族みんなを丸め込んだんだぞ。さすがは天下の智ち者しや、とっさの機転が素晴らしいぞ」

「な、なんやて真弓～!?　つまり、お漏らししたんか!?」

「そうだ川藤。美み濃の斎藤家へ謀む反ほんしたのも、実は家臣から犬の小便を浴びせられたからだという。どういうわけか半兵衛には意外とその種の逸話が多いのだ。おっと、このような乙女の秘事を漏らしてしまってすまない」

　下間真弓が大まじめな顔でそう呟つぶやきながら、下間川藤とともに退場していくと同時に、「良晴さんに乙女の秘密を知られてしまいました……もう……生きていけません……」と涙目になった半兵衛は「へなへな」と腰こしから崩れ落ちた。

　良晴は（半兵衛ちゃんがかわいそうで、笑えなくなって耐えられた。それに、女の子たちにこの手のネタは効果薄うすだろう。半兵衛ちゃんがおみくじをひいたのは正解だったということだな。勝家や信奈がひいていたら俺はたぶん今のおみくじで切腹確定だった……）と半兵衛を心配しつつも胸むねを撫なで下ろしていた。

　そう。乙女心を持った姫武将たちは「お漏らし話は、いくら十兵衛でもさすがに笑えないですう」「ひっどーいのじゃ！　十歳の女の子がお漏らししてなにが悪いのじゃ！」「いえ。わたし、幼く見えますがもっと歳を重ねていまして……自じ爆ばくになるのでやめておきます。くすんくすん」「半兵衛さん、だいじょうぶですよ～。私なんて三方ヶ原でお漏らしどころか……あああ……人生って辛つらい重荷を背負って坂道を登るようなものですよね……」「……半兵衛どのは幼いので微笑ほほえましい逸話になっていますが、漏らしたのが私でしたら五点です……」「でも姫さま、ここまで滑すべり知らずだった敵がついに滑りましたよ！　人間、怒おこってしまえば笑えなくなるもんですねっ！」と口々に騒ぎ、誰だれも笑う者はいなかった──はずであった。

　だが。




「……くっ。おのれ本猫寺め、こともあろうにわが主あるじの秘事を漏らすとは……漏らす……ああ、そうか。オチが駄だ洒落じやれになっているのだな。うまいことを言う。ふふっ」




「ででーん」

「前鬼、亜あ羽う都と～」

「し、しまった。不覚」

「殿との方がたたるもの、乙女のお漏らし話で笑ってはいけないぞ」

　ばしーん！

「こーん！」




　ぎゃああ俺の蠟ろう燭そくはこれであと一本じゃねーか！　とうとうリーチがかかっちまった！　前鬼お前、こんなしょーもない駄洒落に感心するなんていったいいつの時代の人間だったんだよ！　と良晴が騒いだが、その時にはもう前鬼の姿はどこへともなく消え去っていた。

「前鬼の野や郎ろう～！　こらっ、勝手に消えるなっ！　戦犯としての責任を取りやがれっ！　出てこーいっ！」

　だが、「しくしくしくしく」と座り込んで泣いていた半兵衛が、一益と犬千代に抱だき起こされながら、「違うんです」と良晴の袖そでを引いた。

「くすんくすん。良晴さん。前鬼さんは逃にげたのではありません。おそらく、深い理由があるはずです。ま、まあ、笑ってしまったのは演技ではなく、ほんとうに素で笑っておられたのですが……ハリセンで叩かれたのを口実に姿を消したのでしょう。くすんくすん」

「深い理由？」

「おそらくは、最後の芸の罠わなに関係しているのでしょう。行きましょう良晴さん。出口は、もうすぐそこです」




　まるで人工洞どう窟くつのように曲がりくねった薄うす暗ぐらい廊ろう下かも、ついに終点にさしかかった。出口に辿たどり着いたのだ。

　出口の向こうは、風流な日本庭園である。

「これで門を突とつ破ぱしましたです、行きましょう信奈さま！」

「待って十兵衛。あとひとつだけ笑わせる罠が待っているはずよ。きっと庭園にその罠が」

「なにが出てくるかはわかりませんが、残る蠟燭は一本。われらが無事に最後の罠を切り抜けられるかどうかは、ごじゅって……」

「ぷ……」

「信奈さまあああっ！　先せん輩ぱいを切腹させるおつもりですかあ！　丹羽どのの採点癖ぐせに対して積もり積もった感情がこみ上げてきても、我慢ですっ！」

「まだなにもはじまっていないのに、もう終わりかけているよ、俺！」

　危うく自爆寸前となった信奈たちの前に、ついに最後の芸の罠が現れていた。

「貴い本猫寺一族のきょうにょさまが、本猫寺境内を練り歩かれます～！　みな、笑顔で迎むかえるだにゃん！」

　庭園に敷しかれた石いし畳だたみの上を、きょうにょと、きょうにょを囲む下間五虎大将軍たち本猫寺幹部の猫ねこ尼に僧そうたちがずらりと勢ぞろいして「ずん、ずん」と行進してきて、庭園をびっしりと埋うめ尽つくした。

「しまった！　『上がり』の庭園を、あいつらに塞ふさがれちゃったわ」

「これが最後の試練だからな、仕方ねえ」

　全員、猫耳である。きょうにょのはほんもので、下間一族たちの猫耳はかぶり物という違いはあるが、堺さかいに匹ひつ敵てきする経済力を誇ほこる本猫寺の高官たちだ。みな、めいめいに煌きらびやかに飾かざり立てていて、荘そう厳ごんだった。

　下間掛布などは、白黒の縦たて縞じまの袈け裟さを着込んでいる。

　だが、ハリセンで信奈たちをお仕置きしてきた時とは違い、全員、きょうにょを護衛して寺内を巡じゆん回かいするという重大な任務についている。きりり、と表情をひきしめていた。

「本日の織田との合戦経過について、お前たちからの報告を聞くぬこ。報告書を読み上げるぬこ、下間五右衛門尼僧」

「うにゃ。ほうこくいたちまちゅでごじゃる」

　良晴の脳裏に「ででーん」という破は滅めつの銅ど鑼ら音が、鳴り響ひびいていた。

　交じっていた！

　何食わぬ顔をして、五右衛門が下間一族に交じっていた！

　しかも猫耳！

　俺はかろうじて耐えられた、なにしろ笑ったら切腹だ！　信奈もけんめいに唇くちびるを嚙かみしめて震えながら、ぎりぎりで耐えている。し、しかし、絶対に耐えられない者が俺のすぐ隣となりにいる！　それはもちろん！

「どうして五右衛門どのが猫耳を被かぶって下間一族に交じっているですかあ!?……これ、絶対に嚙むです。五右衛門どのが報告書を読み通すなんて、無理……うっ……！」

　ああやっぱり。

　十兵衛ちゃんが、自分で自分にとどめの言葉を被せて、臨界点を突破している！

　さようなら信奈。さようなら戦国時代。俺らしいといえば俺らしい最さい期ごだが、まさか今日ここで十兵衛ちゃんが俺を切腹に追い込んだＡ級戦犯になることで、信奈と十兵衛ちゃんの間に深刻な亀き裂れつが入って「本能寺の変」が確定するんじゃあ……なんてこった！　うわーっちょっと待ってそれはまずいよ、俺の歴史的使命ってそういうことだったのかっ!?　冗じよう談だんじゃない、まだ死にたくねえ！

　しかし、奇き跡せきが起きた。

　十兵衛は、踏ふみこたえていた。

「……うっ、ぐっ、ぐ！」

　頭のかんざしを引っこ抜くと、自分の太ふと股ももにぶすりと突つき刺さして、その激痛によって無理矢理に笑いをこらえていたのだった。

「じゅ、十兵衛ちゃん!?」

「……せ、先輩を切腹させるわけにはいきません。し、しかし、五右衛門どのが猫耳をかぶって本猫寺の面々に交じって突っ立ってるだけで笑えるのに……嚙まれたらもう……が、我慢できないですう……！」

「天晴れだわ十兵衛！　で、でも、わ、わたしも、も、もう。嚙むわよ。嚙むわよ。間ま違ちがいなく嚙むわよ！」

「なんで五右衛門がサルの息の根を止める最終刺し客かくをやってるんだよっ!?　こんなの絶対笑うじゃないかーっ！　あたしもう、この直後の惨さん劇げきを想像しただけで限界だっ！」

「……五右衛門が嚙んだら笑うのは、織田家家臣団の習性。今さら修正できない……なんちゃって」

「犬千代どの。その駄洒落は……い、いえ点数はつけますまい……」

「子供忍しのびよ。忍びとは冷れい酷こく非情な存在であるというわれらが築き上げてきた印象が台無しになる。嚙むなよ、絶対に嚙むなよ」

「半蔵、その台詞せりふは俺の死亡フラグだっ！」

「なななぜ五右衛門さんが刺客に～？　松永どの、これはいったい!?」

「きょうにょどのおそるべしですわ。最後の刺客として参加せよと彼女に声をかけられた五右衛門どのはおそらく、自分が嚙まずに報告書を読み通せば良晴どのを救えるという可能性に賭かけたのでしょう。本猫寺の者が最終刺客に立つよりは、笑いに関しては素人しろうとの自分のほうがはるかに滑る確率が高いと踏んで。ですが、それこそがきょうにょの罠だったのです。織田家の方々はもう、五右衛門どのが嚙んだら笑う、という一連の流れが身体からだに染みついておりますから──しかも、笑ってはいけないと緊きん張ちようすればするほど逆効果。嚙み嚙みの未来を想像してしまうだけで、みな息を吐はくように笑いがこみ上げてきますわ」

「くすんくすん。このために五右衛門さんは挑ちよう戦せん者として参加していなかったんですね。ですが、あそこに五右衛門さんが交じっているだけで可お笑かしいのに、嚙まれたらもう……」

「五右衛門読むな、それ以上報告書を読んじゃダメだーっ！　せめて三十字を越こえる寸前で区切って息いき継つぎしながら、踏みとどまってくれえ！」

　五右衛門が（わかっているでござる。拙せつ者しや、見事にこの報告書を嚙まずに読み通して、ちゃがらうぢをおちゅくいちゅるでごじゃる）と目で良晴に合図した。声に出していないのに嚙んでいる！　と良晴は絶望した。

　そして、きょうにょの最後の一いち撃げき。

「きょうにょは忙いそがしいぬこ。息を止めずに一いつ気き呵か成せいに読むぬこ！」

　虚きよを突かれた。

　ぴくっ！　と五右衛門が動転した。

　慌あわてて、報告書を一気に読み上げようと──。

「にょにょにょにょぶにゃぐんはちゃじゃいま、おーみかたちゃにちぇあちゃくらぐんとにらめっこをちておりまちゅる！」

　うわーっ！　きょうにょの無理な注文に焦あせって、一文字目から嚙んだーっ！　死んだっ俺今死んだっ！

　終わった！

　良晴の目に映っている信奈たちの動きが、突とつ然ぜん、コマ送りのようにスローモーになった。

　九人の姫ひめ武将全員の唇が、「ぷ」の形に変形しはじめている光景を、良晴はコマ送りの遅おそさで凝ぎよう視しさせられていた。

（「走そう馬ま燈とう現象」が来たあああ！　さらば戦国、さようなら信奈っ！）

　蠟燭は残り一本。九人の姫武将全員がすでに事実上陥かん落らく。この状じよう況きようから九人が一人も欠けずにぎりぎりで踏みとどまることは決してありえない。無理だ。

　だが。

　爆ばく笑しよう寸前だった姫武将たちは一人たりとも、笑えなくなった。

「うにゅう、ちくじりまちたにゃ！　にんむにしっぱいちたしのびは、ちぬだけでごじゃる！　みなみなちゃま、おちゃらばでごじゃるっ！」

　ドオオオオオオン！

　相良良晴救出の賭けに失敗した五右衛門が「焙ほう烙ろく」を取り出して、ぱっと宙へ飛び上がり、そのまま人間花火のように爆ばく発はつ四散してしまったからだった。

「ぬこっ？」

「じ、自じ爆ばくしちゃったよ～!?」

「噓うそやろっ!?」

　きょうにょも、下間五虎大将軍たちも、爆ばく風ふうから逃のがれるように慌てて身構えて、一いつ斉せいに庭園の四方へと散っていた。

　ぼたぼた、と飛び散った手足が庭園へと落ちてきた。

「うわーっ、五右衛門～ッ!?」

「そんなっ!?」

「五右衛門どのおおおおっ!?」

　十兵衛が真っ先に庭園に落ちた五右衛門の手へと駆かけ寄り、信奈と良晴たちも続いた。

「……いくら十兵衛たちの笑いを食い止めるためとはいえ、自爆するだなんて……たしかに、笑えるわけないですう！　これではもう、十兵衛は一生笑えないです……！」

「はじめから、しくじったら自爆してわたしたちの笑いを阻そ止しする覚かく悟ごだったのかしら、五右衛門は……」

「死ぬことはないだろうが、死ぬことは！　五右衛門、お前ってやつは……！」

「主あるじを守るために己おのれの嚙み癖ぐせと戦い、最後は己自身を犠ぎ牲せいに。すばらしい忍しのびでした。採点癖をいじられたくらいで落ち込んでいた私が愚おろかでした……五右衛門どの、満点です」

「……違ちがう。手も足も、消えている。小こ椎じいの花に、化けた」

　犬千代が最初に、気づいていた。

　焙烙が爆発した際に空中に飛び散ったものは、五右衛門の手足ではなく、小椎の花の塊かたまりだったのだ。

「なんだって？　いったいどういうことなんだ、犬っ!?」

「くすんくすん。これは『みじん隠がくれ』の術です。爆発する寸前に、五右衛門さんと『前鬼さん』が空中ですり替かわったんです。飛び散ったのは、『気』によって作られている前鬼さんのかりそめの肉体です。前鬼さんの身体は陰おん陽みよう術によっていくらでも替えがききますから」

「金ヶ崎で相良良晴を救い出した時と同じ手を用いたわけですのね。五右衛門どのが自らの爆ばく死しで笑いを阻止する覚悟であると察知していた前鬼どのは、さきほどハリセンで叩たたかれた際に消しよう滅めつしたふりをして、姿を消していたということですわ」

「そういうことでござるよ。拙者、前鬼どのの機転のおかげで命拾いしたでごじゃる。まちゃか、きんちょーちてあちょこまでかみかみになるちょは」

　もこもこっと地面の中から、土にまみれた五右衛門が顔を出していた。

「ごごご、五右衛門～！」

「よかった……！　無事だったのね！」

「やったですう！　いやあ一時はどうなることかと思ったです！　そもそも最初から嚙まずに読み通せる可能性などないのに、まったく困った忍びですね！　あーはははははは！」

「ぎゃ──！　十兵衛ちゃーん！　まだ『笑わない門』の試練は終わってないんだぜっ！」

「ちょ。十兵衛っ!?　あんたなに、爽さわやかに笑ってるのよっ！」

「ひいっ？　しまったですう!?」




「ででーん」




　庭園内に、無情の銅鑼が鳴り響いた。

　立ったままほとんど気を失っている良晴、がっくりと膝ひざを突く信奈、刀を取り出して切腹の準備に入る光秀、「あたしが介かい錯しやくしてやるよ……ぐすっ……サルも光秀もここで果てるのか……」と涙なみだにくれる勝家。

　が、きょうにょは、「切腹する必要はないぬこ」とうなずいていた。

「今の銅鑼は冗談だぬこ。お前たちは、五右衛門が宙で爆発して身体が飛び散った瞬しゆん間かん、ためらいもせずに廊ろう下かから飛びだして庭園内の爆ばく心しん地ちへと駆け込んでいたぬこ。その時点で、『上がり』の庭園へ全員が辿たどり着いていたぬこ」

「そうそう。だからもう勝負は終しゆう了りようしていたんだよ。織田家の勝ちだよ～。おめでとう～」

「われわれは爆発に驚おどろいて、思わず逃にげちゃいましたのに！　麗うるわしい仲間への友情ですねえっ！」

「根性の勝利やな！　うちらにはまだまだ、根性が足りんかった！　庭園を占せん拠きよしとったうちらが逃げださんかったら、織田家の面々は庭園へ入ってこれんかったんやからな！」

「そうやな。そういう、あれよ」

「忍びが笑いを食い止めるために自爆することも想定外だったが、最後の冗談はやりすぎだった。すまない」

　くすんくすん。やはり前鬼さんは「笑わない」という試練に強いはずの五右衛門さんが参戦していないことを不思議に思ってこの最後の罠わなを先読みされておられたんですね、と半兵衛。

　光秀と信奈が、抱だき合いながら「よかったです信奈さま！　もう終わりかと思いました！　笑いっぱなしですみませんですっ！」「最後は十兵衛が真っ先に飛びだしてくれたから、良晴を救えたのよ！　その足の怪け我がは大だい丈じよう夫ぶ？」と笑顔で和解し、「助かったのか俺……」と我われに返った良晴は五右衛門を土の中から引っこ抜ぬいて背中に乗せた。

「しかし前鬼が事前に気づかなかったら爆死確定だったじゃないか、五右衛門。もうやめてくれよ、ああいう危険な真ま似ねは。生きた心地ここちがしねえ」

「うにゅう。三十文字までは耐たえられるはずでござったのに。にんにん」

「緊張するとお前は最初から嚙かむんだからさー。でも前鬼は何度もみじん隠れで吹ふっ飛んでるけど、痛くねーのかな？」

「かりそめの身体故ゆえ、痛みはないそうでござる」

「……小椎の花を見て、犬千代が最初に気づいた。犬千代は偉えらい……かしこい」

「お前は槍やりで前鬼をぶっ刺さした経験があるから気づいたんだろうが！　あらぶりすぎだろっ！」

「……おなかすいた」

「一時はどうなることかと思ったのじゃ。けほけほ。焙烙を炸さく裂れつさせると、土つち埃ぼこりがひどいの」

「半蔵さんは最後まで笑いませんでしたね～。すごいです～。おかげで良晴さんが救われました」

「姫。拙者は冷酷非情な忍び。フフフと忍び笑わらいを浮うかべる癖くせはあれど、愉ゆ快かい痛快と腹の底から笑うことなど死ぬまでありえませぬ。いえ、できぬのです。そのように己の感情を殺す修行を重ねて参りましたので」

「ええ～？　それはそれで寂さびしいかもしれません～。いちどでいいから、半蔵さんを笑わせてあげたいものです～」

「本猫寺の『笑わせる門』が開くことでもない限り、拙者が爆笑することなどありませんな」

　めでたく勝負に勝てましたね。これで私の採点癖ぐせも復活できますと長秀が笑い、久秀が「あらあら。まだまだ女の地じ獄ごくは三十からですわよ、うふふ」と微笑ほほえんで長秀を落ち込ませた。

　信奈たちはこうして「笑わない門」の試練を、突とつ破ぱした。

　相良良晴の切腹は取り消された──だが、良晴を救えたことに大喜びしている信奈はまだ、重大なことに気づいていなかったのである。




「織田信奈。ただちに、姉上と和わ睦ぼく交こう渉しように入るぬこ」

　きょうにょが仕し掛かけた難関を突破した信奈は、当主けんにょと、相対することとなった。

　しかしお互たがいに、一歩も退けない状況である。

　話し合いで和睦が成立するとは、誰だれも思ってはいなかった。

「いや～半蔵、お前ってほんとにクールだなあ。おかげで助かったぜ」

「しかし相良良晴、交渉は間ま違ちがいなく決けつ裂れつするぞ。本猫寺側の条件を織田信奈は飲めない」

「策はある。神聖裁判に持ち込むんだ。孫市姉さんが、うまく話を持って行ってくれる」

「神聖裁判ですか？　くすんくすん」

「『南なん蛮ばん蹴け鞠まり合戦』だ。基本的なルールつまり決まり事については、今のうちに教えておく。詳しよう細さいは、合戦開始までに詰つめることになるだろう」

　よく生き延びられました相良どの！　と祝いの「お好み焼き」を大量に持ってきてくれた五虎大将軍に案内され、光秀たちとともに客人用の茶室へ通された良晴は、「おう」とうなずいていた。







　　　巻ノ五　南蛮蹴鞠合戦のこと








　京にほど近い山やま科しなに、れんにょは入っていた。

　吉よし崎ざきからは追放されたとはいえ、れんにょを生き神と崇あがめる門徒は畿き内ないにも大勢いる。れんにょは再び、山科に巨きよ大だいな公く界がいを造り上げていた。

　むろん、仇きゆう敵てきである叡えい山ざんと山科とは、ほぼ隣りん接せつしていると言っていい。

　だから、三方を海に囲まれた吉崎とは異なり、れんにょは山科を堀ほりと壁かべを張り巡めぐらせた「城じよう塞さい都市」として建築した。

　叡山に再び襲おそわれることを、れんにょは恐おそれていた。れんにょの生しよう涯がいのうちの中ちゆう盤ばん期は、ひたすら叡山に追われ、狩かられ、迫はく害がいされる日々だったと言っていい。また、京には近ちか頃ごろ、法ほつ華け宗しゆうと呼ばれる勢力が台頭してきており、叡山との間でいさかいが絶えなくなっている。山科もいずれ、京の仏教界の覇は権けん争いに巻き込まれる。そんな予感が、れんにょの胸中から去らないのだ。

　それにいまや、北陸の一いつ揆きはれんにょがいくら「御お文ふみ」を届けてもどうにもならないほどに、歯止めがきかなくなっていた。

　吉崎を退去したれんにょは、心を鬼にして、下しも間つま蓮れん崇そうを破門にした。

　死し刑けい執しつ行こうにも等しい罰ばつを、自らの片かた腕うでだった弟で子しに、与あたえたのだ。

　下間蓮崇の姿は、北陸から消えた。

　当主から破門された元弟子は、門徒たちにとっては「人間ではない」と宣告されたも同然の存在である。蓮崇はどこの末寺へ駆け込んでも相手にされず、ついには物もの乞ごいに身を落とした、という噂うわさも聞いた。

　れんにょは心を痛めたが、それで北陸の一揆は終わるはずだった。

　だが、終わらなかったのだ。

　下間蓮崇の言葉が、正しかったのだ。

　もはや教団は、門徒たちは、自らの意思を持った生き物として、活動していた。応おう仁にんの乱以来のていたらくによって、民たみは苦しみ続けている。彼らは武家に、絶望していた。

「師よ。加賀の一揆衆は、総勢二十万人。ついに、加賀守護を討うち取り、加賀一国を奪うばい取りました。これで本ほん猫びよう寺じは、国持ち大名となりました」

　弟子からのその報告を、れんにょは、青ざめながら聞いていた。

　加賀一国を武力で奪い取り支配した本猫寺は、いまや完全なる「戦国大名家」となったのである。

　もはや、言い訳はきかない。

　れんにょは、自分の子たちを加賀へ送り込む決意をした。このままでは加賀一揆は越えつ中ちゆう・越えち前ぜんにまで拡大するだろう。北陸全土の支配を目指して。それはほとんど、自殺行こう為いだった。どこかで、食い止めなければならない。本猫寺一族の「血」をもってすれば、あるいは、まだ止められるかもしれない。結局、本猫寺一族の「血統」をもって国を支配する戦国大名家そのものを自らが造り上げてしまったことに、れんにょは笑顔も忘れて深く沈しずんだ──いや。違ちがう。そうではない。

　大名家が掲かかげているものは、主家の「血筋」だけである。主家の血が絶えれば、そこで彼らの戦いは終わる。

　しかし本猫寺は、「信しん仰こう」を掲げている。かたちのないものを守るための戦いなのだ。それは、終わりがない。果てしがない。かたちがないもののために戦うのだから、何年でも、何百年でも、あるいは千年でも戦い続けられる。海の彼方かなたでは、同じ神を信仰するはずのキリスト教徒とイスラム教徒が、長い長い戦いを続けているのだという。文字通り、千年に及およぶ戦いを。そして、永遠に終わりが見えないのだという。

　自分は、八や百お万よろずの神々の国である日ノ本に、忌いまわしい戦いの種を持ち込んでしまったのではないか、とれんにょは思った。〝猫ねこ憑つき〟の血は、やはり呪のろわしいものであり、人間の世にとっては不要な、滅ほろび去るべきものだったのだろうか、と。

「……このままでは吉崎も山科も、いずれ焼かれるにゃ。大おお谷たに本猫寺のように」

　なにげなく呟つぶやいたこの言葉がたちまち、「れんにょさまの予言」として全国の門徒たちに伝わっていった。

　日ノ本すべてを本猫寺の王国と為なし乱世を平定する、という決意を伝える「天下布猫」の四文字とともに。

　れんにょは、すでに老いている。外見は十歳でも、中身はもう老人である。京を遠く離はなれた大おお坂さかの地に、あの「水の都」に最後の公界を造ってから死のう、と決意していた。自分はもうすぐ死ぬだろう。しかし門徒たちをこのまま残して逝ゆくことはできない。川と海とに囲まれた大坂ならば、水の利を活かして難なん攻こう不ふ落らくの巨きよ大だい城塞都市を築き上げられる。大谷堅かた田たの時代かられんにょを支え続けてきた水の民や海かい賊ぞくたちが、見事な「水の都」を築き上げてくれるはずだ。それに、たとえ本猫寺教団が廃はい絶ぜつの危機に追い詰められても、門徒たちは海を伝って遥はるかなる彼方の世界へと旅立つことだってできる──。






　　　　※




　当主同士の和睦会議の場に同席を許された者は、けんにょの「相方」雑さい賀か孫まご市いちと、そして堺さかいの茶人・千せんの利り休きゆうのみであった。

　会見の場は、四よ畳じよう半はんの狭せまい茶室である。

　孫市の八や咫た烏がらすも信のぶ奈なの刀も、この茶室では自在に操ることができない。

　天下にもっとも近い武家の織お田だ信奈と、あらゆる宗門の中で圧あつ倒とう的てきな財力と武力を誇ほこる本猫寺のけんにょ。

　戦国日ノ本の王権と神権を手にしつつある二人の初対面は、緊きん張ちようの中で行われた。

　利休が、いつもの抹まつ茶ちやではなく麦を用いた茶を点たてているのは、抹茶に含ふくまれる興奮成分つまりカフェインが、もとから気が短い信奈と「猫ねこ語ご尾び」を用いている時の躁そう状態のけんにょをことさらに興奮させることを恐れたためである。

　けんにょには、当主として門徒たちの前で陽気に振ふる舞まう時の「躁状態」と、素の時の「鬱うつ状態」とがある。二重人格というわけではなく、「公おおやけの場に出る」と意識すると同時に脳にスイッチを入れて気力を高め、意図的に躁状態になるのである。身内だけの場ならともかく、戦国大名の前で素の状態になることはない。本来はあのような気が弱い娘むすめだと知られれば、外交の席で相手にどこまでもつけ込まれてしまうからだ。

　相良さがら良よし晴はるの前で素の状態を見せたのは、例外である。あの時は漫まん才ざいを終えた後すぐに織田家との和睦交渉に入らねば、門徒たちが合戦に突とつ入にゆうしてしまうので、時間を惜おしんだのだった。

　きょうにょが良晴を警けい戒かいして解放したがらなかった一因も、良晴が姉の素の姿を見たというところにある。だから、良晴は「姉上のあの口調の件について誰かに漏もらしたら片っ端ぱしから刺し客かくを送るぬこ」と固く口止めされていた。

「……り、きゅ」

「お。ありがとうな利休はん。いただくで！」

「美お味いしいけれど、抹茶ほどの衝しよう撃げきが来ないわよね。麦茶って。さて、けんにょ。よくもうちのサルを勝手に人質に取ってくれたわね！」

「蒸むし返すにょ？　相良良晴なら無傷で生きているにょ。お互いの和睦条件をすりあわせに来たんじゃなかったのかにょ？」

「いちいち猫耳をぴこぴこ動かさないでちょうだい！　むしり取ってやりたくなるから！」

「そっちこそ、本猫寺で猫耳冥めい土ど服を着た恥ち辱じよくは未み来らい永えい劫ごう語り継つがれるにょ。にゅふふ」

　躁状態の時のけんにょと、織田信奈は、似たような性格同士であった。

　それ故ゆえに、最初から「短気そうな女だにょー」「やかましい猫ね」とどうにも猫が、いや馬が合わない。

　なんとも険悪な雰ふん囲い気きが、茶室を包んでいく。

「こちらの和睦条件は四つ。ひとつ目はもうお前が門を潜くぐって満たしたから除外するにょ。残る三つは、大坂からの本山退去を当面要求しないこと。伊い勢せ長島などでの本猫寺拠点の独立自治権を認めること。山科と三み河かわに本猫寺のための土地を寄進すること。すでに書状で伝えた通り、以上だにょ」

「三河は竹たけ千ち代よの領国よ。なんでわたしが勝手にこんなことを決められるのよ。厚かましすぎるでしょっ！　ほんとうに和睦するつもり、あるのっ？」

「これでも、大おお幅はばに譲じよう歩ほしているにょ。抗こう戦せん派はもっと強きよう硬こうな主張を唱えているんだにょ。これが、譲歩できる限度だにょ」

「あらそう。わたしのほうからの和睦条件は三つよ。本猫寺の大坂からの退去と本山の移転！　伊勢長島や三河での一揆の即そく時じ解散！　わたしの領国内での門徒たちの永久武装解除！　折り合わないわね！　お互いの主張が、真逆だわ！」

「折り合わないにょ。一揆については、けんにょからたびたび解散を命じてはいるにょ。しかし、合議制を重んじる本猫寺では各寺に大きな自治権があって、そう容易たやすく統制が取れないにょ。北陸などは、八世れんにょさまが執しつ拗ように一揆を先導する幹部の下間蓮れん宗そうを最も重い破門処分にしたにも拘かかわらず、ついに一揆を解散させることができず、吉よし崎ざき御ご坊ぼうは朝あさ倉くら宗そう滴てきによって破は壊かいされ尽つくしてしまったにょ……」

「本猫寺が『天下布猫』とやらを目指しても、僧そう侶りよと民と地じ侍ざむらいの緩ゆるやかな連合体がこれほど乱れた日ノ本全土を統一するのは不可能だわ。民をまつりごとに参加させて平等な公界を作るという理想は美しいけれど、強力な中央集権体制を作らなければ、この乱世は定まらないの。せいぜい加賀一国を保持するくらいが限度よ。いずれ伊勢長島も大坂も、吉崎御坊のようになるわよ」

「織田信奈、お前がそうするんだにょっ！」

「順番が逆よ！　わたしは民の信仰にまでは口を挟はさまないわよ！　そっちが武家を打だ倒とうしようと武装蜂ほう起きしたんでしょっ！」

「違うにょ、武家が攻せめてくるから武装するしかないんだにょっ！」

「越前の朝倉宗滴とか、わたしとは関係ないからっ！　もう死んだ人でしょっ！　この話はいくら続けても平行線ね！」

　孫市が「まあまあけんにょはん、麦茶でも」とふーふー荒あらぶるけんにょをなだめながら、（あれ？　人質に取られた良晴はんの解放はどうなったんや？　二人ともぜんぜん良晴はんに触ふれへんけど）とふと疑問を覚えたが、（それはこちらが出したひとつ目の和わ睦ぼく条件で達成済みやったかな。うちは政治的な細かい話は苦手や）と頭をかいて、すぐに忘れた。

「わたしもこの国の古くさい身分秩ちつ序じよは打ち壊こわすべきだと思っているわ。そういう意味で、身分差別のない公界を設けるという八世れんにょ以来の本猫寺の理想には賛同できる。でも、信仰心のために門徒や地侍たちに一揆を起こさせて合戦させている本猫寺の現実は、結局のところ、本猫寺もまた戦国大名化しているということなのよ。あんたたちは門徒だけの王国を、日ノ本の中に作ろうとしているの。門徒にならない者はどうするの？　キリシタンは？　日ノ本の民が信じる宗教を、ことごとく本猫寺ひとつに統一するの？　武力で国を統一するよりも、よほど無茶な話だわ。信仰は、個人の自由であるべきよ」

「猫憑きの当主がはじめた小さな本猫寺に、どうしてこれほど大勢の門徒たちが集まったか、わかるかにょ？　応仁の乱以来、民たちはもう、武家を信しん頼らいしていないにょ。足あし利かが幕府には、まともに国を治める力がなかったにょ。武家を排はい除じよして、民だけの国を作る、と彼らが考えるようになったのは、応仁の乱を起こして日ノ本を混乱させた武家が悪いにょ」

「だから、わたしが上じよう洛らくして天てん下か布ふ武ぶのために戦い、まつりごとを立て直そうとしているんじゃないの。本猫寺は、民の心を癒いやすという宗教組織本来の立場に返るべきよ。そうすれば、わたしとあんたたちとは共存していけるわ」

「叡山を焼こうとした織田信奈を信じる門徒は少ないにょ」

「あんたたち本猫寺も叡山と合戦してきたでしょっ！　あいつらこそ古来やまと御ご所しよや幕府に逆らい続けてきた古い利権集団だったから、武装解除させなければならなかったの！」

「次は大坂本猫寺が焼かれる、とみな信じているにょ。れんにょさまの口伝の予言に、大坂本猫寺もいずれは焼かれる、とあるにょ。これまでの本猫寺本山がことごとく焼かれてきた経けい緯いを鑑かんがみれば、大坂に破は滅めつが訪れるという予言が信じられるのも当然にょ」

　あーもうその「にょ」をやめてよねイラッと来るから。だいいち口伝の予言というのがすでに信用ならないわ、と信奈は麦茶を飲み干しながら怒ど鳴なった。

「『笑わせる門が開かれて大坂が破滅の運命から救われる』という予言もあるんでしょう？　どうして同じれんにょが異なる予言を残しているのよ？　どちらかがニセモノか、あるいは両方ともニセモノじゃないの？　同じ大坂の運命に関する予言が二つあるだなんて、なんだか詐さ欺ぎっぽいわよ。そもそも予言じたい、わたしは信じないし。運命は、自分の努力によって摑つかみ取るものよ！」

「善よき予言のほうは、御お文ふみが残っているにょ。まぎれもなく、れんにょさまの真筆だにょ。けんにょと孫市は、善き予言を成就させるために『笑わせる門』を開くために漫才を続けてきたにょ。しかし、どうしても開けないにょ」

　いくら門徒たちが笑っても門は開かない。故ゆえに、かえって破滅の予言のほうの信しん憑ぴよう性せいがどんどん高まって、門徒たちの心は次第に織田家との合戦という流れに傾かたむいていったにょ、とけんにょ。

「その結果、大坂がこれほど難攻不落の『水上の大要よう塞さい』と化していったわけね……れんにょも余計な予言を残してくれたもんだわ。自分の目で見てよくわかったもの。この寺、いいえ、この城は容易には落とせそうにないわね。天下布武事業が、たしかに、十年は遅おくれることは確実だわ。サルが言った通りに」

　十年で済まさへんで。うちが生きている限り、大坂は落ちん、と孫市が天てん真しん爛らん漫まんな笑みを浮うかべた。

「雑賀衆は元来、銭ぜにで動く傭よう兵へいやけどな。けんにょはんは、うちの相方や。大坂が籠ろう城じようするとなれば、雑賀衆はタダで大坂に入り、どこまでも守り続けるで。あーはははは」

（こいつも妙みようにいらつくわね……戦場でお尻しりをぺちぺち叩たたいてくるとか、うつけにもほどがあるわ。わたしも人のことは言えないけれど、お尻はどうなのよお尻は）

　信奈は、自分がいつもより短気になっていることに、気づいていない。

　けんにょのほうもまた、ただ陽気になっているだけではなかった。なぜか、妙にいらいらしていた。

　いくら話し合おうとしても、歩み寄れない。それどころか、ますますすれ違ちがって口論が激しくなる一方だった。

「とにかく予言はほんものだにょっ！　たとえ予言に正当な根こん拠きよがなくとも、大勢の門徒たちが信じた時点で、それは真実の予言になるんだにょっ！」

「だからあ、その信しん仰こう心を善き方向に導くのが、あんたの務めでしょ？」

「やってきたにょっ！　でも、ダメだったんだにょっ！」

「うるさい、うるさーい！　ちょっとは落ち着きなさいよ！　あんた、和平派じゃなかったの？　和睦したくないのっ!?」

「お前の顔を見ていると、むしょうに腹が立ってくるにょー！」

　互たがいに（こいつとの相性が悪いんだわ）（尊大な女だにょ、むかつくにょ）と相手のせいだと思い込んでいるが、実は、二人はこの時、きょうにょが仕し掛かけたある罠わなに陥おちいっていたのだ。

　正確に言えば、けんにょが、罠に落ちていた。

　信奈は、興奮してかっかし続けているけんにょに釣つられて、短気になっているのである。むろん元々短気なので、簡単に釣られてしまうわけだが。

　もっとも、信奈が天てん衣い無む縫ほうな孫市にいらっとくるのは、単に相性である。なんとなく、幽ゆう閉へいされていた良晴と仲良くやっていたような、そんな女の勘かんが働いて、妙に腹立たしくなるのである。

　茶の湯を極きわめている利休が、この──並の人間ではおそらく見破れないであろう──異変に最初に気づいた。

「……り、きゅ！」

「えっ？　なに、どうしたの利休？」

「……り、きゅ」

「麦茶に用いている湯の中に、毒物とは違うけれど、茶道に用いることのないなにか別のものが混入している、ですって？」

「……（こくり）」

「毒物ならば、利休が気づかないわけないものね。でもいったいなにが入っているというの？　だいいち、同じ茶をけんにょも孫市も飲んでいるのだから、毒であるはずがないわ」

「……（ふる、ふる）」

「マタタビかもしれない、ですって？　猫にとっては、抹まつ茶ちやよりもはるかに強力な興奮作用を持っている果実？」

　利休は、茶を飲んでいなかった。信奈も孫市もけんにょも、抹茶を飲むのが常だから、麦茶の味をよく知らない。そのために、三人はごく少量のマタタビが茶に混入していることに気づけなかったらしい。なにしろ、ほんの少しのマタタビの粉末を混ぜるだけで、猫は興奮するのだ。ほとんど人間そのものに近い血となっているけんにょに対しても、腰こしが砕くだけてしまうほどへろへろになるような強力さはないにせよ、効果があったのだ。

「言いがかりだにょー！　孫市！　いつまで笑ってるんだにょ？　孫市にとっても織田信奈は敵だにょ！」

「けんにょはん。どないしたんや？　数万人の門徒の命がかかっとるんやで、あんたらしゅうもない。冷静になりいや。そらまあ、こいつはなんか妙にむかつく女やけど。かぶき姿で町を歩いとった頃ころ、胸に変な布っきれ巻いて男に見せびらかしとったとか、うつけにも程があるで」

「むきい。お尻出して叩いてくるあんたに言われたくないわねっ！」

「うちのは漫まん才ざい芸や、男に見せるためとちゃうでっ！」

「わたしの〝ぶらじゃぁ〟だって男に見せるためのものじゃないわよっ！　機能性と型かた崩くずれの防止を追求すると、南なん蛮ばん渡と来らいの〝ぶらじゃぁ〟が最高に優すぐれているという結論に達しただけっ！　予言してあげるわ！　いいこと？　あんたのでかい胸はいずれ垂れるわよ孫市！」

「む、む、むっかつく女やなあ～！　そんなもん予言ちゃうわ！　でかい胸はいずれは垂れる運命なんや！　あんたの胸は垂れるほど膨ふくらんどらんから、そら安心やわなあ！」

「わたしの胸だって小さくはないでしょ、小さくはっ！」

「……り、きゅ～（みんな仲良く。水を取り替かえた。こんどはマタタビ抜ぬきの麦茶で落ち着いて）」

「ごく。ごく。ぷはっ。たしかに、さっきまでと味が違うにょ……でも、まだまだ落ち着けるような気分じゃないにょ～」

「うちも落ち着いてへんでー！　うがーっ！」

「わたしもよっ！　この雑賀孫市とかいうヘンな女がいる限り、和解は不可能だわ！　あんたどうせ、幽閉したサルといちゃついてたんでしょっ！　あんたの身体からだから、サルの匂においがするもの！　わたしにはわかるんだから！」

「げげっ？　な、なんでわかったんやっ!?」

「ほ～ら、カマかけたら一発で引っかかっちゃって、バーカみたい！　あのサルはねえ、おっぱいの大きな女が好きなのよっ！　でかけりゃ誰だれでもいいんだからっ！」

「うわっ。む、む、むっかつく～！　けんにょはん！　開戦や！　もう和わ睦ぼくはあらへん！　こないな尊大な女相手に、譲じよう歩ほできるかいなっ！」

「……り、きゅ（仲良く）」

　落ち着きをやっと取り戻もどしたけんにょが、「お互いの条件を折せつ半ぱんして、落としどころを考えたにょ」と口を開いた。

「ひとつ。本猫寺本山は大坂から退去しない。二つ。織田領内と三河で起きている各地での一いつ揆きについては当主命令で解散させ、従わない門徒は破門。この二つの条件をお互いに飲んで我が慢まんしあって、和睦に持ち込むにょ」

「玉虫色にも程があるし、天下布武戦略のためには大坂退去が絶対条件だから！　だいいち、門徒が納得しないでしょ？　あんた、門徒たちに勝手に一揆をはじめられているんでしょう？　大坂残留の条件を勝ち取れたくらいじゃ、一揆を止められるわけがないでしょ」

「この条件を蹴けるなら、和睦はなかったことになるにょ。織田家にとって絶対不利な今の状じよう況きようで、本猫寺を敵にしていいのかにょ？」

「大坂に残留された上に、一揆は解散できませんでした、じゃ織田家の丸損じゃないの。おとなしく解散させられる方法があるわけ？」

　そこだにょ。どうすればいいかずっと悩なやんでいたにょ。たった今、ひとつだけ閃ひらめいたにょ、とけんにょが言った。

「戦国の世で唯ゆい一いつ信しん頼らい性せいがある同盟。『婚こん姻いん同盟』を結ぶんだにょ！」

「婚姻？　お互いに独身でしょ？　あんたの妹のきょうにょを、織田家の義妹いもうとにでもするの？　あいつは抗こう戦せん派の大将格なんでしょ？　絶対に承知しないでしょ」

「違うにょ。にゅ、ふ、ふ」

　その笑いは……まさかけんにょはん？　やめてーや！　孫市が慌あわてて止めようとしたが、けんにょは止まらなかった。

「実は孫市は、相良良晴を天下一の男と見込んで惚ほれているにょ！　良晴を孫市の婿むこにするにょ！　それで両家は正式な同盟を結ぶことになるにょ！　当然、同盟するのだから和睦してやるにょ！」

「……あああ、あのサルううううう！　やっぱり浮うわ気きしてたのねっ!?」

　婚姻同盟まで持ち込めば、一揆勢は織田家と戦う大義名分を完全に失うにょ！　解散させられるにょ！　マタタビ効果で頭が冴さえているにょ、これは名案だにょ！　と、けんにょが尻尾しつぽをぴこぴこと振ふり回した。

「じょじょじょ冗じよう談だんでしょっ!?　サルを……良晴を、孫市の、婿にですって？」

「わああああ！　やめてくれえな、けんにょはん！　堪かん忍にんや！」

「やめないにょー。孫市は意外と奥手だにょ。こうでもしないと、良晴とくっつけられないにょー。織田家との合戦も回かい避ひできて、大勢の門徒が助かるにょ。孫市！　犠ぎ牲せいになってくれにょー」

「そないなこと言われても。良晴はんがなんというか。ちゅうか、良晴はんにその話はせんといてえな！　うち、恥はずかしいやないか！」

「ちょっと待ちなさいよあんたたち！　なに勝手に、わたしのサルの婿入りについて語らい合っているわけ？　わたしはこうして『笑わない門』を突とつ破ぱしたんだから、約束通り良晴を返しなさいよ！」

「おや？　おやおやおや？　こちらから送った書状をよく読んでいなかったにょかにょ？　そんな約束はしていないにょ。お前が門をくぐり抜けたことで、相良良晴の切腹を取り消してやっただけだにょ。良晴を返すとは書いてないにょ。だから、返す義務はないにょ」

　けんにょの言葉を、信奈は頭の中で反はん芻すうした。そうだったかしら？　ほんとうに？　そうだわ！　わたしが門をくぐり抜けて寺に入れれば、良晴の切腹を取り消してやる、としか書かれていなかった！

「……しまった……！　サルを救い出すのに夢中で焦あせっていたから、みんな、見落としていたんだわ！　でも、あいつが本猫寺に婿入りするだなんて誰も考えていなかったんだから、そんな細かいこと気にしなくてあったり前じゃない！　ちょっとそこのドラ猫！　あんた、教祖なのに人をたばかっていいのっ？」

「にゅ、ふ、ふ。たばかる意図はなかったにょ。すべては偶ぐう然ぜんの成り行ゆきだにょ。このけんにょ、孫市には生しよう涯がい返しきれないほどの恩義があるにょ！　なにしろ男に厳しい孫市が殿との方がたに惚れるなんて、二度とないかもしれないからにょ！」

「わーっ！　もうその話はやめてえな！　そないな理由で合戦をはじめたら、あかーん！」

　おかしいがな、けんにょはん！　あああ、マタタビがまだ抜けてへんのや！　あかん！　と孫市は真っ赤になって顔を覆おおっていた。

「良晴は絶対絶対、ぜーったいに渡わたさないわ！　いいわよ。良晴を取り戻せるまで、十年でも二十年でもやってやろうじゃないの。あんたたちが泥どろ沼ぬまの宗教戦争を望むというのならね！　合戦よ！」

「おう！　大坂本猫寺炎えん上じようの予言は適中させないにょ！　織田家との合戦に勝ち抜いて、本猫寺の未来を摑つかみ取るにょ！」

「けんにょはん、和睦するんと違ちごうかったんか!?」

「無理だにょ！　大坂から退去するしないの問題で、両家は絶対に相あい容いれないんだにょ！　ならば、わが相方・孫市の幸せを選ぶにょ！」

「……り……きゅ（……なか……よく……）」

　孫市は混乱した。けんにょが興奮して暴走した最大の原因は、明らかにマタタビだ。大坂炎上の予言を信じるきょうにょが「なにがなんでも織田家に抗戦する」とばかりに施ほどこした巧こう妙みような策に、はまったのだ。しかしそれだけではない。なぜならば利休が途と中ちゆうで気づいて、マタタビを茶から除いたのだから。もうひとつの想定外は、自分の恋こいを知られてしまったことだった。二人の友情は固い。そして、孫市の世話焼き癖ぐせが伝染したらしく、けんにょも孫市の恋話に関しては世話焼きだったらしい。つまりまずマタタビに興奮して、その興奮が「絶対に孫市の恋を成就させるにょ」という日ひ頃ごろのけんにょらしからぬ固い決意に直結したらしい。

　しかし、マタタビに影えい響きようを受けない織田信奈までが、売り言葉に買い言葉で和睦を破談にしてしまうとは？

　そや。織田信奈もおかしい！　なんで、家臣の一人にすぎない相良良晴はんにそないに執しゆう着ちやくするんや？　完全に激高して正気を失ってしもうとるがな！　あかん。第六天の魔ま王おうみたいに怒おこっとる！　大坂を大炎上させる鬼おにの顔や！　まさか織田信奈は……？　決して結ばれることのない、身分違いの恋に……!?

「はっ？　そや、和睦交こう渉しようが決けつ裂れつした時には良晴はんと取り決めとった計画を実行するんやった！」

「ちょっと孫市？　サルとなにを取り決めたって？　家族計画っ？　子供は五人欲しいって？　絶対に許さないわよ！」

「おうおう孫市。ぽこぽこ産めにょー。れんにょさまには八十匹ぴきの……いや八十人の子がいたんだにょー。さすが猫ねこ憑つきの繁はん殖しよく力は違うにょー」

「待ちいや！　違うんや。良晴はんが、れんにょはんの書き残した新たな御お文ふみを発見したんや！　武家と裁さい判ばん沙ざ汰たになった際は、神聖裁判『南なん蛮ばん蹴け鞠まり合戦』で勝負せえと！」




　新たに発見された御文の効果は、絶大だった。

　紛まぎれもなくれんにょの、しかも最晩年の時期の真筆であるとすぐさまに鑑かん定てい士しが結論を出し、急転直下「明朝開かい催さいされる南蛮蹴鞠合戦に勝利した側の和睦条件を認めて和睦すべし」と本猫寺の僧そうと門徒たちによる合議によって多数決で採さい択たくされた。

　その採決からすぐに、南蛮蹴鞠合戦の決まり事の詳しよう細さいと、そして両家が掲かかげる和睦条件の一部修正に関して、けんにょ、きょうにょ、信奈、半はん兵べ衛えを中心に、丁々発止のやりとりが行われたのだった。この時点ですでに、合戦ははじまっていたのである。

　むろん、近この衛え前さき久ひさが津つ田だ宗そう及ぎゆうを使って送り込んだ扇せん動どう者しやたちも、この情報を聞きつけて早くも動き出している。この世紀の対決を見るために、大坂の合戦会場には数万人の門徒が押しかける。扇動して騒そう乱らんを起こすには、またとない好機なのである。本猫寺への借金が貯まっていたためであろう、近衛が白しろ塗ぬりで「笑わない門」に参加して落とし穴に落ちたことが、偶然にも、近衛にとっては幸いした。まさか近衛が本猫寺門徒を操ろうとしている扇動劇の陰かげの首しゆ謀ぼう者しやであると気づく者はいなかったのだ。




　　　　※




　明朝。大坂本猫寺門前の広大な緑地に、南蛮蹴鞠合戦のための会場が突とつ貫かん作業によって完成していた。むろん、サッカーだから合戦に用いる懸かかり（フィールド）にラインを引いて区切り、互たがいの陣じん地ちに球きゆう門もん（ゴールポスト）を設置するだけであるが、総勢五万人もの門徒たちが観客として押し寄せてきているのである。門徒だけでなく、近きん隣りんから世紀の南蛮蹴鞠合戦を見物しに来ている者も交じっている。この五万人の観客を整理して合戦中に乱入させるなどして暴れさせないよう、かなりの人数で警備しなければならなかった。




　本猫寺軍の鞠まり足あし（選手）は、当主けんにょ、相方の雑賀孫市、下間五ご虎こ大だい将しよう軍ぐんの面々、そして雑賀衆が誇ほこる「少女鉄てつ砲ぽう隊」らによる総勢十一人。

「『笑わせる門』が開いてもおかしくない人数、そして熱気だにょ。孫市。良晴の婿入り話を混ぜ込んで、ことを大きくしてしまってすまないにょー」

「しゃーない。どのみち密室での話し合いで決着がつけられる状況やなかった。どないな形でも戦ってはっきりと白黒つけな、門徒たちも納得せんやろしな。ところで、きょうにょはんは？　あんたと同じ猫憑きの血の持ち主や、有力な戦力になるかもと期待しとったんやが」

「観客の中に手勢を率いて入り込み、警備を担当しているにょ。例の鐘かねを鳴らした連中が、この合戦の最中に門徒を煽あおって暴動を誘ゆう発はつする恐おそれがあるにょ。抗戦派のきょうにょも、神聖裁判である蹴け鞠まりを門徒が妨ぼう害がいして中止させてしまったら、本猫寺当主の権けん威いは地に落ち、大坂は単なる暴徒集団になってしまうと危き惧ぐしているにょ。織田家との合戦はあきらめないが、暴動は必ず阻そ止しすると意気込んでいるにょ」

「ああ、そうやった。そういう問題もあったんやなあ。そやけどけんにょはん。うちらは、蹴鞠合戦に集中やで。織田家には蹴鞠の名手はおらんようやが、連中は長ちよう距きよ離りを走り続けることにはたびたびの合戦で慣れとるやろうからな」

「おう、だにょ！」




　一方の織田軍は、案内役を務めた良晴を含ふくめ、「笑わない門」に参加した面々がそのまま蹴鞠にも参戦していた。ただし、護ご符ふが切れてしまって前鬼は召しよう喚かんできないので、「拙せつ者しや、五万人に見られるのはイヤでござる。土に埋うまっていたいでござる」と照れる五ご右衛え門もんを参加させている。

　また、松まつ永なが久ひさ秀ひでの姿がない。もしかして実じつ年ねん齢れいのせいかな……サッカーはハードなスポーツだからな……と良晴は敢あえて触ふれなかった。

「土つち埃ぼこりが、ひっどーいのう。水上蹴鞠対決のほうが、姫ひめには向いてるのにの」

「……拙者、合戦中にもぐらになっていてよいでござるか？」

「そう言わずに忍しのびのすばしっこさを発揮してくれ、五右衛門」

「門徒さんたちの間では、三十三対四で本猫寺が勝つ、という予想が一番人気だそうです～」

「南蛮蹴鞠の決まりについては一いち夜や漬づけで理解できたし、合戦前の練習で身体からだも鞠に慣らしたけれど……明らかに本猫寺側のほうが蹴鞠慣れしてそうね」

　信奈が「見るからにやりそうなのは、雑賀孫市ね。大おお柄がらだし体力あるし、鞠も上う手まいらしいわ」と目を細めて、孫市を睨にらんでいる。

「それより信奈。昨夜、本猫寺側とともに策定した南蛮蹴鞠合戦の決まり事だが、『織田家が勝てば大坂退去と、各地での一いつ揆きの解散』がこちらの和わ睦ぼく条件だったはずだぜ？　なんだよ、この『織田家が勝てば、大坂退去か良晴返へん還かんか、いずれか二択たくを織田信奈が選せん択たくできる』って条文は？　お前が『笑わない門』を抜ぬけた時点で俺は解放されたんじゃ？」

「それがそうは書いてなかったのよ、むきー！　だから、あんたを解放するためにはこの条文を付け加えるしかなかったのよ！」

　良晴は首をひねっていた。本猫寺が勝った場合の和睦条件も、微び妙みように変へん更こうされている。従来の「大坂残留」「伊い勢せ長島などでの自治権獲かく得とく」「三河・山科に土地を寄進」に加えて、「良晴と孫市の祝言による両家の婚こん姻いん同盟」という新たな条件が増えていたのだ。

「それは、けんにょが頑がん強きように付け加えてきたのよ！　あんたが孫市と浮気したからよ！」

「ええ？　浮気なんてしてないよー!?　どこでどう話が曲がったんだ!?」

「ふん。孫市にうちの飼いザルを引き渡すつもりは、さらさらないわ。本猫寺が勝った場合、『織田信奈は婚姻同盟を拒きよ否ひできるが、その場合は和睦は破談となり、開戦する』という付帯条件を飲ませたから！　サル、もし負けても婚姻同盟なんて拒否するから！　その時はいさぎよく本猫寺と全面開戦よ！」

「信奈。この合戦だけは絶対に回かい避ひしないとダメなんだ、万が一の場合は……」

「なによ。なんなの。いつものサルと違う！　わたしと本猫寺とどっちが大事なのっ!?　わたしは大坂とあんたを天てん秤びんにかけてまで、サル返還の条件を強引にねじ込んだというのにっ！」

「わかってくれよ！　『織田信奈』は、日ノ本の民たみと戦っちゃいけないんだ。貴重な時間が失われ、多くの命が失われ、民のお前への憧あこがれも失われる。お前はこの国の女王に──黄おう金ごんの国ジパングのクィーンになって、海の向こうへ飛び出さなきゃならないのに。俺は、どんなことをしてでもお前を魔王にしたくないんだよ！」

「じゃあ、南蛮蹴鞠合戦に勝ちなさいよ！　どうして『勝とう』って言ってくれないの!?」

「……ごめん。そうだったな、信奈。一いつ緒しよに戦って、この合戦に勝とう」

　良晴と信奈が、五万人の門徒が見ていることを一いつ瞬しゆん忘れて、お互いに寄り添そいかけたその時。

「相良先せん輩ぱいッ！　あんなお下げ劣れつな孫市などには絶対に奪うばわせませんっ！　必ずや先輩を奪だつ回かいして約束通りに十じゆう兵べ衛えの旦だん那なさまにしてやりますから、ご安心を！　さくっと大坂の猫どもとの合戦を終わらせて、坂本の愛の巣城へおいでませっ！」

　空気を読まない光みつ秀ひでが乱入してきて、良晴の両手を握にぎりしめた。

「きんかんっ！　あんたねえ！　邪じや魔ましないでよっ！」

「君臣の交わりは美しい光景ですが、十兵衛と先輩の祝言話を進めるほうが大事なのですう。この合戦では、十兵衛が得点を稼かせぐ役目、未来語で言う〝えーすすとらいかー〟を務めますので、信奈さまは〝あしすと〟をお願いしますですう」

「冗じよう談だんじゃないわ！　得点を奪って良晴を取り戻もどすのは、当主であるわたしの役目よ！　十兵衛、あんたこそ補ほ佐さ役に徹てつしなさいよっ！　足だって怪け我がしてるじゃない！」

「信奈さまの命令とはいえ、それだけはお断りですう。足の傷は自分で刺さしたものですから急所を外していまして、どうってことないですう。孫市どもに、十兵衛と先輩の絆きずなを見せつけてやるですう。絆・織田軍！」

「うきーっ！」

　もうさ。門を潜くぐる時とは違って、サルは切腹させられるわけじゃないんだし、サルより大坂を取らないと勝っても意味がないんじゃないのか？　と勝かつ家いえが長なが秀ひでに耳打ちするが、長秀は苦笑して敢えて答えなかった。

「くすんくすん。皆みなさん、重要な決まりがひとつあります。『合戦の刻限を終えて引き分けだった場合、本猫寺の勝利とみなす』──つまり勝ち越こさなければ、織田軍は勝てないのです」

　半兵衛が、「ですから、必ず点を奪う必要があります」と訴うつたえた。良晴はＰＫ戦ルールの採用を希望していたが、本猫寺側がどうしてもＰＫの概がい念ねんを理解できず、導入できなかったのだ。

「……合戦がはじまる刻限になった。おなかすかないように、食べておかないと。あむあむ」

　ういろうを頰ほお張ばって栄養を補給しながら、犬いぬ千ち代よが立ち上がっていた。




　それぞれの思おも惑わくが交こう錯さくする中、南蛮蹴鞠合戦が、ついにはじまった。

　上げ鞠（キックオフ）は、じゃんけんに勝った信奈が権利を得た。

「ではどうぞ、ノブナさま」

　見けん証ぞ（審しん判ぱん）のフロイスが、縦笛をぴゅーと吹ふいた。合戦開始の合図である。

　懸を包囲しながら、にゃーにゃーと五万人の門徒たちが猫の鳴きまねで大おお騒さわぎするものだから、織田軍の面々はいまいち試合に集中できない。

「ああもう、耳がきんきんしちゃう。やりづらいわねー」

「球門は俺が守る！　半兵衛ちゃんは走りまわらずに懸の真ん中あたりに立って、みんなに指示を出してくれ！」

　良晴は、司し令れい塔とうの役割を天才軍師の半兵衛に譲ゆずって、自らは球門鞠足（ゴールキーパー）の役目についた。

「球よけのヨシの異名は伊だ達てじゃねー。ドッジボールならこの特技をそのまま活いかせるんだが、サッカーで俺の特技をもっとも活かせるポジションは実はゴールキーパーなんだぜ！　なにしろ、球をよける勘かんが鋭するどいということは、裏を返せば球が飛んでくる方向が読めるってことだからな！　いつもの逆で、シュートされてきた鞠にわざと俺自身がぶつかっていけばいいんだ」

　織田家の面々はこれが南なん蛮ばん蹴け鞠まりの初試合体験である。対する本猫寺側には、弾だん丸がんをも耐たえ抜くという人間を超こえた体力を持つけんにょと、蹴鞠の名人・雑賀孫市がいて、しかも本猫寺の神聖裁判にもともと蹴鞠が採用されているために全員が鞠の扱あつかいに慣れている。しかも会場は織田家にとってアウェー。あらゆる面で織田家が不利だった。そこで、良晴は自分の「球よけ」の能力を最大限に活用し、ディフェンスに重点を置くことにした。ＰＫを導入しようとしたのも、自分のこの能力を活用するためだった。攻こう撃げきよりもディフェンスにこだわるのは日本サッカー界の悪あしき（？）体質だし、引き分けた場合は本猫寺の勝利になってしまう分、守備偏へん重ちようは不利だが、なにしろ賭かけているものが巨きよ大だいすぎる。

　考えてみればこれほどぞくぞくと震ふるえるサッカーの試合が人類の歴史上あっただろうか。いや、ない、と良晴は球門を守りながら思った。

「俺の責任は重大だな……武む者しや震ぶるいするぜ」

「くすんくすん。良晴さん、南蛮蹴鞠に不慣れなお味方は連係がうまくいっていません。さっそく鞠を奪われました。来ます」

　いわゆるミッドフィルダーの位置についている半兵衛がアイコンタクトと身み振ぶり手振りで警けい戒かい警報を飛ばしてきた。

「もう奪われたのかよっ？」

「にょにょにょにょにょにょ！　ざまあだにょ。お前らは抜けているにょ」

「待ちなさいよ、この泥どろ棒ぼう猫ねこッ！　十兵衛、あんたのせいよっ！　どうしてけんにょに鞠を簡単に奪われちゃったのよ～!?」

「鞠は奪わないから安心しろ、と言われまして」

「……怒おこったわたしがバカだったわ。そんな言葉を信じるほうがどうかしているわ」

　光秀がけんにょにだまされて鞠を盗とられたらしい。

「十兵衛ちゃん、人を疑うことを覚えなすぎ……しょーがねーな」

「くすん。守りの陣じん形けいを固めます。皆さん、球門に敵を近づけてはなりません」

「合点承知！　あたしに任せろっ」

「お味方よりも敵方のほうが連係が取れています。当方三十点です」

「けほけほ。あーもう、土埃があがってくしゃみが止まらないのじゃ」

「動きの素早さならば、拙者も負けぬでござる」

　織田軍の面々が大急ぎで良晴が守る球門へと走ってきた。

　だが本猫寺側は、自由自在に鞠まりを味方へパスして次々と防衛ラインを乗り越えていく。力強い下間乱らん亭でい！　小回りと技量に長たけた下間掛かけ布ふ！　そして、エースストライカー・雑賀孫市の足下へと鞠が渡わたった！

「よっしゃあ！　行くで行くでえええ！　ちと不細工やけど天下一肝きもっ玉のでかい男、うちがいただきや！」

　まだまだ球門まではたっぷり距きよ離りがある。

　常人ならばシュートなど決められるはずがない。

　だが孫市はお構いなしに、織田軍が守りを固める前に豪ごう快かいに鞠を右足で蹴けりこんでいた。

　ズドン！　と大地が揺ゆれる。

　鞠は信奈たちの頭上を高々と越えて、球門の左ひだり端はしへと一直線に飛んだ。

「ウソっ!?　どうしてあんなに飛ぶのっ？　あの八や咫た烏がらす、化け物じみてる！」

「しかも弾だん道どうを見るに正確無比です。さすがは天下一の鉄てつ砲ぽう撃うちさんです。くすんくすん」

「もうダメだああ、サルに防げるはずがないよっ！」

「お味方、八点です」

「させるかあ！」

　球よけのヨシが、本日ばかりは球当たりのヨシになる！

　良晴が勘よく鞠に方向を合わせて横っ飛び、そしてパンチング。

　ばんっ！

　間かん一いつ髪ぱつ、良晴は懸かかりの外へと鞠をはじき飛ばした。

「あいてて、あいてて！　拳こぶしが砕くだけるううううう！」

　こんなシュートを何発も喰くらったら俺、再起不能になっちまう……と良晴は震えあがった。

「良晴はん、何すんねんな！　うちとはいっしょにやっとれん、ちゅうんか？」

「だってさー、やっぱ俺、織田家に戻りたいんだよー！」

　怒った孫市が「尻しりでも喰らえボケ！」と良晴を怒ど鳴なりつけ、門徒たちが「『尻喰くらえ』が出たにゃー」とわいた。信奈と光秀は「なんて下品な言こと葉ば遣づかいなのかしら。あんな女にサルを渡したらおしまいだわ」「先輩を尻に敷こうとは、無性に腹が立つです。なんとしても勝つです」といよいよ頭に血がのぼる。

　良晴が懸の外へ鞠を出したので、鞠を持つ権利は、本猫寺側に。

　元もと木き（コーナー）から、雑賀衆の蛍ほたるが鞠を手で投げこもうとする。

「孫市姉さんにだけは蹴らせちゃダメだ。二人、いや三人がかりででも動きを封ふうじてくれ！」

「くすん。攻撃力は格段に落ちますが、仕方ありません」

「了りよう解かいでござる」

「……犬千代に任せる」

「巫み女こ使いの荒あらいサルじゃの」

　五右衛門、犬千代、滝たき川がわ一かず益ますが、孫市の周囲三方を取り囲んで完全な結界を完成。

「ちょ。お前ら何すんねん！　邪魔や、邪魔やどきい！」

「にんにん。どかぬでござる」

「良晴は守りぬく」

「姫ひめはよっしーが誰だれの婿むこになったっていいのじゃが、甲こう賀が忍しのびの血が騒さわぐのでの」

　小こ柄がらな三人がちょこまかと周囲を動き回るので、孫市は自由に走れない。相手が柴しば田た勝家のように大おお柄がらなら体当たりもできるが、的が小さくてすばしっこいので逆に当たりづらいのだ。

「だーっ！　お前ら、ちっちゃいねん！　こんなん、アリなんか？　蹴り飛ばしたろか？」

「そのようなことをなされたら、黄紙イエローカードを出します。一人蹴ったら一枚です。二枚たまったら退場です」

　フロイスにそう注意されなくとも、孫市はちっちゃな三人の邪魔っ子を蹴けり飛ばせない。

　しかし、本猫寺にはまだまだ攻せめ手があった！

「にょにょにょにょにょ！　相方が苦しんでるにょ、ここはけんにょさまが本気を出す時が来たにょ！」

　昨日のマタタビがまだ効いているのか、ハイテンションのけんにょが飛びだしてきた！

　投げこまれた鞠の奪うばいあい！

　信奈と光秀が「わたしのよ！」「いえ、十兵衛のです！」となぜかいがみあって互たがいに当たりあっている隙すきをついて、けんにょは猫耳をぴこぴこと揺らし、空高く飛び上がって「くるくる」と回転しながら、華か麗れいすぎるオーバーヘッドキックを叩き込んだ！

「見たかだにょ！　にゃーはははは！　八世れんにょさま以来引き継つがれてきた、おねこさまの力の前にひれ伏ふせにょ！」

　人間には決して不可能な、重力を無視するかのような跳ちよう躍やく力と敏びん捷しような動き！

「そんな！　あの体勢からいきなり球門に蹴りこむなんて！」

「ありえないです！」

「いにしえの蹴鞠を再生せよというれんにょさまの言葉の意味、やっとわかったにょ！　けんにょが南蛮蹴鞠合戦に加われば、本猫寺軍は無敵にょ！　大坂炎えん上じようの運命を変えられるにょ！」

　織田軍は、不意を衝つかれた！

　だがただ一人、良晴だけはけんにょの猫並みの身しん体たい能力を知っていたから、「抜ぬかりはない！」とまたまた横っ飛び、けんにょが蹴りこんだ鞠をはっしとキャッチした。

「にょにょっ？　よ、良晴、なんてことを……ひどいにょ～！」

　歓かん喜きの猫ねこ踊おどりをはじめようとしていたところで思いがけず見せ場を奪われたけんにょが「がくっ」と膝ひざを折っている隙に、良晴は「けんにょはいつも相当に無理していて気分の浮うき沈しずみが激しいんだ、今のうちに攻めろ攻めろ！」と味方に指示を出しながら鞠を思いっきり蹴り上げた。

「今よ！　本猫寺の守りはがら空きだわ！」

「この十兵衛にお任せあれ！」

「わたしが球門に蹴り入れるから、よこしなさいよ十兵衛！」

「ダメですこの勝利の鞠を相良先せん輩ぱいへの結ゆい納のうの品とするのです！」

「またあんたは……！　『笑わない門』でさんざん笑って良晴の足を引っ張っておきながら、うきいー！」

　またしても互いに激しくぶつかりあう信奈と光秀。

　いけません、あの二人が思いきり足を引っ張りあっているうちは得点は困難です零れい点てんです、と長秀が鞠を追いながら嘆たん息そくする。

「あああ、あたしってばうろうろと走りまわってるばかりで、いちども鞠に触ふれてないよおおお～！　あたしって役立たず？」

「織田家一の馬力を誇ほこる勝家どのが球門へ蹴りこまねば、点は取れますまい。しかし姫も明あけ智ちどのも鞠をこちらへ回すおつもりはないようです」

　そう。織田軍はチームワークに欠けていた。いまいち決定力・得点力に欠けているのはいかにも日本のサッカーチームらしいと言えなくもないが、合戦開始前に良晴を巡めぐってケンカしてから険悪なままの信奈と光秀が互いに自分がエースよ！　と張り合って仲なか違たがいしているのだから、そもそもそれ以前のレベルである。

　気がつけば、雑賀衆の蛍、小こ雀すずめ、鶴つる首くびの鉄てつ砲ぽう少女三人組に鞠を奪い取られていた。

「しまった！」

「くすん。犬千代さんたちはそのまま雑賀孫市さまを押さえてください。そして丹に羽わさまと柴田さまは、けんにょさまを封じてください。それでどうにか守れると思います」

　走らずにしどけなく芝しば生ふの上に立っている半兵衛が、フォーメーションを組み直す。けんにょと孫市のマークにほとんどの力を割さいてしまうという消極策だが、けんにょの変へん幻げん自じ在ざいなオーバーヘッドを見てしまってはこれもいたしかたなし。

「にゃーっはっはっはっは！　憐あわれよの、憐あわれよの織田軍の弱きこと！　このけんにょさまを封じこめれば勝てるとでも思ってるのかにょ」

「足が速いいいいいいい！　けんにょって何者なんだよ、そもそも基き礎そ体力に違ちがいがありすぎるよっ！　サルめ、よくもこんな織田家に不利な勝負を考案したなあ！」

「勝家どの、ここが我が慢まんのしどころです。必ず勝機は訪れます」

　勝家と長秀はもう、けんにょの素早い動きについていくので精せい一いつ杯ぱいだ。

　孫市はちびっ子トリオに囲まれて、「あーもううざいわー」と頭をかきむしっている。

「くすん。当方があまりにも消極的すぎるので門徒の皆みなさんがにゃーにゃーと激げき怒どしていますが、どうにか膠こう着ちやく状態を作り出せました。合戦終しゆう了りようの刻限が迫せまりましたら一気に勝負に出ましょう」

　ともかく時間を稼かせいでしばらくは両軍無得点状態を維い持じできそうです。織田軍の皆さんも後半戦になる頃ころには南なん蛮ばん蹴け鞠まりに慣れてくるはずです、と半兵衛が咳せき込みながらうなずいた。




　五万人の門徒たちが見物する中、きょうにょは手勢を連れて、巡じゆん回かいを続けていた。しかし、扇せん動どう者しやたちはまだ発見できていない。むろん、外見だけでは見分けがつくわけがない。彼らが実際に行動を起こした所を素早く発見し、そして捕とらえるしかなかった。

「暴動を扇動する者たちが多数、今日の合戦見物に紛まぎれ込んでいるとの情報を得たぬこ。まさしく、騒そう動どうを起こすにはうってつけの状じよう況きようだぬこ」

　おそらくは興奮した門徒を懸に乱入させて、織田軍の鞠まり足あしたち──織田信奈たちを襲しゆう撃げきさせようとするはず、ときょうにょは予測している。とすれば、合戦の盛り上がりが最高潮に達して五万人が法ほう悦えつの境地に達するまでに熱ねつ狂きようしきったその時こそが、危ない。

　きょうにょに協力すると言いつつ、同時にきょうにょ自身をも見張っている松永久秀が、その隣となりで煙管キセルをくゆらしている。

「あら？　暴動が起きて織田家との和わ睦ぼくがご破算になったほうが、抗こう戦せん派のあなたには好都合ではありませんの？」

「八世れんにょさまが定めた神聖裁判である南蛮蹴鞠の最中に敵軍の鞠足を襲撃するような事態になったら、本猫寺当主の権けん威いは地に落ちるぬこ。当主の権威によってかろうじて大坂の民たみたちはひとつにまとまり、秩ちつ序じよを維持しているぬこ。当主の権威が消え失せてしまえば、もはや、民たちは無秩序な暴徒の群れになってしまうぬこ」

「そうなれば皮肉な形で、大坂炎上の予言が適中してしまいますわね」

　いったい誰が本猫寺と織田家を闘とう犬けんのようにかみ合わせようとしているぬこ？　堂々と同盟を組んで織田家と戦おうと申し出てくるべきだぬこ、ときょうにょが眉まゆをひそめ、久秀は「信奈さまは四方八方、敵ばかりですもの。あまりに候補者が多すぎて」と苦笑した。

「武家でしたら、当主の命令に背そむく家臣は上意討うちにして始末してしまえば済むことですのに。本猫寺はずいぶんと、面めん倒どうですのね。八世れんにょの時代、北陸で一いつ揆き勢が武家をことごとく打ち倒たおすと暴走した時に、一揆の首しゆ謀ぼう者しやをれんにょ自身が殺しておけばよかったのですわ。たしか、破門にして済ませてしまったのでしょう？　それで一揆は止まりましたか？」

「れんにょさまも姉上も優しすぎるぬこ。ことに姉上は門徒たちのためにあの鉄てつ砲ぽう漫まん才ざいで、自分の命まで削けずって……『笑わせる門』が開くことなど、決してないのに……あれは、門徒たちを安心させるためにれんにょさまが敢あえて設けた方便の仕し掛かけだぬこ」

「悪あしき予言に怯おびえる門徒に希望を持たせるために、開かない門を設置したのだ、と？」

「そうだぬこ。善よき予言など、当たらないぬこ。当たる予言は、悪しき予言だけだぬこ。弾だん圧あつされ抗こう争そうし本山炎上を繰くり返してきた本猫寺の歴史が、それを証明しているぬこ」

「きょうにょどの。冷れい徹てつな現実主義者であるあなたご自身が当主になれば、門徒どもの統制が取れるかもしれませんわね？　あなたは、優しすぎる姉上とは違い、自らの心を切り捨てて天下布猫の野望のために鬼おにとなれるお方のようですわ」

　久秀が目を細めて、薄うす笑わらいを浮かべる。

「万が一、織田信奈が勝ちを収めながら相良良晴を選び、大坂を取らなかった場合、織田家はこの西国平定のための要地・大坂に拠きよ点てんを築けなくなるぬこ」

「うふ。そうなるかもしれませんわね」

「松永弾だん正じよう久秀。そうなった場合、お前はいずれ本猫寺に難なん癖くせをつけて再戦に及および、大坂を武力制圧するつもりぬこね？　お前は、そのために当主を和平派の姉上から、抗戦派のきょうにょにすげかえたいんだぬこ。その手には乗らないぬこ。本猫寺の当主に相応ふさわしいお方は、姉上ただ一人だぬこ。きょうにょはあくまでも姉上を陰かげで補ほ佐さする、いわば本猫寺の『汚よごれ役やく』だぬこ。だからこそ、自分の感情を切り捨てられるぬこ」

「うふふ。こちらこそ、信奈さまを暴徒どもが追い詰つめて切腹させようものなら、織田家の実権をわたくしが奪い取り、たとえ何十年かけてでもこの国の本猫寺門徒どもを一人残らず殺し尽つくす覚かく悟ごですわ。あなたも含ふくめて。その結果、この国が文字通り滅ほろびてしまっても、かまいませんわ」

　噂うわさ通りの毒蠍さそりだぬこ、ときょうにょは思った。

　それにしても、扇動者たちの尻尾しつぽをいっこうに摑つかめない。

　合戦は、折り返しを越こえた。ここから、いよいよ佳か境きように入る。

　きょうにょは、焦あせりを隠かくせなかった。




　織田軍が手て堅がたく防戦を続ける間に、いつしか刻限の半ばを過ぎていた。そしてついに、膠着していた合戦が大きく動きはじめていた。

「「「「「いつまで手堅く守っているのか！　われら五虎大将軍を甘くみてもらっては困る！」」」」」

　本猫寺の誇る、下間五虎大将軍軍団が奇き妙みようなＶ字形の陣じん形けいを組んで、鞠まりを互いに回しながら強引に中央突とつ破ぱをはかってきたのだ。

　半兵衛は五人の放つ気き迫はくを感じ取り、「来ます！」と叫さけんでいた。

「信奈さま、松まつ平だいらさま、明智さま！　とにかく残っている皆さんは、急ぎ球門を守ってください！」

　ちなみに松平元もと康やす、一応試合に参加はしているがとろくさいので「待ってくださ～い」「はあはあ、ひいひい」と一人だけ置いてけぼりを喰くらっている。

　かわりに服部はつとり半はん蔵ぞうが獅し子し奮ふん迅じんの働きを見せているが、元康がまったく参加できていない分、頭数が一人抜けているのも同然なので焼け石に水だ。

「十兵衛、今はとにかく守ることよ！」

「承知です！」

「はあはあ、ひいひい、ぜえぜえ。ああ。もうめまいがして走っていられませ～ん」

「姫ひめ！　本猫寺に勝利せねばなりません。この蹴鞠合戦に負ければ三河は事実上本猫寺門徒の国になってしまうのです。ここは死力を振ふり絞しぼっていただく」

　この時、鞠はなおも五虎大将軍たちが回し、そして五人はついに良晴が守る球門へと接近していた。

「見せてあげるよ～。この合戦のために修行した必殺技！　『下間三連発』！」

　下間真ま弓ゆみから渡わたった鞠を、まず、碧あおい目の下間乱亭が豪ごう快かいに球門めがけて左足で蹴けりこんだ！

　誰だれもが「決まった！」と声をあげた。

　だが、しかし、「球よけのヨシ」の鞠に対する反射神経は異常。戦国ゲーム攻こう略りやく以外にこれといったとりえのない良晴に、なぜか天がひとつだけ妙みような特技を与あたえていた。それが「球よけ」の勘かんである。思わず鞠から逃にげようと身体が勝手に動こうとするので、意識的にその逆方向に動けばそこに鞠が飛んでくるのだ。むろん、本能に逆らった動きをするわけだから、心身ともに恐おそろしい負担となる。それでも良晴は己おのれの本能に逆らって飛んだ。

「させるかあ！」

　額から稲いな妻ずまを飛ばしながら、野性の勘だけを頼たよりに良晴がその鞠をパンチングして失点を阻そ止し！

　ごちん、と良晴は球門の角に頭をぶつけたが、とにかくファインセーブ！

　どどどどど、と地鳴りがした。

　客席の門徒たちがにゃあにゃあと黄色い声をあげ、足を踏ふみならしているのだ。

「でかしたわ、サル！」

「不ぶ恰かつ好こうですが、さすがは先輩です！」

　だが伝説の『下間三連発』はまだ終わらない！

　こぼれた鞠を、こんどはすかさず、

「次はわたしが蹴らせてもらいますっ！　良晴さんの体勢が崩くずれている今こそ球門のど真ん中に鞠を放りこむ好機ですっ。足を振り上げ、反発力を最大限に利用してっ！」

　と早口で解説しながら、下間掛布が左足でダイレクトにシュート！

　小こ柄がらながら、全身のバネを利かせた強きよう烈れつな蹴り！

「うおおおっ!?　まだ来るのかよっ!?」

　自じ爆ばくして額から流血した良晴はめまいに耐たえながら、自らの回かい避ひ本能に逆らって鞠めがけて飛びこみ、かろうじてその鞠を再びパンチング！

　息をもつかせぬ二連続弾を、神かみ懸がかりの連続セーブ！

「また防いだわ！　すごいわサル！　あんた、ほんとにサルだったのね！」

「さすがです良晴さん。でも、血が……血が……くすん」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだ半兵衛ちゃん。これしきの傷……おおっとめまいが」

　乱亭、掛布が蹴った鞠を防いだところで、織田軍の全員の気が一いつ瞬しゆん、抜ぬけた！

　だが、『下間三連発』の最後を飾かざるは、ここまでまったく目立っていなかった下間岡おか田だ。

　五虎大将軍の一人でありながら口数が極きよく端たんに少なく、からくりおみくじの際にも人形の中に入りっぱなしで、いるのかいないのかはっきりしない下間岡田だったが、両軍の面々が「わあっ」と沸わき立っている一瞬の隙すきを見て容よう赦しやなくこぼれてきた鞠を右足でゴンッと蹴りこんでいた。

「そら、そうよ」

　そう、この地味で存在感が薄うすい下間岡田の一瞬の隙を衝ついた不意打ちこそが『下間三連発』のトリだったのだ！

　しかも加速しながら「ぐううん」とカーブがかかる、バナナシュートだ！

「壁かべ」となっていた信奈たちをすり抜けて、球門のど真ん中へと鞠が突つき刺ささ──いや、突き刺さらなかった！

「悪い本猫寺のみんな！　この両家の合戦だけは、絶対に俺が食い止めるッ！」

　鞠は、息も絶え絶えになりながら起き上がっていた良晴の腕うでの中にすっぽりと収まっていた。

　三連発をことごとく、良晴が守りぬいたのだ！

　興奮した門徒たちのどよめきは、あの鉄砲漫才が初披ひ露ろうされた時よりも大きくなっていた。まるで地鳴りである。空気までが、揺ゆれていた。

「まっさか～。必殺の『下間三連発』が破れちゃったよ～？　どうしよ～う？」

「良晴さんには、本猫寺と織田家の合戦を阻止しなければならないという尋じん常じようならざる執しゆう念ねんがあるようですねっ！　蹴け鞠まりの常識を超こえたことが起きていますよ、ええ！」

　良晴は鞠を遠くへ投げこもうとしたが、全神経を集中しすぎて気力が尽きたのか、めまいがひどくなったらしく、ぽろりと手から鞠を落としていた。

「……ぜえ、ぜえ……悪い。さすがに、バテたぜ……ちょっとだけ休みてえ……」

　めずらしく、柴田勝家がこの良晴の必死さに心を動かされた。

「サル！　お前って奴やつは、日ひ頃ごろはエロザルだけど織田家のためには命も投げ出すけなげな男だったんだな！　そうだよっ、金かねヶが崎さきでもそうだった！　お前の覚悟にじーんと感動して、生きて帰ってきたらおっぱい触さわらせてやるって約束したのはあたしだったんじゃないか！　そんな忠誠心溢あふれるお前をエロザル乳揉もみザルといじめてきたあたしが悪かったんだっ小人物だったんだっうわあああ～！」

　眼めに涙なみだを浮うかべながら、感動しまくりの勝家が鞠を奪だつ取しゆし、

「うおおおおおおあああああ～！　サルへの罪滅ほろぼしとして、あたしが決勝点を決めてみせるうううっ！　寄るな触るな近づくなあああ！」

　男たちがみな恐れる鬼おに柴田の形相でドドドドドと芝しば生ふの上を突き進む。

　下間五虎大将軍たちがけんめいに勝家の突とつ進しんを食い止めようとするが、勝家が本気を出した時の馬力は異常。

　蛍、小雀、鶴首の雑賀衆鉄てつ砲ぽう少女三人組が最終防衛線で勝家を待ち構える。

「ここは通しません」

「そうよそうよ」

「ま、待って。あ、危なそう」

「怪け我がしたくなけりゃ邪じや魔まをするなあああああ！　見せてやる、あたしの必殺技を！　喰らえッ、『瓶かめ割わり大だい斬ざん撃げき』ぃぃぃぃぃ！」

　ただならぬ迫はく力りよく！　これは、触ふれてはならない！

　鉄砲少女たちが、「きゃっ」と逃げ散ちった。

　柴田勝家の必殺技がここでついに飛び出した！

　とろくさくてほとんど合戦に参加できず、解説者っぽくなっている松平元康が、

「『瓶割大斬撃』──大きな瓶を叩たたき割って粉々にし、その無数の破片を弾だん丸がんがわりに大勢の敵に同時に命中させていっせいに倒たおすというおそるべき技です～。本来は槍やりで瓶を割るのですが、今回は槍のかわりに足を使った改良型と申せます～」

　とうなずいた。

『瓶割大斬撃』は、見事に決まった！

　勝家が蹴った瞬しゆん間かんに、鞠は、

「ばしゅうううううっ！」

　と豪快な破は裂れつ音をたてて破裂し、粉々に砕くだけ散って地上からあとかたもなく消しよう滅めつしたのであった。

　フロイスが思わず縦笛をぴいいいと吹ふいて、

「申し訳ありませんが、鞠を破は壊かいするのは重大な反則です。シバタさまに赤紙レツドカードです」

　やったああああ！　見ていただけましたか姫さまあああ！　と気合いを入れて勝利の踊おどりを踊りはじめていた勝家に、レッドカードを手て渡わたした。

「え？　え？」

「ですから、鞠を破壊するのは反則です。あの……申し訳ありません。シバタどのは一発退場となります」

「えええええええええっ!?　ああ、そうだったっ！　鞠を球門に入れなくちゃいけないんだったああああっ!?」




　門徒たちから「あほだにゃー」「ひっこめにゃー」と勝家に容赦のない罵ば声せいが飛んだ。

　この合戦の成り行ゆきを、五万人の門徒の中に交じって門徒を煽あおる不ふ穏おん分ぶん子しを必死で捜そう索さくしていたきょうにょが「意外な成り行きだったが、これで勝ったぬこ。門徒が織田信奈を襲しゆう撃げきする危険はなくなりそうだぬこ」とうなずく。

　そのきょうにょの隣となりでは、「信奈さまは負けてもなお、相良良晴の譲じよう渡とを断る権利を所有しているのでしたわね？　和議が破れ、両家が開戦するという犠ぎ牲せいと引き替かえに」と松永久秀が煙管キセルをくゆらせながら深いため息をついていた。

「慈じ悲ひだぬこ。きょうにょが、信奈に良晴の婿むこ入いりを拒きよ否ひする権利を与えてやったぬこ」

「信奈さま自らが和わ睦ぼくを蹴れば、あなたが望むように正々堂々と開戦できますものね。でも、そう都合よくいくかしら？　あなたは、いまだに門徒内に潜ひそむ不穏分子を発見できていない。この蹴鞠合戦の最中に、連中は必ず決起いたしますわよ」

「ここで連中の尻尾を摑めば、首しゆ謀ぼう者しやが誰なのか、突き止められるぬこ。二度と本猫寺を第三者の陰いん謀ぼうに利用されることはなくなるぬこ」

「うふ。その前に、取り返しのつかない惨さん事じになりそうですけれどもね」




　信奈は思わず、勝家を[image: しか]しかりつけていた。

「何やってるのよ六りく？　あんた南なん蛮ばん蹴け鞠まりの決まり事を覚えてなかったのっ？」

「うわあああ、姫さまに[image: しか]られたあああ！　あたしはもう終わりだあああ！　ごめんなさいいいいいっ！」

「ちょっと六、勝手に切腹しちゃダメよ！」

「これは……零れい点てんです。と言いますか、論ずるに値あたいしない失敗です」

「うわああああん！　長秀に点数すらつけてもらえないなんてえ～！」

　柴田勝家、泣きながら退場。

　これで織田軍は十人になってしまった。一人足りない！

「前鬼は召しよう喚かんできるか、半兵衛ちゃん？」

「護ご符ふが尽つきています、くすんくすん」

「それじゃあ……もう名のある武将は出で払はらっているけれど、足軽の中から鞠足を一人追加しよう。ルールは、これだけ合戦を観戦していればだいたいわかるだろう」

「くすん。それでは合戦中に無限に人を交代できてしまいますし、懸かかりの中に暗殺者が紛まぎれ込む恐れも。ですので、名のない足軽さんや一いつ般ぱんの門徒さんは参戦できないんです。世間に名の通った人でなければ鞠足として参戦できません。これは信奈さまたちの安全を確保するために設けた付帯条件だったのですが、裏目に出てしまいました……」

「ということは、十人で続行っ!?」

「いやっ！　警備のために客席に紛れ込んでいる松永久秀がいるはずだ！」

「松永さまときょうにょさんには、この合戦に乗じて門徒さんたちを煽るであろう扇せん動どう者しやを発見して捕とらえるという重要な役目がありますので、合戦には加わらないと最初に取り決めてあります。あのお二人は策士ですので、合戦内でなにか仕し掛かけるかもしれませんから、両家ともにお二人を警けい戒かいしたのです」

「警備役という仕事を互たがいに与えて互いを縛しばり合ったという面もあるわけか。くそー。どうにも裏目、裏目に出るなあ～」

「前鬼さんを召喚するための護符を量産できればいいのですが、すでに龍りゆう脈みやくが涸かれたので、なかなか護符に『気』を注入できなくなっているんです。くすんくすん」

「あと一人でも名のある武将を連れてきておけば……十点です」

　鞠は、もちろん本猫寺側へ。

　良晴の体力はどうにか回復したが、もうこうなったら絶対に不利である。

　もともと松平元康がものの役に立っていなくて不在同然、半兵衛は身体からだが弱いので走れない、そして織田家一の身体能力を誇ほこる勝家が自爆して退場──！

　その上、エースストライカーであるはずの信奈と光秀は互いに鞠を譲ゆずりあうどころか奪うばいあっているという険悪な状態だ。

　さらに、合戦終しゆう了りようの刻限がどんどん迫せまっていた。

「も、もうダメかもな……俺にはもう策がない」

「くすん。この半兵衛にも策はありません」

「泣き言は負けてからにしなさいよ！　あきらめたら終わりでしょっ！　まだよ、まだあんたたちには命があるじゃない！」

「はあ……実に専制君主らしい台詞せりふだぜ信奈」

　この天才十兵衛が本気を出せば蹴鞠などお茶の子さいさいなのです、と光秀がきりりと真しん剣けんな表情で鞠を奪おうと走るが、「あんたにだけは渡わたさないんだから！　まだ孫市に盗とられたほうがマシだわ！」と信奈が割って入るのでうまくいかない。

「ちょ。何をするのですか信奈さま？」

「絶対絶対、ぜーったい、この鞠を祝言の結ゆい納のうの品になんてさせないんだからっ！」

「今だよ～！　織田軍は仲間割れしているよ～！」

　うわぁ見苦し～いと呆あきれながら、下間乱亭が鞠を高々と頭で飛ばして孫市にパスした。孫市を囲む三人娘むすめはみんなちびっこいので、空中戦となると孫市を防ぎようがない。

　そして、けんにょは良晴一人が守る球門のすぐ前のエリアへと、完全ノーマーク状態で走っていた！

「けんにょはん！　波ぱ酢すや！　球門に蹴けりこむんやあああ！」

「わかったにょー！　天下一の男と孫市の祝言、その祝いに一発決めてやるにょ！」

「そそそその話はなしやで、緊きん張ちようするやないかー！」

　孫市が、鞠をけんにょへと渡す際にかあああっと照れたので、その分わずかに鞠の軌き道どうが逸それてしまった。

　球門の正面で、良晴とけんにょが転がる鞠を奪いあう。

「蹴らせねえぜ！」

「そうはいかないにょ！」

「悪いがこっちは手が使えるんだ、俺が有利！」

　けんにょがアクロバティックな動きを繰くりだしてどうにか鞠を蹴ろうとするが、追い詰つめられた良晴がサルのように敏びん捷しような動きでいちいちその蹴りを封ふうじてしまう。

「俺は！　織田家と本猫寺との凄せい惨さんな合戦の歴史を、絶対に変えてみせるううっ！」

「にょ、にょにょっ。すごい迫力だにょ！」

「けんにょ！　過去に語られた悪あしき予言よりも、未来から来た俺の言葉を信じてくれっ！」

「……相良良晴……！」

　良晴があのけんにょに競せり勝つ？

　誰だれもがそう思った。

　だが、けんにょには「奥の手」があった──この合戦に無様に敗れ、織田信奈が「良晴返へん還かん」ではなく「大坂退去」を選せん択たくすれば、五万人の門徒は神聖裁判の結果を受け入れられず、暴動を起こすだろう。きょうにょにも阻そ止しできないだろう。そしてそれは、大坂本猫寺が宗教組織ではなくなり、まったく統制の取れない無法な一いつ揆き集団になってしまうことを意味する。そうなれば、武家が大坂本猫寺を焼き払はらうという予言が適中してしまう！　大坂本猫寺と門徒たちを守り通すためならば、たとえそれが反則すれすれの裏技であろうとも、相手が相良良晴でも、「奥の手」を繰り出すことをけんにょは躊躇ためらわなかった。

　本猫寺が勝てば、いくら扇動者が煽り立てても、門徒が暴徒と化すことはないのだ！

「ああっ！　良晴！　フロイスを見るにょ！　修道女服が破れて、牛のようなおっぱいが丸出しになっているにょ！」

「ええっ、フロイスちゃんの貴重なおっぱいがっ？　たたたたいへんだっ!?」

　隙すきあり！

　試合に参加していたほぼ全員が一いつ瞬しゆんだけ、フロイスのほうに気を取られた。

　その隙にけんにょは、そ知らぬ顔で、最終兵器──お尻しりの猫ねこ尻尾しつぽをぷるぷるっと振ふり、鞠を尻尾で叩いて球門へと強引に押しこんだ。

「得点したにょおおおおおお！」

　そして歓かん喜きの猫踊おどり！

　側転！　空中でバク転！　ゴロゴロと芝しば生ふの上を転がり踊る！

　観戦していた門徒たちの多くは「尻尾使ったにゃん」「尻尾にゃん」と気づいていたが、「きゃああああああ、やったあああああ！」と勝利を確信して大歓喜。

　織田軍では、「きんかん、邪じや魔ましないでよ」「信奈さまこそなぜ十兵衛の華か麗れいな見せ場を邪魔するですか」とつかみ合いの乱らん闘とうをはじめかけていた信奈と光秀の二人だけが、けんにょの尻尾が鞠を叩き込んだ瞬間をばっちり見ていた。

「ちょっとフロイス！　今のは反則じゃないの!?」

「そうです。尻尾で鞠を押しこんだです！」

　と、さっきまでケンカしていたことも忘れて仲良く猛もう抗こう議ぎ。

　しかし、フロイスはどこまでも厳格で公平だった。たとえ織田軍の敗北になろうとも、いったん決めた南蛮蹴鞠の決まり事……ルールを覆くつがえすことは彼女にはできなかったのだ。

「すみませんノブナさま。たしかに、手を用いてはならないことは、定められています。ですが『尻尾を用いてはならない』という決まりはこの南蛮蹴鞠合戦では定められていないのです」

「フロイスはん、あんた、ほんまに公平なええやっちゃな！　うちにも反則なんかどうなんかようわかっとらんかったが、けんにょはんの尻尾蹴げりは有効なんやな！」

「にゃーはははは！　甘いにょ孫市！　けんにょは最初から尻尾の盲もう点てんに気づいていたにょー！　フロイスが噓うそのつけない性格でよかったにょ！」

　信奈に「サルっ！　これって完全にあんたの不手際じゃないの！」と[image: しか]りつけられ、「だって尻尾を持ってるサッカー選手なんて未来にはいないんだよお！」と良晴は泣いた。

　ついに、均きん衡こうは崩くずれた！

　しかも、合戦終了の刻限は近い！

　現代風に言えばすでにロスタイムに突とつ入にゆうしている頃ころ合あいの、絶望的な時間帯！

「見たかにょ！　これぞけんにょさまだけが繰りだすことのできる最終奥おう義ぎ、『神の尻尾』だにょ！　にゃーっはっはっはっはっは！」

「でかした、けんにょはん！」

「これで大坂は安あん泰たい！　孫市には天下一の婿むこをくれてやれるにょー。にゅ、ふ、ふ」

「そそそそやから、その話はやめてんかー！」

　神の尻尾！　神の尻尾！　の大合唱。

「やはり、おねこさまこそがこの世の救い神だにゃ」

「鉄てつ壁ぺきの相良良晴の守りをも破るけんにょさまの神の尻尾は、尊すぎるにゃ」

「私たちはまた、この眼めで奇き蹟せきを見せていただいたにゃ！」

「にゃーにゃーにゃー！」

　門徒たちの興奮はいよいよピークに。

　これがもしも岐ぎ阜ふでの試合だったら、判定が覆くつがえったかもしれない。

　しかしここは本猫寺なのだ。

　織田軍は全員、悲ひ愴そうなおももちに。

「……もう、ダメみたいね……みんな、この試合に負けたら、良晴を奪われることに。もしも良晴を孫市の婿として本猫寺へ渡すことを拒きよ否ひすれば、和わ睦ぼくは不成立。大坂本猫寺とのほんとうの合戦がはじまる。どちらになるにしても、覚かく悟ごを決めておいて」

「姫ひめ。浅あざ井い朝倉と三み好よしに挟きよう撃げきされている今、強敵本猫寺との開戦は零点です……ですが、『神の尻尾』に負けて相良どのを奪われたとあっては織田家一同みな納得いきますまい」

「先せん輩ぱいをむざむざ渡すわけないですぅ！　戦いくさになった場合の門徒皆みな殺ごろし策はすでに構想しております。この十兵衛にお任せあれです！」

「おいおい。ガチ合戦はまずいって言ってるだろ！　何のための南蛮蹴鞠なんだよ」

「サルは黙だまってて！　『神の尻尾』に負けてあんたを人質として差し出したとあっちゃ、わたしは天下人としての面目丸つぶれでしょ！」

　懸の外で、勝家が「うああああ、あたしのせいですうう。すみません切腹しますから戦だけはご容よう赦しやを」と泣いているが、もはや信奈はいろいろな意味で堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたらしい。

「んもう～！　南蛮蹴鞠が平和をもたらすなんておおぼらじゃない、サル！　むしろ遺い恨こんがどんどん増ぞう殖しよくしているじゃないのよ！」

「……まあ、サッカーの試合が遺恨になって戦争が起きたり、戦犯の選手が自国民に殺されたりすることもあるからなあ……日本じゃそんな事件起きてないけど」

　あたし、尾お張わりに帰ったら戦犯として民たみたちになぶり殺されるんだあ、うわあああ、と勝家はいよいよ号泣。

　勝利を確信したけんにょたち本猫寺軍が、

「降参かにょ？」

「まだやるかー？」

　と信奈たちを笑顔で挑ちよう発はつ。

「まだやるわよ！　刻限が来るまであきらめないんだから！」

「おうおう。けなげだにょー。だがもう逆転は無理だにょ。織田家にはもう、婚こん姻いん同盟を飲むしか道がないにょー。良晴はこっちのものだにょ、にゅふふふ」

「ぐぬぬ。見てなさい。いつか、あんたをマタタビ風ぶ呂ろに入れて発情死させてやるう！」

「おー。敗北の屈くつ辱じよくに震ふるえる魔ま王おう娘むすめは怖こわいにょー」

　織田軍は、絶望的な状じよう況きよう。

　だが、そこに、輿こしに乗って一人の英えい雄ゆうがあらわれた！

　そう。

　織田家にも、いるではないか。

　神の領域に達している蹴け鞠まりの達人が！

　その名は！

「ちょっと信奈さん？　わらわをこんなに楽しげな蹴鞠の大会に呼ばないとはどういう了りよう見けんですの？　この征せい・夷い・大たい・将しよう・軍ぐんの今いま川がわ義よし元もとがこれより颯さつ爽そうと蹴鞠大会に途と中ちゆう参加いたしますわ！　おーっほっほっほっほっほ！」

　十じゆう二に単ひとえを着ているので動くのも困難そうなお飾かざりの将軍・今川義元だった！

　かねてより「退たい屈くつなので蹴鞠の大会を開いてくださらない、信奈さん？」とぶつぶつ言い続けてきた義元が、呼ばれもしないのに無理矢理にこの本猫寺まで乗りこんできたのである。

　目的はただひとつ、蹴鞠合戦に出場して思う存分鞠を蹴ることのみ。

「イマガワさまは世に隠かくれなき将軍さまですので、参加資格があります。織田軍はただいま十人ですので、あと一人出場できます」

　フロイスが、義元の出場を許可した。

「今川義元？　そういえば、そんな奴やついたにょー。よくもお飾りの将軍職に満足して遊んでいられるにょー。意外と器がでかいのかもしれないにょ」

「てっきり桶おけ狭はざ間まで首を取られたと思うとったわー。しぶといやっちゃのう」

「っていうか、あんな恰かつ好こうで動けるのかにょ？　もこもこだにょ」

　けんにょ側も「しょせん、公く家げかぶれのお姫さまのお遊びだにょ」と義元の参戦をあっさり認めた。

「おーっほっほっほ！　信奈さん、ここからはこの征夷大将軍の今川義元に任せなさい！　南なん蛮ばん蹴鞠の決まり事は、観戦させていただいておおむねわかりましたわ。敵方が守る球門に鞠を蹴り入れればよいのですわね？　わらわの蹴鞠の妙みよう技ぎをごゆるりとご堪たん能のうあそばせ」

「……まあ、もう負け確定なんだからどっちでもいいけどぉ」

　気楽でいいわねこいつは、と信奈が呆あきれ顔がおで義元をにらむが、義元は気にもとめていない。

「それでは、次の上げ鞠はノブナさま側となります」

「当然、わらわが蹴りますわ。おーっほっほっほ！」

　懸かかりの中央に蹴鞠が置かれた。

　目指す球門ははるか彼方かなたにある。

　まずは織田軍の誰かにパスをしてそこから本猫寺軍の防衛線を突とつ破ぱしていくのが南蛮蹴鞠の常道なのだが──。

　戦はからっきしだよ三級品だが蹴鞠の道では天下無む双そうの今川義元にそのような常識などは通用しないのだ！

「いきますわよ！　今川流奥義、『白しら鳥とり風ふう流りゆう円えん舞ぶ』!!」

　十二単をくるくると優ゆう雅がに回しながら、義元は一本足で立って全身を高速回転させた。

　ぐるぐるぐるぐる！

　回転数がどんどん増して、遠心力が加わった義元の右足が、ばんっ！　と鞠に当たった瞬しゆん間かんだった。

　ズドオオオオオオオオオオオオオオオン!!

　空高く舞まい上がった鞠は、義元の妙みような舞いを見物しながら「うにゃ？」と首をかしげていた本猫寺軍の面々の頭上をはるばると越こえて、いちども地面に落ちることなくそのまま本猫寺側が守るべき球門にすぽんっと直接入ってしまったではないか！

　フロイスが笛を吹ふいた。

「と、と、得点です……し、し、信じられません!?」

「これで同点ですわね！　まだまだこれからですわよ、おーっほっほっほっほっほ！」

「「「「ええええええええええ!?」」」」

　敵味方観客の区別なく、この展開には脱だつ力りよくそして驚きよう愕がくするしかない。

　信奈も良晴もけんにょも、言葉が出ない。

　完全なる無む駄だ飯めし喰ぐらいと思われていた、あの今川義元が──よもや、これほどの蹴鞠の達人であったとは、誰も予想だにしていなかった。

　合戦終しゆう了りようまでの刻限はあとわずか。

　フロイスが、芝生の上に置かれた南なん蛮ばん時計をちらちらと見はじめている。

「おーっほっほっほ！　次は本猫寺さんが蹴ける番ですわね！　信奈さん、蹴鞠のことはすべてわらわにお任せなさい。この程度はわらわにとっては児じ戯ぎにも等しいお遊び、刻限までにあと三十点は取ってさしあげますわ！」

「……デ、アルカ……」

　としか信奈は言えない。

　ともかく、一人だけ異次元から来たかのようなでたらめな今川義元が交じったためにわけがわからない試合になってしまった気がするけれど、これで勝てる。でも……ほんとうにこれでいいのかしら？　かえってまずくない？　と思わざるを得ない。
















　けんにょたち本猫寺軍も、いちど認めてしまった以上、今さら「義元の参加はなしにしろ」とは言いだしづらかった。言えば「神の尻尾しつぽ」の件を持ち出されて紛ふん糾きゆうするに決まっている。

「どどどどうするにょ、孫市!?　あんなの、どうしようもないにょ～！」

「あかん。わからん。いっそ全員で球門を守るか……あかんわ、なんぼ守ってもお飾り将軍の蹴った鞠はうちらの頭上を軽々と越えてしまいよる。どないもできへん！」

「こんな一方的な負け方だけはイヤだにょ～！　門徒たちもぜんぜん納得してないにょ！」

　これでは戦前の予想とは逆に、三十三対四で本猫寺が負けてしまう！　歴史的大敗！　未み来らい永えい劫ごう語られる屈辱！　そしてきょうにょはまだ、扇せん動どう者しやを捕とらえることができていないらしい。義元がこのまま暴れ回れば暴動が発生することは、もはや疑いなかった。

「このまま無様に負けたら、扇動者どもに煽あおられて暴動になるで！　つうか、これじゃ煽られんでも暴動やがな！」

「ほんものの合戦を避さけるための南蛮蹴鞠だったのに、門徒たちが仮にも将軍を襲おそうだなんてことになったら、本猫寺の威い信しんは地に落ちるにょ、逆ぎやく賊ぞく寸前だにょ、最悪だにょ～！　あのお飾り将軍、少しは空気を読めにょ！」

　けんにょと孫市が頭を抱かかえる。

　五万人の門徒に紛まぎれている扇動者たちも、「時が来た」といよいよ動きはじめているはずだった。

　それなのに、きょうにょも松永久秀も、なおも扇動者たちを発見できないでいる。おかしい。二人は、ようやく気づいた。もしかして暴徒を懸に突とつ進しんさせて織田軍の姫武将たちに襲いかからせるという計画ではなかったのでは？　それでは簡単に発見され、事前に取り押さえられてしまう、と気づいているのか。では、いったいなにを企たくらんでいるのか？

　すさまじく険悪な雰ふん囲い気きの中、けんにょが「とにかく今川義元にだけは鞠を渡わたすな、にょ！」と鞠を蹴って孫市に渡し、蹴鞠合戦再開。

　もう残り時間は少ない。

「蹴鞠将軍がいる限り、勝ち越しはむりだにょ。でも、なんとかこのまま最後まで守りきれば引き分けとなって、最初の取り決めに従って本猫寺の判定勝ちだにょ！」

「不本意やけど、あの将軍はんには誰だれもかなわん。反はん撃げきを試みて三十三対四で負けるよりはましや！　守りぬくで！」

　だが、今川義元にしてみれば、鞠に足が触ふれた瞬間に得点を叩たたき出せるのだから刻限などあってもなくても同じこと。

　勝ち誇ほこる今川義元は「おーっほっほっほっほ。華か麗れいに優雅にその鞠をいただきますわ！」と孫市めがけて突進してきた。いつもの優雅な義元とは違ちがって、まるで獲え物ものを狙ねらう肉にく食しよく獣じゆうのように眼めをらんらんと輝かがやかせている。

「うわああ！　来るな、こんとってえええ！」

「そうはいきませんわ、おほほ……むぎゅる！」

「あっ？」

　コケた！

　十二単の着物を自分で踏ふんづけて、今川義元が盛大に顔面からコケた！

「むぎゅう……こ、腰こしが……腰がぁ……」




　今川義元、腰を故障して立ちあがれず、輿に乗せられてそのまま退場。

　まさしく風のようにあらわれ、風のように去った。




「……いったいなんだったのよ、あの女は」

「でもまあ、おかげで同点だ。助かったと考えようぜ」

「くすん。もう時間がありません。引き分けならこちらの負けという決まりになっていますので、球門の守りを捨てて良晴さんを含ふくめた全員で攻せめましょう」

「そうですね。点を取って勝ち越さなければ、先せん輩ぱいを奪うばい取られてしまうです！」

　南蛮時間で、刻限まであと一分を切った。

　本猫寺側は、一分間だけ守りきれば引き分けで、一応規定上は勝ったこととなる。

　だが、今川義元が消えてくれた以上、だらだらと守って引き分けを狙うつもりはけんにょにも孫市にもさらさらない。

「邪じや魔まっけなのが消えてくれたにょ。不完全燃焼な引き分けで合戦が終われば、なし崩くずし的に暴動を起こされるにょ。攻せめて攻めて攻め勝つにょ！」

「そやな！　文句なしの勝ち星を実力で奪って、五万の門徒たちを歓かん喜きさせ、織田信奈の戦意をくじいて堂々と婚こん姻いん同盟や。天下一の男はうちがいただくで！」

　孫市が鞠を蹴って、合戦再開。

　両軍にとって、これが守るも攻めるも最後の機会。

　良晴も球門を捨てて、信奈とともに芝しば生ふの上を駆かけた。

　野生の豹ひようのように豪ごう放ほう磊らい落らく、縦じゆう横おう無む尽じんに球門を目指す雑賀孫市の横を併へい走そうして鞠を狙うは、頭のきんかん飾かざりを揺ゆらしている明智光秀。

　これまで信奈とずーっと足を引っ張りあっていた光秀だった。だがこの時、信奈が球門の守備を捨てた良晴とペアで動きはじめた姿を見て、「はっ？　今は信奈さまと足を引っ張りあっている場合ではなかったです！」とようやく気づき、「信奈さま！　ここからは息を合わせて連れん係けいいたしましょう！」と叫さけんでくれた。これで光秀は、やっと信奈ともども実力を発揮できる状じよう況きようになったのだ。

　もっと早く気づけよ！　と良晴は思ったが、そこは空気が読めない光秀なので仕方がない。

「目を離はなしたらすぐに女遊びに走るどうしようもないエロザルですが、相良先輩を本猫寺には渡さないです！　えいっ」

「うおっ!?　このでこっぱち、うちから鞠まりを奪いよった!?」

「失敬です。でこっぱちじゃないです！」

　さすがは光秀、鞠を奪う姿ですら可か憐れんかつ優雅な動きだった。

　そして「目指すは敵の球門です！」と唱えながら長ちよう距きよ離りをドリブル。

　孫市は、五右衛門たちちびっ子三人組にちょこまかと邪魔されて光秀から鞠を奪い返せない。

「だーっ！　蹴り飛ばしたいけど、ちんまい子は皆みんなかわいくて、よう蹴れん！」

　光秀はけんめいに追いすがる五虎大将軍を振ふりきって、敵てき陣じん深くまで一気に切りこんでいった。

「サル、十兵衛からの鞠を受けるわよ！　急いで！」

「ダメだ追いつかねえ！」

　信奈と良晴は敵球門前のエリアを奪おうと必死で走るが、光秀が速すぎて追いつくことができない。さすがは空気を読めない光秀、気がつけば思いっきり独断専行して単身敵陣深くに飛びこんでしまっていた。

　蛍、小雀、鶴首がすかさず光秀に迫せまってくる！

「だだだダメです！　鞠を渡すべき場所に味方がいないです！　でもここからじゃ遠すぎて球門に蹴り入れるのは無理です！」

　万ばん事じ休きゆうすか？

　いや、一人だけ、いた！

「めまぐるしすぎて、ついていけません～。よっこらせ」

　敵球門の正面に腰を下ろして、汗あせにくもった眼鏡めがねをせっせと拭ふいている松平元康が！

　眼鏡がくもると何も見えなくなるらしく、合戦中なのに座りこんで眼鏡を拭くという大失態を犯しているが、その存在を敵軍すら忘れているほどに空気だったことが織田軍に幸いしたのだ！

　フロイスが南なん蛮ばん時計をちらりと見た。

　合戦終しゆう了りようの刻限まで、南蛮時間であと三十秒！

　良くも悪くも空気を読めない光秀はアウェー会場での五万の敵サポーターが放つ圧力など、まったく感じない。光秀ほど、大おお舞ぶ台たいでのプレッシャーに強い鞠足はいないと言っていい。「勝ったです！」と会心の笑みを浮うかべて、元康へと正確に鞠を送った！

　五万人の門徒が、「負けたにゃん！」「うにゃああああ！」「大坂から追い出される！」「やっぱり、大坂炎えん上じようの予言が適中するんだわ！」と絶望の悲鳴をあげていた。




「本猫寺軍、敗れたり！　合戦終了直前で悪夢のような逆転負けが確定した。今だ！　今こそ計画を実行に移す！」

　息を潜ひそめて隠かくれていた扇動者たちが、ついに、決起した。

　きょうにょと久秀が、土ど壇たん場ばまで彼らを発見できなかった理由。

　それは、警備が強化されていることを察知していた彼らが、懸かかりに立つ織田信奈を門徒に襲しゆう撃げきさせるという計画を最初から断念し、懸の周辺を注視していたきょうにょたちの警備の「裏をかいた」からであった。

「あそこだぬこ！　連中の狙いは、懸ではなかったぬこ！　五万の門徒の最後列！　本猫寺の入り口に設置されている『笑わせる門』の前に、本猫寺の逆転負け確定に激げき怒どしている門徒を集めているぬこ！」

「激高する門徒たちを暴れさせて、『笑わせる門』を力ずくで破は壊かいするつもりだったのですわね！」

「あの門を壊こわされたら、中に隠されている秘宝が燃えてしまうぬこ！　そうなれば、善よき予言、まことの救世主の予言はご破算だぬこ！　大坂炎上の悪あしき予言のみが──」

「たとえ秘宝が燃えなかったとしても、門を突とつ破ぱして秘宝まで壊し尽つくしてしまうつもりですわ！　そしてその時こそ、善き予言が偽いつわりだったと激怒した門徒たちは、怒いかりにまかせて信奈さまたちを襲撃することに」

　南なん蛮ばん蹴け鞠まり合戦が白熱してきょうにょの予想以上に盛り上がりすぎたことが、神聖なる「笑わせる門」を襲撃して壊してしまえ、という扇動者たちの煽りに乗ってしまった門徒たちを大量発生させた一因だろう。その数は実に数千人。到とう底てい、きょうにょと久秀の手勢で止められる人数ではなかった。

「おかしいではないか、諸君！」

「これほど南蛮蹴鞠合戦が盛り上がっても、なおも『笑わせる門』は開かない！」

「きょうにょさまが疑っていたように、この門ははじめから開かないのだ！　善き予言など、まことの救世主など、全部方便だったのだ！」

「われわれは、八世れんにょさまに謀たばかられてきたのだ！」

「偽りの救いを、与あたえられてきたのだ！」

「もう大坂は終わりだ、もはや蹴鞠では敗れた！　大坂本猫寺はこのあと、織田軍によって焼き払はらわれる！」

「この偽りの門が開かぬならば！　救世の秘宝が手に入らぬならば！」

「いっそ壊してしまええええ！」

「そうだ！　織田軍に、れんにょさまの秘宝とやらを渡すな！　強力な兵器に違いないのだぞ！」

「織田軍との合戦は、ただ今からはじまる！」

　次々と槌つちがぶつけられ、「笑わない門」に亀き裂れつが入った。

　門の亀裂から黒い煙けむりが漏もれてきている。

　内側の部屋が燃えはじめているらしかった。

「ダメだぬこ！　ここからでは、距きよ離りが遠すぎて……どこもかしこも門徒たちで溢あふれていて、もう間に合わないぬこ！　きょうにょが『笑わせる門』を疑ってさえいなければ……まさか、このような謀ぼう略りやくに利用されて……」

「言こと霊だまはおそろしいものですわ。疑いは疑いを呼び、噓うそだと言えば噓になる。まことと言えば、まことになる。予言とは、そのようなもの。ですが、このままでは」

　もう、門が保もたない！

　きょうにょにも、久秀にも、もはや打つ手はなかった。




　だが懸内で合戦を続けている信奈たちには、この異変は伝わっていなかった。五万の門徒が懸を包囲していて、「笑わせる門」の周辺は完全に死角になっていたのだ。扇せん動どう者しやと暴徒たちの声も、熱ねつ狂きようする観客の叫び声によって阻はばまれ、届かない。

　そして、懸の上で元康へと完かん璧ぺきな形で鞠を蹴けり送って「勝ったです！」と叫んでいる光秀は──詰つめが甘かった。いや、元康の常識外のどんくささを、わかっていなかった。

　元康はまだ眼鏡を拭き終えていなかったのだ。

　そこにいきなり鞠が飛んできたので、慌あわてた。

「はわわ!?」

　慌てふためいた元康は、手にしていた眼鏡を芝生の上に落っことしてしまった。

　ああー、鞠は元康の目の前を転々と転がっていき、猫ねこ足あしの神速で追いすがってきたけんにょの足下へと……万事休す！

「たぬきいいいっ!?　なにやっているですかあああああ!?」

「もうダメだあああ！」

　走りながら良晴が悲鳴をあげた。

「良晴！　最後まで絶対にあきらめないで！　手を伸のばすのよ！」

　息を切らして隣となりを走る信奈が、叫んでいた。

　良晴は、その言葉の意味を、正確に理解していた。

　決してかなわぬ恋こいだとはわかっているけれど、それでもわたしがほしいのなら、この合戦に勝って織田家に帰参して。わたしは、大坂よりもあなたを選ぶ！　だから、婚姻同盟の犠ぎ牲せいになるだなんてダメよ。最後まで絶対にあきらめないで──。

　信奈はそう、言ってくれているのだ。

　全身が沸ふつ騰とうした。

　良晴の足に、ブーストがかかった。

　けんめいに、鞠を追った。

（そうだ。絶対にあきらめない！　大坂合戦阻そ止しも！　信奈との恋も！　どちらもあきらめない！　全部の実を拾う、それが俺の主義だったはず！　絶対に、俺と信奈がともに夢に見ている未来を、手に入れてみせる……！）

　だが、あと少し、あと一歩というところで、矢のような素早さで駆け込んできたけんにょの足が、転々と転がる鞠を捕つかまえていた──。

　ダメか。やっぱり、ダメなのか。

　良晴も信奈も、それでもあきらめずに足を止めない。

　そして──。

　試合終了直前、フロイスが笛に唇くちびるを当てたその時に、奇き蹟せきが起きた。

　眼鏡を落として何も見えなくなった元康が、芝しば生ふの上で四よつん這ばいになって、地面をまさぐり、たぬ耳とたぬ尻尾しつぽを揺らしながら、

「はわわ。眼鏡、眼鏡～」

　と雨に濡ぬれた捨て猫のような情けない声で叫んだのだ。

　その姿、その台詞せりふを聞いた本猫寺門徒たちが、どっか────ん、と爆ばく笑しようした。

　会場全体が、その衝しよう撃げきで大きく揺れたほどだった。

　元康が「眼鏡、眼鏡」とおろおろしている姿は現代人の良晴にとってはむしろ郷きよう愁しゆうを誘さそうものだったが、べたべたでコテコテなお笑いが好きな戦国大坂人の必殺のツボにずっぽりとハマってしまったらしい。きょうにょは後に、「五万の門徒が南蛮蹴鞠合戦決着直前という極限の緊きん張ちよう状態におかれて懸の上の鞠に視線を集中していた中で、突とつ如じよとして今まで誰だれもなしえなかった究極の脱だつ力りよく芸を。しかも、南なん蛮ばん渡と来らいの眼鏡を用いてこのような奇き想そう天てん外がいな新しい芸を。おそるべし松平元康」と震ふるえ上がり、元康こそは戦乱の世に目映まばゆい笑いをもたらすお笑い大権現だと語ったという。

　試合中だった孫市たちも、どっかーんと大ウケして、その場にへたりこんでしまった。

　けんにょも思わず「にゃーっははははははは！」と爆笑してしまい、鞠を取り損ねてしまった。

　良晴と併へい走そうしていた信奈まで、「ぷっ！」と吹ふきだしている。

　あの、「笑わない門」の試練を平然とくぐり抜ぬけてきた冷れい酷こく非情な服部半蔵までが、「ぷぷっ……ひ、姫ひめ……な、な、なんたる失態……い、いかん、わが主君の失態を見て笑う訳には……お、俺の忍しのびとしての矜きよう持じが……だ、ダメだ！　もう我が慢まんできん！　うわーっははははは！」と腹を抱かかえて笑い転げていた。

　あの半蔵が陥かん落らくしたのだから、笑い上じよう戸ご揃ぞろいの本猫寺軍の面々が耐たえられるはずもなかった。

　信奈は、笑いながらも足を止めず、ついに鞠まりに追いついた。

「良晴!!　決めて、お願い!!」

　信奈から鞠を回された良晴は、渾こん身しんの力をこめて、鞠を右足で蹴りぬいていた。

　鞠は、本猫寺側の球門に吸いこまれていった。

　その直後、フロイスが笛をぴぃ～と鳴らして「得点です！　そして同時に、合戦終了です！」と宣言した。




　この時。

「笑わせる門」を破壊しようとしていた暴徒たちまでが、その場に座り込んで笑い転げていた。

　それだけではない。

「開かずの門」の異名を誇ほこる「笑わせる門」が、この五万人の爆笑によって、突如として開いたのだった。半兵衛が推測したように、この門は数万人もの人間がいっせいに放つ大音声によってのみ、開く仕し掛かけとなっていたらしい。それも、漫まん才ざいによる「笑い」の周波数にではなく、南蛮蹴鞠合戦という極限の戦いを応おう援えんしてきた者たちが放つ「悲鳴と感動と笑いとがすべて入り混じった叫さけび声」が発する周波数によってのみ、開くらしかった。すなわちそれは、人間だけが放つことのできる、喜き怒ど哀あい楽らくのすべてが詰め込まれた万ばん感かんの思いを込めた声なのだった。

　れんにょが、いかなる方法でそのような細密なからくりを作り仕掛けることができたかは、定かではない。あるいは、ただの人間には聞き取れない周波数をも聞き取れる猫ねこ憑つき特有の聴ちよう覚かくと音感が、このからくりの製作を可能にしたのかもしれなかった。

　暴徒と化して門を破壊しようとしていた門徒たちはこの奇蹟を目の当たりにして、「善き予言が成就したわ！」「見て。門の向こうに、秘宝が！」「あれは八世れんにょさまの御お文ふみよ！」「秘宝とは、武器ではなかった。最後の御文だったんだわ！」と口々に叫びながら、実在した「秘宝」を前に、思わず頭を垂れて地に伏ふしていた──。

　本猫寺軍の敗戦という事実も、蹴鞠合戦の緊きん張ちよう感かんが最高潮に達した瞬しゆん間かんに突如として放たれた「眼鏡めがね、眼鏡」の衝撃が呼び起こした「笑わせる門」の開門という奇蹟によって、もはや悲しむべきことではなくなっていた。むしろ、本猫寺軍が敗れたその瞬間に「善き予言」が成就したという逆転劇は、門徒たちの絶望と緊張をいっせいに解き放ち、歓かん喜きさせていた。

　本猫寺は敗れはしたが、和わ睦ぼくは成立したのである。たとえ信奈が良晴よりも大坂を選び、本猫寺が大坂から退去することとなっても、善き予言が成就した以上、悪しき予言である「大坂炎えん上じよう」はもう、起こりえないはずだった。

　もはや、「大坂は救われた！」と熱狂する門徒たちを暴徒化させることは不可能だった。扇動者たちは慌てて逃にげ散ちろうとしたが、きょうにょの手の者によって、いっせいに捕とらえられた。

　もともと織田軍はわずかな人数で大坂に乗り込んでいる。

　だから松永久秀は、動かせる手勢が少ない。

　きょうにょの手勢のほうが、圧あつ倒とう的てきに多かった。

　結局、すべての扇動者を、きょうにょが素早く捕らえ、そして連れ去ってしまった──織田家には、誰が首しゆ謀ぼう者しやであったかを探る術すべがなくなっていた。

「やりますわね。はじめから首謀者が誰であるか、その情報を一手に握にぎり、いずれ本猫寺のために利用するおつもりでしたのね。きょうにょさん？　あなたは、まだ天下布猫をあきらめてはいないのですね」

「松永弾正。織田家といずれ戦うことになるとしても、今はその時ではないぬこ。和睦が成立したことを祝福してやるぬこ。しかし……織田信奈が天下布武の野望を掲かかげる限り、きょうにょはもういちど、戻もどってくるぬこ。神権と王権とは、本猫寺当主が一手に握るべきものだぬこ。それこそが戦国乱世を統一する、唯ゆい一いつの道だぬこ」

　きょうにょは、松永久秀の前から風のように素早く去っていた。

　わたくしの裏をかくとはたいしたものですわね。あの小こ猫ねこさんとわたくしが再び会うことはあるのかしら。なぜかしら。もう、残念ですけれどその機会は訪れない気がいたしますわ、と久秀はふと寂さみしげに微笑していた。

　そして。

「秘宝」すなわち八世れんにょによる「最後の御文」が、けんにょの手に渡わたっていた。




　　　　※





　れんにょの生しよう涯がいは、晩年を迎むかえていた。

　あれほど強きよう靭じんだった命の炎ほのおが、尽つきようとしていた。

　門徒内に、新たな「予言」が広まっていた。

「吉よし崎ざき炎えん上じよう」「山やま科しな炎上」に続く、「大坂炎上」の予言。

　むろん、「大坂炎上の予言もまた、れんにょ自身が為なしたものではない。

　実のところれんにょに、予言能力はない。〝猫憑き〟であるが故ゆえに強靭な肉体を誇り長ちよう寿じゆと若さを保ってきたれんにょだが、予言の力などははじめから持っていなかった。

　そもそもそのような「未来を予知する」力があるのならば、れんにょは、大谷や吉崎から追われたりはしていない。

　本猫寺が築き上げた壮そう大だいな「公く界がい」がことごとく炎上するという「悪あしき予言」のすべては、れんにょの些さ細さいなつぶやきから自然発生した噂うわさである。

「悪しき予言」とはつまり、乱世に翻ほん弄ろうされながら一いつ揆きを戦い続ける門徒たちと、そしてれんにょ自身の不安が生みだした「物語」であった。

　本猫寺の門徒たちが「本猫寺王国」を目指して日ノ本中の武士と戦い続ける限り、一揆に敗れれば「公界」を炎上させられるという忌いまわしい運命は、必ずつきまとうものである。

　その門徒たちの抱いだく不安を糧かてとして、「噂」はれんにょの意図とは無関係なところで大きく育ち、「予言」となっていったのだ。

　しかし、自らの死期を悟さとったれんにょは、自分の死後に本猫寺一揆が終結を迎え、門徒たちがやがて現れるであろう戦国時代の勝者、すなわち「天下の覇は者しや」に「根切り」される未来を回かい避ひするために、最後の力を振ふり絞しぼって次々と手を打った。

　足利将軍家ややまと御ご所しよなどに接近し、あるいは自分の一族を次々と各地の寺に派は遣けんして本猫寺一族の直ちよつ轄かつ寺を増やそうとしたのも、晩年のれんにょが権力欲よくに溺おぼれていたからではなく、本猫寺門徒と日ノ本の民たみの運命を「凄せい惨さんな宗教戦争」という当然予測できる未来から救うための、必死の抵てい抗こうだったのだ。

　外部に対して様々な手を打った後、「大坂炎上」という「悪しき予言」を信じてやまない門徒たちの意識を覆くつがえすために、れんにょは、そのような力が自分にないにもかかわらず、敢あえて「予言」を方便として用いることとした。

「御文」に、「善よき予言」を書き記すことにしたのだ。

　大坂本猫寺に自らが建てた「笑わせる門」が開く時、秘宝が見つかり、まことの救世主が現れるであろう、という「方便」を。

　れんにょの「悪しき予言」はみな、「口伝」である。本人が予言したことがないのだから、口伝でしかありえない。故に、「御文」として「善き予言」を書き残すことには、予言の真しん偽ぎを問われるという危険性もあった。だがそれでも、れんにょはこの「善き予言」を、自分の生涯最後の御文として絶対に書き残さねばならない、と決意したのだ。

「善き予言」にまつわる、一部の決定的な「御文」を蔵に隠かくして門徒たちの目から隠すという手品を採用するに至ったのも、「善き予言」の真実性と神秘性を高めるための方便である。その蔵の壁かべに埋うめ込まれた「御文」は、いずれ蔵が傷いたんだ時、蔵を建たて替かえあるいは修復する際に、発見されるだろう。

　れんにょはまず、「笑わない門」というもうひとつの門を、設けた。一揆が過激化するとともに、本猫寺の笑いは「門徒たちの間だけでの笑い」に収束しつつあった。たとえば、門徒以外の者を嘲ちよう笑しようする、差別の笑いである。あるいは、社会的弱者を愚ぐ弄ろうする強者の嘲笑である。それは、れんにょが「人を救う」と信じてきた、あの母から教わった「笑い」ではなかった。だかられんにょは、門徒でない者を笑わせるための努力を、門徒に課すことにしたのだ。そのための方便が、二つ目の門である「笑わない門」だった。門徒でない者は、必ずこの門を潜くぐらねばならない。だが門徒たちはなるべく、門徒でない者を寺には入れたくない。だから門徒でない者を笑わせるために、門徒たちは知ち恵えを絞らねばならない。そしてそこでは、門徒以外の人間を嘲笑する差別の笑いは、通用しない。そのような立場を超ちよう越えつした笑いを、作り出さねばならない。門徒とそうでない人々の心の距きよ離りは、この「笑わせる戦い」を重ねるうちに、近づくだろう。

　続いてれんにょは、「善き予言」の本命である「笑わせる門」にからくりを仕掛けた。〝猫憑き〟特有の超ちよう人じん的な聴覚を南なん蛮ばんからくりに応用することで、誰も見たことのない「門」のからくりが、完成した。漂ひよう泊はくのからくり師として長年、傀儡くぐつ師たちとともに旅をしていたこのわたくしが、不可能とも思えるこのからくりを完成させた。この門は容易に開いてはならない。ただの笑い声で開いてはならない。幾いく万人もの人間がそれぞれ持つ喜怒哀楽すべての感情が一体となって溢あふれ出した時にこそ、開かれるべきである。れんにょは、そう考え、およそ開きそうにない厳しい条件を、からくりに与あたえた。数十年にわたり漂泊の技術屋として生きてきたわたくしは、その師の注文を、実現した。だがこの「笑わせる門」が開く瞬間を、わたくしは想像することができなかった。あまりにも難易度が高すぎる。この門は永遠に開かないのではないか。開かせぬことで、「善き予言」が偽いつわりであったといつまでも門徒に悟らせまいと考えて、「開かずの門」をれんにょは作らせたのではないか。畏おそれ多くも、そう疑いたくもなった。だが、死の床とこに就いているれんにょは──わが師は、その光景をはっきりと脳裏に思い浮うかべているようだった。




「……予言などぜんぜんできない愚おろかなれんにょだったがにゃ。死を迎えた今ははっきりと、見えるにゃ。『笑わせる門』は、開くにょ。大坂本猫寺は炎上する運命を、脱だつ却きやくできるにゃ……さほど遠くない未来に。あるいは、はるか彼方かなたの未来から。その者は、必ず、あらわれるにゃ」










　──以上が、わたくし下間蓮崇が、死の床に就いたわが師より聞いた、師の生涯の回想、そして大坂本猫寺の「予言」にまつわる真相のすべてである。

　破門を解かれたわたくしは、「笑わせる門」のからくりを完成させるために師のもとへ呼ばれた。わたくしは、それを成し遂とげた。

　破門宣告を受けて以来、数十年にわたり漂泊の民として世界を彷徨さまよっていたわたくしの罪は、ようやく、許された。わたくしの漂泊は、無意味ではなかった。

　そして今わたくしは、数十年ぶりに再会したわが師・れんにょの死を看み取とるという大役を、与えられていた。

　このわたくしもすでに年老い、命の蠟ろう燭そくの炎が消えようとしていた。ただの人間にすぎないわたくしは、れんにょさまのような長寿ではない。髪かみは白くなり、歯は抜ぬけ落ち、腰こしは曲がっていた。だが、間に合った。これは奇き蹟せきなのだろうか。

「師よ。北陸の門徒は、越えち前ぜん一国を奪うばうべく朝倉家と全面対決をはじめようと準備しております。一揆は、朝倉家に敗れるでしょう。吉崎は滅ほろびるでしょう。かの『悪しき予言』が、適中してしまいましょう。わたくしが、愚かだったのです」

「……蓮崇。お前一人の罪ではないにゃ。お互たがいに、若気の至りで悪さをしすぎたにゃ」

「いいえ。吉崎時代の師はもう、六十を過ぎておられましたよ。あなたはいまだ童女にしか見えぬお若さですが」

「皮だけだにゃ。中身はもう、空っぽになってるにゃ」

「わたくしも、すぐにおそばに参ります」

「泣くなにゃ。景気よく、笑えにゃ」




「わが師よ。最後の、言葉を」




　門徒たちよ　戦いくさは、生なり業わいである　猟りよう師しが獣けものを狩かるのと同じに

　それは　誰だれかがなさなければならない　悲しい生業である

　しかし門徒よ　信しん仰こうのための戦を　生業としてはならない

　笑え　本猫寺当主よ　下間一族よ　己おのれを笑わせ、他人を笑わせよ

　いつか　五万人の門徒を歓喜の法ほう悦えつに導き

　この門を開く者たちが現れるかもしれない

　わたしは、その時を　夢見ている

　だが　すべては　定められたことではない

　わが言葉もまた　わが心の内より湧わきいずる言葉にすぎない

　予言を捨てよ　御お文ふみに縛しばられるな

　一揆を戦い　本猫寺のために死しても　猫極楽など　ない

　今を生きよ　自分自身の生を生きよ

　この言葉が　わが生涯最後の　秘宝である






　　　　※




　懸かかりの中央に立ったけんにょによって、五万人の門徒の前でれんにょの最後の御文──それは、れんにょの死後、わずか数日で息を引き取った下間蓮崇が代筆したものであったが、門徒たちの誰もが「れんにょさまのまことの言葉」と信じて疑わなかった──が読み上げられた後、南なん蛮ばん蹴け鞠まり合戦は正式に終しゆう了りようした。

　悪しき予言などは、はじめからなかった。

　すべては、戦乱の世に惑まどう人々の、そしてれんにょ自身の心の恐おそれから自然発生した、「噂」であり「物語」だったのだ。

　善き予言もまた、確定した未来の予告などではなく、「次世代に希望を託たくす言葉」であった。

　ともあれ、神聖裁判である蹴鞠に、織田家が勝ったのである。

　伊い勢せ長島や三河での一揆の解散は、難事業ではあるが、「『笑わせる門』を松平元康が開いた」という奇蹟を一揆勢が耳にすれば、門徒たちは喜んで武器を捨て、解散するだろう。国盗とりの野望のために門徒たちと組んで暴れている国人・地じ侍ざむらいたちはなおも一揆を続けるかもしれないが、彼らだけでは一揆を継けい続ぞくすることができないことは明らかである。

　織田軍の勝利を知った三好一党が「本猫寺勢の後押しがなければわれらは野田・福島に押し込められて進しん退たい窮きわまるのみ。もはや三好家の栄えい華がもこれまでじゃ」と合戦の継続をあきらめて四国へ退去をはじめたという急報が、信奈のもとに入っていた。

　信奈はここに三好一党と本猫寺による挟きよう撃げきという窮きゆう地ちを脱だつし、そして元康が治める三河もまた救われたのだ。

　今、五万人の門徒たちの半ばは「大坂退去」に納得し、半ばは「大坂退去」になおも抵抗が残っている。たとえ炎えん上じようの予言が噂うわさ話ばなしにすぎないとわかってもなお、彼女たちは大坂という土地に、大坂本猫寺が築き上げた公界に、愛着があった。

　しかも信奈の畿き内ないにおける権力基き盤ばんはまだ、盤ばん石じやくではない。近江おうみ越えち前ぜんに、浅井朝倉という強敵がまだ存在する。信奈が大坂に代わる土地を本猫寺に与えるとしても、その土地が今後も安全であるという確証はない。

「織田信奈。和わ睦ぼくは成ったにょ。各地の一揆は、責任を持って解散させるにょ。あとは、大坂を取るか、それとも相良良晴を取るか、お前が自分で選ぶだけだにょ。どうするにょ？」

　そして信奈は、迷わなかった。

「もちろん良晴を、返してもらうわ！」

　五万人の門徒たちが、意外な信奈の言葉に、どよめいていた。

「ほんとうに、いいのかにょ？　大坂の地を手に入れるなら、今が絶好の機会だにょ？　これを逃のがせば、お前の天下布武の戦いは、きっとさらに苦しいものになるにょ」

「いいのよ。だって、大坂は決して去らないもの。でも良晴は、目を離はなしたらすぐにどこかに去っちゃうから！」

　孫市が、「あっぱれや！　つまりは天下と男と、両取り狙ねらいか。あんたはほんまにあつかましい女やな！」と笑った。

「欲よく深ぶかな良晴はんに、ようお似合いやわ」

「孫市と良晴をくっつけられなかったにょ。ごめんにょー」

「ええんやで。良晴はんも、逃にげへんやろ。織田信奈がこの国におる限りはなー」

「それもそうだにょ。いずれ機会は訪れるにょ、孫市！　にゅふふ」

「けんにょはん。合戦開始からずっと気合い入れまくりやけど、後で疲つかれ果てて落ち込むなやー」

「……それは言わない約束だにょ……」

　信奈は、大坂よりも良晴を選せん択たくしたのだ。

　門徒たちは「大坂に住める！」「移転しなくていいの？」と喜んだが、当の良晴は当とう惑わくしていた。

「信奈？　またお前は……甘いよ！　せっかく、大坂からおとなしく退去してもらえる絶好の機会だったのに。今は和睦できても、大坂から移転させない限りいずれ本猫寺とは合戦になっちまうぜ！」

「いいの！　だって、良晴がいてくれればわたしは、魔ま王おうにはならない！」

　孫市に「お姫ひめさまのもとへ戻もどりいや」と背中を押された良晴は、信奈に抱だきつかれていた。

「勝ったわよ！　お帰りなさい、良晴！」

　満面の笑みを浮かべた信奈に、ほおずりされた。

「あ、ああ……勝ったな」

「本猫寺との勝負はこれで決着よ！　良晴も戻ってきたわ！　嬉うれしい！」

「お、おう」

「もう、どこにも行かないわよね？　約束してくれたでしょう。わたしの夢をかなえてくれるまで、ずっと一いつ緒しよにいてくれるのよね？」

「行かねえ。行くもんか」

　五万人が見ている前で「良晴」と呼んだりそんな嬉しそうな笑顔で抱きついたりしていいのかよ？　と良晴は言いたかった。でも、信奈のはじけるような笑顔を見ていると心の底からこみ上げてくる喜びを良晴もせき止めることはできなかった。斎さい藤とう道どう三さんが亡くなって以来、信奈がこれほどの喜びを爆ばく発はつさせた姿を良晴ははじめて見た。そしてこのとびっきりの笑顔は、他の誰でもない俺に向けられている──。

　なんてことだ。俺は果報者だ。何百人、何千人の女の子を集めてハーレムを作ったとしても、信奈のこの笑顔にはかなわない。

「ともあれ、これで最大の難関を突とつ破ぱした。ここからは天下布武達成までまっしぐらだぜ！」

「たくさん働いてもらうわよ！」

「おう、まかせておけ！」

　良晴は信奈の細い腰を抱き上げて、いっしょに芝しば生ふの上をくるくると踊おどっていた。

　細くて軽いのに、火のように熱い身体からだ。

　太陽のようにまぶしく光り輝かがやく笑顔。

　この世に、これほどいとおしい存在があるだろうか。

　誰にも渡わたしたくない、俺だけの姫だ！　と良晴は声に出さずに心の中で叫さけんでいた。

　幸い、門徒たちは「南蛮蹴鞠合戦に勝てて、織田の姫はよほど嬉しかったんだにゃん」と二人のただならぬ秘密の関係には気づいていない。

「しかし完かん璧ぺきに負けたにょ。最後は、たぬきに負けたにょ……まさか、織田軍に本猫寺軍が笑わされて負けるとは。ぷぷっ！　『眼鏡めがね、眼鏡』って……にゃーっはっははははは！　お笑い勝負で負けては、ぐうの音も出ないにょ！」

　負けて悔くやしいはずのけんにょは、まだ芝生の上で笑い転げていた。

「はあ～。あかんわ。ありゃ日ノ本一めんこい姫や。うちのご自じ慢まんの桃もも尻じりも、天下一のべっぴんさんにはかなわんわぁ」

「あ、あたしの切腹はもしかしてチャラになったのかっ？　やった、でかしたサル！　でも長秀、大坂を選ばなくてほんとうによかったのかな？　お前はこういう時に敢あえて姫さまをお説教する役目じゃなかったっけ？」
















「いえ、勝家どの。私にも、よくわかりました。これでいいのです。城よりも土地よりも、生きている人間のほうが姫にとってははるかに大切なのです。いえそもそも、比べることすらできません──姫の選択は、満点です」

「ふぃ～。もしも蹴鞠将軍が押しかけてこなければ……ひやひやものだったでござる」

「けほけほ。笑いすぎて、せきが止まらなくなっちゃいました。くすん、くすん」

「……眼鏡だぬき……悔しいけど、おもしろい。お笑いの道はまだまだ厳しい」

　最後は「最高殊しゆ勲くん鞠足」に選ばれた松平元康を敵味方の鞠足たちが全員で胴どう上あげして、南蛮蹴鞠合戦は終了した。「決勝点を決めたのは俺なのに」と良晴は不満だったが、なによりも五万人の門徒たちを笑わせて「笑わせる門」を開くことで悪あしき予言の因習を完全に消しよう滅めつさせたということで、ほぼ満票で元康が選ばれたのだ。

　門徒たちの嘆たん願がんにより、本猫寺と織田家は年にいちど、南蛮蹴鞠合戦で戦うことに決まった。この取り決めにより、次の蹴鞠合戦が開かい催さいされるまでの一年間、両家は人質を出しあうことなく和睦することとなったのである。婚こん姻いん同盟が果たされなかったために期限の短い同盟ではあったが、「笑わない門」の試練対決と南蛮蹴鞠合戦によって、両家は良晴が知っている歴史では考えられないほどに友好関係を深めたと言っていい。五虎大将軍たちと織田家の姫武将たちも、すっかり打ち解けている。れんにょは、本猫寺と織田家が辿たどるはずだった血ち塗ぬられた歴史を二つの「門」によって変えたのかもしれない、と良晴は思った。もしかしたら、やはりれんにょには、なんらかの不可思議な予知能力があったのかもしれない……とも。きょうにょが顔を見せないことだけが気がかりだが、おそらく、なおも扇せん動どう者しやたちを取り調べていて忙いそがしいのだろう。そう、信じたかった。

「あんたたち、よくもさんざんお尻しりを叩たたいてくれたわね。こんどは、わたしたちがあんたたちをハリセンで殴なぐる番よ！」

「そんなに簡単じゃないよ～？　人を笑わせるのは難しいんだよ～？　とりわけ門徒じゃない人にはあ、内輪のネタが通じないからあ～」

「そうだ。けっこう頭を使うのだぞ」

「まあ、うちは相手が誰だれであれ根性で無理矢理笑わせるけどな！」

「とはいえ、元康どののお笑いの才能に勝てる者は本猫寺にもおりませんっ！」

「そら、そうよ」

「ドミヌス会にも、猫は魔ま女じよの使い魔ではありません、と報告しなければなりませんね！　猫って、かわいいですもんね」

「孫市、来年こそは宿敵・織田信奈に勝って良晴を取り戻すにょ～！」

　と、けんにょは「今日はもう、その話はええって～！　またこんどや、こんど！」と照れる孫市の肩かたを抱きながら怪かい気き炎えんを上げていた。

　こうして本猫寺合戦は終しゆう了りようし、相良良晴は、織田家に帰参した。




　　　　※




「どうやら浅井朝倉と決戦する時が来たようね。浅井長なが政まさを死なせずにどうやって屈くつ服ぷくさせるかが問題だけど、武たけ田だ信しん玄げんが再び上じよう洛らく軍を興おこす前に浅井朝倉と決着をつけなければならないわ。信玄が再び上洛すれば浅井朝倉が息を吹ふき返すだけではなく、中国の毛もう利りも呼応するかもしれない」

　本猫寺から京に舞まい戻った信奈は、休むことなく家臣たちを集めて軍議を開いた。まったく、信奈はほんとうによく働く。本猫寺で南なん蛮ばん蹴け鞠まり合戦に勝ったばかりだというのに、一いつ睡すいもすることなく安あ土づち城じようの建設準備をはじめると同時に、浅井朝倉との決戦のための準備に入っていた。

　慌あわてて集まってきた家臣団の中に、良晴と光秀の姿がなかった。

　だが信奈は二人を待っている暇ひまを惜おしんで、軍議を進めた。

　西近江おうみの堅かた田たに陣じんを張っていた朝倉軍は、三好一党の四国への撤てつ退たいと本猫寺・織田家の和わ睦ぼく成立を知るや否や、堅田を放ほう棄きして浅井家の本城・小お谷だに城じようへ入っていた。信奈不在の間に堅田では織田方と朝倉方の衝しよう突とつがあり、織田方も損害を受けていたが、織田方は京を守り切ったのだ。だが今、浅井朝倉の主力軍が合流したことで小谷城の兵力は倍増している。小谷城はますます難なん攻こう不ふ落らくとなったが、逆に考えれば、もしも決戦に勝利できれば姉あね川がわの合戦で討うち漏もらした両家を同時に滅ほろぼすことも可能になったのだ。

「朝倉義よし景かげ。尻尾しつぽを巻いて逃げるかと思っていたけれど、織田家との戦いに決着がつくまで意地でも越えち前ぜんへは帰らないつもりね！　むしろ望むところだわ！」

「武田信玄は今、小田原の北ほう条じよう氏うじ康やすに加勢している。奥州の『邪じや気き眼がん竜りゆう』伊だ達て政まさ宗むねが小田原城を包囲しているが、北条氏康は伊達政宗の挑ちよう発はつにいっこうに応じず、戦せん況きようは膠こう着ちやく状態」

　東国の情報を報告するは、伊い賀が者・甲こう賀が者を束ねて手足として使っている服部半蔵。

「デアルカ。信玄が動けないならば、近江戦線を有利に動かす好機だわ！　まず堅田を奪うばい返し、西近江から浅井朝倉の勢力を一いつ掃そうし、浅井朝倉を小谷城に孤こ立りつさせるのよ！」

　信奈はついに浅井朝倉との膠着状態を一挙に打開する好機を得たと確信した。

　本猫寺との和睦が成った今こそ、浅井朝倉を倒たおす千せん載ざい一いち遇ぐうの機会なのだ。

　ところが。

　軍師の竹たけ中なか半兵衛が、衝しよう撃げき的な報告をはじめた。

「くすん。越えち後ごに、軍神・上うえ杉すぎ謙けん信しんさまがおられます。武田信玄さまの宿敵で、かつ今はすでに雪が融とけて自在に越後兵を動かせる状じよう況きようです」

「ええ。謙信は武田との合戦の際には、頼たのみもしないのに武田の背後を窺うかがって織田家を救ってくれたわよね。礼状は出しておいたわよ」

「その上杉謙信さまが、このたびの戦いくさでは浅井朝倉にお味方すると宣言されました！　上洛軍を興すということです！　ここに、上杉謙信さまから届いたばかりの書状がございます。織田家への宣戦布告状です！」

　信奈が「えっ、どうして？」と息を詰つまらせた。

「なぜ今になって、上杉謙信が織田家に宣戦布告を？　そもそも謙信は関東管かん領れいとして関東八州を鎮ちん撫ぶしようとしているはず。上洛軍を興す余よ裕ゆうはないはずでは？」

「あの方は義将。毘び沙しや門もん天てんの化身を自任しておられます。常に、ご自分の欲よく得とくなど考えもせずに弱き者の味方、自分に助けを求めてきた者の味方をなさいます」

「……武田が岐ぎ阜ふから退き、畿き内ないでは三好を退け本猫寺と和した織田家が強者になった今、追い詰められつつある浅井朝倉に泣きつかれては黙だまってはいられないということ？　お人好しを通り越こしているわね……政治感覚というものが、謙信にはまるでないのかしら？」

「本猫寺一いつ揆きは謙信さまの宿敵でもありますので、本猫寺と織田家との和睦も宣戦布告の理由のひとつになっているかもしれませんが、根本はやはり『助けを求められれば決して断らない』という一点にあると思います。くすん」

　上杉謙信が上洛軍を興したということは、またも織田家は存亡の危機に立たされたということね半兵衛、と信奈が犬千代から差しだされたういろうをかじりながらうなずいた。

「くすん。謙信さまが小谷城の後ご詰づめに駆かけつければ、浅井朝倉六ろつ角かく勢を糾きゆう合ごうして一いつ気き呵か成せいに京へ入ってしまうでしょう。北条氏康さまは小田原城に籠ろう城じようすることで、関東軍を率いた謙信さまの猛もう攻こうをかわしきりましたが……今の織田家の力では、浅井朝倉と合流し大兵力を率いた謙信さまを止めることはできません」

「……籠城策は無理だわ。京は守るに難かたい地だし、安土城の完成にはまだ時間がかかる」

「ただし越後と越前の間には加賀越えつ中ちゆうの本猫寺一揆勢力がおりますので、謙信さまが出しゆつ陣じんしても即そく座ざに小谷城入りできるわけではありません。織田家には多少の猶ゆう予よがございます。そのわずかな猶予の時間をうまく活用すれば、危地を脱だつする道は開けます。くすん」

「半兵衛、織田家が生き残る唯ゆい一いつの道は──『敵の敵』を動かすことね？　つまり、上杉謙信の仇きゆう敵てきである、武田信玄を。去年の岐阜の合戦の時とは逆に、信玄に謙信の上洛を阻そ止しさせる！　織田と武田は合戦をしたばかりだけれど、互たがいに深い遺い恨こんを残してはいない。しかし武田と上杉には川かわ中なか島じま以来の深い遺恨がある──信玄は、宿命の好敵手である謙信にだけは先に上洛されたくないはず。半兵衛、脈ありだわ！」

「はい。そして信玄さまに謙信さまの上洛阻そ止しを依い頼らいするのであれば、使者は良晴さんしかおりません。なぜならば、実は信玄さまご自身が、停戦が成立した後に良晴さんを自分のもとへ使者として送るように、と直接わたしに仰おおせになったからです。今まで黙っていて、すみませんすみません」

「でかしたわ！　すでにこの日が来ることを読んで、良晴という切り札を取っておいたのね半兵衛？」

「御ぎよ意い。信玄さまは良晴さんを、ずいぶんと気に掛かけておられるご様子。ありていに言えば、好意を抱いだかれています。恋こい心ごころというのとはおそらく違ちがいますが、くすん」

　この半兵衛の言葉に、信奈はもちろん勝家たち家臣団がいっせいにどよめいた。

「どうしてあんなおっぱい好きの男が敵方の姫ひめ武将に妙みようにモテるんだよ？　サルを信玄のもとに送ったりしたら、こんどは信玄がサルを人質にして『あたしとこいつとで祝言をあげて織田家と婚姻同盟を結ぶ、拒きよ否ひするならば合戦だ』と脅おどされるんじゃないのかっ？　サルは当分自じ粛しゆくさせておいたほうがいいよっ」

「あ、いえ、信玄さまの場合、良晴さんに好意を抱いていると言いましても恋れん愛あい感情ではないようですので……ただ、良晴さんを家臣として引き抜ぬこうとする恐おそれはありますし、なにしろ相手が女の子好きの良晴さんですから、なにかの弾はずみで武田家のどなたかと恋愛関係に発展するという可能性もないわけでは……くすん、くすん」

「あれでも未来人じゃからの。信玄がよっしーを捕とらえれば、予言者としてこき使えるの」

「……山やま本もと勘かん助すけに代わる異能の軍師として……良晴を用いたいのかも……」

「半兵衛どの。相良どのを使者として送るという約束を武田と交わされたとはいえ、なにぶん相良どのと孫市どのの祝言騒そう動どうが起きたのが昨日の今日です。姫が大坂を取り損ねた遠因でもありますし、その点がどうも心配です、四十点です。ただ……誰かをお目付役として同行させて、相良どのと信玄どのが不必要に接近せぬように監かん視しさせれば、あるいは」

「そこは、この半兵衛に秘策がございます。ただしこれは信奈さまと二人きりの場でなければ打ち明けられません」

　お人ひと払ばらいを、と半兵衛が微笑ほほえみながら言ったので、信奈はそのとおりにした。

　その半兵衛の秘策とは──。




　その頃ころ、ようやく織田家に帰参かなった相良良晴は本ほん能のう寺じを訪れていた。

　すでに軍議がはじまっているらしいとは聞いているのだが、明智光秀がめずらしく真しん剣けんな表情で「少しばかり、二人きりになれませんか」と誘さそってきたので、言われたとおりに光秀についてきていたのだ。

　まさかまた、例の祝言話を持ち出すんじゃないだろうな……と良晴はひやひやしながら本能寺の境けい内だいを散策している。

「はあー。前鬼が言っていた『女難の相』も、これで終わりだろう。やれやれだぜ」

　それにしても。

　唇くちびるをきゅっと閉じて思い詰めたような表情で良晴を凝ぎよう視ししている明智十兵衛光秀は、観かん音のん菩ぼ薩さつの化生であるかのように美しい。日輪のようにまぶしく輝かがやくような信奈とはまた別種の美しさではあるが、まさしく甲こう乙おつつけがたいとはこのことだろう。

　あれれ。今宵こよいの十兵衛ちゃんはまた一段と美人だな……すげぇな、なんかあったのかな？　と良晴が思わず眼めをしばたたく。

「十兵衛ちゃん。話ってなんだい？　軍議があるんだ、お互いに遅ち刻こくしたら信奈に[image: しか]しかられるから、手短に頼むぜ」

「南蛮蹴鞠合戦に勝った時に、ふと、疑問を抱いてしまったです」

「疑問って？　『神の尻尾』のことなら、尻尾の使用を禁止させることに思い至らなかった俺の落ち度だよ。悪かった」

「そのことではないです。信奈さまがなんらの迷いもなく、大坂の地を捨ててでも相良先せん輩ぱいを取り戻もどすと宣言した後、相良先輩と信奈さまはほんとうに嬉うれしそうに抱だき合っておられました。その様子を見た十兵衛の胸の奥が、ぎりぎりと破れそうに痛みました。なぜなのか、自分でもわかりません。わかりませんが、お二人のあの姿を見てからというもの、十兵衛はどうしてもある疑ぎ惑わくを払ふつ拭しよくできなくなったです」

　光秀は、真剣なまなざしで良晴に問うてきた。

　今にも「わあっ」と泣き出しそうな表情で。

　良晴の目を正面から見つめながら、こう、問うてきた。
















「相良先輩が恋こいされておられる想い人とは、まさか、信奈さまなのではないですか？」

　静かだけれども、冷たくも燃え上がる、恋する乙女おとめの瞳ひとみだった。

　いつもなら簡単にだまされる光秀だが、このことに関してばかりは噓うそやごまかしがきくとはとうてい思えなかった。いや、十兵衛ちゃんをだましてはいけない、と良晴は思った。当人はもしかしたらまだ気づいていないのかもしれない。だが、光秀が良晴に恋してしまっていることはもう誰だれの目にも明らかだったからだ。ならば、誠実に答えることこそが──いや、しかし──。

「……そ、それは……」

「どうなのですか。相良先輩は決してかなわぬ恋と知りながら、信奈さまを慕したっておられるのですか。その行く手には悲しすぎる結末が待っていると知りながら──十兵衛は真剣に問うています。答えてください」

　震ふるえる光秀のまなじりから、一筋の涙なみだが白い頰ほおを伝い落ちていく。

　相良良晴は、追い詰められた。
















　　　あとがき




　春日かすがです。六巻と七巻は「全国版」を出すにあたって大おお幅はばに改かい稿こうした巻で、特にこの六巻は（体感で）七割方を新たに書き起こしました。ほとんど新作と言ってもいいくらいですが、改稿ポイントは大きく二つあります。

　一つめは、「本ほん猫びよう寺じ合戦」に至る経けい緯いを描えがいたことです。捲けん土ど重ちよう来らい、四国から攻せめてきた三好一党と摂せつ津つの野田・福島で戦っている背後を、突とつ如じよとして決起した本猫寺勢に突つかれて織お田だ軍が窮きゆう地ちに陥おちいるというくだりです。

　二つめは、本猫寺の教義（？）である「漫まん才ざい」と「蹴け鞠まり」に関するエピソードの全面改稿です。本猫寺がなぜ「笑い」にこだわっているのか？　という設定を掘ほり下げたのと、発売後数年が経過したこともあって「せっかくなので新しいネタを一発」とばかりに漫才パートを思い切ってリニューアルした結果、「笑ってはいけない織田信のぶ奈な」爆誕と相成りました。

　実はこの「笑ってはいけない織田信奈」パート、お笑いに厳しい担当編集者からのダメ出しの連続で「ほんまにお笑いの道は厳しいで」とむせび泣く羽目になり、世の多くのギャグ作家が早々と燃え尽つきていく理由をつくづく思い知らされることになりました。

　本来、このようなシリーズものの仕事をしていながら「あの時はスランプだった」などの言い訳は許されないのですが、「無印」の六巻と七巻の前半部分を書いていた時期は東日本大だい震しん災さいがあって、合戦シーンやキャラクターが死ぬシーンが書けなくなっていたのです。それに加えて、直前の五巻で斎さい藤とう道どう三さんをはじめ大勢のキャラクターが死んでしまったこともあり、この勢いで書き続けたら続々とキャラクターが死ぬことになるという危き惧ぐもありまして、六巻では一休み入れて合戦抜ぬきの文化対決エピソードをやろう……と思い立ってコメディ極振ふりの漫才編を書いたわけです。

　ただ、三巻ラストから五巻にかけてのハードな展開から一呼吸置くために敢あえてこの巻でコメディ路線に回帰したのはよかったと思うのですが、「なぜお笑いなのか」「なぜ隆りゆう盛せいを極めているのか」という「本猫寺」が孕はらんだテーマにまで深く踏ふみ込みきれなかったことが、少々心残りでした。

　ですので、改稿にあたっては本猫寺側のドラマを新たに書き起こして、乱世で本猫寺勢力が巨きよ大だい化した理由やお笑い教義の成立の経緯などを本文中で語り尽くすことにしました。本猫寺は「猫ねこ憑つき教団」ですので、実在する日本の仏教組織とは全く関係ありませんが、乱世に大衆教団が勃ぼつ興こうして一大勢力となる過程例は描けた気がします。もちろん、第二回本猫寺合戦を描いた十巻も大幅に改稿しましたので、そちらもご期待ください。
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　本ほん猫びよう寺じとの和わ睦ぼくが成ったのち。京・本ほん能のう寺じの茶室で、信のぶ奈なたちは「笑ってはいけない織お田だ信奈」を振ふり返っていた。

　出席している面々は、信奈、良よし晴はる、光みつ秀ひで、そして服部はつとり半はん蔵ぞうの四人である。三み河かわ一いつ揆きを収束させるために、蹴け鞠まり合戦の最高殊しゆ勲くん鞠まり足あしに選ばれた元もと康やすは急いで三河へと引き返してしまったのだ。

「万まん千ち代よの採点癖へきの由来を暴ばく露ろされた時は、我が慢まんできなくなってどうしようかと思っちゃった。そもそも本猫寺と来客との友好を深めるどころか、互たがいの遺い恨こんを深めまくってない？　あの暴露芸は？」

「ずっと『万千代』でよかったのに、長なが秀ひでさん……でも信奈って、家臣をいつもあだ名で呼ぶけれど、なんでだ？　犬いぬ千ち代よにだって、利とし家いえって立派な名があるだろう？」

「だって正式な武士の名前なんて、男おとこ臭くさくてかわいくないじゃなーい。わたしは『元服後の名は姫ひめ武将であれ男らしくあらねばならない』という武士の慣習に頑がん強きように抵てい抗こうして『信奈』と女の子らしい名を名乗ったけれどもね！　あの時は、わたしの奇き行こうを嘆なげいた平手のじいが切腹するうと大おお騒さわぎになっちゃった」

「それで、数多くの姫武将のなかで、信奈だけが俺が知っている歴史とは違ちがう名を名乗っていたのか。まったく型破りだな」

「とにかく万千代の採点癖ネタは、今後も織田家では絶対の禁きん忌きだから」

「わ、わかってるよ。あのネタに触ふれたら、長秀さんに暗殺されかねない」

「ところで、良晴がいちばんツボに入ったネタはどれだったの？」

「半兵衛ちゃんのお漏もらし話かなあ。半兵衛ちゃんがべそをかいちゃったので笑うに笑えなかったけれど、想像すると微笑ほほえましくなっちまうよな。厠かわやに行きたいって言えばいいのにさ」

「うわ。相良さがら先輩。変態です。露ろ璃り魂こんの上に、お漏らし話がツボに入って興奮するだなんて、野生のサルよりも知能が高くて感性がねじ曲がっている分、より酷ひどいですう！」

「そそそそういうツボじゃねーよ十じゆう兵べ衛えちゃん！　いやしかしあの時、元康がおみくじをひかなくてよかったぜ！　間ま違ちがいなく、三み方かたヶが原はらでの○○話を準備していただろうからな。容よう赦しやねえなあ、本猫寺……」

「ちょっと待て、相良良晴。なぜ貴様がうちの姫の秘密を知っている？」

「忍び刀とうを抜くなよ半蔵！　そりゃ、俺は未来人だからな。元康は女の子なんだし、あの話は誰にも言わないよ。だいじょうぶだいじょうぶ」

「くっ。ほんとうだな相良良晴。その秘事、余人に漏らしたら殺すぞ……漏らしたら……姫が……漏らした……フフフ」

「半蔵と前ぜん鬼きって、笑いのツボが似てねえ？　やっぱり男って基本的に下ネタが好きなのかな～」

「……そうかもしれんな。ふん、冷れい酷こく非情な俺としたことが」

「なになに、なんの話？　竹たけ千ち代よが三方ヶ原でどうかしたの？」

「はいはーい！　十兵衛は知っているです！」

「あああ明あけ智ち光秀。やめぬか、空気を読め！　漏らしたら殺すぞ！」

「イヤです読みませーん！　元康どのは三方ヶ原から浜はま松まつ城じようへ敗走する途と中ちゆうでですね、腹を減らして倒たおれそうになったので茶店に立ち寄ってだんごを食べたんですぅ。ところが食べようとしたら武たけ田だ騎き馬ば隊たいが追つい撃げきしてきたので、慌あわてて逃にげたのです！　で、茶店のおばあさんが激げき怒どして『この食い逃げたぬき娘むすめがあ！』と出で刃ば包ぼう丁ちようを振りかざして元康どのを追い回したのです、それはもうすさまじい健けん脚きやくだったとか。ぷぷぷ」

「食い逃げって……苦労ばっかりしてるわねーあの子」

「……そちらの話なら、よいのだ。まったく、疲つかれる小こ娘むすめだ……」

「ところが三方ヶ原で生まれた元康どのの笑い話は、もうひとつあるですう！」

「このでこっぱち娘がッ！　そちらを漏らしたら即そく座ざに殺すッ！」

「ほうほうのていで浜松城に辿たどり着いた元康どのは、なんと！　あまりにも貧びん乏ぼうくさくて地味でみずぼらしい姿になっていたので、というか元々地味なんですが、浜松城の守備兵たちが『こんな貧乏くさい地味な娘は、うちの姫じゃない』『たぬきだ』『たぬきが化けているのだ』と元康どのが本人だと信じずに、門を閉ざして入れなかったんですう！　元康どのは『ふええ。ほんものですう。信じてくださーい』と城の外で一夜を過ごすことに。ぷぷぷ」

「……その話なら構わんのだ。ああ……こやつといるだけで、神経がささくれだって疲れ果てた……どうして冷酷非情な忍しのびの俺がこれほど右往左往せねばならぬのだ……」

「半蔵。なんで、げっそりやつれているのよ？　あんたは笑ってはいけない門でいちども笑わなかったけれど、ツボにハマったネタはあるの？」

「それはむろん、うちの姫の『眼鏡めがね、眼鏡』ですな。よもや姫がお笑いの天才だったとは！　いやあ、やはり計算されたお笑いなどよりも生まれながらの天然ボケこそが最強ですな！　うわーっはははははは！」

「半蔵？　お前がいちばん、自分の主あるじを笑っているですう！」

「……はっ、しまった!?　ひ、姫さま、申し訳ござらぬ！　ああっ、このままでは服部半蔵は真に冷酷非情な忍びというわが印象が崩ほう壊かいしてしまう！」

　ぼむっと煙えん幕まくを張って、半蔵は逃げ去っていた。かくして、元康と半蔵はこれより八はつ丁ちようみそに続く三河の町まち興おこし政策として「三み河かわ万まん歳ざい」のネタ開発と上方漫まん才ざい師したちへのネタ販はん売ばいに力を入れていくことになるのだった。
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